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巻頭言

『COMPOST』の発刊に

　いよいよ、というべきか、やっと、というべきか、京都市立芸術大学芸術資源研

究センターから紀要『COMPOST』が発刊される運びになりました。めでたいことで

す。2014年の芸術資源研究センター（以下〈芸資研〉）のオープンから数えて6年に

してようやくの発刊、ということになります。センターの最初の構想案を書いたの

がその5年前の2009年のことなので、そこから数えると、10年以上が経過してし

まいました。『COMPOST』は芸資研の紀要という位置づけなのですが、この少々変

わったネーミングについては説明が必要かもしれません。

　「アーカイブ」（正確にはアーカイヴズarchivesですが、ここでは「アーカイブ」と表記し

ます）の概念を説明する時に、「美術館は壁、図書館は書架、アーカイブはキャビ

ネット」というような比喩が使われたりするのですが、「COMPOST＝コンポスト」

は、私たちの考えるもうひとつの動的なアーカイブ観を表しています。

　コンポストとは、一般的に、生ゴミや排泄物などの有機物を微生物の力を借りて

分解、堆肥化すること、またはその容れもののことですが、ゴミ箱とは違って、そ

こには、廃棄、保存・蓄積と同時に、変化と再生のイメージがあります。なぜ廃棄

が保存へと移り変わるのかといえば、そこに変化・再生のプロセスがあるからです。

本来の「アーカイヴズ」では対象とされる行政文書について、恣意的な書き換えや紛

失を避けるべく、変化の少ない堅牢な保存を旨とするのですが、日々変化してゆく

創造の現場である芸術大学でのアーカイブには、そのような変化のプロセスがあら

かじめ組み込まれているはずではないか?  と考えてみましょう。そのような芸術と

してのアーカイブのモデルのひとつが「記譜法」です。楽譜は創造されたあたらしい

音を記述して、時間を超えて保存継承する技法なのですが、同時に楽譜は、時間を

超えて様々な読みと変化を許容し、あたらしく生き生きとした演奏＝創造を生み出

す可能性に開かれ、創造的に読まれるための開かれた記述（ノート）でもあります。

私たちの考える「芸術大学におけるアーカイブ」というのは、例えばそんなイメージ

で、「COMPOST」というネーミングにはそんな意図も込められているのです、実は。

　まずは最初の1巻です。2020年をスタートに年1回の発行で10年を当面の目標に

していきます。できる限り息の長い存在であれますよう、温かく見守っていただけ

れば幸いです。

石原友明
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Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
危
機
の
時
代
の
ク
ラ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
芸
術
実
践
の
ア
ー
カ
イ
ブ

│
視
点
・
過
程
・
展
示

石
谷
治
寛　
　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
予
防
と
ケ
ア
の
情
報
発
信
を
目
指
し
た
エ
イ
ズ
・
ポ
ス
タ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
以
下
Ａ
Ｐ
Ｐ
）
の

活
動
は
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
出
身
の
美
術
家
や
在
学
生
を
中
心
に
一
九
九
三
年
の
京
都
で
始
ま
っ
た
。
こ
の
Ａ
Ｐ
Ｐ
の
映
像

や
記
録
写
真
資
料
の
整
理
を
中
心
と
し
た
ア
ー
カ
イ
ブ
化
の
作
業
を
、
資
料
を
保
管
し
て
い
る
ブ
ブ
・
ド
・
ラ
・
マ
ド
レ
ー
ヌ

氏
の
協
力
で
、
二
〇
一
六
年
末
か
ら
開
始
し
た
。
こ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
作
業
で
は
、
す
で
に
四
半
世
紀
を
経
過
し
つ
つ
あ
る
旧
式

メ
デ
ィ
ア
の
保
存
の
緊
急
性
と
い
う
観
点
か
ら
、
と
り
わ
け
映
像
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
当
時
の
関
係
者
へ
の
ビ
デ
オ
・
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
中
心
に
作
業
を
進
め
て
い
っ
た
。
Hi
８
に
収
め
ら
れ
た
ビ
デ
オ
記
録
や
ス
ラ
イ
ド
に
関
し
て
は
、
カ
ビ
な
ど
に
よ

る
痛
み
が
激
し
い
こ
と
が
わ
か
り
、
こ
の
種
の
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
今
後
ま
す
ま
す
急
を
要
す
る
だ
ろ
う1

❖

。

こ
う
し
た
資
料
整
理
と
デ
ジ
タ
ル
化
の
成
果
公
開
の
機
会
と
し
て
、
著
者
は
二
〇
一
八
年
十
月
六
日
か
ら
翌
年
一
月
二
十
日

ま
で
森
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
資
料
展
示
企
画
「
Ｍ
Ａ
Ｍ
リ
サ
ー
チ
0 
0 
6
：
ク
ロ
ニ
ク
ル
京
都1990s

―
ダ
イ
ア
モ
ン
ズ
・

ア
ー
・
フ
ォ
ー
エ
バ
ー
、
ア
ー
ト
ス
ケ
ー
プ
、
そ
し
て
私
は
誰
か
と
踊
る
」
に
共
同
企
画
者
と
し
て
た
ず
さ
わ
り
、
二
〇
一
九

年
六
月
十
四
日
か
ら
七
月
十
二
日
ま
で
京
都
精
華
大
学
ギ
ャ
ラ
リ
ー
フ
ロ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
企
画
展
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ

＆
リ
ブ
博
物
館
―
ア
ー
ト
ス
ケ
ー
プ
資
料
が
語
る
ハ
ス
ト
リ
ー
ズ
」
を
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
た
。
調
査
対
象
で
あ
る
当
時
の
状

況
に
つ
い
て
は
、
既
に
上
記
の
展
示
カ
タ
ロ
グ
の
解
説
と
エ
ッ
セ
イ
で
執
筆
し
た
の
で
、
そ
れ
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い

（
椿
・
石
谷
二
〇
一
九
）。
ま
た
京
都
精
華
大
学
の
展
示
を
踏
ま
え
た
公
開
可
能
な
資
料
集
の
編
纂
も
進
行
中
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
一
連
の
ア
ー
カ
イ
ブ
作
業
の
前
提
と
な
る
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
と
芸
術
実
践
に
つ
い
て
の
歴
史
的
視
点
を
整
理
し
て
、
調

査
対
象
と
な
る
京
都
で
の
活
動
を
位
置
づ
け
た
う
え
で
、
ア
ー
カ
イ
ブ
作
業
の
プ
ロ
セ
ス
、
資
料
展
示
の
方
法
論
と
そ
の
意
義

に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
か
ら
、
美
術
の
領
域
で
は
、
現
代
美
術
家
へ
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
・

ア
ー
カ
イ
ブ
、
現
代
美
術
の
保
存
修
復
や
そ
れ
を
補
完
す
る
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
社
会
参
与
芸
術

（
ソ
ー
シ
ャ
リ
ー
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
ド
・
ア
ー
ト
）
な
ど
非
物
質
的
な
芸
術
実
践
の
記
録
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
、
ア
ー
カ
イ
ブ

へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
（
加
冶
屋
・
山
峰
・
石
谷
ほ
か
二
〇
一
七
、 

加
冶
屋
ほ
か
二
〇
一
八
、Serexhe 2013; Ferriani 

and Pugliese 2013

）2

❖

。
本
研
究
は
、
そ
う
し
た
知
見
に
隣
接
す
る
が
、
一
九
九
〇
年
代
の
京
都
で
の
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
危
機
の
時
代

の
活
動
が
、
狭
義
の
芸
術
実
践
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ク
ラ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
や
社
会
運
動
と
も
地
続
き
で
あ
っ

た
こ
と
に
も
注
目
し
た
。
調
査
対
象
そ
れ
自
体
に
、
特
定
の
個
人
の
作
品
や
ア
ー
ト
の
方
法
論
に
縛
ら
れ
な
い
協
働
で
ジ
ャ
ン

ル
横
断
的
な
側
面
が
強
か
っ
た
か
ら
だ
。
こ
う
し
た
調
査
対
象
の
営
為
を
損
な
わ
ず
に
、
ど
の
よ
う
な
ア
ー
カ
イ
ブ
の
方
法
が

あ
り
う
る
か
？　

素
材
を
蓄
積
し
て
現
存
の
秩
序
や
物
語
を
確
証
す
る
た
め
の
慣
習
的
な
ア
ー
カ
イ
ブ
と
は
反
対
に
、
固
定
的

で
な
い
ア
ー
カ
イ
ブ
実
践
と
保
管
の
モ
デ
ル
と
し
て
、「
論
争
的
ア
ー
カ
イ
ブ
（C

onflictual A
rchive

）」
が
提
唱
さ
れ
て
い

る
（M

iessen and C
hateigné 2012

）。
こ
れ
は
、
公
的
に
は
ア
ー
カ
イ
ブ
化
さ
れ
ず
表
に
出
に
く
い
が
ゆ
え
に
ア
ク
セ
ス

の
難
し
い
素
材
を
批
評
的
に
扱
お
う
と
す
る
も
の
で
、
対
抗
文
化
や
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
暴
動
な
ど
見
え
に
く
い
歴
史
に
光
を
あ
て
よ
う

と
し
た
「
カ
ウ
ン
タ
ー
・
ア
ー
カ
イ
ブ
」
の
特
殊
な
実
践
を
念
頭
に
練
り
上
げ
ら
れ
た
と
い
う
。
そ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
実
践
は
、
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「
開
か
れ
た
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
を
も
ち
、「
活
発
に
変
化
し
」、「
新
し
い
関
係
性
を
促
す
」
も
の
と
し
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
る
。

ア
ー
カ
イ
ブ
は
、
記
憶
が
再
上
演
さ
れ
る
「
論
争
の
生
産
空
間
」
と
な
る
。

本
研
究
は
、
調
査
対
象
の
資
料
群
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
整
理
作
業
の
過
程
を
通
し
て
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
は
公
に
可
視
化
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
資
料
の
意
味
や
そ
の
背
後
の
人
々
や
出
来
事
の
関
係
性
を
紐
解
き
な
が
ら
、
展
示
公
開
に
よ
っ
て
そ
の
関
係
性

の
網
目
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
可
能
に
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
新
た
な
議
論
と
実
践
の
場
を
創
出
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
。
ア
ー
カ

イ
ブ
を
そ
う
し
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
現
在
進
行
の
実
践
と
し
て
捉
え
、
本
稿
で
は
、
調
査
対
象
の
国
際
的
な
歴
史
的
文
脈
や
回

顧
状
況
を
含
む
「
視
点
」、
資
料
群
の
整
理
と
読
解
に
基
づ
く
調
査
対
象
の
再
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
と
処
理
の
「
過
程
」、
素
材
の
仮

設
的
な
構
造
化
と
再
配
置
を
通
し
て
論
争
の
生
産
空
間
を
創
出
す
る
「
展
示
」
と
い
う
側
面
か
ら
具
体
的
に
記
述
す
る
。

視
点 Scope

ま
ず
は
、
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
危
機
の
時
代
の
芸
術
実
践
を
ア
ー
カ
イ
ブ
化
す
る
た
め
の
現
代
的
な
視
点
を
押
さ
え
て
お
き
た
い
。
Ａ

Ｉ
Ｄ
Ｓ
（
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
）
は
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
一
九
九
〇
年
代
に
か
け
て
、
不
治
の
病
と
み
な
さ
れ
て
き

た
が
、
現
在
は
服
薬
に
よ
っ
て
発
症
が
抑
え
ら
れ
る
状
況
に
ま
で
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
感
染
力
が
極
め
て
弱
い

ウ
ィ
ル
ス
で
あ
り
、
精
液
や
血
液
な
ど
の
体
液
接
触
の
あ
る
「
性
行
為
、
母
子
感
染
（
出
産
時
に
産
道
で
血
液
を
浴
び
る
た

め
）、
注
射
器
の
共
有
、
輸
血
な
ど
」
が
主
な
感
染
経
路
と
な
る
。
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
は
、
一
九
七
〇
年
代
末
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
男

性
の
同
性
愛
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
原
因
不
明
の
病
と
し
て
広
が
り
は
じ
め
た
が
、
一
九
八
〇
年
代
に
な
っ
て
、
血
液
製
剤

に
よ
る
薬
害
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
感
染
経
路
が
明
ら
か
に
な
る
に
つ
れ
て
、
不
特
定
多
数
の
人
間
と
の
性
行
為
や
麻
薬
摂
取

時
の
注
射
針
の
共
有
も
感
染
原
因
と
し
て
想
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性
者
へ
の
ス
テ
ィ
グ
マ
を
助
長
さ
せ
る
傾
向
も

生
じ
た
。
公
衆
衛
生
の
観
点
で
性
感
染
症
の
予
防
・
啓
発
に
取
り
組
む
行
政
側
が
、
陽
性
者
を
社
会
規
範
の
逸
脱
者
と
み
な
し

隔
離
・
排
除
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
み
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
感
染
予
防
を
超
え
て
恐
怖
を
煽
る
世
相
に
対
し
て
、
Ｐ
Ｗ
Ａ

（People W
ith A

ID
S

エ
イ
ズ
と
と
も
に
生
き
る
人
々
）
の
意
思
と
の
大
き
な
齟
齬
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
一
九
八
〇
年
代

後
半
に
な
る
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
はA

C
T

 U
P

の
よ
う
に
強
い
抗
議
や
告
発
を
と
も
な
う
社
会
運
動
が
活
発
化
し
て
い
っ
た
。

そ
の
活
動
で
目
標
に
さ
れ
た
の
は
、
実
際
は
多
様
な
Ｐ
Ｗ
Ａ
の
生
を
可
視
化
（
ビ
ジ
ュ
ア
ラ
イ
ズ
）
す
る
こ
と
だ
っ
た
と
い
え

る
。A

C
T

 U
P

の
よ
う
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
と
並
走
し
な
が
ら
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
主
導
でV

isual A
ID

S

が
立
ち
上
げ
ら
れ
、

そ
の
活
動
は
公
共
の
中
で
ス
テ
ィ
グ
マ
化
さ
れ
て
い
た
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
関
す
る
話
題
や
イ
メ
ー
ジ
を
積
極
的
に
表
明
し

て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
。V

isual A
ID

S

は
現
在
、
ウ
ェ
ブ
上
で
三
十
年
に
お
よ
ぶ
活
動
歴
や
関
連
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に

つ
い
て
の
ア
ー
カ
イ
ブ
を
公
開
し
て
お
り
（visualaids.org

）、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
が
変
化
す
る
な

か
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
美
術
家
た
ち
の
歩
み
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
九
八
〇
年
代
末
に
行
わ
れ
た
《
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
・

ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
》
は
、
芸
術
活
動
が
ア
ー
カ
イ
ブ
実
践
に
も
通
じ
る
象
徴
的
な
取
り
組
み
だ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
こ
で
は
そ
の

意
義
を
振
り
返
っ
て
お
こ
う
。

《
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
・
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
》
と
は
、
ス
ラ
イ
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
公
共
空
間
に
、
Ｐ
Ｗ
Ａ
の
生
活
を
記
録
し

た
写
真
を
投
影
す
る
試
み
で
あ
る
（https://visualaids.org/projects/electric-blanket

）。
二
時
間
を
超
え
る
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ウ
は
そ
れ
ぞ
れ
「M

em
orial

追
悼
す
る
」、「A

ction

行
動
す
る
」、「D

ocum
ent

記
録
す
る
」
の
パ
ー
ト
に
分
か
れ
て

い
る
。
写
真
の
撮
影
者
や
被
写
体
の
な
か
に
は
ナ
ン
・
ゴ
ー
ル
デ
ィ
ン
ら
国
際
的
に
名
の
知
ら
れ
た
美
術
家
た
ち
も
含
ま
れ
て

お
り
、「
電
気
毛
布
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
示
唆
さ
れ
る
よ
う
に
、
病
気
で
衰
弱
し
て
い
く
人
々
の
生
を
、
ス
ラ
イ
ド
の
投
影

に
よ
る
電
子
的
な
光
の
毛
布
で
包
み
込
も
う
と
す
る
、
美
し
い
協
働
実
践
に
な
っ
て
い
る
。
追
悼
、
行
動
、
記
録
と
い
う
視
覚

表
現
の
基
本
的
な
要
素
を
公
共
化
す
る
こ
の
試
み
は
、
ア
ー
ト
と
い
う
よ
り
も
ア
ー
カ
イ
ブ
が
果
た
す
役
割
に
近
か
っ
た
こ
と

に
注
意
し
た
い
。
哲
学
者
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
は
、
ア
ー
カ
イ
ブ
の
語
源
が
ア
ル
コ
ン
（
公
文
書
を
保
管
す
る
上
級
政
務
官
の

家
）
に
由
来
す
る
こ
と
に
注
意
し
な
が
ら
、
ア
ー
カ
イ
ブ
が
留
ま
る
場
所
は
「
私
的
な
も
の
か
ら
公
的
な
も
の
へ
の
こ
の
制
度
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的
移
行
を
跡
づ
け
」、「
法
と
特
異
性
が
特
権
の
う
ち
で
交
差
す
る
こ
の
選
ば
れ
た
場
所
」
だ
と
述
べ
た
（
デ
リ
ダ
二
〇
一
〇
：

四
）。
こ
の
指
摘
を
読
み
替
え
る
な
ら
ば
、
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
危
機
の
時
代
に
育
ま
れ
た
芸
術
実
践
は
、
私
的
な
生
を
公
共
化
す
る
な

か
で
、
特
異
性
を
通
し
て
差
別
的
な
法
を
捉
え
直
す
と
い
う
、
ア
ー
カ
イ
ブ
の
根
源
に
接
近
す
る
試
み
だ
っ
た
点
も
記
憶
さ
れ

る
べ
き
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
危
機
の
時
代
の
美
術
家
た
ち
の
活
動
は
、
近
年
ま
す
ま
す
芸
術
史
の
な
か
で
も
重
要
視
さ
れ
て
い

る
。
公
共
空
間
に
表
現
で
一
時
的
に
介
入
す
る
試
み
は
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ー
ト
や
社
会
参
与
芸
術
の

重
要
な
戦
略
の
実
例
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
（A

tkins 2009: 59-62; H
olm

es 2012: 80-81

）。
そ
の
第
一
人
者
だ
っ
た

ジ
ェ
ニ
ー
・
ホ
ル
ツ
ァ
ー
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
メ
モ
リ
ア
ル
《
あ
な
た
た
ち
は
私
に
愛
を
与

え
て
く
れ
た
》（
二
〇
一
六
）
を
手
掛
け
て
い
る
。
美
術
批
評
家
ダ
グ
ラ
ス
・
ク
リ
ン
プ
は
、
一
九
八
〇
年
代
半
ば
か
ら
Ａ
Ｉ

Ｄ
Ｓ
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
に
積
極
的
に
携
わ
っ
た
（C

rim
p 1988, 2002

）3

❖

。
そ
の
歴
史
は
、
近
年
顕
著
に
行
わ
れ
て
い
る
美
術

制
度
に
対
す
る
直
接
的
な
抗
議
行
動
や
ア
ー
テ
ィ
ビ
ズ
ム
（
ア
ー
ト
＋
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
）
の
ル
ー
ツ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る

（Lem
oine and O

uardi 2010: 35
）。
イ
エ
ー
ツ
・
マ
ッ
キ
ー
『
ス
ト
ラ
イ
キ
・
ア
ー
ト
』
は
、
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
占

拠
の
よ
う
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
を
、
一
九
八
〇
年
代
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性
者
た
ち
が
金
融
街
の
道
路
に
倒
れ

こ
ん
で
、
自
ら
の
脆
弱
な
生
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
「
ダ
イ
・
イ
ン
」
に
遡
る
（M

cK
ee 2016: 41-44

）。
あ
る
い
は
、
芸
術
作

品
と
並
列
し
て
ポ
ス
タ
ー
や
雑
誌
な
ど
関
連
す
る
ト
ピ
ッ
ク
を
展
示
し
て
、
そ
の
空
間
を
公
的
な
議
論
の
場
と
し
て
機
能
さ
せ

よ
う
と
し
た
グ
ル
ー
プ
・
マ
テ
リ
ア
ル
の
活
動
は
、
ア
ー
ト
を
民
主
的
な
対
話
や
社
会
変
化
を
促
す
媒
介
と
し
て
捉
え
直
す
近

年
の
国
際
的
な
キ
ュ
レ
ト
リ
ア
ル
な
動
向
の
先
駆
と
み
な
せ
る
（A

ult 2010

）。
西
洋
中
心
主
義
的
で
男
性
の
美
術
家
を
頂
点

と
し
た
美
術
業
界
に
対
す
る
異
議
申
し
立
て
も
含
む
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
、
性
的
少
数
者
を
テ
ー

マ
に
し
た
企
画
展
を
振
り
返
る
マ
ウ
ラ
・
レ
イ
リ
ー
『
キ
ュ
レ
ト
リ
ア
ル
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
』（R

eilly 2018: 208

）
で
も
、

展
覧
会
「
ア
ー
ト
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
ア
メ
リ
カ
」（K

atz 2015

）
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
北
米
を
中
心
と
し
て
Ａ
Ｉ

Ｄ
Ｓ
危
機
の
時
代
の
ア
ー
ト
の
活
動
は
、
芸
術
史
の
不
可
欠
な
部
分
と
し
て
歴
史
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

そ
う
し
た
な
か
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
や
北
米
以
外
の
地
域
で
の
回
顧
も
行
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
画
家
と
し
て
活
躍
し
、
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
で
亡
く
な
っ
た
中
国
系
ア
メ
リ
カ
人
の
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ウ
ォ
ン
は
、
グ
ラ
フ
ィ

テ
ィ
や
レ
コ
ー
ド
や
オ
ブ
ジ
ェ
の
収
集
家
で
も
あ
っ
た
（C

orcoran and M
cC

orm
ick 2013

）。
ウ
ォ
ン
の
絵
画
と
と
も
に

彼
が
収
集
し
た
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
が
展
示
公
開
さ
れ
た
ほ
か
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
難
民
と
し
て
生
ま
れ
デ
ン
マ
ー
ク
に
育
っ
た
美
術

家
ヤ
ン
・
ヴ
ォ
ー
は
、
ウ
ォ
ン
の
母
親
が
保
管
し
て
い
た
彼
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
整
理
し
て
、
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
美
術
館
に
展
示
し
た
（A

ult et al. 2013

）。
ま
た
ス
ペ
イ
ン
語
圏
の
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
を
テ
ー
マ
に
し
た
資
料

展
「A

narchivo SID
A

」
も
マ
ド
リ
ー
ド
を
は
じ
め
と
し
て
ス
ペ
イ
ン
各
地
の
文
化
施
設
で
行
な
わ
れ
て
い
る
（B

enlloch   

2017

）﹇
図
1
﹈。
台
北
や
タ
イ
な
ど
の
ア
ジ
ア
地
域
で
も
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
危
機
の
時
代
を
通
過
し
た
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
当
事
者
に
よ
る
芸

術
表
現
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

一
九
九
〇
年
代
の
京
都
で
も
、
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
を
め
ぐ
る
美
術
家
た
ち
の
取
り
組
み
が
活
発
化
し
た
。
こ
の
時
代
の
資
料
を
公
開

可
能
な
ア
ー
カ
イ
ブ
や
視
聴
覚
資
料
と
し
て
整
理
す
る
着
想
は
、
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
（
芸
資
研
）
が
文
化
庁
メ
デ
ィ
ア

芸
術
連
携
促
進
事
業
の
助
成
金
で
実
現
し
た
古
橋
梯
二
《LO

V
E

R
S

│
永
遠
の
恋
人
た
ち
│
》（1994, 2001

）
の
修
復
・
展

示
が
き
っ
か
け
で
あ
る
（
加
冶
屋
ほ
か
二
〇
一
六
）。
二
〇
一
六
年
に
は
京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー
で
修
復
作
品
の
展
示
に
あ
わ
せ

て
、
設
計
図
な
ど
必
要
な
技
術
資
料
も
公
開
し
た
（
石
谷
二
〇
一
六
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
二
〇
一

七
：
一
六‒

一
九
）。
こ
の
資
料
展
示
で
は
、
作
品
が
国
内
外
で
ツ
ア
ー
展
示
さ
れ
た
文
脈
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で

き
た
が
、
制
作
当
時
の
よ
り
広
い
資
料
の
掘
り
起
こ
し
は
、
そ
の
歴
史
的
文
脈
を
明
確
に
す
る
た
め
に
必
須
で
あ
る
。
と
い
う

の
も
古
橋
悌
二
の
ほ
か
に
八
名
の
友
人
た
ち
が
《LO

V
E

R
S

》
に
出
演
し
て
お
り
、
彼
ら
の
中
に
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
集
団
ダ
ム

タ
イ
プ
の
メ
ン
バ
ー
や
一
九
九
三
年
に
発
足
し
た
Ａ
Ｐ
Ｐ
の
活
動
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
た
者
も
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

Ａ
Ｐ
Ｐ
の
活
動
に
つ
い
て
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が
公
開
さ
れ
て
お
り
（http://aidsposter.w

eb.fc2.com

）、
そ
の
活
動
の
概
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要
や
歴
史
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
七
年
に
は
関
連
す
る
活
動
が
冊
子
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
（
佐
藤
二
〇
〇
七
）。
そ

う
し
た
経
緯
か
ら
二
〇
一
〇
年
に
は
京
都
精
華
大
学
ギ
ャ
ラ
リ
ー
フ
ロ
ー
ル
で
展
覧
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「LIFE

 w
ith A

R
T

│
受
け
と
め
、
そ
し
て
、
渡
す
人
│
」
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
展
示
の
際
に
資
料
が
そ
れ
ま
で
保
管
さ
れ
て
い
た
場
所
か
ら
持
ち

出
さ
れ
て
、
奈
良
の
ブ
ブ
・
ド
・
ラ
・
マ
ド
レ
ー
ヌ
氏
宅
に
移
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
を
公
開
可
能
な
か
た
ち
で

整
理
・
保
管
し
て
お
く
こ
と
は
、
上
記
の
よ
う
な
国
際
的
な
動
向
の
な
か
で
の
日
本
で
の
取
り
組
み
を
再
検
証
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
関
係
性
に
開
か
れ
た
空
間
を
再
創
出
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
は
ず
で
あ
る
。

過
程 Process

資
料
の
中
に
は
、
当
時
の
印
刷
物
や
会
議
資
料
や
企
画
書
の
ほ
か
に
、
ス
ラ
イ
ド
や
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
の
写
真
、
Hi
８
や

Ｖ
Ｈ
Ｓ
の
映
像
資
料
が
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
れ
ら
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
中
心
に
、
ア
ー

カ
イ
ブ
作
業
を
進
め
た
。
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
と
も
な
う
整
理
作
業
は
、
ア
ク
セ
ス
の
し
に
く
い
視
覚
資
料
の
見
通
し
を
つ

け
、
そ
の
背
後
の
意
味
や
関
係
性
が
視
覚
的
に
具
体
化
さ
れ
る
道
筋
と
な
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
議
論
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、

言
語
化
を
通
し
て
、
資
料
の
解
釈
を
豊
か
に
し
、
そ
の
意
味
や
関
係
性
が
構
造
化
さ
れ
て
い
く
。
と
り
わ
け
当
時
の
活
動
に
は

五
十
人
以
上
の
人
々
が
関
わ
っ
て
い
た
の
で
、
資
料
整
理
の
過
程
で
、
そ
の
公
開
や
議
論
の
場
を
設
け
る
こ
と
は
、
個
々
の
資

料
を
引
き
金
と
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
記
憶
の
再
上
演
を
助
け
る
は
ず
で
あ
る
。

ま
ず
は
二
〇
一
七
年
五
月
に
、
Ａ
Ｐ
Ｐ
が
収
集
し
た
ポ
ス
タ
ー
の
う
ち
現
在
は
佐
藤
知
久
氏
が
保
管
し
て
い
る
ポ
ス
タ
ー
群

を
芸
資
研
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
に
展
示
す
る
と
と
も
に
、「
第
17
回
ア
ー
カ
イ
ブ
研
究
会
：
エ
イ
ズ
・
ポ
ス
タ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
振
り
返
る
」
で
、
当
時
を
回
顧
す
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
（
京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
二

〇
一
八
：
二
七
）﹇
図
2
﹈。
さ
ら
に
資
料
整
理
を
行
う
意
図
に
つ
い
てFacebook

上
で
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
を
発
表
し
、
関
係

［図1］  「Anarchivo SIDA」の展示風景、マドリード市芸術センターConde Dugueにて。撮影：石谷治寛
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者
の
理
解
や
若
い
学
生
の
関
心
を
得
な
が
ら
ア
ー
カ
イ
ブ
作
業
を
進
め
た
。
ま
た
二
〇
一
八
年
の
三
月
に
は
東
山 

ア
ー
テ
ィ

ス
ツ
・
プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト
・
サ
ー
ビ
ス
（
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｓ
）
の
依
頼
で
、
本
調
査
の
進
行
状
況
と
そ
の
文
脈
に
つ
い
て
ト
ー
ク
を

行
っ
た
。
こ
う
し
て
整
理
作
業
と
進
捗
状
況
の
報
告
を
繰
り
返
し
て
、
資
料
の
現
代
的
意
義
を
確
認
し
な
が
ら
ア
ー
カ
イ
ブ
化

は
進
め
ら
れ
た
（
畠
中
・
金
子
・
石
谷
二
〇
一
九
）。

さ
て
、
Ａ
Ｐ
Ｐ
の
活
動
に
関
連
す
る
資
料
群
の
特
徴
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
Ａ
Ｐ
Ｐ
の
活
動
は
、
一
九
九
二
年
に

シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
兼
レ
ジ
デ
ン
ス
施
設
と
し
て
日
本
家
屋
を
借
り
て
設
立
さ
れ
た
ア
ー
ト
ス
ケ
ー
プ
を
拠
点
に
展
開
し
た
。
こ

の
場
所
は
Ａ
Ｐ
Ｐ
の
活
動
が
広
が
る
に
つ
れ
て
五
十
人
以
上
の
人
々
が
常
時
出
入
り
す
る
開
か
れ
た
場
所
に
な
っ
て
い
き
、
副

次
的
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
活
動
の
拠
点
に
も
な
っ
た
（
柳
一
九
九
四
）4

❖

。
ウ
ィ
メ
ン
ズ
・
ダ
イ
ア
リ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
Ｑ

Ｆ
Ｆ
（「
東
京
国
際
レ
ズ
ビ
ア
ン
＆
ゲ
イ
・
フ
ィ
ル
ム
＆
ビ
デ
オ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

in 

京
都
・
大
阪
」
実
行
委
員
会
）、

SW
E

E
T

LY

（Sex W
orkers!  E

ncourage, E
m

pow
er, T

rust and Love Yourselves!

）
等
で
あ
る
。
さ
ら
に
ク
ラ
ブ
メ

ト
ロ
で
は
エ
イ
ズ
・
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
パ
ー
テ
ィ
「C

lub Luv+

」
も
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
で
生
ま
れ
た
資
料
群
は

体
系
的
な
保
管
が
な
さ
れ
ず
に
、
二
〇
一
〇
年
頃
に
ア
ー
ト
ス
ケ
ー
プ
を
引
き
払
う
際
に
、
一
部
は
廃
棄
さ
れ
、
他
の
資
料
は

関
係
者
に
よ
っ
て
個
別
に
引
き
取
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
う
ち
の
一
部
が
ブ
ブ
・
ド
・
ラ
・
マ
ド
レ
ー
ヌ
氏
の
自
宅
に
保

管
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
事
情
は
聞
き
取
り
の
な
か
で
次
第
に
明
確
に
な
り
、
資
料
整
理
も
上
記
の
異
種
の
活
動

ご
と
に
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
整
理
し
直
す
必
要
が
あ
っ
た
。
同
時
に
、
企
画
書
類
や
映
像
な
ど
と
現
物
資
料
を
見
比
べ
る
と
、
保

管
資
料
に
は
欠
落
も
多
い
こ
と
が
わ
か
り
、
当
時
の
活
動
の
網
羅
的
な
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て
ま
と
め
る
に
は
、
関
係
者
の
今
後

の
協
力
も
不
可
欠
で
あ
る
。

一
九
九
〇
年
代
の
京
都
に
展
開
し
た
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
危
機
の
時
代
の
ア
ー
カ
イ
ブ
を
通
し
て
考
え
る
と
、
こ
の
時
代
の
芸
術
実
践

に
つ
い
て
再
考
す
る
た
め
に
は
次
の
よ
う
な
観
点
が
重
な
り
あ
う
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。

［図2］  「第17回アーカイブ研究会：エイズ・ポスター・プロジェクトを振り返る」 撮影：桐月沙樹
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・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
当
事
者
に
よ
る
表
現
を
超
え
た
証
人
（w

itness

）
や
介
護
者
の
視
点

・
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
美
術
館
や
劇
場
外
で
の
現
代
美
術
と
ク
ラ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
交
差

・
社
会
に
お
け
る
ア
ー
ト
の
役
割
と
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム

・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
を
含
め
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
ス

・
視
聴
覚
資
料
の
保
管
・
デ
ジ
タ
ル
化
と
利
活
用
の
可
能
性

と
り
わ
け
京
都
に
お
け
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
へ
の
関
心
の
高
ま
り
は
、
ダ
ム
タ
イ
プ
に
よ
る
「S/N

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

（
一
九
九
二
│
一
九
九
六
）
の
展
開
と
も
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
作
品
《S/

N

》
で
は
、
舞
台
の
冒
頭
で
、
古
橋
悌
二
は
ス
ー
ツ
姿
で
「
日
本
人
」「
同
性
愛
者
」「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
＋
」
と
い
っ
た
レ
ッ
テ
ル
を
貼

ら
れ
て
登
場
し
、
そ
れ
か
ら
ド
ラ
ァ
グ
ク
イ
ー
ン
の
メ
イ
ク
を
行
い
、
最
後
に
は
救
命
ボ
ー
ト
上
に
裸
で
横
た
わ
り
な
が
ら

リ
ッ
プ
シ
ン
ク
で
歌
う
。
古
橋
悌
二
《LO

V
E

R
S

》（
一
九
九
四
）
は
、《S/N

》
で
強
調
さ
れ
た
レ
ッ
テ
ル
や
メ
イ
ク
が
剥
ぎ

取
ら
れ
た
裸
の
姿
が
曝
け
出
さ
れ
る
点
で
、
両
者
は
対
比
的
な
作
品
と
し
て
考
察
さ
れ
て
き
た5

❖

。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な

く
、
ド
ラ
ァ
グ
ク
イ
ー
ン
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
ミ
ス
・
グ
ロ
ー
リ
ア
ス
が
主
演
し
た
、
Ｄ
・
Ｋ
・
ウ
ラ
ヂ
に
よ
る
オ
ー

ル
・
ド
ラ
ァ
グ
ク
イ
ー
ン
映
画
『
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
＊
ア
ワ
ー
』（
一
九
九
四
）
も
、
古
橋
悌
二
／
ミ
ス
・
グ
ロ
ー
リ
ア
ス
と
Ｈ

Ｉ
Ｖ
ウ
ィ
ル
ス
と
の
関
係
を
捉
え
た
表
現
の
一
連
の
展
開
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

振
り
返
れ
ば
、
古
橋
は
一
九
九
二
年
末
に
体
調
悪
化
か
ら
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
発
症
を
自
覚
し
て
、
友
人
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
と
郵
送
の
手
紙

で
そ
の
こ
と
を
は
じ
め
て
告
げ
た
（
古
橋
二
〇
〇
〇
：
三
六
│

四
三
）。
し
か
し
、
そ
の
六
年
前
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
滞
在
中
の
検

査
で
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性
の
結
果
を
受
け
止
め
た
も
の
の
、
そ
の
こ
と
を
友
人
に
打
ち
明
け
ら
れ
な
い
で
も
い
た
と
い
う
。
つ
ま
り

古
橋
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
でA

C
T

 U
P

が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
は
、
す
で
に
自
ら
も
Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
と
も
に

生
き
て
い
る
こ
と
に
は
自
覚
的
だ
っ
た
。
そ
う
考
え
る
と
、
と
り
わ
け
一
九
八
九
年
に
古
橋
の
呼
び
か
け
で
、
ド
ラ
ァ
グ
ク

イ
ー
ン
・
パ
ー
テ
ィ
「
ダ
イ
ア
モ
ン
ズ
・
ア
ー
・
フ
ォ
ー
エ
バ
ー
」
が
大
阪
で
開
始
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
ダ

ン
ス
フ
ロ
ア
の
よ
う
な
大
き
さ
の
舞
台
に
、
ハ
ウ
ス
音
楽
を
響
か
せ
る
ダ
ム
タ
イ
プ
の
「pH

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
開
始
さ
れ

た
こ
と
は
、
明
示
的
で
は
な
い
に
せ
よ
、
そ
の
後
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
報
告
後
の
表
現
に
つ
な
が
る
伏
線
に
も
な
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る6

❖

。

一
九
九
〇
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
に
ク
ラ
ブ
祇
園
京
都
で
催
さ
れ
た
ダ
イ
ア
モ
ン
ズ
・
ア
ー
・
フ
ォ
ー
エ
バ
ー
主
催
の
パ
ー

テ
ィ
「X

 BA
LL

」
に
向
け
た
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
の
な
か
で
は
、
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
危
機
の
時
代
に
ド
ラ
ァ
グ
パ
ー
テ
ィ
を
開
催
す
る

こ
と
の
意
義
が
力
説
さ
れ
て
い
る7

❖

。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
ク
ラ
ブ
パ
ー
テ
ィ
で
は
、
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
よ
っ
て
直
接
触
れ
合
う

こ
と
が
禁
断
さ
れ
た
反
動
か
ら
、
薬
物
を
使
用
し
て
セ
ッ
ク
ス
の
快
楽
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
そ
う
と
す
る
傾
向
が

あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
れ
と
は
反
対
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
パ
ー
テ
ィ
の
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
だ
っ
た
ス
ー
ザ
ン
・
バ
ー
チ
の

言
う
「
外
向
性
（extroverted

）
の
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
」、
す
な
わ
ち
「
人
間
同
士
が
互
い
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
表
現
し
、
そ

の
相
乗
効
果
で
創
り
出
す
エ
ク
ス
タ
シ
ー
を
取
り
戻
そ
う
と
い
う
動
き
」
を
祇
園
京
都
の
舞
台
で
実
現
す
る
の
だ
と
言
わ
れ
、

こ
う
つ
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。「
そ
し
て
そ
れ
は
エ
イ
ズ
や
ド
ラ
ッ
グ
で
こ
の
世
を
去
っ
て
い
っ
た
多
く
の
友
人
た
ち
に
対
す

る
反
省
で
も
あ
る
の
で
す
」
と
。

京
都
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
危
機
の
時
代
の
芸
術
実
践
を
ア
ー
カ
イ
ブ
化
す
る
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
に
ク
ロ
ー
ズ
ド
だ
っ
た
時

期
の
古
橋
悌
二
の
足
跡
を
辿
り
直
す
こ
と
と
も
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
当
事

者
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
彼
の
振
る
舞
い
を
特
権
視
し
す
ぎ
る
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
り
た
い
。
古
橋
は
、
一
九
九
二
年
十
月

の
友
人
宛
の
手
紙
（
古
橋
二
〇
〇
〇
：
三
六
│

四
三
）
で
、
感
染
報
告
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性
者
を
ヒ
ー
ロ
ー
に
し
て
し
ま
う
こ
と
へ

の
危
惧
と
と
も
に
、
支
援
体
制
が
整
っ
て
い
な
い
日
本
の
状
況
で
告
白
す
る
こ
と
の
難
し
さ
も
指
摘
し
な
が
ら
「
当
事
者
性
」

に
言
及
し
て
い
る
。
情
報
に
よ
る
仮
体
験
で
な
く
、
実
体
験
す
る
こ
と
、「
そ
こ
で
勝
ち
得
た
情
報
だ
け
が
、
私
の
細
胞
内
に

永
遠
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
出
来
る
」。
こ
こ
で
彼
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
ウ
ィ
ル
ス
を
実
弾
に
喩
え
さ
え
し
て
い
る
。「
私
は
す
べ
て
の
戦
場
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に
い
て
そ
こ
に
飛
び
交
う
す
べ
て
の
弾
に
あ
た
り
た
か
っ
た
」、「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
は
、
そ
れ
以
上
の
も
の
の
当
事
者
で

あ
る
必
要
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
た
」
と
。
古
橋
が
、
Ｐ
Ｗ
Ａ
当
事
者
こ
そ
が
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
足
り
う
る
の
だ

と
強
く
主
張
す
る
背
景
に
は
、
自
ら
の
「
愛
の
遍
歴
」
に
つ
い
て
の
後
悔
の
気
持
ち
を
退
け
、
肯
定
す
る
た
め
で
あ
っ
た
こ
と

も
ほ
の
め
か
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
こ
に
は
逆
説
的
に
自
ら
を
犠
牲
者
と
し
て
悲
劇
の
ヒ
ロ
イ
ン
に
仕
立
て
て
し
ま
う
危
う

さ
と
矛
盾
が
表
明
さ
れ
て
も
い
る
。

さ
ら
に
古
橋
は
こ
の
手
紙
の
中
で
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
を
神
へ
の
信
仰
に
す
ら
比
較
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
に

と
っ
て
同
性
愛
が
根
深
い
タ
ブ
ー
だ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
た
強
烈
な
ア
イ
ロ
ニ
ー
で
あ
る
こ
と
も
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
。

《LO
V

E
R

S
》
の
ポ
ス
タ
ー
で
、
裸
の
古
橋
が
十
字
の
か
た
ち
に
両
手
を
広
げ
な
が
ら
、
作
品
映
像
の
ス
チ
ー
ル
と
は
異
な
り
、

尻
を
鑑
賞
者
に
向
け
る
ポ
ー
ズ
を
と
っ
て
い
る
の
も
、
そ
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
の
明
確
な
表
明
で
あ
ろ
う
。
同
様
の
宗
教
的
な
メ
タ

フ
ァ
ー
を
用
い
る
な
ら
ば
、
愛
を
体
現
す
る
と
自
称
す
る
犠
牲
者
の
振
る
舞
い
を
証
言
す
る
友
人
た
ち
は
、「
使
徒
」
と
見
な

さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
《LO

V
E

R
S

》
で
、
四
方
の
壁
に
古
橋
の
友
人
た
ち
が
す
れ
違
う
姿
が
映
し
出

さ
れ
る
の
に
似
て
い
る
。

実
は
、
ア
ー
ト
ス
ケ
ー
プ
に
残
さ
れ
て
ブ
ブ
・
ド
・
ラ
・
マ
ド
レ
ー
ヌ
氏
宅
に
保
管
さ
れ
た
記
録
映
像
の
う
ち
、
デ
ジ
タ
ル

化
し
た
も
の
の
中
に
は
、
ナ
ン
・
ゴ
ー
ル
デ
ィ
ン
が
日
本
で
の
個
展
に
際
し
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
取
材
し
た
映
像
の
Ｖ
Ｈ
Ｓ
コ

ピ
ー
も
あ
り
、
そ
こ
に
は
ダ
ム
タ
イ
プ
の
オ
フ
ィ
ス
で
な
さ
れ
た
古
橋
悌
二
へ
の
二
十
分
程
の
英
語
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
含
ま
れ

て
い
た
。
こ
の
映
像
に
つ
い
て
は
そ
も
そ
も
由
来
が
い
ま
の
と
こ
ろ
不
明
な
た
め
、
公
表
を
見
送
ら
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
あ

る
。
未
公
開
の
古
橋
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
補
い
、
そ
の
神
格
化
を
相
対
化
す
る
た
め
に
も
、
彼
の
ま
わ
り
で
出
来
事
を
目
撃
し

介
護
し
た
人
々
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
必
須
で
あ
っ
た
。
結
果
的
に
二
十
七
名
の
ビ
デ
オ
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
そ
の
う
ち

二
十
四
名
分
を
著
者
が
三
〜
十
分
程
度
に
編
集
し
て
展
示
公
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
不
在
の
中
心
で
あ
る
古
橋
自
身
の
告
白

は
両
義
的
で
あ
る
が
、
む
し
ろ
彼
を
支
え
た
友
人
た
ち
の
証
言
に
こ
そ
、
一
九
九
〇
年
代
の
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
危
機
を
生
き
延
び
る
痛

み
と
実
体
験
が
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
し
て
、『
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
＊
ア
ワ
ー
』、《S/N

》、《LO
V

E
R

S
》
は
、
作
者
は
そ
れ
ぞ

れ
異
な
る
も
の
の
出
演
者
や
制
作
ス
タ
ッ
フ
の
重
な
り
が
明
ら
か
で
あ
り
、
当
時
の
関
係
性
の
網
目
を
逆
照
射
す
る
一
連
の
作

品
群
と
み
な
せ
る
。
上
記
の
観
点
か
ら
、
古
橋
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
時
代
か
ら
、
ド
ラ
ァ
グ
ク
イ
ー
ン
・
パ
ー
テ
ィ
の
盛
り
上
が

り
、
そ
し
て
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
と
そ
の
後
ま
で
、
一
九
八
〇
年
代
半
ば
以
降
の
京
都
で
の
様
々
な
領
域
横
断
的
活
動

の
記
録
の
総
体
と
そ
れ
に
携
わ
っ
た
複
数
の
人
々
へ
の
聞
き
取
り
が
、
本
課
題
の
対
象
と
す
る
資
料
群
と
し
て
再
フ
レ
ー
ミ
ン

グ
さ
れ
る
。

同
時
に
、
二
〇
一
六
年
の
《LO

V
E

R
S

》
の
展
示
に
あ
わ
せ
て
、
ダ
ム
タ
イ
プ
オ
フ
ィ
ス
と
ク
ラ
ブ
メ
ト
ロ
は
、
七
月
十
三

日
に
古
橋
悌
二
の
生
誕
記
念
日
を
祝
す
る
パ
ー
テ
ィ
を
開
始
し
た
（
二
〇
一
九
年
に
四
回
目
を
迎
え
た
）。
こ
れ
は
ク
ラ
ブ
イ

ベ
ン
ト
を
通
し
た
ラ
イ
ブ
に
よ
る
回
顧
に
も
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
生
け
る
回
顧
イ
ベ
ン
ト
の
催
し
と
資
料
の
ア
ー
カ
イ
ブ

化
が
、
く
し
く
も
同
時
期
に
並
行
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
複
雑
な
活
動
と
感
情
が
絡
み
合
っ
た
時
代
の
記
憶

の
再
上
演
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
ダ
ム
タ
イ
プ
オ
フ
ィ
ス
に
よ
っ
て
さ
ら
に
過
去
の
資
料
群
の
デ

ジ
タ
ル
化
と
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
再
制
作
も
行
わ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
の
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー
セ
ン
タ
ー
・
メ
ス
分
館
と
東
京
都
現

代
美
術
館
で
そ
れ
ら
が
展
示
さ
れ
た
（D

U
M

B
 T

Y
PE

 2019

）。
本
研
究
は
ダ
ム
タ
イ
プ
の
活
動
と
並
行
し
な
が
ら
も
、
そ

の
外
部
で
行
わ
れ
た
一
時
期
の
活
動
を
補
足
し
よ
う
と
す
る
点
で
、
対
象
は
あ
る
部
分
で
重
な
り
つ
つ
も
異
な
っ
て
い
る
。
た

だ
、
当
時
か
ら
四
半
世
紀
を
迎
え
て
、
開
か
れ
た
か
た
ち
で
の
イ
ベ
ン
ト
や
展
示
を
通
し
て
、
ワ
ー
ク
・
イ
ン
・
プ
ロ
グ
レ
ス

の
ア
ー
カ
イ
ブ
作
業
の
公
表
と
共
有
が
様
々
な
レ
ベ
ル
で
並
行
し
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
特
記
し
て
お
き
た
い
。

展
示 Exhibition

二
〇
一
七
年
末
に
森
美
術
館
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
あ
る
椿
玲
子
氏
か
ら
提
案
が
あ
り
、
ア
ー
カ
イ
ブ
化
の
作
業
は
、
展
示
企
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画
の
立
案
と
並
行
し
て
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
問
題
を
含
む
、
当
時
の
文
化
芸
術
の
状
況
を
よ
り
広
い
視

点
で
展
示
構
成
す
る
手
が
か
り
と
し
て
、
ブ
ブ
・
ド
・
ラ
・
マ
ド
レ
ー
ヌ
氏
所
蔵
資
料
に
含
ま
れ
る
Ａ
Ｐ
Ｐ
の
活
動
に
限
ら
な

い
資
料
に
も
注
目
し
た
。
と
く
に
古
橋
悌
二
か
ら
委
託
さ
れ
た
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
メ
モ
や
写
真
、
Ｄ
・
Ｋ
・
ウ
ラ
ヂ
氏
に
よ
る

映
画
『
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
＊
ア
ワ
ー
』
の
絵
コ
ン
テ
、
ド
ラ
ァ
グ
ク
イ
ー
ン
・
パ
ー
テ
ィ
の
刊
行
物
や
フ
ラ
イ
ヤ
ー
な
ど
も
保
管

さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
。
森
美
術
館
の
資
料
展
で
は
「
ダ
イ
ア
モ
ン
ズ
・
ア
ー
・
フ
ォ
ー
エ
バ
ー
」
と
「
ア
ー
ト
ス
ケ
ー
プ
」
と

い
う
二
つ
の
性
格
の
異
な
る
活
動
を
軸
に
、
一
九
九
〇
年
代
の
ダ
ム
タ
イ
プ
の
資
料
や
記
録
映
像
も
あ
わ
せ
て
展
示
を
構
成
す

る
方
針
が
定
ま
っ
た
。
こ
れ
に
は
「
ダ
イ
ア
モ
ン
ズ
・
ア
ー
・
フ
ォ
ー
エ
バ
ー
」
を
立
ち
上
げ
、
現
在
も
月
一
で
パ
ー
テ
ィ
を

継
続
さ
せ
て
い
る
山
中
透
氏
と
シ
モ
ー
ヌ
深
雪
氏
に
よ
る
協
力
も
大
き
い8

❖

。
今
後
の
課
題
に
も
含
ま
れ
る
が
、
Ｑ
Ｆ
Ｆ
の
運
営

に
携
わ
っ
た
宮
田
ヒ
ロ
シ
氏
か
ら
も
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
、
ブ
ブ
・
ド
・
ラ
・
マ
ド
レ
ー
ヌ
氏
所
蔵
の
資
料
で
は
欠
落

し
た
関
連
資
料
の
所
在
が
明
ら
か
に
な
り
、
展
示
素
材
の
編
集
作
業
は
必
要
に
応
じ
て
、
個
々
人
が
所
有
す
る
資
料
を
補
い
な

が
ら
進
め
ら
れ
た
。

本
稿
の
「
視
点
」
で
述
べ
た
《
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
・
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
》
は
、
一
九
九
四
年
に
横
浜
で
開
催
さ
れ
た
第
十
回
国

際
エ
イ
ズ
会
議
で
も
上
映
さ
れ
た
。
こ
の
会
議
は
主
に
医
療
関
係
者
な
ど
専
門
家
が
集
う
国
際
会
議
で
、
Ａ
Ｐ
Ｐ
や
ダ
ム
タ
イ

プ
ら
は
、
専
門
家
以
外
の
当
事
者
も
参
加
で
き
る
文
化
的
な
交
流
空
間
の
必
要
性
を
意
識
し
て
、
日
本
で
の
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
関
連
の

活
動
の
ス
ラ
イ
ド
を
追
加
し
た
《
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
・
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
》
と
ク
ラ
ブ
イ
ベ
ン
ト
「LO

V
E

 BA
LL

」
を
野
外
で

開
催
し
た
の
だ
っ
た
。
最
初
の
調
査
で
、
そ
の
未
編
集
の
撮
影
素
材
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
い
た
が
、
後
に
ダ
ム
タ
イ
プ
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ー
の
砂
山
典
子
氏
か
ら
当
時
に
編
集
さ
れ
た
映
像
な
ど
も
含
む
記
録
映
像
を
提
供
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
資
料
の
欠
落

素
材
を
補
う
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
用
い
ら
れ
た
、
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
頭
文
字
を
読
み
替
え
た
フ
レ
ー
ズ
「
そ
し
て
私

は
誰
か
と
踊
る
（A

nd I D
ance w

ith Som
ebody

）」
は
、
展
覧
会
の
タ
イ
ト
ル
に
も
用
い
、
鍵
と
な
る
イ
メ
ー
ジ
と
な
っ
た
。

展
示
の
空
間
構
成
は
、
資
料
群
を
構
造
化
し
、
そ
の
網
目
の
関
係
性
を
空
間
化
し
再
認
す
る
の
に
重
要
な
役
割
を
担
う
。
森

美
術
館
の
資
料
展
示
で
は
、
資
料
や
映
像
、
解
説
を
配
置
す
る
に
あ
た
っ
て
、
い
か
に
時
間
軸
を
設
定
し
、
叙
事
的
に
出
来
事

を
整
理
す
る
か
が
課
題
だ
っ
た
。
年
代
毎
に
美
術
に
関
す
る
作
品
や
資
料
を
並
べ
る
時
系
列
展
示
は
、
作
品
や
出
来
事
の
流
れ

を
歴
史
化
す
る
に
は
常
套
的
で
あ
る
。
た
と
え
ば
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
使
っ
た
ロ
ー
カ
ル
な
地
域
の
美
術
史
を
見
直

す
試
み
と
し
て
、「
福
岡
現
代
美
術
ク
ロ
ニ
ク
ル1970-2000

」
展
（
福
岡
県
立
美
術
館
・
福
岡
市
美
術
館
、
二
〇
一
三
）
や

「
ア
イ
チ
ア
ー
ト
ク
ロ
ニ
ク
ル 1919-2019

」
展
（
愛
知
県
美
術
館
、
二
〇
一
九
）
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
ク
ラ
ブ

イ
ベ
ン
ト
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
繰
り
返
し
や
反
復
を
含
む
も
の
で
、
発
展
的
な
美
術
史
観
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
側
面
も
あ
る
。

複
数
の
時
間
軸
が
並
行
し
交
差
す
る
当
時
の
状
況
を
補
う
た
め
に
も
、
出
来
事
を
記
し
た
年
表
と
並
列
に
、
ド
ラ
ァ
グ
ク
イ
ー

ン
・
パ
ー
テ
ィ
「
ダ
イ
ア
モ
ン
ズ
・
ア
ー
・
フ
ォ
ー
エ
バ
ー
」
の
一
九
九
〇
年
代
の
フ
ラ
イ
ヤ
ー
を
一
列
に
並
べ
る
展
示
プ
ラ

ン
を
提
案
し
た
。
結
果
と
し
て
、
フ
ラ
イ
ヤ
ー
を
時
間
軸
と
し
て
、
そ
の
ま
わ
り
に
時
系
列
に
沿
っ
た
当
時
の
出
来
事
の
解
説

と
と
も
に
、
関
連
資
料
、
記
録
写
真
や
映
像
、
ダ
ム
タ
イ
プ
の
公
演
ポ
ス
タ
ー
を
並
列
さ
せ
る
こ
と
で
、
資
料
群
に
複
層
的
な

ナ
ラ
テ
ィ
ブ
が
生
ま
れ
た
﹇
図
3
﹈。

ク
ラ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
フ
ラ
イ
ヤ
ー
の
ア
ー
カ
イ
ブ
は
、
日
本
で
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
関
連
の
資
料
館
が
存
在
せ
ず
、
美
術
の
枠

に
お
さ
ま
ら
な
い
フ
ラ
イ
ヤ
ー
や
雑
誌
な
ど
の
エ
フ
ェ
メ
ラ
や
写
真
記
録
に
ア
ク
セ
ス
し
に
く
い
こ
と
へ
の
問
題
提
起
も
含

む
。
日
本
の
現
状
で
は
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
歴
史
は
口
承
以
外
の
方
法
で
継
承
さ
れ
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
が
あ
る
。
そ
れ
に

対
し
て
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
のO

N
E

 A
rchives

の
よ
う
に
、
近
年
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
文
化
ア
ー
カ
イ
ブ
が
国
外
で
は
整
備
さ
れ
つ

つ
あ
る9

❖

。
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
ク
ラ
ブ
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
ス
ポ
ッ
ト
を
回
顧
し
て
、
ア
ー
ト
表
現
と
の
関
係
を
探
る
展
示
も
多
く
な

さ
れ
て
き
て
い
る10

❖

。
た
と
え
ば
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
で
も
一
九
八
〇
年
代
初
頭
のclub57

を
テ
ー
マ
と
し
た
企
画
展

が
行
わ
れ
た
（M

agliozzi 2017

）。
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
文
化
活
動
や
社
会
運
動
に
つ
い
て
、
個
人
の
収
集
物
か
ら
、
公
的
な

ア
ー
カ
イ
ブ
や
美
術
館
へ
と
資
料
が
寄
託
さ
れ
集
約
さ
れ
る
経
路
の
整
備
は
、
現
在
の
日
本
で
の
ア
ー
カ
イ
ブ
に
対
す
る
関
心

の
高
ま
り
に
お
い
て
も
見
落
と
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
既
存
の
ジ
ャ
ン
ル
に
収
ま
ら
な
い
文
化
活
動
の
資
料
は
、
映
像
や
漫
画
と
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［図3］  「MAMリサーチ006：クロニクル京都1990s─ダイアモンズ・アー・フォーエバー、アートスケープ、そして
私は誰かと踊る」企画：椿玲子・石谷治寛、森美術館（2018年10月6日–2019年1月20日）

　　　撮影：石谷治寛
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い
っ
た
メ
デ
ィ
ア
芸
術
ア
ー
カ
イ
ブ
か
ら
も
、
公
的
資
料
の
ア
ー
カ
イ
ブ
か
ら
も
取
り
こ
ぼ
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
森
美
術

館
の
展
示
で
は
、
関
連
企
画
と
し
て
『
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
＊
ア
ワ
ー
』
の
上
映
を
、
新
宿
に
あ
る
ク
ラ
ブ
、
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
・
ラ

ウ
ン
ジ
で
行
い
、
さ
ら
に
は
シ
モ
ー
ヌ
深
雪
氏
の
提
案
で
、
映
像
に
あ
わ
せ
て
数
人
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
が
自
分
の
登
場
場
面
を

再
演
す
る
「
飛
び
出
す
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
ア
ワ
ー
（
３
Ｄ
）」
も
実
現
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
歴
代
の
ダ
イ
ア
モ
ン
ズ
・

ア
ー
・
フ
ォ
ー
エ
バ
ー
の
ク
イ
ー
ン
た
ち
も
ス
テ
ー
ジ
上
で
参
加
し
、
ア
ー
ト
関
係
者
以
外
の
観
客
も
集
い
大
い
に
賑
わ
っ
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
き
っ
か
け
に
、
ア
ー
ト
の
文
脈
を
超
え
た
ド
ラ
ァ
グ
ク
イ
ー
ン
の
文
化
や
よ
り
広
い
ナ
イ
ト
エ
コ
ノ

ミ
ー
の
ア
ー
カ
イ
ブ
整
備
・
調
査
へ
と
開
か
れ
て
い
く
可
能
性
を
期
待
し
た
い
。

東
京
で
の
展
示
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
京
都
精
華
大
学
ギ
ャ
ラ
リ
ー
フ
ロ
ー
ル
で
の
展
示
は
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
全
体
を
仮
設
の
博

物
館
に
見
立
て
て
、
Ｍ
Ｌ
Ａ
連
携
（
博
物
館
、
図
書
館
、
ア
ー
カ
イ
ブ
の
連
携
）
の
課
題
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
見
落
と
さ
れ

て
き
た
資
料
群
の
あ
り
か
に
つ
い
て
の
問
題
提
起
の
場
づ
く
り
を
目
指
し
た
。
京
都
で
は
、
京
都
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

ウ
ィ
ン
グ
ス
京
都
（
一
九
九
四
年
設
立
）
や
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
人
権
関
連
資
料
を
収
蔵
す
る
柳
原
銀
行
記
念
資
料

館
（
一
九
九
七
年
開
館
）
な
ど
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
人
権
に
配
慮
し
た
施
設
が
あ
り
、
メ
デ
ィ
ア
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
や
ア
ー

ト
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
に
よ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ク
セ
ス
の
取
り
組
み
や
そ
の
実
践
の
継
承
の
場
と
し
て
活
用
で
き
る
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
と
こ
ろ
性
的
少
数
者
の
人
権
活
動
も
含
む
ア
ー
カ
イ
ブ
を
包
括
的
に
扱
う
横

断
的
な
連
携
は
、
十
分
に
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
森
美
術
館
の
展
示
と
同
じ
資
料
を
ギ
ャ
ラ
リ
ー
フ
ロ
ー
ル
の
展
示
で
も
お
お

む
ね
用
い
た
が
、
前
者
で
は
時
間
軸
（
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
カ
ル
）
を
意
識
し
た
の
に
対
し
て
、
後
者
で
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
特
殊
な
空

間
配
置
を
意
識
し
て
位
相
的
（
ト
ポ
ロ
ジ
カ
ル
）
に
構
成
し
た
。
つ
ま
り
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
複
数
の
展
示
室
を
、
Ａ 

オ
ー
デ
ィ

ト
リ
ウ
ム
兼
ア
ー
カ
イ
ブ
、
Ｂ 

資
料
展
示
室
、
Ｃ 

企
画
展
示
室
、
Ｄ 

特
別
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
室
と
し
、
架
空
の
博
物
館
内
で
の

資
源
活
用
の
用
途
別
に
設
定
し
た
。
Ａ
で
は
ア
ー
ト
ス
ケ
ー
プ
な
ど
を
再
現
す
べ
く
開
か
れ
た
共
有
空
間
を
設
置
し
、
ト
ー
ク

や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
っ
た
。
Ｂ
で
は
資
料
群
を
壁
面
や
展
示
台
に
並
べ
て
展
覧
し
た
。
Ｃ
で
は
一
九
九
〇
年
代
以
降
か

ら
現
在
ま
で
の
活
動
に
つ
い
て
数
人
の
美
術
家
た
ち
の
作
品
を
配
置
し
た
。
Ｄ
で
は
、「
ダ
イ
ア
モ
ン
ズ
・
ア
ー
・
フ
ォ
ー
エ

バ
ー
」
に
依
頼
し
、
常
設
の
ガ
ラ
ス
展
示
ケ
ー
ス
を
使
っ
て
、
ド
ラ
ァ
グ
ク
イ
ー
ン
や
Ｄ
Ｊ
の
愛
す
る
音
楽
の
レ
コ
ー
ド
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
を
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て
タ
イ
ル
状
に
並
べ
た
﹇
図
4
﹈。

こ
う
し
た
空
間
配
置
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
空
間
で
の
資
料
展
示
に
際
し
て
、
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
展
示
作
業
を
進
め
る
こ

と
を
可
能
に
す
る
。
単
線
的
な
歴
史
の
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
と
し
て
資
料
を
ま
と
め
る
の
で
は
な
く
、
複
数
の
個
人
の
視
点
に
よ
る
現

在
の
文
脈
を
立
脚
点
に
、
過
去
の
資
料
の
断
片
を
遡
行
的
に
再
組
織
化
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
乳
児
の
心
理
学
を
研
究

し
た
ダ
ニ
エ
ル
・
ス
タ
ー
ン
は
「
現
在
の
想
起
文
脈
」
に
つ
い
て
、「
現
在
進
行
中
の
体
験
は
、
過
去
か
ら
の
断
片
を
選
択
し

た
り
集
め
た
り
す
る
引
き
金
と
し
て
作
用
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
ス
タ
ー
ン
二
〇
〇
七
：
二
〇
七
│

二
〇
九
）。
こ
こ
で
は
全

体
を
貫
く
現
在
の
想
起
文
脈
と
な
る
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
と
し
て
「
ハ
ス
ト
リ
ー
ズH

erStories

」（
男
性
中
心
的
な
歴
史H

is Story

に
対
し
て
、
彼
女
た
ち
の
物
語H

er Story

を
強
調
し
た
造
語
）
を
設
定
し
た11

❖

。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
京
都
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ

Ｉ
Ｄ
Ｓ
を
め
ぐ
る
取
り
組
み
で
は
、
ゲ
イ
男
性
以
上
に
女
性
た
ち
の
活
動
も
目
立
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ア
ー
ト
ス
ケ
ー
プ

は
当
初
、
演
劇
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
故
遠
藤
寿
美
子
氏
や
ギ
ャ
ラ
リ
ス
ト
の
松
尾
惠
氏
ら
に
よ
る
構
想
か
ら
始
ま
り
、
ダ
ム
タ

イ
プ
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
小
山
田
徹
氏
ら
の
協
力
で
実
現
し
た
。
さ
ら
に
現
在
の
日
本
で
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
対
す
る

バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
も
含
め
て
、
レ
イ
プ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
（
性
暴
力
の
原
因
を
被
害
者
に
転
嫁
す
る
文
化
）
が
ま
す
ま
す
勢
い
を

強
め
て
い
る
こ
と
へ
の
危
機
感
も
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
の
京
都
の
動
き
の
中
か
ら
は
、
ド
ラ
ァ
グ
ク
イ
ー
ン
と
し
て
多
く

の
女
性
が
参
加
し
た
だ
け
で
な
く
、T

he O
K

 G
irls

や
ウ
ィ
メ
ン
ズ
・
ダ
イ
ア
リ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
やSW

E
E

T
LY

な
ど
、

ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
も
含
む
女
性
た
ち
が
主
体
に
な
っ
て
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
、
性
感
染
症
予
防
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
、
働

き
方
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
、
結
婚
、
子
育
て
、（
自
己
と
他
者
の
）
ケ
ア
、
Ｄ
Ｖ
、
セ
ッ
ク
ス
ワ
ー
ク
を
見
つ
め
直
す
実
践

が
粘
り
強
く
行
わ
れ
た
の
だ
っ
た
。
ハ
ス
ト
リ
ー
ズ
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
は
、
叙
事
的
な
歴
史
の
語
り
だ
け
で
な
く
、
日
常
の

声
を
拾
い
あ
げ
た
物
語
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
込
め
ら
れ
て
い
る
。
展
示
で
は
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
手
帳
と
し
て
印
刷
さ
れ
た
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［図4］ 「ヒューマンライツ＆リブ博物館─アートスケープ資料が語るハストリーズ」
ディレクション：石谷治寛（監修：山田創平）、京都精華大学ギャラリーフロール

（2019年6月14日–7月12日）撮影：石谷治寛

A  Archives of human liberation（オーディトリウム）C  Human condition（企画展示）

B  Battle for human rights（資料展示）D  Divine playfullness（特別コレクション）
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ウ
ー
マ
ン
ズ
・
ダ
イ
ア
リ
ー
に
掲
載
さ
れ
た
言
葉
や
イ
ラ
ス
ト
の
コ
ピ
ー
が
、
テ
ー
マ
毎
に
組
み
換
え
ら
れ
て
壁
面
に
再
配
置

さ
れ
、
大
き
な
物
語
と
し
て
の
時
系
列
は
解
体
さ
れ
る
。
代
わ
り
に
そ
の
声
は
、
過
去
と
現
在
に
行
わ
れ
て
い
る
プ
ラ
イ
ド
・

パ
レ
ー
ド
や
デ
モ
と
い
っ
た
、
歴
史
を
変
革
し
よ
う
と
す
る
切
実
な
抗
議
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。「Placards for PR

ID
E

」

と
題
さ
れ
た
展
示
室
で
は
、
過
去
の
人
権
運
動
で
用
い
ら
れ
た
プ
ラ
カ
ー
ド
が
再
現
し
て
並
べ
ら
れ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
現

在
日
本
で
行
わ
れ
て
い
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
パ
レ
ー
ド
、
セ
ッ
ク
ス
ワ
ー
カ
ー
の
人
権
活
動
、
大
阪
入
国
管
理
局
の
人
権
侵
害
へ
の

抗
議
活
動
で
使
わ
れ
て
い
る
プ
ラ
カ
ー
ド
や
横
断
幕
を
展
示
し
た
﹇
図
5
﹈。
付
言
す
る
と
、
こ
の
展
示
作
業
を
き
っ
か
け
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
二
〇
一
九
年
十
一
月
三
日
に
大
阪
で
ス
ラ
ッ
ト
・
ウ
ォ
ー
ク
（
あ
ば
ず
れ
と
い
う
侮
蔑
語
を
転
用
し
て
レ
イ

プ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
に
抗
議
す
る
デ
モ
）
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

二
階
の
企
画
展
示
室
で
上
映
さ
れ
た
渡
部
睦
子
、
ブ
ブ
・
ド
・
ラ
・
マ
ド
レ
ー
ヌ
、
藪
内
美
佐
子
三
氏
に
よ
る
映
像
コ
ン

ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、「
ハ
ス
ト
リ
ー
」
の
語
り
口
を
表
す
も
の
と
し
て
構
成
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
「
出
会
い
」「
別
れ
」「
記
憶
」

が
独
特
な
映
像
作
品
と
し
て
描
き
出
さ
れ
る
。
渡
部
睦
子
の
《N

am
e Shiritori

》（
二
〇
一
一
）
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に

住
む
「
ミ
ッ
ク
ス
ト
・
キ
ッ
ズ
（
異
な
る
民
族
間
の
子
供
）」
が
自
室
で
名
前
を
言
い
、
し
り
と
り
の
ル
ー
ル
で
つ
な
げ
ら
れ

た
映
像
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
様
々
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
人
々
が
出
会
い
、
関
係
性
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
カ
ラ
フ
ル
に
描

く
。
ブ
ブ
・
ド
・
ラ
・
マ
ド
レ
ー
ヌ
《
甘
い
生
活
》（
二
〇
〇
一
）
は
、
亡
く
な
っ
た
友
人
を
そ
の
六
年
後
に
悼
む
切
実
な
思

い
が
、
裸
の
身
体
を
通
し
て
表
明
さ
れ
る
も
の
で
、《LO

V
E

R
S

》
を
ま
た
別
の
視
点
で
捉
え
直
す
こ
と
が
で
き
る
。
藪
内
美

佐
子
《
山
王
の
三
つ
の
散
歩
》（
二
〇
一
六
）
は
、
大
阪
市
西
成
区
山
王
地
区
に
て
約
二
年
間
、
主
に
地
域
の
女
性
た
ち
と
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
記
憶
を
テ
ー
マ
に
制
作
さ
れ
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
指
人
形
の
集
会
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

参
加
者
の
声
が
早
送
り
で
再
生
さ
れ
、
毛
糸
の
ぬ
い
ぐ
る
み
が
収
め
ら
れ
る
た
ん
す
の
引
き
出
し
が
開
け
閉
め
さ
れ
生
き
物
の

よ
う
に
会
話
し
、
山
王
地
区
の
地
面
、
壁
面
、
看
板
を
フ
ロ
ッ
タ
ー
ジ
ュ
し
た
巻
物
が
、
川
に
見
立
て
ら
れ
て
ス
ク
ロ
ー
ル
し
、

そ
の
上
を
参
加
者
に
よ
る
手
縫
い
の
ぬ
い
ぐ
る
み
た
ち
が
歌
に
合
わ
せ
て
流
れ
て
い
く
。
そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
の
意
味
は
不
明
瞭

だ
と
し
て
も
、
早
送
り
、
ル
ー
プ
、
歌
に
よ
っ
て
、
単
線
的
な
時
間
と
は
異
な
る
複
数
的
な
豊
か
な
時
間
が
紡
ぎ
出
さ
れ
る
。

ハ
ス
ト
リ
ー
は
こ
う
し
た
物
語
の
ス
タ
イ
ル
か
ら
体
感
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
映
像
の
ま
わ
り
に
は
小
山
田
徹
氏
に
よ
る
娘
の

指
示
の
イ
ラ
ス
ト
に
基
づ
く
毎
日
の
弁
当
を
記
録
し
た
《
お
父
ち
ゃ
ん
弁
当
》（
二
〇
一
七
）
や
山
元
彩
乃
氏
に
よ
っ
て
出
産

時
な
ど
人
生
の
節
目
に
描
か
れ
た
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
な
ど
、
ア
ー
ト
ス
ケ
ー
プ
以
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
、
若
い
世
代
へ
継
承

し
、
よ
り
広
い
世
界
へ
と
開
か
れ
て
い
く
作
品
群
と
し
て
展
示
し
た
。

結
語 Conclusion

本
稿
で
は
、
一
九
九
〇
年
代
の
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
危
機
の
時
代
の
ア
ー
カ
イ
ブ
の
も
つ
歴
史
的
・
現
代
的
視
点
、
ア
ー
カ
イ
ブ
化
の

過
程
、
私
的
な
資
料
を
開
か
れ
た
か
た
ち
で
公
共
化
す
る
た
め
の
再
演
や
展
示
に
つ
い
て
、
三
年
に
わ
た
る
調
査
と
ア
ー
カ
イ

ブ
実
践
の
プ
ロ
セ
ス
や
展
示
公
開
の
意
義
を
「
論
争
の
生
産
空
間
」
の
試
み
と
し
て
記
述
し
た
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
当
事
者
の
表
現
の
歩

み
を
辿
る
だ
け
で
な
く
、《
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
・
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
》
の
試
み
が
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、
当
事
者
と
そ
の
支
援
者

や
目
撃
者
が
一
体
と
な
っ
た
追
悼
、
行
動
、
記
録
の
長
期
的
な
実
践
の
な
か
で
形
成
さ
れ
て
い
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
総
体
が
、

そ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
実
践
か
ら
仮
設
的
に
再
構
成
さ
れ
た
。
ア
ー
カ
イ
ブ
施
設
な
ど
の
公
的
機
関
に
収
蔵
さ
れ
て
い
な
い
断
片
的

な
資
料
群
や
複
数
の
人
間
が
た
ず
さ
わ
っ
た
ゆ
る
や
か
な
運
動
体
を
、
具
体
的
な
資
料
や
表
現
と
と
も
に
公
共
化
す
る
試
み
は
、

当
時
の
多
く
の
関
係
者
の
協
力
や
聞
き
取
り
の
作
業
な
し
に
は
実
現
で
き
な
い
と
同
時
に
、
記
憶
の
整
理
や
共
有
に
よ
っ
て
相

互
的
な
触
発
が
な
さ
れ
、
ア
ー
カ
イ
ブ
実
践
の
フ
レ
ー
ム
を
超
え
て
、
複
数
の
視
点
か
ら
次
々
と
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
企
画
に

つ
な
が
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
過
去
の
素
材
を
通
し
た
想
起
は
現
在
の
新
し
い
創
造
と
し
て
生
き
直
さ
れ
る
。
ア
ー
カ
イ
ブ
実
践

は
そ
う
し
た
創
造
的
活
動
の
触
媒
に
な
り
う
る
。
美
術
館
な
ど
の
施
設
に
よ
る
保
存
修
復
や
ア
ー
カ
イ
ブ
化
は
、
作
品
の
安
定

化
を
目
的
と
し
、
大
文
字
の
歴
史
（
美
術
史
）
へ
の
登
記
を
と
も
な
い
、
制
作
者
と
鑑
賞
者
を
分
離
し
、
そ
の
歴
史
的
価
値
の
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［図5］「Placards for PRIDE」撮影：石谷治寛
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注

❖
1 

映
像
や
ス
ラ
イ
ド
や
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
解
像
度
と

作
業
効
率
と
の
バ
ラ
ン
ス
に
注
意
し
な
が
ら
進
め
た
暫
定
的
な
も
の
で
あ

り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
も
保
管
し
て
い
て
、
そ
の
完
全
な
代
替
に
は
な
ら
な
い
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
こ
で
扱
う
素
材
は
作
品
マ
ス
タ
ー
で
は
な
く
記

録
映
像
な
の
で
、
作
品
保
存
の
指
針
と
は
異
な
る
。
そ
れ
で
も
、
将
来
的
に

再
現
の
可
能
性
が
よ
り
困
難
に
な
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
当
面
の
ア
ク
セ
シ

ビ
リ
テ
ィ
を
高
め
る
こ
と
を
目
標
に
し
た
。
特
に
動
画
、
ス
ラ
イ
ド
や
ポ
ジ

フ
ィ
ル
ム
は
閲
覧
に
手
間
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
素
材
は

写
真
カ
タ
ロ
グ
ソ
フ
ト
で
管
理
す
る
こ
と
で
、
サ
ム
ネ
イ
ル
閲
覧
や
デ
ジ
タ

ル
出
力
、
公
開
用
の
映
像
作
成
の
素
材
と
し
て
適
し
て
い
る
。
ま
た
ス
ラ
イ

ド
上
映
の
テ
レ
シ
ネ
映
像
な
ど
に
は
い
く
つ
か
の
異
な
る
バ
ー
ジ
ョ
ン
や
コ

ピ
ー
が
あ
り
、
劣
化
の
度
合
い
や
撮
影
精
度
が
異
な
る
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
マ

ス
タ
ー
と
し
て
、
ど
の
映
像
が
相
応
し
い
か
の
判
断
は
、
将
来
的
な
公
開
や

デ
ジ
タ
ル
マ
ス
タ
ー
の
生
成
方
針
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
く
る
。
こ
の
作
業
か

ら
デ
ジ
タ
ル
マ
ス
タ
ー
と
プ
レ
ビ
ュ
ー
コ
ピ
ー
な
ど
複
数
の
デ
ジ
タ
ル
化
素

材
が
生
成
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
将
来
的
な
デ
ジ
タ
ル
管
理
の
方
法
に
つ
い

て
は
ま
た
別
の
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
映
像
素
材
に
は
編
集
済
み
の
も
の
と

記
録
素
材
の
双
方
が
含
ま
れ
、
公
開
用
に
は
デ
ジ
タ
ル
マ
ス
タ
ー
は
使
わ
ず
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
映
像
編
集
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
用
い
て
編
集
し
た

う
え
で
展
示
し
た
。
作
品
で
な
く
、
あ
く
ま
で
記
録
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ

ば
、
劣
化
に
よ
る
映
像
の
乱
れ
や
ノ
イ
ズ
や
グ
リ
ッ
チ
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
素

材
の
物
質
性
や
質
感
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
と
み
な
す
こ
と
も
で
き
る
。
デ
ジ
タ

ル
フ
ァ
イ
ル
は
著
作
権
保
持
者
と
の
内
容
の
確
認
や
デ
ー
タ
の
シ
ェ
ア
に
も

適
し
て
い
る
。
視
覚
的
記
録
素
材
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
、
他
の
文
章
資
料
や
聞

き
取
り
の
作
業
と
対
照
さ
せ
な
が
ら
作
業
を
進
め
る
こ
と
で
、
個
々
の
出
来

事
の
像
や
感
情
的
経
験
が
立
体
的
に
な
る
。
当
事
者
と
の
資
料
の
共
有
を
通

し
た
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
は
、
不
確
か
な
記
憶
の
確
認
や
整
理
の
作
業
を
促
進

す
る
の
に
役
立
つ
。

❖
2 

二
〇
〇
六
年
に
美
術
史
研
究
者
や
学
芸
員
ら
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ

た
日
本
美
術
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー 

・
ア
ー
カ
イ
ヴ
（http://w

w
w

.

oralarthistory.org

）
は
、
歴
史
記
述
に
有
効
な
聞
き
取
り
の
方
法
を
確
立

し
、
豊
富
な
事
例
を
提
供
し
て
い
る
。
タ
イ
ム
ベ
ー
ス
ト
・
メ
デ
ィ
ア
を
用

い
た
美
術
作
品
の
保
存
修
復
や
ア
ー
カ
イ
ブ
化
に
つ
い
て
は
二
〇
一
〇
年
頃

か
ら
取
り
組
ま
れ
は
じ
め
、
拙
論
も
含
む
保
存
修
復
ガ
イ
ド
の
ほ
か
数
々
の

事
例
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
は
作
品
の
保
存
修
復
や
ド
キ
ュ
メ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
課
題
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
も
、
作
品
や
作
家
で
な
く
よ
り

広
い
集
団
的
な
活
動
に
力
点
を
置
く
点
で
、
異
な
る
ア
ー
カ
イ
ブ
実
践
を
模

索
す
る
も
の
で
あ
り
、
先
行
文
献
の
参
照
は
最
低
限
に
留
め
て
い
る
。

❖
3 

『
メ
ラ
ン
コ
リ
ア
と
モ
ラ
リ
ズ
ム
』（C

rim
p 2002

）
に
は
、
世
界

中
で
の
講
演
録
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
一
九
九
四
年
の
第
十
回
国
際
エ
イ
ズ

会
議
（
横
浜
）
の
原
稿
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

❖
4 

当
時
の
活
動
の
状
況
に
つ
い
て
は
柳
の
論
考
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
書

か
れ
て
い
な
い
が
、
概
要
に
つ
い
て
は
ブ
ブ
・
ド
・
ラ
・
マ
ド
レ
ー
ヌ
氏
へ

の
聞
き
取
り
に
よ
る
。
ま
た
森
美
術
館
の
展
示
に
際
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

も
当
時
の
状
況
に
つ
い
て
聞
き
取
る
事
が
で
き
た
。

❖
5 

た
と
え
ば
《LO

V
E

R
S

》
の
カ
タ
ロ
グ
に
掲
載
さ
れ
た
浅
田
彰
に
よ

る
論
考
を
参
照
（
古
橋
二
〇
〇
〇
：
一
九
八‒

二
〇
四
頁
）。
古
橋
悌
二
自
身

も
キ
ャ
ロ
ル
・
ラ
ト
フ
ィ
ー
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
『
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
＊

ア
ワ
ー
』
に
触
れ
た
あ
と
、「
も
し
『S/N

』
が
太
陽
な
ら
、『LO

V
E

R
S

』

は
月
だ
」
と
い
う
発
言
に
つ
い
て
聞
か
れ
て
い
る
（
古
橋
二
〇
〇
〇
：
一
三

四
頁
）。

❖
6 

芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
文
化
庁
に
よ
る
メ
デ
ィ
ア
芸
術

ア
ー
カ
イ
ブ
推
進
支
援
事
業
の
助
成
で
《pH

》
再
演
を
仮
の
目
標
に
定
め

た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
作
品
の
ア
ー
カ
イ
ブ
化
の
実
験
的
な
試
み
を
行
っ
た

（
京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
二
〇
一
八
：
四‒

七
、
京
都

市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
二
〇
一
九
：
八‒

九
、
佐
藤
ほ
か

判
断
や
評
価
の
公
準
と
し
て
固
定
化
さ
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
多
方
面
に
展
開
し
た
活
動
に
関
わ
る
雑

多
な
資
料
群
は
、
作
品
や
活
動
の
価
値
や
評
価
を
い
っ
た
ん
保
留
に
し
た
う
え
で
、
過
去
や
出
来
事
を
再
認
す
る
た
め
の
場
を

創
出
す
る
。
展
示
は
、
資
料
か
ら
抽
出
さ
れ
た
歴
史
の
物
語
を
構
成
す
る
た
め
に
だ
け
で
は
な
く
、
早
送
り
、
省
略
、
ル
ー
プ

な
ど
の
誤
読
を
も
は
ら
ん
だ
複
数
の
記
憶
の
場
を
開
く
。
こ
う
し
た
ア
ー
カ
イ
ブ
実
践
は
、
作
品
と
し
て
安
定
化
さ
せ
る
保
存

修
復
と
は
異
な
り
、
絶
え
ず
枠
組
み
が
修
正
さ
れ
な
が
ら
、
ア
ー
カ
イ
ブ
の
意
味
の
生
成
や
論
争
に
参
加
で
き
る
一
時
的
な
共

有
空
間
と
し
て
繰
り
返
し
実
践
さ
れ
る
こ
と
で
、
未
知
の
観
客
を
巻
き
込
ん
だ
か
た
ち
で
継
承
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
調
査
と
展
示
は
、
芸
資
研
だ
け
で
な
く
、
ダ
イ
ア
モ
ン
ズ
・
ア
ー
・
フ
ォ
ー
エ
バ
ー
や
ダ
ム
タ
イ
プ
オ
フ
ィ
ス
、

森
美
術
館
や
京
都
精
華
大
学
な
ど
の
外
部
機
関
の
ス
タ
ッ
フ
や
さ
ま
ざ
ま
な
助
成
金
に
も
支
え
ら
れ
て
実
現
で
き
た
の
だ
が
、

さ
ら
に
課
題
は
積
み
残
さ
れ
て
い
る
。（
1
）出
版
物
や
映
像
の
か
た
ち
で
資
料
体
の
一
部
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
可
能
に
な
る
が
、

よ
り
雑
多
な
資
料
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
確
保
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
所
有
者
が
異
な
る
資
料
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
可
能
に
す
る
分
散

型
の
ア
ー
カ
イ
ブ
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
整
備
。（
2
）異
な
る
空
間
で
自
由
に
資
料
の
組
み
替
え
が
で
き
る
資
料
群
の
展
示
用

パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
と
設
営
デ
ザ
イ
ン
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積12

❖

。（
3
）一
九
九
〇
年
代
以
降
の
連
続
性
や
断
絶
も
含
め
た
、
よ
り
長

期
的
な
関
連
資
料
の
ア
ー
カ
イ
ブ
化
と
そ
の
継
続
な
ど
で
あ
る
。
こ
う
し
た
作
業
は
、
既
存
の
図
書
館
、
ア
ー
カ
イ
ブ
、
美
術

館
が
担
う
べ
き
だ
ろ
う
か
？

そ
れ
と
も
京
都
精
華
大
学
で
の
企
画
展
で
仮
に
提
案
し
た
よ
う
に
、
新
し
い
博
物
館
が
設
立
さ

れ
る
べ
き
だ
ろ
う
か
？

あ
る
い
は
触
発
さ
れ
た
個
々
人
が
将
来
の
ア
ー
カ
イ
ブ
の
た
め
に
準
備
す
べ
き
だ
ろ
う
か
？

今
後

の
作
業
に
と
も
な
う
私
自
身
へ
の
課
題
と
、
読
者
へ
の
問
題
提
起
と
し
て
、
問
い
は
開
か
れ
た
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。
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イ
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／
保
存
に
関
す
る
モ
デ
ル
事
業 

実
施
報
告
』
京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
。http://w

w
w

.kcua.ac.jp/arc/lovers/

加
治
屋
健
司
・
山
峰
潤
也
・
石
谷
治
寛
・
小
川
絢
子
・
水
野
祐
・
砂
山
太
一
（
二
〇
一
七
）「
タ
イ
ム
ベ
ー
ス
ト
・
メ
デ
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た
美

﹇
印
刷
中
﹈）。
そ
の
映
像
記
録
の
中
に
は
、《pH

》
の
リ
ハ
ー
サ
ル
の
バ
ー

ジ
ョ
ン
で
、
古
橋
悌
二
が
ド
ラ
ァ
グ
ク
イ
ー
ン
に
扮
し
て
シ
ョ
ー
を
す
る
場

面
も
存
在
し
て
い
る
。
ツ
ア
ー
・
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
は
カ
ッ
ト
さ
れ
た
が
、
コ

ピ
ー
機
に
見
立
て
ら
れ
た
舞
台
設
定
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
コ
ピ
ー
と
い
う

テ
ー
マ
は
ド
ラ
ァ
グ
ク
イ
ー
ン
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
も
共
通
す
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
操
る
の
が
男
性
で
、
監
視
の
対
象
と
な
る
の
が
女

性
や
黒
人
と
ア
ジ
ア
人
の
ゲ
イ
と
い
っ
た
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
と
い
う
対

比
構
造
も
明
快
で
あ
る
。
当
時
、
そ
う
し
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
め
ぐ
る
権
力
性

が
メ
ン
バ
ー
間
で
意
識
さ
れ
て
い
た
か
は
定
か
で
は
な
い
に
せ
よ
。
照
準
器

で
狙
わ
れ
る
赤
い
＋
の
イ
メ
ー
ジ
や
、
古
橋
が
床
に
マ
ジ
ッ
ク
で
殴
り
書
き

す
る
＋
の
文
字
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性
を
示
唆
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ブ

ブ
・
ド
・
ラ
・
マ
ド
レ
ー
ヌ
氏
の
解
釈
も
、
真
偽
は
と
も
か
く
示
唆
的
で
あ

る
。

❖
7 

引
用
は
シ
モ
ー
ヌ
深
雪
氏
所
蔵
資
料
に
よ
る
。
こ
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン

ト
は
『
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
』
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ダ
イ
ア
モ
ン
ズ
・

ア
ー
・
フ
ォ
ー
エ
バ
ー
の
美
意
識
が
示
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
と
し
て
重
要
で
あ

る
。
ま
た
ミ
ニ
コ
ミ
誌
「H

ello! G
orgeous

」
に
も
レ
ッ
ド
・
リ
ボ
ン
が

お
ま
け
と
し
て
加
え
ら
れ
て
お
り
、
ク
ラ
ブ
パ
ー
テ
ィ
が
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
危
機
の

時
代
と
切
り
離
せ
な
か
っ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

❖
8 

展
示
の
経
緯
に
つ
い
て
は
芸
資
研
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
も
参
照
の
こ
と

（
京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
二
〇
一
九
：
三
六‒

三
七
頁
）。

❖
9 

O
N

E
 A

rchives

財
団
は
、
雑
誌
な
ど
の
出
版
を
手
が
け
るO

N
E

 

Inc.

と
し
て
一
九
五
二
年
に
設
立
さ
れ
た
合
衆
国
で
最
古
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の

組
織
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
に
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
図
書
館
に
歴
史
資

料
を
寄
託
し
た
。
資
料
館
と
は
別
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「O

N
E

 G
ellery

」
も
あ

り
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
歴
史
に
関
す
る
資
料
や
美
術
作
品
を
展
示
し
て
い
る
。

❖
10 

性
的
少
数
者
の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
文
化
は
公
共
の
目
か
ら
隠
れ
る
か
た

ち
で
展
開
し
て
き
た
。
し
か
し
都
市
の
ジ
ェ
ン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
や
デ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ア
プ
リ
の
発
達
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
隠
れ
て
い

た
領
域
が
明
る
み
に
出
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
ア
ー
カ
イ
ブ
化
は
そ
う
し
た
私
的

空
間
の
可
視
性
の
閾
に
触
れ
る
作
業
で
あ
る
こ
と
に
も
自
覚
的
で
あ
る
べ
き

で
あ
る
。

❖
11 

た
と
え
ば
一
九
七
二
年
に
設
立
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
レ
ズ
ビ
ア

ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
関
す
る
資
料
を
集
め
た
ア
ー
カ
イ
ブ
に
はherstory

と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
。「
レ
ズ
ビ
ア
ン
・
ハ
ー
ス
ト
ー
リ
ー
・

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
」http://w

w
w

.lesbianherstoryarchives.org

❖
12 

特
に
Ａ
Ｐ
Ｐ
が
世
界
各
国
か
ら
集
め
た
ポ
ス
タ
ー
や
、
Ａ
Ｐ
Ｐ
制
作

の
ス
ラ
イ
ド
は
保
管
や
展
示
方
法
に
さ
ら
な
る
工
夫
が
必
要
だ
ろ
う
。
異
な

る
素
材
を
扱
う
た
め
の
展
示
デ
ザ
イ
ン
設
計
の
重
要
性
も
こ
こ
で
強
調
し
て

お
き
た
い
。
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都
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D
U

M
B

 T
Y

PE

（
二
〇
一
九
）『D

U
M

B
 T

Y
PE

 1984 2019

』
河
出
書
房
新
社
。

椿
玲
子
・
石
谷
治
寛
（
二
〇
一
九
）『
Ｍ
Ａ
Ｍ
リ
サ
ー
チ
0 

0 

6
：
ク
ロ
ニ
ク
ル
京
都1990s

│
ダ
イ
ア
モ
ン
ズ
・
ア
ー
・
フ
ォ
ー
エ
バ
ー
、

ア
ー
ト
ス
ケ
ー
プ
、
そ
し
て
私
は
誰
か
と
踊
る
』
森
美
術
館
。

デ
リ
ダ
、
ジ
ャ
ッ
ク
（
二
〇
一
〇
）『
ア
ー
カ
イ
ヴ
の
病
』
福
本
修
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
。

畠
中
実
・
金
子
智
太
郎
・
石
谷
治
寛
（
二
〇
一
九
）「
メ
デ
ィ
ア
か
ら
考
え
る
ア
ー
ト
の
残
し
方
後
編　

歴
史
の
描
き
方
か
ら
考
え
る

│
展
示
、
再
演
、
再
制
作
」『
ア
ー
ト
ス
ケ
ー
プ
』
2
0
1
9
年
4
月
01
号 

大
日
本
印
刷
。https://artscape.jp/report/topics/ 

10153442_4278.htm
l

古
橋
悌
二
（
二
〇
〇
〇
）『
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
』
リ
ト
ル
モ
ア
。

柳
正
彦
（
一
九
九
四
）「
生
き
抜
く
た
め
の
ア
ー
ト
８ 
ア
ー
ト
ス
ケ
ー
プ
／
エ
イ
ズ
・
ポ
ス
タ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
│
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
き
、

エ
イ
ズ
問
題
と
取
り
組
む
」『
す
ば
る
』（
八
月
号
）
集
英
社
。



研
究
ノ
ー
ト
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は
じ
め
に

今
日
で
は
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
用
い
た
記
録
作
業
が
一
般
化
し

て
い
る
が
、
一
方
で
優
れ
た
実
績
を
持
つ
写
真
家
が
フ
ィ
ル
ム
を

使
用
し
続
け
、
貴
重
な
記
録
資
料
を
残
す
場
合
が
あ
る
。
写
真

家
・
井
上
隆
雄
（
一
九
四
〇
│
二
〇
一
六
）
も
生
涯
フ
ィ
ル
ム
を

使
用
し
た
。
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
の
重
点
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
「
井
上
隆
雄
写
真
資
料
に
基
づ
い
た
ア
ー
カ
イ
ブ
の
実
践
研

究
」
は
、
井
上
隆
雄
が
残
し
た
膨
大
な
写
真
資
料
を
対
象
と
し
て

ア
ー
カ
イ
ブ
（
保
存
・
管
理
・
調
査
・
利
活
用
）
の
実
践
を
行
い

な
が
ら
、
資
料
調
査
を
通
じ
た
美
術
・
文
化
史
へ
の
新
た
な
方

収
集
か
ら
リ
・
サ
ー
チ
（re.search

）
の
時
代
へ 

山
下
晃
平　
　

│
井
上
隆
雄
写
真
資
料
に
基
づ
い
た
ア
ー
カ
イ
ブ
の
実
践
研
究

法
論
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
二
〇
一
七
年
四
月
よ

り
ス
タ
ー
ト
し
た
。
本
研
究
ノ
ー
ト
で
は
、
二
〇
一
七
年
か
ら

二
〇
一
九
年
に
か
け
て
の
三
年
間
の
活
動
を
振
り
返
り
、「
写
真

を
扱
う
ア
ー
カ
イ
ブ
」
の
意
義
や
課
題
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
発
展
と
普
及
に
伴
い
、
ア
ー
カ

イ
ブ
に
は
「
デ
ジ
タ
ル
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
ま
と
う
。
実
際
に

二
〇
一
七
年
五
月
に
は
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
学
会
が
設
立
さ

れ
、
二
〇
一
七
年
九
月
九
・
十
日
に
は
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩

館
に
て
「
ア
ー
カ
イ
ブ
・
サ
ミ
ッ
ト2017 in K

yoto

」
が
開
催

さ
れ
た
。
同
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、「
社
会
の
ア
ー
カ
イ
ブ
化
、
ア
ー

カ
イ
ブ
の
社
会
化
」
を
テ
ー
マ
に
災
害
、
文
化
資
源
、
デ
ジ
タ

ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
に
関
す
る
様
々
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
国

立
国
会
図
書
館
に
よ
る
、
文
化
・
芸
術
に
関
す
る
情
報
・
知
的
資

源
を
横
断
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ
」
構
想
も

進
行
中
で
あ
る1

❖

。
も
っ
と
身
近
な
環
境
に
目
を
向
け
れ
ば
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
発
展
に
よ
り
誰
も
が
デ
ジ
タ
ル
撮
影
し
、
画
像
や
動
画
な
ど

を
デ
ー
タ
と
し
て
容
易
に
保
存
・
管
理
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
」
の
定
義
が
、
そ
の
元
と
な

る
重
要
な
資
料
群
を
永
続
的
に
保
管
し
て
い
く
行
為
や
施
設
、
そ

こ
で
の
記
録
資
料
そ
の
も
の
を
指
す
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

例
え
ば
国
立
公
文
書
館
の
英
語
表
記
は
「N

ational A
rchives 

of Japan

」
で
あ
る
。
一
九
九
三
年
に
設
立
さ
れ
た
慶
應
義
塾
大

学
ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
で
は
、
戦
後
日
本
の
美
術
界
に
影
響
力
を

持
っ
た
詩
人
で
あ
り
美
術
評
論
家
の
瀧
口
修
造
や
日
本
独
自
の
身

体
表
現
と
し
て
知
ら
れ
る
暗
黒
舞
踏
を
誕
生
さ
せ
た
土
方
巽
な
ど
、

日
本
美
術
史
に
お
い
て
重
要
な
資
料
群
を
所
蔵
し
て
い
る2

❖

。
東
京

国
立
近
代
美
術
館
フ
ィ
ル
ム
セ
ン
タ
ー
が
、
二
〇
一
八
年
に
国
立

映
画
ア
ー
カ
イ
ブ
へ
と
組
織
変
更
し
た
よ
う
に
、
国
内
に
あ
る
膨

大
な
映
像
フ
ィ
ル
ム
の
保
存
と
管
理
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て

き
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
現
在
の
「
ア
ー
カ
イ
ブ
」
は
、
デ
ジ
タ
ル
の
イ

メ
ー
ジ
と
、
一
方
で
途
方
も
な
い
量
の
資
料
の
集
積
と
い
う
物
質

的
な
イ
メ
ー
ジ
の
双
方
を
持
つ
。
し
か
し
、
こ
こ
で
改
め
て
注
目

し
た
い
の
は
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
や
ア
ー
カ
イ
ブ
そ
の
も
の
が
ど

の
よ
う
に
し
て
生
成
さ
れ
て
い
る
か
で
あ
る
。
多
く
の
人
が
ア
ー

カ
イ
ブ
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
背
景
に
は
、
膨
大
な
労
力
と

時
間
、
そ
し
て
場
所
の
確
保
が
必
要
に
な
る
。
誰
も
が
利
用
可
能

な
便
利
な
シ
ス
テ
ム
は
、
過
去
の
膨
大
な
蓄
積
情
報
を
現
代
に
蘇

ら
せ
る
人
的
な
労
力
な
し
に
は
達
成
で
き
な
い
。
そ
し
て
ア
ー
カ

イ
ブ
ズ
の
定
義
に
は
、
そ
の
よ
う
な
行
為
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の

た
め
の
施
設
や
資
料
群
そ
の
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。
本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
本
来
の

意
義
に
つ
い
て
踏
ま
え
な
が
ら
、
井
上
隆
雄
と
い
う
写
真
家
の

ア
ー
カ
イ
ブ
を
つ
く
る
と
い
う
ア
ー
カ
イ
ブ
実
践
に
つ
い
て
記
す
。

1
．
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
井
上
隆
雄
写
真
資
料
に
基
づ
い
た

ア
ー
カ
イ
ブ
の
実
践
研
究
」
発
足
の
経
緯

ま
ず
は
じ
め
に
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
誕
生
経
緯
に
つ
い
て
記
す
。

井
上
隆
雄
は
本
学
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
二
〇
一
六
年
十
一

月
に
、
ご
家
族
よ
り
ス
タ
ジ
オ
に
残
さ
れ
た
膨
大
な
写
真
関
連
資
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［図1］ 井上隆雄のスタジオの様子。

料
の
行
き
先
に
つ
い
て
、
本
学
教
員
に
相
談
が
あ
っ
た
。
こ
こ
に

既
に
過
去
の
貴
重
な
資
料
群
を
活
用
す
る
こ
と
に
対
す
る
問
題
点

が
あ
る
。
ア
ー
カ
イ
ブ
に
関
わ
る
資
料
群
は
、
往
々
に
し
て
貴
重

な
情
報
で
あ
り
な
が
ら
も
、
膨
大
過
ぎ
る
た
め
に
保
管
し
き
れ
な

い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
を
伴
う
。
ご
家
族
は
京
都
市
内
の
各
施
設
に

相
談
を
し
た
が
、
や
は
り
資
料
群
と
し
て
の
物
量
が
多
す
ぎ
る
た

め
に
難
し
い
と
い
う
問
題
に
直
面
し
て
い
た
﹇
図
1
﹈。

そ
こ
で
、
二
〇
一
六
年
十
一
月
に
本
学
芸
術
資
料
館
学
芸
員
と

芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
の
関
係
者
で
井
上
隆
雄
の
ス
タ
ジ
オ
を

訪
問
し
、
ま
と
ま
っ
た
形
で
お
預
か
り
す
る
こ
と
と
し
た
。
実
際

に
井
上
隆
雄
の
ス
タ
ジ
オ
は
十
二
月
に
引
き
払
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
資
料
の
行
き
先
を
ど
う
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
破

棄
す
る
の
か
は
急
務
と
な
っ
て
い
た
。
結
果
と
し
て
、
井
上
隆
雄

の
資
料
群
は
元
崇
仁
小
学
校
に
搬
入
さ
れ
た
。
そ
れ
が
現
在
の
井

上
隆
雄
ア
ー
カ
イ
ブ
の
た
め
の
資
料
室
で
あ
る
﹇
図
2
﹈。
設
置
に

際
し
て
は
、
ア
ー
カ
イ
ブ
活
動
の
原
則
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
「
原

秩
序
尊
重
の
原
則
」
に
則
り
、
ス
タ
ジ
オ
で
の
資
料
の
配
置
や
秩

序
を
考
慮
し
た
。
特
定
の
資
料
群
を
ア
ー
カ
イ
ブ
し
て
い
く
場
合
、

所
有
者
に
よ
っ
て
残
さ
れ
た
、
形
と
し
て
は
捉
え
に
く
い
記
憶
や

情
報
が
、
の
ち
の
利
活
用
の
た
め
の
調
査
で
活
か
さ
れ
る
こ
と
が

あ
る
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、「
井
上

隆
雄
写
真
資
料
に
基
づ
い
た
ア
ー
カ
イ
ブ
の
実
践
研
究
」
を
立
ち

上
げ
、
二
〇
一
七
年
四
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た3

❖

。

2
．
写
真
家
・
井
上
隆
雄
に
つ
い
て

井
上
隆
雄
は
一
九
四
〇
年
に
滋
賀
県
大
津
市
に
生
ま
れ
、

一
九
六
五
年
に
京
都
市
立
芸
術
大
学
（
当
時
は
京
都
市
立
美
術
大

学
）
の
工
芸
科
を
卒
業
し
、
一
九
七
三
年
よ
り
写
真
家
と
し
て
独

立
し
た
。
そ
し
て
二
〇
一
六
年
七
月
に
七
十
六
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

井
上
隆
雄
は
京
都
市
内
の
岩
倉
に
ス
タ
ジ
オ
を
構
え
、
京

都
に
所
縁
の
あ
る
写
真
家
と
し
て
多
く
の
実
績
を
重
ね
て
い

る
。
展
覧
会
歴
と
し
て
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
個
展
「
禅
│

M
editation

」（C
ast Iron G

allery

）、「
京
都
美
術
文
化
賞
受

賞
作
家
展
」、「
梅
原
猛
と
33
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
展
」
そ
し
て

「
光
り
の
く
に
へ
展
」
な
ど
か
な
り
の
数
に
及
ぶ
。
ま
た
ホ
テ
ル

グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都
で
は
、「
亰 

逍
遥
」
シ
リ
ー
ズ
の
写
真
プ
リ

ン
ト
が
客
室
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

関
係
す
る
出
版
物
に
関
し
て
も
、
講
談
社
、
淡
交
社
、
新
潮
社
、

岩
波
書
店
、
東
本
願
寺
な
ど
多
数
の
出
版
社
よ
り
刊
行
さ
れ
て
い

る
。『
世
界
の
聖
域
10 

ビ
ル
マ
の
仏
塔
』（
講
談
社
、
一
九
八
〇

年
）
や
人
間
国
宝
の
染
織
家
・
志
村
ふ
く
み
の
書
籍
『
色
と
糸
と

織
と
』（
文
・
志
村
ふ
く
み
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
）、
梅

原
猛
の
『
京
都
発
見
』（
シ
リ
ー
ズ
一
〜
九
、
文
・
梅
原
猛
、
新

潮
社
、
一
九
九
七
〜
二
〇
〇
七
年
）、『
茶
の
心
』（
文
・
千
宗
室
、

淡
交
社
、
二
〇
〇
一
年
）
な
ど
、
国
内
外
の
調
査
に
同
行
し
、
ま

た
作
家
や
文
化
人
と
の
協
働
を
続
け
て
き
た
。

一
九
八
四
年
の
「
京
都
市
芸
術
新
人
賞
」
受
賞
を
は
じ
め
、

二
〇
〇
〇
年
の
「
日
本
写
真
学
会
賞
（
東
陽
賞
）」、
そ
し
て

二
〇
〇
四
年
の
「
京
都
市
文
化
功
労
者
表
彰
」
な
ど
受
賞
も
多
数

あ
り
、
写
真
公
募
の
審
査
員
も
数
多
く
担
っ
て
き
た
。

井
上
隆
雄
は
京
都
市
立
芸
術
大
学
が
現
在
の
沓
掛
に
移
転
す

る
前
の
今
熊
野
・
岡
崎
学
舎
時
代
を
記
録
し
た
写
真
集
『
描
き ［図2］元崇仁小学校に搬入された資料群と資料室の様子。



46

COMPOST vol .  012020

47

研究ノート

山下晃平

歌
い
伝
え
て
』（
一
九
八
〇
年
、
井
上
隆
雄
写
真
事
務
所
発
行
）

の
撮
影
に
携
わ
っ
て
い
る
﹇
図
3
﹈。
京
都
市
立
芸
術
大
学
は

二
〇
二
三
年
に
今
の
沓
掛
か
ら
京
都
駅
東
側
の
崇
仁
地
区
へ
の
移

転
を
計
画
し
て
い
る
。
京
都
市
立
芸
術
大
学
は
、
移
転
の
繰
り
返

し
と
い
う
歴
史
を
持
っ
て
い
る
が
、
写
真
・
記
録
・
記
憶
・
ア
ー

カ
イ
ブ
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に
お
い
て
、
井
上
隆
雄
の
写
真
資
料

も
重
要
に
な
る
だ
ろ
う4

❖

。

3
．
井
上
隆
雄
写
真
資
料
の
ア
ー
カ
イ
ブ
実
践

3-

1
．
活
動
の
骨
子

次
に
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
具
体
的
な
活
動
内
容
に
つ
い
て
記

す
。
活
動
の
要
点
は
以
下
の
三
点
と
し
た
。
①
ま
ず
は
写
真
資
料

を
調
査
・
分
類
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
利
活
用
・
公
開
の
た
め

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
を
目
指
す
。
②
次
に
そ
の
よ
う
な
写
真
資

料
を
対
象
と
し
た
ア
ー
カ
イ
ブ
の
実
践
と
研
究
の
た
め
の
方
法
論

を
検
討
す
る
。
そ
し
て
③
勉
強
会
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
公
開
な
ど
、

ア
ー
カ
イ
ブ
実
践
の
た
め
の
知
を
蓄
積
し
つ
つ
、
人
的
交
流
を
行

う
。

 

ア
ー
カ
イ
ブ
は
個
人
が
残
し
た
資
料
群
を
過
去
の
埋
も
れ
た

ま
ま
の
資
料
と
す
る
の
で
は
な
く
、
現
在
に
蘇
ら
せ
、
あ
る
い
は

未
来
の
た
め
の
「
創
造
」
に
活
か
し
て
い
く
取
り
組
み
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
三
つ
め
に
挙
げ
た
ア
ー
カ
イ
ブ
実
践
の
た
め
の

知
が
集
う
開
か
れ
た
場
、
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
の
場
を
形
成
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
実
践
か
ら
強
く
実
感
し
て

い
る
。
具
体
的
な
事
例
紹
介
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

3-

2
．
資
料
の
保
存
・
管
理

先
の
活
動
の
要
点
に
基
づ
き
、
ま
ず
は
資
料
群
の
全
体
像
を
把

握
し
、
保
存
す
る
た
め
の
環
境
作
り
を
進
め
た
。
除
湿
機
や
写
真

用
の
強
力
乾
燥
剤
を
購
入
し
、
ま
た
写
真
作
品
に
つ
い
て
は
梱
包

状
態
の
確
認
を
進
め
た
。
作
業
は
、
本
学
芸
術
学
専
攻
の
学
生
の

協
力
を
得
て
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
ス
タ
ジ
オ
に
あ
っ
た
膨
大

な
数
の
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
・
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
・
プ
リ
ン
ト
・
機
材
・

作
品
、
そ
し
て
多
数
の
出
版
物
や
蔵
書
は
、
出
版
物
ご
と
、
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
ご
と
、
季
節
や
地
域
ご
と
な
ど
、
細
か
く
箱
や
フ
ァ
イ

ル
に
選
り
分
け
ら
れ
て
い
た
。
保
存
用
箱
の
数
だ
け
で
も
四
七
九

箱
あ
る
。
一
つ
の
箱
の
中
に
か
な
り
の
数
の
ス
リ
ー
ブ
や
ブ
ロ
ー

ニ
ー
が
入
っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
量
は
膨
大
だ
が
、
一
方
で
ア
ー
カ
イ
ブ
の
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
と
し
て
は
、
か
な
り
好
条
件
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

往
々
に
し
て
、
残
さ
れ
た
資
料
は
倉
庫
な
ど
に
無
造
作
に
残
っ
て

い
る
場
合
が
多
い
。
そ
の
た
め
通
常
は
そ
の
整
理
・
分
類
か
ら
始

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
井
上
隆
雄
は
既
に
大
枠
の
分
類

や
ル
ー
ル
を
明
確
に
定
め
て
い
た
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
こ

の
状
況
を
踏
ま
え
、
井
上
隆
雄
の
分
類
を
手
掛
か
り
に
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。
む
し
ろ
こ
の
よ
う
に
整
頓
さ

れ
て
い
た
資
料
群
で
あ
っ
た
た
め
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
「
利
活

用
」
や
「
次
な
る
創
造
」
へ
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
に
軸
を
置
く
こ

と
が
で
き
た
。 

資
料
の
全
体
像
、
大
項
目
の
把
握
を
進
め
た
結
果
、
井
上
隆
雄

が
携
わ
っ
て
き
た
対
象
と
し
て
、
芸
術
と
文
化
に
関
わ
る
以
下
の

ジ
ャ
ン
ル
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

（1） 

ま
ず
は
仏
教
美
術
関
連
で
あ
る
。
国
内
の
寺
社
の
建
築
、
仏

像
ま
た
は
祭
事
に
関
す
る
記
録
が
多
数
あ
る
。
海
外
で
は
イ
ン
ド

の
ラ
ダ
ッ
ク
、
モ
ン
ゴ
ル
、
ビ
ル
マ
な
ど
の
寺
院
、
壁
画
、
遺
跡
、

各
地
の
人
々
の
暮
ら
し
を
対
象
と
し
た
写
真
資
料
が
あ
る
﹇
図
4
﹈。

（2） 

次
に
京
都
の
文
化
に
関
す
る
写
真
資
料
も
多
い
。
梅
原
猛
の

『
京
都
発
見
』
シ
リ
ー
ズ
や
茶
道
に
関
す
る
冊
子
『
淡
交
』
の
撮

影
を
担
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く

下
鴨
神
社
や
葵
祭
な
ど
、
京
都
の
祭
事
や
文
化
に
関
わ
る
写
真
資

料
が
箱
ご
と
に
分
類
さ
れ
て
い
る
﹇
図
5
﹈。

（3） 

美
術
関
連
で
は
、
作
家
の
作
品
や
ス
タ
ジ
オ
の
様
子
、
ま
た

展
覧
会
の
記
録
な
ど
が
あ
る
。
例
え
ば
、
先
述
し
た
志
村
ふ
く
み

や
「
パ
ン
リ
ア
ル
美
術
協
会
」
を
結
成
し
た
下
村
良
之
介
、
ま
た

黒
崎
彰
や
富
樫
実
な
ど
、
個
展
や
記
録
冊
子
、
図
版
製
作
の
た
め

に
様
々
な
美
術
家
を
撮
影
し
た
写
真
資
料
が
残
っ
て
い
る
。

［図3］ 京都市立芸術大学の今熊野・岡崎学舎時
代を記録した写真集『描き歌い伝えて』の表紙。
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美
術
に
関
連
し
て
、
一
九
七
〇
年
に
開
催
さ
れ
た
「
第
十
回
日

本
国
際
美
術
展
（
通
称
、
東
京
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
）
―
人
間
と
物
質

―
」
の
京
都
市
美
術
館
で
の
展
示
の
様
子
が
記
録
さ
れ
た
ネ
ガ

フ
ィ
ル
ム
六
本
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
京
都
市
美
術
館
の

彫
塑
室
を
梱
包
し
た
ク
リ
ス
ト
の
展
示
風
景
や
ク
ラ
ウ
ス
・
リ
ン

ケ
が
京
都
市
美
術
館
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で
バ
ウ
ム
ガ
ル
ト
ル
と
一

緒
に
行
っ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
様
子
な
ど
が
撮
影
さ
れ
て
い
る

﹇
図
6
﹈。

（4） 

さ
ら
に
海
外
の
風
景
・
文
化
関
連
と
し
て
、
井
上
隆
雄
は
ギ

リ
シ
ャ
や
ト
ル
コ
な
ど
に
も
撮
影
に
行
っ
て
お
り
、
ア
テ
ネ
や

ポ
セ
イ
ド
ン
神
殿
、
ト
ロ
イ
や
デ
ィ
デ
ィ
マ
な
ど
の
古
代
遺
跡

や
彫
像
、
街
並
み
の
写
真
資
料
が
あ
る
。
ま
た
国
内
の
風
景
も

四
季
折
々
を
撮
影
し
て
い
る
。
出
版
物
『
み
ち
の
く
風
土
記
』

（
一
九
八
四
年
）、『
美
し
き
無
常　

す
す
き
の
気
色
』（
二
〇
一
二

年
）
が
あ
る
よ
う
に
、
井
上
隆
雄
は
自
然
の
草
木
を
中
心
に
様
々

な
地
域
を
訪
れ
て
い
る
。
月
ご
と
に
分
類
し
た
箱
の
中
に
膨
大
な

数
の
風
景
写
真
の
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。

（5）
最
後
に
、
ア
ジ
ア
諸
民
族
の
記
録
と
し
て
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
そ
し
て
中
国
や
モ
ン
ゴ
ル
な
ど
、
地
域
の
人
々
の

暮
ら
し
の
記
録
を
数
多
く
残
し
て
い
る
。

以
上
の
ジ
ャ
ン
ル
を
さ
ら
に
精
査
し
た
結
果
、
資
料
の
分
類
に

お
い
て
は
、
井
上
隆
雄
の
活
動
に
基
づ
い
て
、
①
仏
教
美
術
、
②

風
景
（
海
外
・
国
内
）、
③
日
本
文
化
、
④
美
術
、
⑤
京
都
芸
大
、

⑥
実
験
、
⑦
人
物
、
⑧
そ
の
他
と
い
う
大
項
目
（
カ
テ
ゴ
リ
ー
）

を
設
定
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
上
で
、
箱
や
容
器
ご
と
に
通
し

番
号
を
付
け
、
内
容
・
素
材
・
点
数
を
把
握
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
作
成
を
進
め
て
い
る5

❖

﹇
図
7
﹈。
井
上
隆
雄
の
写
真
作
品
、
ま
た

井
上
隆
雄
が
所
蔵
し
て
い
た
他
の
作
家
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
簡

易
撮
影
を
行
い
リ
ス
ト
化
し
た
。
所
蔵
し
て
い
た
作
品
は
六
十
一

点
あ
り
、
版
画
家
の
木
村
秀
樹
や
彫
刻
家
の
清
水
九
兵
衛
の
作
品

も
確
認
さ
れ
て
い
る
﹇
図
8
﹈。
こ
れ
ら
の
写
真
資
料
は
、
美
術

領
域
だ
け
で
は
な
く
、
茶
道
や
京
都
の
歳
時
、
そ
し
て
チ
ベ
ッ
ト

や
ラ
ダ
ッ
ク
の
壁
画
な
ど
、
諸
文
化
史
に
も
対
応
し
て
お
り
、
資

料
的
な
価
値
は
大
き
い
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
は
現
在
も
な
お
進
行
中
で
あ
る
が
、

二
〇
一
九
年
十
一
月
ま
で
に
、「
井
上
隆
雄
写
真
資
料
目
録
」
を

作
成
し
た
﹇
図
9
﹈。
資
料
の
全
体
を
見
渡
す
目
録
に
よ
っ
て
、
そ

も
そ
も
こ
こ
に
ど
の
よ
う
な
資
料
が
あ
る
の
か
容
易
に
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
今
後
の
資
料
の
貸
出
や
研
究
者
が
利
活
用
を
行

う
際
に
役
立
つ
だ
ろ
う
。

［図4］ インド・ラダック仏教壁画の写真資料（例）。
［図5］ 茶道に関わる写真（例）。
［図6-1］ 京都市美術館の彫塑室を梱包したクリストの展示風景。
［図6-2］ クラウス・リンケがパートナーと行ったパフォーマンスの様子（京都市美術館正面）。

5. 4.

6-1.6-2.
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こ
れ
ま
で
の
活
動
か
ら
改
め
て
重
要
だ
と
考
え
る
こ
と
は
、
や

は
り
大
枠
、
大
項
目
段
階
で
目
録
を
作
成
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
階

層
型
と
呼
ば
れ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
で
あ
る
。
一
般
に
、
重

要
な
資
料
や
蔵
書
を
取
り
扱
う
公
文
書
館
や
図
書
館
で
は
、
蔵
書

管
理
や
手
続
き
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
日
本
十
進
分
類
法
（
Ｎ
Ｄ

Ｃ
）
の
よ
う
な
共
通
規
格
の
分
類
法
を
採
用
し
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
資
料
群
は
そ
の
よ
う
な
公
的
な
分
類
法

に
則
っ
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
箱
の
中
に
あ
る
資
料

を
一
つ
一
つ
詳
細
に
確
認
し
リ
ス
ト
化
し
て
い
く
こ
と
は
大
切
で

は
あ
る
が
、
膨
大
な
数
の
資
料
を
対
象
と
し
た
ア
ー
カ
イ
ブ
活
動

に
お
い
て
は
、
人
と
時
間
と
い
う
点
で
困
難
さ
を
伴
う
。
そ
し
て

結
果
と
し
て
調
査
が
進
ま
ず
未
公
開
と
い
う
事
態
が
起
こ
る
。
こ

の
点
を
危
惧
し
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
広
義
の
意
味
で
の

「
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
」
を
重
視
し
た
。
セ
ン
タ
ー
内
の
構
成
員

の
み
が
資
料
調
査
を
行
う
の
で
は
な
く
、
井
上
隆
雄
資
料
に
関
心

の
あ
る
誰
も
が
集
う
こ
と
の
で
き
る
場
と
す
る
こ
と
で
、
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
構
築
が
進
み
、
ア
ー
カ
イ
ブ
が
形
成
さ
れ
て
い
く
と
い
う

仕
組
み
で
あ
る
。
実
際
に
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
二
〇
一
八
年

十
一
月
よ
り
未
整
理
状
態
の
イ
ン
ド
・
ラ
ダ
ッ
ク
仏
教
壁
画
関
連

の
写
真
資
料
に
対
し
て
共
同
研
究
を
開
始
し
た
。
こ
れ
に
は
外
部

の
研
究
者
が
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
っ
て
い
る
﹇
図
10
﹈。

3-

3
．
ま
ず
は
情
報
発
信
か
ら
︱
広
報
、
研
究
会

オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
、
階
層
型
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
に
関
連

し
て
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
二
〇
一
七
年
当
初
よ
り
ま
ず
行
っ
た

こ
と
は
情
報
発
信
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
関
心
の
あ
る
人
が
集
う

こ
と
を
狙
い
と
し
た
。
そ
の
た
め
に
活
動
紹
介
用
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
準
備
し
た
が
、
こ
れ
は
本
学
の
デ
ザ
イ
ン
専
攻
の
学
生
と

一
緒
に
作
成
し
て
い
る
﹇
図
11
﹈。
作
成
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、

京
都
市
内
の
京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー
や
京
都
市
立
芸
術
大
学
ギ
ャ
ラ

リ
ー@

K
C

U
A

な
ど
い
く
つ
か
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
創
造
拠
点
に

配
布
し
た
。

二
〇
一
七
年
十
二
月
九
日
に
は
、
元
崇
仁
小
学
校
で
ア
ー
カ
イ

ブ
研
究
会
を
開
催
し
、
情
報
科
学
芸
術
大
学
院
大
学
（
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ａ

Ｓ
）
の
講
師
で
あ
り
、
国
立
新
美
術
館
客
員
研
究
員
で
あ
る
伊
村

靖
子
氏
を
お
招
き
し
た
。「
一
九
六
〇
〜
七
〇
年
代
に
見
ら
れ
る

芸
術
表
現
の
研
究
拠
点
形
成
と
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
」
を
タ

イ
ト
ル
と
し
て
、
芸
術
表
現
の
多
様
化
に
伴
う
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ

の
可
能
性
や
近
年
の
資
料
研
究
の
動
向
に
つ
い
て
、
ま
た
国
立
新

［図7］ 井上隆雄写真資料データベースの画面（部分）。
［図8］  井上隆雄写真作品のリストページ（部分）。井上隆雄写真作品は367点。井上隆雄が所蔵していた作品

は61点あった。
［図9］ 井上隆雄写真資料目録（表紙）。
［図10］ インド・ラダック仏教壁画の写真資料に関する共同研究の様子。

7.

9.

8.

10.
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美
術
館
に
お
け
る
「
精
神
生
理
学
研
究
所
」（
一
九
六
九
〜
七
〇

年
）
研
究
や
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｓ
で
取
り
組
ん
で
い
る
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト

の
資
料
化
お
よ
び
研
究
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ

き
、
資
料
研
究
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ

た
。
こ
の
研
究
会
の
質
疑
応
答
で
は
い
く
つ
か
考
え
る
べ
き
視
点

が
提
示
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
記
録
や
資
料
そ
し
て
「
作
品
」
概
念

そ
れ
ぞ
れ
の
接
近
を
受
け
て
、
作
品
そ
の
も
の
の
定
義
を
ど
う
す

る
の
か
と
い
う
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
映
像
や
写
真
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
特
に
議
論
さ
れ
る
問
題
点
で
あ
り
、
従
来

の
保
存
と
修
復
の
論
理
だ
け
で
は
応
答
し
き
れ
な
い
時
代
に
入
っ

て
い
る
こ
と
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。　

さ
ら
に
二
〇
一
八
年
二
月
に
は
、
活
動
の
全
体
像
を
理
解
し
て

も
ら
う
た
め
に
「
京
都
芸
大
「
今
熊
野
・
岡
崎
学
舎
」
井
上
隆
雄

写
真
展
―
も
う
一
つ
の
『
描
き
歌
い
伝
え
て
』
―
」
と
い
う
資
料

展
を
行
っ
た
﹇
図
12
﹈。
先
述
の
通
り
、
井
上
隆
雄
は
京
都
市
立

芸
術
大
学
の
「
今
熊
野
・
岡
崎
学
舎
」
時
代
（
一
九
二
六
〜
八
〇

年
）
の
校
舎
や
学
校
生
活
の
様
子
を
撮
影
し
て
い
る
。
二
〇
一
七

年
の
資
料
調
査
で
、
そ
の
大
判
の
紙
焼
き
が
多
数
保
管
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
そ
の
中
に
は
記
録
集
『
描
き
歌
い
伝

え
て
』
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
画
像
も
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
こ

で
資
料
展
で
は
、
井
上
隆
雄
が
残
し
た
こ
れ
ら
の
紙
焼
き
や
ポ

ジ
・
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
、
ま
た
記
録
集
作
成
の
た
め
の
資
料
を
展
示

す
る
と
と
も
に
、
井
上
隆
雄
の
軌
跡
や
使
用
し
て
い
た
カ
メ
ラ
の

紹
介
、
そ
し
て
広
報
物
も
設
置
し
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
紹

介
を
行
っ
た6

❖

。

資
料
展
を
開
催
し
た
こ
と
で
、
井
上
隆
雄
と
こ
れ
ま
で
一
緒
に

仕
事
を
し
て
き
た
デ
ザ
イ
ン
会
社
や
華
道
未
生
流
、
京
都
新
聞
社
、

淡
交
社
、
他
大
学
の
写
真
研
究
者
な
ど
、
様
々
な
分
野
の
方
が
会

場
に
訪
れ
交
流
の
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
こ
の
資
料

展
の
広
報
や
展
覧
会
準
備
に
関
し
て
も
、
芸
術
学
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル・

デ
ザ
イ
ン
、
日
本
画
、
彫
刻
専
攻
な
ど
、
本
学
の
学
生
・
卒
業
生

の
力
を
借
り
て
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
二
〇
一
九
年

二
月
に
は
資
料
室
を
公
開
し
、「
井
上
隆
雄
「
イ
ン
ド
・
ラ
ダ
ッ

ク
仏
教
壁
画
」
写
真
資
料
展
」
と
し
て
、
共
同
研
究
の
活
動
紹
介

と
関
連
す
る
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
、
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
デ
ー
タ
の
紹
介
、

取
材
ノ
ー
ト
な
ど
の
資
料
類
を
公
開
展
示
し
た
﹇
図
13
﹈。

資
料
展
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
二
〇
一
八
年
十
二
月
一
日
に
日

本
写
真
芸
術
学
会
関
西
支
部
の
第
二
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
写
真
の

ア
ー
カ
イ
ブ
ス
に
つ
い
て
2
」
で
の
講
演
の
機
会
を
頂
い
た
。
大

阪
中
之
島
美
術
館
研
究
主
幹
菅
谷
富
夫
氏
と
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

11.

12.13.

［図11］ パンフレット作成のためのミーティング。また実際に作成したパンフレット（中面）。
［図12］  資料展「京都芸大「今熊野・岡崎学舎」井上隆雄写真展─もう一つの『描き歌い伝えて』─」の展示風景

（2018年2月7日–11日、会場：元崇仁小学校 南校舎2F）。またデザイン専攻の学生が黒板を使って作
成した京都市立芸術大学の移転の歴史。

［図13］  「井上隆雄「インド・ラダック仏教壁画」写真資料展」の展示風景（2019年2月8、10、11日、会場：元
崇仁小学校 南校舎2F）。
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カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
い
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
お
け
る
著
作
権
の
問
題
、

「
写
真
資
料
」
と
言
う
名
称
の
曖
昧
さ
、
未
発
表
作
品
か
作
品
対

象
外
か
の
判
断
基
準
、
ど
こ
で
作
家
性
を
担
保
す
る
の
か
な
ど
、

写
真
資
料
を
扱
う
際
の
多
数
の
課
題
に
対
し
て
議
論
を
深
め
た
。

3-

4
．
利
活
用
の
状
況

こ
の
よ
う
に
活
動
初
年
度
に
詳
細
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
す

る
以
前
か
ら
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
情
報
発
信
を
優
先
的
に
開

始
し
た
。
次
に
資
料
の
貸
し
出
し
な
ど
の
利
活
用
の
状
況
に
つ
い

て
記
す
。

二
〇
一
七
年
四
月
か
ら
二
〇
一
九
年
十
月
に
か
け
て
、
ポ
ジ

フ
ィ
ル
ム
の
貸
し
出
し
は
十
六
件
発
生
し
て
い
る
。
井
上
隆
雄
は

茶
道
の
表
千
家
や
裏
千
家
と
の
関
わ
り
が
深
く
、
月
刊
誌
『
同

門
』
の
表
紙
や
『
淡
交
』
の
裏
表
紙
の
写
真
を
担
当
し
て
い
た
。

井
上
隆
雄
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
の
二
〇
一
七
年
以
降
も
継
続
し
て

お
り
、
茶
道
や
季
節
ご
と
の
自
然
の
風
景
に
関
す
る
ポ
ジ
の
貸
し

出
し
を
行
っ
て
い
る
。
関
連
し
て
、
二
〇
一
七
年
五
月
平
凡
社
発

行
の
『
別
冊
太
陽　

日
本
の
こ
こ
ろ
―
2
5
1  

茶
の
湯  

時
代
と

と
も
に
生
き
た
美
』
の
特
集
に
関
す
る
ポ
ジ
の
貸
し
出
し
も
あ
っ

た
。
さ
ら
に
二
〇
一
八
年
八
月
よ
り
、
出
版
文
化
産
業
振
興
財
団

が
志
村
ふ
く
み
の
書
籍
『
色
を
奏
で
る
』
の
翻
訳
出
版
を
進
め
て

お
り
、
撮
影
を
井
上
隆
雄
が
担
当
し
て
い
た
た
め
、
約
六
十
点
の

ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
の
貸
し
出
し
を
行
っ
た7

❖

。

ま
た
井
上
隆
雄
の
作
品
に
対
す
る
出
品
依
頼
も
七
件
行
な
わ
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
京
都
市
の
下
鴨
神
社
秀
穂
舎
で
二
〇
一
七
年

十
月
十
四
日
か
ら
十
二
月
二
十
四
日
に
行
わ
れ
た
「
光
り
と
游
ぶ

―
井
上
隆
雄
写
真
展
―
」
で
は
、
資
料
室
よ
り
井
上
隆
雄
撮
影
に

よ
る
下
鴨
神
社
の
ポ
ス
タ
ー
や
直
筆
の
和
紙
な
ど
を
貸
し
出
し

た
。
ま
た
二
〇
一
七
年
十
二
月
七
日
か
ら
十
三
日
に
か
け
て
キ
ヤ

ノ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
「D

O
E

S IT
 W

O
R

K
?!  

2017

―
関
西
・
11
人
の
作
家
展
」
に
は
、
八
甲
田
で
撮
影
し
た

作
品
の
出
品
依
頼
が
あ
っ
た
。
写
真
家
・
井
上
隆
雄
に
対
す
る
作

家
研
究
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
も
今
後
は
必
要
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
井
上
隆
雄
の
こ
れ
ま
で
の
繋
が
り
は
な
お
生
き
て

い
る
。
そ
し
て
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
や
写
真
作
品
、
資
料
が
残
さ
れ
て

い
た
こ
と
で
、
そ
れ
ら
の
資
料
は
現
在
で
も
新
た
な
展
覧
会
や
出

版
活
動
へ
利
活
用
さ
れ
て
い
る
。
本
学
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

二
〇
一
八
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
二
月
二
日
に
か
け
て
開
催
さ

れ
た
京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館
で
の
展
示
「
遷
る
学
舎
│

画
学
校
か
ら
芸
大
ま
で
（
御
苑
・
吉
田
・
今
熊
野
・
沓
掛
）」
に

連
携
し
て
開
催
さ
れ
た
京
都
市
学
校
歴
史
博
物
館
で
の
展
示
に
お

い
て
、
井
上
隆
雄
の
今
熊
野
・
岡
崎
学
舎
時
代
に
関
す
る
ネ
ガ

フ
ィ
ル
ム
を
活
用
し
た
資
料
展
示
が
行
わ
れ
た
﹇
図
14
﹈。
こ
の

展
覧
会
に
は
、
本
学
の
芸
術
学
専
攻
の
大
学
院
生
も
企
画
に
携

わ
っ
て
お
り
、
彼
ら
が
資
料
調
査
を
行
っ
た
結
果
と
し
て
、
未
公

開
の
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。「
漆
工
（
塗

装
）
専
攻
の
今
熊
野
・
沓
掛
時
代
を
振
り
返
る
」（
京
都
市
立
芸

術
大
学
ギ
ャ
ラ
リ
ー@

K
C

U
A

、
二
〇
一
九
年
十
一
月
九
日
〜

二
十
四
日
）
に
お
い
て
も
、
今
熊
野
・
岡
崎
学
舎
時
代
の
紙
焼
き

を
展
示
資
料
と
し
て
活
用
し
た
。　

二
〇
一
八
年
に
は
本
学
の
博
物
館
実
習
で
の
教
材
と
し
て
も
活

用
さ
れ
て
い
る
。
近
年
、
デ
ジ
タ
ル
化
は
急
速
に
進
ん
で
い
る
が
、

そ
の
一
方
で
博
物
館
の
収
蔵
資
料
に
お
け
る
フ
ィ
ル
ム
の
存
在
は

重
要
で
あ
る
。
井
上
隆
雄
の
写
真
資
料
は
、
そ
の
よ
う
な
教
育
的

な
活
用
の
可
能
性
も
持
つ
。
最
近
で
は
見
る
機
会
が
激
減
し
て
い

る
フ
ィ
ル
ム
の
取
り
扱
い
や
知
識
、
ま
た
実
際
の
資
料
調
査
や
分

類
方
法
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
と
し
て
活
用
さ
れ
た8

❖

。

そ
し
て
先
述
の
通
り
、
二
〇
一
八
年
十
一
月
よ
り
井
上
隆
雄
が

残
し
た
イ
ン
ド
・
ラ
ダ
ッ
ク
仏
教
壁
画
に
関
す
る
資
料
の
共
同
研

究
「
井
上
隆
雄
写
真
資
料
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
構
築
に
基
づ
い
た
ラ

ダ
ッ
ク
仏
教
壁
画
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
的
観
点
か
ら
の
表
現
技
法
研

究
」
が
始
ま
っ
て
い
る9

❖

。
こ
の
共
同
研
究
は
、
井
上
隆
雄
の
ラ

ダ
ッ
ク
資
料
に
以
前
か
ら
関
心
を
持
っ
て
い
た
正
垣
雅
子
氏
（
奈

良
芸
術
短
期
大
学
、
日
本
画
模
写
講
師
）
と
芸
術
資
源
研
究
セ
ン

タ
ー
客
員
研
究
員
の
加
須
屋
誠
氏
の
協
力
を
得
た
、
ア
ー
カ
イ

ブ
・
模
写
・
東
洋
美
術
史
研
究
と
い
う
複
数
領
域
か
ら
の
研
究
で

あ
る
。
井
上
隆
雄
は
、
外
国
人
の
入
域
制
限
が
解
か
れ
た
直
後
に

あ
た
る
一
九
七
四
年
頃
の
イ
ン
ド
・
ラ
ダ
ッ
ク
仏
教
壁
画
群
に
関

し
て
、
千
点
を
超
え
る
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
類
、
取
材
ノ
ー
ト
や
メ
モ

類
な
ど
を
残
し
た
。
そ
の
時
の
撮
影
を
も
と
に
し
て
一
九
七
八
年

に
駸
々
堂
よ
り
出
版
さ
れ
た
井
上
隆
雄
『
チ
ベ
ッ
ト
密
教
壁
画
』

は
、
記
録
及
び
仏
教
壁
画
研
究
書
と
し
て
も
資
料
的
価
値
が
極
め

て
高
い
。
横
尾
忠
則
に
よ
る
極
彩
色
の
装
丁
は
ブ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン

と
し
て
も
優
れ
て
い
る
﹇
図
15
﹈。
こ
の
共
同
研
究
で
は
、
こ
れ
ら

の
資
料
群
に
対
し
て
、
ま
さ
に
過
去
の
重
要
な
遺
産
を
利
活
用
可

能
な
資
料
体
へ
と
シ
フ
ト
さ
せ
る
ア
ー
カ
イ
ブ
と
い
う
手
法
を
用

い
て
、
ラ
ダ
ッ
ク
仏
教
壁
画
の
表
現
技
法
を
分
析
し
、
ア
ジ
ア
に

お
け
る
仏
教
美
術
の
中
で
の
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る10

❖

。
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
細
部
の
観
察
を
通
し
て
、

寺
院
内
の
壁
画
に
お
け
る
具
体
的
な
描
写
と
筆
致
の
確
認
が
可
能
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な
量
に
な
る
た
め
、
資
料
の
全
体
像
を
把
握
し
保
管
場
所
の
確
保

に
奔
走
す
る
必
要
に
追
わ
れ
る
。
し
か
し
、
ま
ず
は
利
活
用
可
能

な
資
料
群
が
確
か
に
「
あ
る
」
こ
と
を
発
信
す
る
こ
と
で
、
資
料

の
劣
化
が
進
む
前
段
階
で
利
活
用
に
至
る
可
能
性
が
上
が
る
。
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
い
ま
だ
完
成
し
て
は
い
な
い
。

ま
だ
充
分
に
確
認
で
き
て
い
な
い
資
料
も
あ
る
。
し
か
し
出
版
社

や
美
術
館
へ
の
資
料
の
貸
出
や
展
覧
会
で
の
活
用
が
行
わ
れ
て
い

る
。
本
稿
で
記
し
た
よ
う
に
、
セ
ン
タ
ー
内
で
非
公
開
の
精
緻
な

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
を
進
め
る
の
で
は
な
く
、
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ

ス
が
重
要
で
あ
る
。
資
料
群
を
管
理
し
て
い
る
場
が
一
つ
の
ハ
ブ

と
な
り
、
様
々
な
視
点
か
ら
研
究
者
が
そ
の
資
料
群
へ
ア
プ
ロ
ー

チ
で
き
る
場
作
り
、
開
か
れ
た
場
を
生
み
出
す
こ
と
も
ま
た
有
効

で
は
な
い
か
。
そ
し
て
そ
の
た
め
に
は
資
料
群
の
原
秩
序
尊
重
の

原
則
に
基
づ
き
つ
つ
、
個
別
対
応
の
分
類
を
行
い
、
緻
密
な
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
型
で
は
な
く
階
層
型
の
分
類
法
を
採
用
す
る
こ
と
が
有

効
で
あ
る
。

次
に
資
料
調
査
に
関
し
て
は
、
そ
の
資
料
の
所
有
者
で
あ
っ
た

写
真
家
や
作
家
と
は
異
な
る
視
点
が
介
入
す
る
こ
と
の
意
義
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
の
「
今
熊

野
・
岡
崎
学
舎
」
に
関
す
る
資
料
は
、
当
時
の
様
子
を
示
す
貴
重

と
な
っ
た
箇
所
も
あ
り
、
二
〇
一
九
年
六
月
二
十
二
・
二
十
三
日

に
は
、
帝
京
大
学
で
開
催
さ
れ
た
第
四
十
一
回
文
化
財
保
存
修
復

学
会
全
国
大
会
で
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る
研
究
発
表
を

行
っ
た
。4

．
写
真
資
料
を
用
い
た
ア
ー
カ
イ
ブ
の
意
義
と
課
題

こ
の
よ
う
に
本
稿
で
は
、
物
理
的
に
写
真
資
料
を
保
管
し
維
持

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
ア
ー
カ
イ
ブ
を
軸
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
実

践
を
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、「
井
上
隆
雄
写
真
資
料
に
基

づ
い
た
ア
ー
カ
イ
ブ
の
実
践
研
究
」
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
ま
と

め
、
利
活
用
や
関
心
の
あ
る
者
が
集
う
場
と
し
て
の
拠
点
形
成
の

事
例
を
提
示
し
た
。
個
々
の
資
料
群
は
往
々
に
し
て
行
き
場
を
失

う
可
能
性
が
あ
る
が
、
一
方
で
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
提
示
し
た
よ

う
に
、
現
在
さ
ら
に
は
未
来
へ
の
「
創
造
」
へ
と
蘇
る
可
能
性
を

持
つ
。
以
下
に
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
全
体
を
振
り
返
り
、
写

真
資
料
を
用
い
た
ア
ー
カ
イ
ブ
実
践
の
意
義
と
課
題
に
つ
い
て
考

察
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
資
料
を
持
続
的
に
保
管
し
て
い
く
た
め
に
も
、
早
期
の
情

報
発
信
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
資
料
は
厖
大

な
資
料
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
過
去
に
蓄
積
し
た
資
料
が
、
時

代
を
経
て
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
が
沓
掛
か
ら
崇
仁
地
区
に
移
転

す
る
こ
の
時
期
に
改
め
て
蘇
る
こ
と
で
、
異
な
っ
た
視
点
が
付
与

さ
れ
る
。
同
様
に
、
イ
ン
ド
・
ラ
ダ
ッ
ク
仏
教
壁
画
資
料
も
ま
た
、

井
上
隆
雄
に
よ
る
視
点
で
は
な
く
、
複
数
の
研
究
者
に
よ
る
異
な

る
視
点
が
介
入
す
る
こ
と
で
、
著
書
『
チ
ベ
ッ
ト
密
教
壁
画
』
か

ら
は
判
断
で
き
な
か
っ
た
図
像
に
関
す
る
新
た
な
分
析
が
、
フ
ィ

ル
ム
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
過
程
か
ら
得
ら
れ
て
い
る
。

戦
後
日
本
美
術
史
と
い
う
視
点
か
ら
も
、
先
述
の
よ
う
に

一
九
七
〇
年
に
開
催
さ
れ
た
第
十
回
日
本
国
際
美
術
展
の
京
都
市

美
術
館
で
の
展
示
記
録
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
第
十

回
展
は
、
美
術
評
論
家
の
中
原
佑
介
が
総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
務

め
、
従
来
の
ジ
ャ
ン
ル
別
展
示
を
廃
止
し
、
国
内
外
の
若
手
作
家

四
十
名
の
み
を
招
聘
す
る
こ
と
で
、
い
わ
ゆ
る
環
境
芸
術
や
コ
ン

セ
プ
チ
ュ
ア
ル
な
ア
ー
ト
と
称
さ
れ
る
次
の
時
代
の
美
術
動
向
を

知
ら
し
め
た
画
期
的
な
展
覧
会
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
国
内
で
も

様
々
な
批
評
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
井
上
隆
雄
に
よ
る
こ
の
展

示
記
録
は
、
そ
の
よ
う
な
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
な
っ
た
展
覧
会
の

記
録
資
料
と
し
て
極
め
て
重
要
だ
。
近
年
、
展
覧
会
史
に
対
す

る
関
心
の
高
ま
り
も
あ
り
、
こ
の
第
十
回
展
の
調
査
や
言
説
が
増

［図15］  井上隆雄『チベット密教壁画』、駸々堂、
1978年。

［図14］ 京都市学校歴史博物館での資料展示の様子。
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え
て
き
て
い
る
。
井
上
隆
雄
は
特
に
、
京
都
市
美
術
館
前
で
行
わ

れ
た
ク
ラ
ウ
ス
・
リ
ン
ケ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
全
体
の
様
子
か

ら
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
も
含
め
て
か
な
り
多
く
撮
影
し
て
い
る
。
私

見
で
は
、
リ
ン
ケ
の
京
都
市
美
術
館
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
記
録

は
他
の
機
関
で
は
確
認
で
き
て
お
ら
ず
、
井
上
隆
雄
の
ネ
ガ
フ
ィ

ル
ム
が
貴
重
な
研
究
資
料
と
な
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
付
け
加
え
る

べ
き
は
、
こ
れ
が
京
都
市
美
術
館
の
記
録
資
料
と
い
う
パ
ブ
リ
ッ

ク
な
も
の
で
は
な
く
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
記
録
資
料
で
あ
っ
た
こ

と
、
そ
し
て
そ
れ
は
と
も
す
れ
ば
過
去
の
も
の
と
し
て
埋
も
れ
て

し
ま
う
も
の
で
あ
る
が
、
ア
ー
カ
イ
ブ
実
践
と
研
究
者
と
い
う
他

者
の
視
点
が
介
入
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
在
と
未
来
に
利
活
用

可
能
な
資
料
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る11

❖

。
井

上
隆
雄
の
撮
影
記
録
は
、
ク
リ
ス
ト
や
リ
ン
ケ
の
作
品
記
録
と
い

う
だ
け
で
は
な
く
、
鑑
賞
し
て
い
る
観
客
の
様
子
や
京
都
市
美
術

館
の
当
時
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
様
子
が
、
写
真
家
な
ら
で
は
の
高

い
技
術
で
的
確
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
美
術
史
は
あ
る
地
点
か
ら

過
去
を
検
証
し
て
い
く
こ
と
で
上
書
き
さ
れ
て
い
く
が
、
こ
の
よ

う
な
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
情
報
が
美
術
史
を
更
新
す
る
可
能
性
を
示
し

て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
周
知
の
よ
う
に
一
九
六
〇
年
代
か
ら

一
九
七
〇
年
代
に
か
け
て
の
前
衛
作
家
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
写

真
家
の
安
斎
重
男
や
、
膨
大
な
資
料
を
独
自
に
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ

ク
に
ま
と
め
て
い
た
西
山
輝
夫
ら
に
よ
る
記
録
資
料
が
あ
る
が
、

井
上
隆
雄
の
記
録
資
料
も
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
パ
ー
ソ
ナ
ル
と
パ

ブ
リ
ッ
ク
と
の
境
界
を
跨
ぎ
、
複
数
の
記
憶
と
記
録
の
レ
イ
ヤ
ー

を
合
わ
せ
持
つ
重
要
な
歴
史
資
料
の
一
つ
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
だ

ろ
う
。

最
後
に
、
ア
ー
カ
イ
ブ
実
践
に
お
け
る
担
当
者
の
恣
意
性
の
問

題
が
あ
る
。
ア
ー
カ
イ
ブ
活
動
が
対
象
と
す
る
膨
大
な
資
料
群
は
、

図
書
館
や
公
文
書
館
で
採
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
公
的
な
分
類
基

準
を
適
応
す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
が
多
い
。
発
見
さ
れ
た
状
態

に
基
づ
い
て
、
個
別
対
応
で
管
理
し
分
類
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
担
当
す
る
者
の
知
識
や
関
心
に
よ
る
分
類
や
記
述
の

恣
意
性
の
問
題
が
つ
き
ま
と
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
慶
應
義

塾
大
学
ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
姿
勢
が
参
考
に
な
る
。
同
ア
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
は
、
資
料
の
分
類
や
展
示
に
お
い
て
、
ア
ー
カ
イ

ブ
と
い
う
視
点
に
基
づ
い
た
資
料
公
開
と
い
う
姿
勢
を
明
確
に
し

て
お
り
、
必
要
以
上
に
企
画
者
の
意
志
や
選
別
、
偏
向
が
生
じ
な

い
よ
う
に
、
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て
の
網
羅
性
・
総
覧
性
を
大
切
に

し
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
ア
ー
カ
イ
ブ
実
践
に
お
い
て
留
意
す
べ

き
要
点
で
あ
る
。
担
当
者
に
よ
る
不
必
要
な
取
捨
選
択
や
恣
意
的

な
判
断
は
、
そ
の
後
の
資
料
の
価
値
付
け
に
影
響
を
与
え
る
。
そ

の
た
め
に
も
ア
ー
カ
イ
ブ
実
践
に
お
い
て
は
、
や
は
り
出
所
原
則

や
原
秩
序
尊
重
の
原
則
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
あ
ら
た
め
て
確
認

さ
れ
る
。

こ
の
点
に
関
連
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
各
種
研
究
会
や
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
た
び
た
び
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
が
、「
写
真
」

と
い
う
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
状
態
を
も
っ
て

「
作
品
」
と
す
る
の
か
、
そ
し
て
写
真
資
料
を
扱
う
場
合
は
作
家

性
を
ど
の
よ
う
に
担
保
す
る
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
こ
れ

は
「
写
真
」
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
が
、
複
数
の
事
実
を
レ
イ
ヤ
ー
の

よ
う
に
情
報
の
蓄
積
と
し
て
有
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
と
捉
え
ら

れ
る
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
作
家
や
研
究
者
と
い
っ
た
扱
う

側
の
立
場
の
違
い
、
あ
る
い
は
個
人
に
よ
っ
て
も
見
解
は
異
な
り
、

容
易
に
は
定
義
し
得
な
い
。
む
し
ろ
こ
の
二
年
間
の
活
動
か
ら
実

感
す
る
の
は
、
写
真
が
複
数
の
レ
イ
ヤ
ー
を
備
え
た
記
録
・
情

報
媒
体
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、「
作
品
」
と
し
て
の
定
義
そ
の
も
の

を
問
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
だ
。
言
い

換
え
れ
ば
、
作
家
性
は
、
そ
れ
を
公
開
す
る
・
活
用
す
る
「
使
用

者
」
に
委
ね
ら
れ
る
と
も
言
え
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
そ
の
使

用
者
は
作
家
で
も
あ
る
。
既
に
芸
術
作
品
の
ア
ウ
ラ
の
問
題
や
複

製
技
術
に
よ
る
人
の
価
値
観
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
二
十
世
紀
初

頭
に
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
が
論
じ
て
い
る
事
案
で
は
あ
る
が
、
近
代
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
制
度
内
で
の
「
芸
術
家
・
芸
術
作
品
・
鑑
賞

者
」
と
そ
の
「
展
示
」
と
い
う
閉
じ
た
枠
組
み
で
捉
え
る
こ
と
そ

の
も
の
が
、
写
真
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
は
も
は
や
難
し
い

と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か12

❖

。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、「
写
真
と
ア
ー
カ
イ
ブ
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を

持
つ
「
井
上
隆
雄
写
真
資
料
に
基
づ
い
た
ア
ー
カ
イ
ブ
の
実
践
研

究
」
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
、
そ
し
て
写
真
資
料
の
ア
ー
カ
イ

ブ
の
意
義
や
課
題
に
つ
い
て
述
べ
た
。
隣
接
領
域
の
動
き
と
し

て
、
二
〇
一
八
年
十
月
二
十
一
日
に
同
志
社
大
学
で
開
催
さ
れ
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
近
代
京
都
産
業
遺
産
の
保
存
と
活
用
」
が
挙
げ

ら
れ
る
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
近
代
京
都
産
業
遺
産
で
あ

る
染
織
関
係
資
料
や
窯
業
、
絵
画
、
文
献
資
料
な
ど
が
危
機
に
あ

る
こ
と
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、「
京
都
近
代
産
業
遺
産
調
査
研
究
セ

ン
タ
ー
（
仮
称
）」
構
想
の
要
望
書
を
作
成
し
て
い
る
。「
歴
史
・

文
化
・
芸
術
リ
ソ
ー
ス
の
利
活
用
に
向
け
て
」
と
い
う
サ
ブ
タ
イ
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ト
ル
に
あ
る
よ
う
に
、
す
ぐ
れ
て
近
代
の
芸
術
文
化
で
あ
る
「
写

真
」
資
料
も
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な
枠
組
み
の
中
に
位
置
づ

け
て
い
く
こ
と
も
可
能
で
あ
る13

❖

。

過
去
の
資
料
群
の
保
存
と
利
活
用
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
時
代

の
要
請
と
な
っ
て
来
て
い
る
。
京
都
近
代
産
業
遺
産
調
査
研
究
セ

ン
タ
ー
構
想
が
提
示
し
た
機
能
の
中
に
、「
研
究
者
が
交
流
す
る

場
の
整
備
」
が
記
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
積
極
的
な
公
開
と
い
う

外
へ
向
け
た
ベ
ク
ト
ル
が
、
ア
ー
カ
イ
バ
ル
・
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
は
必
要
で
あ
る
。

昭
和
か
ら
平
成
へ
そ
し
て
令
和
へ
と
移
行
し
て
い
る
現
在
、
ポ

ス
ト
モ
ダ
ン
の
時
代
に
お
い
て
、
あ
ら
た
め
て
リ
サ
ー
チ
セ
ン

タ
ー
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
、
実
践
を
通
し
て
実
感
さ
れ
る
。
す

な
わ
ち
「
モ
ダ
ン
（
近
代
）」
を
象
徴
す
る
「
収
集
」
と
い
う
内

向
き
の
ベ
ク
ト
ル
で
は
な
く
、
リ
・
サ
ー
チ
、
す
な
わ
ち
再
調
査

し
発
信
し
て
い
く
と
い
う
、
よ
り
開
か
れ
た
場
へ
、
外
側
へ
の
ベ

ク
ト
ル
へ
と
時
代
は
移
行
し
つ
つ
あ
る
。
ア
ー
カ
イ
ブ
は
オ
ー
プ

ン
・
ア
ク
セ
ス
、
開
か
れ
た
研
究
拠
点
と
し
て
の
可
能
性
を
持
っ

て
い
る
。

そ
の
際
、
極
め
て
情
報
量
が
多
い
媒
体
と
し
て
の
写
真
資
料
は
、

実
際
に
イ
ン
ド
・
ラ
ダ
ッ
ク
壁
画
群
の
共
同
研
究
が
立
ち
上
が
っ

た
よ
う
に
、
写
真
史
の
領
域
を
超
え
た
「
ア
ー
カ
イ
ブ
的
な
利
活

用
」
の
可
能
性
を
有
し
て
い
る
。
今
後
も
「
井
上
隆
雄
写
真
資
料

に
基
づ
い
た
ア
ー
カ
イ
ブ
の
実
践
研
究
」
で
は
、
よ
り
開
か
れ
た

場
作
り
を
進
め
な
が
ら
、
自
ら
の
ア
ー
カ
イ
ブ
実
践
を
ア
ー
カ
イ

ブ
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
ア
ー
カ
イ
ブ
実
践
の
た
め
の
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
や
方
法
論
に
つ
い
て
継
続
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い14

❖

。

【
図
版
出
典
】

図
5
、6
は
井
上
隆
雄
の
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
画
像
で
あ
る
。

な
お
デ
ジ
タ
ル
化
の
際
、
色
補
正
を
行
な
っ
て
い
る
。
他
の
図
版
は
筆
者

撮
影
。

　
　

注

❖
1 

先
行
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
既
に
二
〇
〇
八

年
に
Ｅ
Ｕ
諸
国
の
美
術
館
・
博
物
館
の
資
料
を
横
断
し

て
検
索
・
閲
覧
可
能
な
「
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ナ
」
が
運
用
さ

れ
て
い
る
。

❖
2 

『
慶
應
義
塾
大
学
ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー　

年
報

／
研
究
紀
要
』
の
刊
行
や
『A

R
C

M
A

 R
eport

』
な
ど
、

ア
ー
カ
イ
ブ
に
対
す
る
研
究
と
実
践
双
方
に
お
い
て
注

目
さ
れ
る
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。
ま
た
、
二
〇
一
八
年
四

月
に
は
多
摩
美
術
大
学
で
も
ア
ー
ト
ア
ー
カ
イ
ヴ
セ
ン

タ
ー
が
設
立
さ
れ
た
。

❖
3 

芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
二
〇
一
五
年
か

ら
二
〇
一
六
年
に
か
け
て
、「
タ
イ
ム
ベ
ー
ス
ト
・
メ

デ
ィ
ア
を
用
い
た
美
術
作
品
の
修
復
／
保
存
に
関
す
る

モ
デ
ル
事
業
」
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
「
ダ
ム
ダ
イ
プ
」

の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
同
じ
く
本
学
出
身
で
あ
る
古
橋
悌

二
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
映
像
作
品
《LO

V
E

R
S

︱
永
遠

の
恋
人
た
ち
》
の
修
復
を
こ
の
元
崇
仁
小
学
校
で
行
っ

て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
動
的
な
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
、

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
「
写
真
」
と
い
う
静
的
な
メ
デ
ィ

ア
を
対
象
と
し
た
ア
ー
カ
イ
ブ
の
研
究
及
び
そ
の
プ
ロ

セ
ス
を
検
証
す
る
と
い
う
位
置
付
け
と
な
る
。

❖
4 

数
々
の
移
転
の
歴
史
を
持
つ
京
都
市
立
芸
術

大
学
に
と
っ
て
、
記
録
集
『
描
き
歌
い
伝
え
て
』
は

重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
関
連
資
料
の
保
存
を
考
慮

し
、
資
料
調
査
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
『
描
き
歌
い
伝

え
て
』
に
関
す
る
膨
大
な
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
と
紙
焼
き
は
、

井
上
隆
雄
写
真
作
品
五
点
（
枝
番
あ
り
）
と
合
わ
せ
て

本
学
の
芸
術
資
料
館
へ
寄
贈
さ
れ
た
。

❖
5 

分
類
に
際
し
、
古
く
な
っ
た
封
筒
類
や
箱
、
ま

た
む
き
出
し
の
プ
リ
ン
ト
類
は
、（
株
）
資
料
保
存
器

材
よ
り
購
入
し
た
ア
ー
カ
イ
バ
ル
・
キ
ッ
ト
で
保
存
し

直
し
て
い
る
。

❖
6 

京
都
市
立
芸
術
大
学
は
二
〇
二
三
年
に
沓
掛
か

ら
崇
仁
地
区
へ
の
移
転
を
計
画
し
て
い
る
た
め
、
こ
の

元
崇
仁
小
学
校
を
舞
台
に
「
今
熊
野
・
岡
崎
学
舎
」
の

写
真
資
料
を
展
示
し
、
今
熊
野
・
岡
崎
↓
沓
掛
↓
崇
仁

地
区
と
い
う
長
い
年
月
を
一
つ
に
重
ね
合
せ
る
こ
と
で
、

移
転
や
歴
史
に
つ
い
て
考
え
る
場
に
し
た
い
と
も
考
え

た
。

❖
7 

こ
の
よ
う
に
、
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
の
貸
し
出
し
は

二
〇
一
七
年
以
降
も
継
続
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な

商
業
的
な
渉
外
は
、
井
上
隆
雄
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
務

め
て
い
た
方
の
協
力
を
得
て
、
仲
介
し
て
も
ら
い
な
が

ら
対
応
し
て
い
る
。

❖
8 

学
生
に
と
っ
て
は
、
ラ
イ
ト
テ
ー
ブ
ル
を
用
い

て
画
像
を
確
認
す
る
こ
と
や
フ
ィ
ル
ム
に
触
れ
る
こ
と

自
体
が
新
鮮
な
体
験
と
な
っ
た
。

❖
9 

こ
の
共
同
研
究
は
、
公
益
財
団
法
人
Ｄ
Ｎ
Ｐ

文
化
振
興
財
団
よ
り
、
二
〇
一
八
年
十
一
月
か
ら

二
〇
二
一
年
三
月
ま
で
の
二
年
間
の
助
成
「
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
文
化
に
関
す
る
学
術
研
究
助
成
」
を
得
て
い

る
。

❖
10 

具
体
的
に
は
、
イ
ン
ド
・
ラ
ダ
ッ
ク
地
方
の
仏

教
壁
画
資
料
群
の
調
査
・
分
類
に
よ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

構
築
と
寺
院
ご
と
の
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
類
の
デ
ジ
タ
ル
化
、

そ
し
て
共
同
研
究
者
で
あ
る
正
垣
雅
子
氏
に
よ
る
模
写

と
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
描
写
技
法
、
制
作
過

程
、
表
現
の
分
析
を
行
う
。

❖
11 

実
際
に
、
第
十
回
日
本
国
際
美
術
展
を
記
録
し

て
い
た
三
十
五
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
の
ス
リ
ー
ブ
は
、
新
聞

の
ス
ク
ラ
ッ
プ
や
ノ
ー
ト
類
の
よ
う
な
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

な
資
料
の
中
に
混
じ
っ
て
置
か
れ
て
い
た
。

❖
12 

ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
『
複
製
技
術
時

代
の
芸
術
』（
佐
々
木
基
一
編
、
晶
文
社
、
一
九
九
九

年
）
参
照
。
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
取
り
扱
い
に
は
注

意
を
払
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
こ
れ
ま
で
の
情
報
公
開
で
も
、「
作
品
展
」
で
は

な
く
「
資
料
展
」
と
明
示
す
る
こ
と
、
ま
た
井
上
隆
雄

自
身
の
編
集
・
記
述
と
担
当
者
に
よ
る
対
応
・
説
明
と

の
明
確
な
区
別
を
設
け
る
な
ど
、
井
上
隆
雄
自
身
が
こ

れ
ま
で
行
っ
て
き
た
制
作
姿
勢
を
損
ね
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
注
意
を
し
て
い
る
。

❖
13 

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
示
唆
的
だ
っ
た
こ
と
は
、

機
械
捺
染
の
図
案
家
が
残
し
た
膨
大
な
図
案
資
料
を
研

究
者
が
大
学
で
受
け
入
れ
た
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
や

は
り
保
存
場
所
の
確
保
に
苦
慮
し
つ
つ
も
研
究
を
進
め

た
こ
と
で
、
さ
ら
に
大
学
と
高
島
屋
、
デ
ザ
イ
ン
会
社

と
が
連
携
し
て
近
代
の
図
案
を
改
良
し
現
代
の
新
た
な

浴
衣
の
デ
ザ
イ
ン
を
生
み
出
し
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。

❖
14 

元
崇
仁
小
学
校
が
二
〇
二
〇
年
三
月
に
取
り
壊

し
と
な
る
た
め
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
ま
た
資
料
を
移

さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
二
〇
二
〇
年
度
は
、
京
都
市

内
の
他
の
施
設
に
拠
点
を
移
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
継

続
し
て
い
く
。
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京
都
の
近
現
代
と
美
術
と
工
芸

考
古
学
と
工
芸
史
を
専
門
と
す
る
私
は
、
二
〇
一
七
年
に
京
都

市
立
芸
術
大
学
に
職
を
得
て
本
格
的
に
京
都
の
文
化
や
文
化
財
と

向
き
合
う
こ
と
と
な
っ
た
。
向
き
合
っ
た
の
は
成
り
行
き
で
は
な

く
、
京
都
の
こ
と
を
中
心
に
据
え
な
い
と
収
ま
ら
な
い
と
い
う
私

の
研
究
の
現
状
が
あ
っ
た
の
で
、
寧
ろ
好
機
で
あ
っ
た
。
前
職
で

は
隣
県
の
教
育
委
員
会
で
文
化
財
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
仕
事
を
し

て
い
た
の
で
、
既
に
か
か
わ
り
は
あ
り
、
京
都
の
状
況
は
理
解
し

て
い
る
つ
も
り
だ
っ
た
。

大
学
の
席
に
着
く
や
否
や
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
「
〇
〇
さ
ん

美
術
と
工
芸
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ　

 

畑
中
英
二　
　

│
京
都
市
で
の
試
み

の
所
の
蔵
を
壊
す
の
で
調
査
に
入
っ
て
欲
し
い
」
と
い
う
話
が
舞

い
込
ん
で
き
た
。
自
治
体
や
大
学
を
通
じ
て
で
は
な
く
、
ま
さ
に

ど
こ
か
ら
と
も
な
く
、
で
あ
る
。
調
査
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は

吝
か
と
い
う
よ
り
有
難
い
と
感
じ
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
た
だ
し
、

調
査
経
費
は
勿
論
当
方
が
負
担
、
作
品
や
資
料
は
処
分
し
て
欲
し

い
と
言
え
ば
聞
こ
え
は
い
い
が
、
一
旦
預
か
っ
て
し
ま
え
ば
返
却

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
ま
れ
学
内
で
私
の
裁
量
で
何
と
か
な

る
空
間
は
た
か
が
知
れ
て
い
る
し
、
飛
び
込
ん
で
く
る
調
査
に
割

け
る
予
算
に
は
限
り
が
あ
る
。

当
惑
し
た
私
は
、
学
外
の
専
門
の
近
い
先
生
方
や
京
都
市
の
文

化
財
を
担
当
さ
れ
て
い
る
方
々
か
ら
話
を
聞
く
こ
と
に
し
た
。
そ

こ
で
耳
に
し
た
こ
と
を
列
記
す
る
。

①
近
年
の
京
都
市
内
で
は
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
う
業
態
の
変

化
や
転
居
が
著
し
く
、
多
く
の
動
産
の
廃
棄
・
流
出
が
進
行
し
て

お
り
、
そ
れ
ら
の
中
に
は
京
都
の
地
場
産
業
で
あ
る
伝
統
工
芸
関

係
で
調
査
を
実
施
し
て
い
な
い
未
指
定
文
化
財
（
後
述
す
る
が
、

そ
も
そ
も
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
）
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
。

②
大
学
の
教
員
に
よ
る
緊
急
的
な
収
集
に
よ
っ
て
廃
棄
・
流
出
を

免
れ
た
資
料
は
、
一
旦
大
学
等
所
属
機
関
に
持
ち
帰
っ
て
調
査
・

研
究
を
進
め
る
が
、
そ
の
成
果
を
共
有
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

は
存
在
せ
ず
、
個
々
で
発
信
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
そ

れ
故
、
大
学
の
多
い
京
都
に
お
い
て
は
、
全
体
像
を
う
か
が
う
こ

と
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。

③
こ
れ
ら
の
資
料
の
多
く
は
大
学
等
の
組
織
で
は
な
く
研
究
者
個

人
に
帰
属
し
、
研
究
者
個
人
が
管
理
す
る
こ
と
に
な
り
、
十
分
な

環
境
で
保
管
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
研
究
者

が
大
学
等
を
退
職
す
る
と
、
廃
棄
・
流
出
す
る
こ
と
が
少
な
く
な

く
、
そ
の
管
理
に
つ
い
て
は
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と

（
こ
れ
は
他
府
県
の
大
学
に
お
い
て
も
問
題
と
な
っ
て
い
る
）。

④
加
え
て
大
学
等
に
お
い
て
は
、
収
納
ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ
り
、

収
納
で
き
な
い
の
で
収
集
の
要
請
に
対
応
で
き
な
い
事
例
が
出
始

め
て
お
り
、
今
後
収
集
す
る
こ
と
が
極
め
て
困
難
に
な
っ
て
い
る

こ
と
。

⑤
さ
ら
に
は
、
調
査
・
研
究
を
行
う
た
め
の
経
費
を
研
究
者
個
人

が
獲
得
し
て
き
た
研
究
費
に
拠
っ
て
お
り
、
経
費
を
捻
出
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
調
査
や
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
ず

廃
棄
・
流
出
し
て
し
ま
っ
た
事
例
も
あ
る
こ
と
。

⑥
自
治
体
と
し
て
の
京
都
市
に
は
、
公
文
書
館
と
民
俗
資
料
館
が

な
く
、
近
代
の
文
書
や
伝
統
産
業
に
関
わ
る
も
の
な
ど
を
積
極
的

に
収
集
・
収
蔵
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
。

⑦
京
都
市
に
よ
る
近
世
以
降
の
文
化
・
文
化
財
を
対
象
と
し
た
調

査
・
研
究
の
進
展
は
芳
し
く
な
く
、
近
代
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
手
が

つ
け
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
こ
と
。

伝
え
る
べ
き
も
の
を
見
出
し
、
そ
れ
を
適
切
に
保
存
し
、
次
世

代
に
伝
え
て
い
く
仕
組
み
が
十
分
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
と
り
わ
け
近
代
以
降
の
も
の
は
近
年
の
社
会
情
勢
も
あ
っ
て

怒
涛
の
勢
い
で
廃
棄
さ
れ
て
お
り
、
振
り
返
る
こ
と
の
で
き
な
い

「
近
代
」
と
い
う
時
代
を
つ
く
り
だ
そ
う
と
し
て
い
る
と
言
っ
て

も
よ
い
。

芸
術
大
学
に
身
を
置
い
て
い
る
と
、
以
上
の
話
と
同
根
と
も
言
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え
る
話
を
耳
に
す
る
。
現
代
芸
術
の
表
現
者
に
お
い
て
も
作
品
の

保
管
場
所
を
い
か
に
確
保
す
る
か
が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

保
管
場
所
を
確
保
で
き
な
い
者
は
制
作
し
な
く
て
も
良
い
、
淘
汰

さ
れ
て
残
さ
れ
た
も
の
が
芸
術
な
の
だ
と
断
言
す
る
の
は
勇
ま
し

い
こ
と
こ
の
上
な
い
が
、
そ
れ
は
余
り
に
も
幅
の
な
い
話
だ
ろ
う
。

全
て
の
も
の
を
残
す
べ
き
で
あ
る
と
強
い
て
い
る
訳
で
は
な
い
。

の
ち
の
時
代
を
生
き
る
人
が
、
せ
め
て
時
代
の
輪
郭
を
掴
む
こ
と

が
で
き
る
程
度
の
も
の
を
残
し
て
い
く
の
が
責
務
だ
と
考
え
る
の

で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
京
都
の
近
現
代
の
美
術
と
工
芸
は
日
本
を

超
え
て
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。
残
し
て
い
く

仕
組
み
の
構
築
は
喫
緊
の
課
題
な
の
だ
。

問
題
提
起

問
題
点
や
課
題
は
明
ら
か
と
な
っ
た
。
次
は
残
し
て
い
く
仕
組

み
の
構
築
で
あ
る
。
方
向
性
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
無
い
物
ね
だ

り
の
運
動
は
自
己
満
足
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
将
来
的
に
充
足
さ
れ

る
余
地
も
含
め
て
近
代
の
産
業
遺
産
を
対
象
と
し
た
調
査
研
究
の

場
を
設
け
る
こ
と
を
考
え
た
。

並
木
誠
士
（
京
都
工
芸
繊
維
大
学
／
美
術
史
）
と
木
立
雅
朗

（
立
命
館
大
学
／
民
俗
考
古
学
）
と
筆
者
で
原
案
を
作
成
し
、
こ

の
三
名
に
加
え
て
青
木
美
保
子
（
京
都
女
子
大
学
／
染
織
史
）、

高
木
博
志
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
／
日
本
史
）、
中
川
理

（
京
都
工
芸
繊
維
大
学
／
建
築
史
）、
西
村
卓
（
同
志
社
大
学
／
経

済
史
）
を
発
起
人
と
し
て
、
二
〇
一
八
年
七
月
二
十
三
日
に
「
京

都
近
代
産
業
遺
産
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
構
想
」
を
京
都

市
長
（
門
川
大
作
）
に
要
望
し
た
。
要
望
書
に
は
京
都
に
所
在
す

る
大
学
等
に
所
属
す
る
研
究
者
及
び
、
京
都
に
か
か
わ
る
研
究
に

携
わ
る
研
究
者
が
百
名
以
上
賛
同
し
、
名
を
連
ね
た
。

趣
旨
は
先
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
、
既
存
の
京
都
市
所
有
施
設
を

活
用
し
な
が
ら
大
学
等
研
究
機
関
に
属
す
る
研
究
者
が
参
画
し
、

地
元
と
か
か
わ
り
な
が
ら
調
査
研
究
を
展
開
し
、
広
く
発
信
し
て

い
く
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

論
点
は
以
下
に
述
べ
る
三
つ
。

①
収
蔵
環
境
の
整
備
（
保
存
・
管
理
）

指
定
・
未
指
定
に
限
ら
ず
京
都
の
歴
史
・
文
化
・
芸
術
に
か
か

わ
る
資
料
を
収
納
す
る
収
蔵
環
境
が
整
備
さ
れ
、
保
管
・
管
理
が

充
実
す
れ
ば
、
大
学
等
に
所
属
す
る
研
究
者
が
行
う
調
査
・
研
究

は
自
ず
と
促
進
さ
れ
、
さ
ら
に
は
将
来
の
観
光
資
源
に
も
な
り
え

る
文
化
財
の
廃
棄
・
流
出
を
防
ぐ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
セ
ン

タ
ー
で
は
、
十
全
な
収
蔵
環
境
を
整
備
し
、
最
新
の
ア
ー
カ
イ
ブ

理
論
に
も
と
づ
い
た
収
蔵
資
料
の
管
理
を
お
こ
な
う
も
の
と
す
る
。

②
研
究
者
が
交
流
す
る
場
の
整
備
（
調
査
・
研
究
）

収
蔵
さ
れ
た
豊
か
な
歴
史
・
文
化
・
芸
術
に
か
か
わ
る
資
料
を

調
査
研
究
す
る
研
究
者
が
集
う
場
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
研

究
者
相
互
の
交
流
が
活
性
化
さ
れ
、
自
ず
と
調
査
研
究
成
果
は
よ

り
質
の
高
い
も
の
と
な
り
、
か
つ
、
成
果
を
集
約
す
る
こ
と
が
容

易
に
な
る
と
考
え
る
。「
大
学
の
ま
ち
」
と
呼
ば
れ
る
京
都
の
知

の
集
積
の
場
と
し
て
セ
ン
タ
ー
を
機
能
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
集

約
さ
れ
た
調
査
研
究
成
果
を
京
都
全
体
の
財
産
と
し
て
捉
え
、
そ

れ
を
研
究
者
の
み
な
ら
ず
京
都
の
歴
史
・
文
化
・
芸
術
に
興
味
を

持
つ
人
々
に
対
し
て
も
取
付
き
易
い
様
態
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

京
都
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
の
リ
ソ
ー
ス
に
で
き
る
と
考
え
る
。

③
京
都
近
代
産
業
遺
産
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
公
文
書
館
の
建
設

（
公
開
・
発
信
）

セ
ン
タ
ー
で
は
、
京
都
の
近
代
産
業
遺
産
を
テ
ー
マ
と
し
た

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
そ
れ
ら
に
か
か
わ
る
資
料
を
含
む
公
文
書
館
機

能
を
併
設
し
、
そ
の
公
開
・
発
信
を
お
こ
な
う
。
こ
れ
に
よ
り
、

京
都
を
形
作
る
歴
史
・
文
化
・
芸
術
の
リ
ソ
ー
ス
に
、
世
界
中
か

ら
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
、
オ
ー
プ
ン
ユ
ー
ス
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
。
ま
た
、
そ
こ
に
配
置
さ
れ
る
専
門
的
知
識
を
持
っ
た
職
員

の
存
在
に
よ
っ
て
活
用
が
円
滑
と
な
り
、
ま
た
、
研
究
者
間
お
よ

び
地
元
や
業
界
団
体
と
の
相
互
連
絡
も
よ
り
円
滑
に
な
る
も
の
と

考
え
ら
れ
、
近
代
産
業
遺
産
に
大
き
く
関
わ
る
伝
統
工
芸
を
め
ぐ

る
世
界
が
活
性
化
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

要
望
書
で
は
具
体
的
な
運
用
方
法
は
示
し
て
い
な
い
が
、
現
時

点
で
は
以
下
の
よ
う
に
想
定
し
て
い
る
。
基
礎
自
治
体
と
し
て
の

京
都
市
の
役
割
は
作
品
・
資
料
の
収
蔵
と
公
開
及
び
全
体
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
。
加
え
て
、
作
品
や
資
料
を
所
有
す
る
個
人
や
地
元
あ

る
い
は
業
界
団
体
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
文
化
行
政
を
担
う
文

化
市
民
局
だ
け
で
な
く
、
商
工
や
観
光
を
担
当
す
る
産
業
観
光
局
、

地
域
の
自
治
会
と
関
わ
る
部
局
な
ど
と
の
連
携
が
求
め
ら
れ
る
。

大
学
等
研
究
機
関
の
役
割
は
調
査
・
研
究
及
び
成
果
の
発
信
を
担

う
こ
と
に
な
る
。

二
〇
一
九
年
十
一
月
現
在
、
京
都
市
か
ら
確
た
る
返
答
は
な
い

が
、
少
な
く
と
も
研
究
者
間
に
お
い
て
問
題
意
識
は
共
有
で
き
た

と
思
わ
れ
る
の
で
、
決
し
て
無
駄
な
営
為
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
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畑中英二

て
お
き
た
い
。

事
例
の
集
積
と
発
信

京
都
の
近
現
代
に
お
け
る
美
術
と
工
芸
の
資
料
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
さ
ら
な
る
事
例
の
集
積
と
発
信
を
行
う
べ
く
、
二
〇
一
八

年
十
月
二
十
一
日
に
「
近
代
京
都
産
業
遺
産
の
保
存
と
活
用
」
と

題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
っ
た
。

趣
旨
説
明
は
筆
者
、
基
調
講
演
「
近
代
京
都
産
業
遺
産
の
保
存

と
活
用
に
つ
い
て
」
を
並
木
誠
士
が
、「
近
代
京
都
産
業
遺
産
の

未
来
に
つ
い
て
│
京
都
市
の
取
り
組
み
を
中
心
に
│
」
を
馬
瀬
智

光
（
京
都
市
文
化
市
民
局
文
化
芸
術
都
市
推
進
室
文
化
財
保
護

課
）
が
行
い
、
以
下
青
木
美
保
子
「
染
織
関
係
資
料
の
保
存
と
活

用
に
つ
い
て
」、
木
立
雅
朗
「
民
俗
資
料
の
保
存
と
活
用
に
つ
い

て
│
窯
業
と
染
織
│
」、
田
島
達
也
（
京
都
市
立
芸
術
大
学
）「
美

術
史
関
係
資
料
の
保
存
と
活
用
に
つ
い
て
」、
福
家
祟
洋
（
京
都

大
学
人
文
科
学
研
究
所
）「
近
現
代
の
文
献
史
料
の
保
存
と
活
用

に
つ
い
て
」
の
報
告
を
行
っ
た
。

と
り
わ
け
、
馬
瀬
報
告
で
は
他
の
政
令
指
定
都
市
と
比
較
し
つ

つ
京
都
市
の
文
化
財
の
保
管
と
活
用
状
況
に
つ
い
て
の
非
常
に
厳

し
い
現
状
を
、
木
立
報
告
で
は
大
学
所
属
研
究
者
の
行
う
調
査
と

保
管
及
び
活
用
状
況
の
先
行
き
の
無
さ
を
、
田
島
報
告
で
は
今
後

も
増
加
し
続
け
る
芸
術
関
係
資
料
の
行
く
先
に
大
き
な
問
題
が
あ

る
こ
と
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
た
。

そ
の
後
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
筆
者
が
司
会
を
務
め
、
講
演
・

報
告
者
全
員
が
登
壇
し
て
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

後
日
、
京
都
新
聞
に
お
い
て
二
〇
一
八
年
十
二
月
二
十
七
日

の
「
社
説
：
収
蔵
文
化
財
急
増　

パ
ン
ク
防
ぐ
抜
本
対
策
を
」
や
、

二
〇
一
九
年
一
月
二
日
の
記
事
「「
置
き
場
な
い
」
廃
棄
さ
れ
る

近
代
遺
産　

収
蔵
品
増
え
古
代
・
中
世
優
先
」（https://w

w
w

.

kyoto-np.co.jp/articles/-/2146

）
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
後

者
で
は
「
近
現
代
の
文
献
や
産
業
、
考
古
、
美
術
に
詳
し
い
大

学
教
授
ら
は
七
月
、「
京
都
近
代
産
業
遺
産
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）」
構
想
を
掲
げ
、
市
に
要
望
書
を
提
出
」
し
「
収
蔵
施
設

の
整
備
、
専
門
家
ら
と
と
も
に
調
査
研
究
に
取
り
組
む
場
の
設
置
、

公
開
・
発
信
を
担
う
博
物
館
や
公
文
書
館
の
建
設
を
呼
び
掛
け
て

い
る
」
と
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
現
状
を
う
け
て
、

京
都
市
は
「
今
後
の
文
化
財
保
護
方
針
を
示
す
答
申
素
案
で
は
、

近
代
遺
産
に
つ
い
て
「
社
会
環
境
の
変
化
に
よ
り
急
速
に
失
わ
れ

る
可
能
性
が
あ
り
、
重
点
的
に
調
査
、
指
定
し
て
ゆ
く
」
と
書
き

込
む
な
ど
一
定
の
対
応
も
検
討
し
て
い
る
」
と
記
し
て
い
る
。

一
定
の
反
響
が
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。

残
し
て
い
く
仕
組
み
の
構
築
に
向
け
て

二
〇
一
九
年
度
に
は
筆
者
が
京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
源
研

究
セ
ン
タ
ー
重
点
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
美
術
工
芸
の
リ
ソ
ー
ス

に
関
す
る
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
試
行
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
研
究
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

研
究
の
主
旨
は
先
に
述
べ
た
も
の
と
同
様
。
美
術
工
芸
品
を
形

作
る
制
作
道
具
や
そ
れ
を
用
い
た
技
は
、
作
品
の
リ
ソ
ー
ス
と
し

て
極
め
て
重
要
な
存
在
で
は
あ
る
が
、
保
存
活
用
の
手
立
て
に
十

分
な
仕
組
み
が
な
い
。
そ
こ
で
、
公
共
機
関
や
地
域
・
所
有
者
な

ど
と
協
働
し
つ
つ
、
資
料
調
査
の
あ
り
方
や
実
物
保
存
お
よ
び
活

用
の
方
向
性
の
仕
組
み
の
構
築
を
試
み
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
は
多
様
な
「
資
料
」
の
保
管
と
活
用
に
つ
い
て
様
々
な
立

場
の
人
々
の
関
わ
り
の
事
例
を
収
集
し
、
出
入
り
自
由
な
研
究
会

を
開
催
し
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
。

十
一
月
三
十
日
に
元
崇
仁
小
学
校
に
お
い
て
開
催
し
た
研
究
会

で
は
、
京
都
市
の
文
化
財
の
保
管
と
現
状
に
つ
い
て
、
京
都
市
の

馬
瀬
智
光
、
現
代
芸
術
と
収
蔵
庫
に
つ
い
て
京
都
市
立
芸
術
大
学

博
士
（
後
期
）
課
程
の
金
島
隆
弘
、
井
上
隆
雄
写
真
資
料
に
つ
い

て
京
都
市
立
芸
術
大
学
非
常
勤
講
師
の
山
下
晃
平
か
ら
事
例
の
報

告
を
し
て
い
た
だ
き
、
参
加
者
か
ら
情
報
提
供
を
い
た
だ
く
と
と

も
に
意
見
を
交
わ
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
立
場
や
取
り
扱
う
も
の
が

異
な
る
も
の
の
、
残
し
て
い
く
仕
組
み
の
方
法
の
模
索
や
そ
の
構

築
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
十
分
に
認
識
で
き
た
と
思
っ
て
い
る
。

ま
た
、
短
時
間
で
合
理
的
で
あ
る
よ
う
な
答
え
を
出
す
こ
と
は

馴
染
ま
な
い
こ
と
を
強
く
感
じ
た
。
一
定
の
時
間
を
か
け
て
情
報

を
共
有
し
、
議
論
を
重
ね
て
い
く
こ
と
で
問
題
の
輪
郭
が
縁
取
ら

れ
、
直
面
す
る
課
題
に
対
し
て
、
様
々
な
立
場
の
人
が
理
解
し
共

感
で
き
る
解
を
目
指
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

今
後
も
、
研
究
会
を
開
催
し
て
様
々
な
現
状
を
拾
い
上
げ
つ
つ
、

残
し
て
い
く
仕
組
み
の
構
築
を
実
践
的
に
試
み
て
い
き
た
い
。
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牧田久美

は
じ
め
に  

京
都
芸
大
に
お
け
る
戦
後
デ
ザ
イ
ン
教
育
と
上
野
リ
チ

上
野
リ
チ
（Felice R

ix 

フ
ェ
リ
ー
ス
・
リ
ッ
ク
ス
、
一
八
九
三

│
一
九
六
七
）
は
、
戦
後
の
一
九
五
一
年
か
ら
一
九
六
三
年
の
定

年
退
職
ま
で
、
京
都
市
立
美
術
大
学
（
現
京
都
市
立
芸
術
大
学
）

に
お
い
て
、
独
特
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
多
彩
な
デ
ザ
イ
ン
教
育
を

展
開
し
た
。
彼
女
は
デ
ザ
イ
ン
教
育
に
何
よ
り
独
創
性
を
引
き
出

す
必
要
を
唱
え
、
日
本
の
徒
弟
制
度
に
お
け
る
模
写
か
ら
入
る
教

育
方
法
は
独
創
性
を
抑
圧
す
る
も
の
と
し
て
、
真
っ
向
か
ら
対
立

し
た
。
当
時
、
特
に
テ
キ
ス
タ
イ
ル
業
界
で
は
、
伝
統
的
な
模
写

か
ら
入
る
教
育
方
法
の
塾
が
隆
盛
を
極
め
、
戦
後
の
旺
盛
な
需
要

京
都
美
術
の
歴
史
学
（
京
都
芸
大
の
一
九
五
〇
年
代
） 

牧
田
久
美　
　

│
上
野
リ
チ
（Felice R

ix

フ
ェ
リ
ー
ス
・
リ
ッ
ク
ス
）
研
究
・
調
査
報
告

を
支
え
て
い
た
。
独
創
性
は
い
わ
れ
る
も
の
の
、
多
忙
さ
か
ら
本

格
的
な
取
り
組
み
は
非
常
に
遅
れ
て
い
る
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、

京
都
市
立
美
術
大
学
に
お
け
る
リ
チ
の
試
み
は
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク

な
も
の
だ
っ
た
。

彼
女
が
京
都
市
立
美
術
大
学
で
展
開
し
た
教
育
は
、
ま
さ
し
く

彼
女
の
師
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ホ
フ
マ
ン
が
新
し
い
工
芸
を
生
む
た
め
に

ウ
ィ
ー
ン
工
房
に
込
め
た
理
念
そ
の
も
の
で
あ
り
、
教
育
者
と
し

て
の
ホ
フ
マ
ン
の
信
条
が
反
映
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。

で
は
、
ホ
フ
マ
ン
の
教
育
理
念
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

の
か
。
リ
チ
の
夫
で
あ
る
上
野
伊
三
郎
の
著
書
『
ヨ
セ
フ 

ホ
フ
マ

ン
』
に
よ
れ
ば
そ
れ
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
と
い
う1

❖

。

○ 

古
典
模
倣
が
改
め
ら
れ
独
自
の
イ
デ
ー
に
よ
る
創
作
の
み
が

認
め
ら
れ
る

○ 

古
典
の
模
倣
に
よ
っ
て
生
徒
の
独
創
性
は
失
わ
れ
枯
渇
し
て

い
く

○
独
創
の
み
が
芸
術
家
の
取
る
べ
き
態
度
で
あ
る

○
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
に
お
け
る
生
徒
の
特
性
と
創
造
性
を
重
視

○ 

芸
術
に
お
い
て
教
え
る
べ
き
何
物
も
な
い
こ
と
、
教
師
の
な

す
べ
き
こ
と
は
生
徒
の
才
能
を
呼
び
起
こ
す
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
は
自
ら
完
成
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

リ
チ
の
教
室
で
の
態
度
も
ホ
フ
マ
ン
を
彷
彿
さ
せ
る
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
が
、
本
校
卒
業
生
へ
の
聞
き
取
り
調
査
か
ら
検
証
で

き
る2

❖

。
ホ
フ
マ
ン
は
あ
る
生
徒
に
対
し
て
、「
私
は
君
の
仕
事
に

つ
い
て
、
正
し
く
な
い
こ
と
を
君
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で

あ
り
、
同
様
に
正
し
い
こ
と
、
良
い
こ
と
を
君
に
示
す
だ
け
で
あ

る
。
君
に
私
の
影
響
を
与
え
た
く
な
い
、
君
は
一
の
個
性
で
あ
り
、

自
身
で
到
達
で
き
る
か
ら
で
あ
る3

❖

」
と
述
べ
た
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
言
葉
通
り
、
リ
チ
も
自
分
の
作
品
を
滅
多
に
生
徒
に
見
せ
な

か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

教
室
内
で
は
ホ
フ
マ
ン
は
少
し
し
か
話
さ
ず
、「
然
し
彼
の
強

い
個
性
と
暗
示
力
に
よ
っ
て
、
彼
が
教
室
に
入
っ
て
来
る
と
そ
れ

だ
け
で
生
徒
た
ち
に
或
物
を
与
え
た4

❖

」
と
伊
三
郎
は
書
い
て
い
る
。

ホ
フ
マ
ン
の
批
判
は
辛
辣
で
、
気
に
入
ら
な
い
作
品
は
裏
返
し
に

置
い
て
去
っ
て
し
ま
い
、
生
徒
に
は
死
刑
宣
告
の
よ
う
な
感
じ
で

あ
っ
た
と
い
う
。
た
だ
し
彼
は
新
し
い
試
み
を
嘲
笑
せ
ず
、
こ
れ

を
褒
め
、
形
や
材
料
の
上
で
新
し
い
試
み
が
で
き
た
こ
と
を
非
常

に
喜
ん
だ
。「
で
き
が
悪
く
て
も
新
し
い
も
の
は
、
よ
く
で
き
て

い
る
模
倣
に
勝
る5

❖

」
と
彼
は
常
に
言
っ
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
ら

辛
辣
さ
と
厳
し
さ
、
そ
し
て
時
々
褒
め
ら
れ
る
嬉
し
さ
も
ま
た
、

リ
チ
に
つ
い
て
の
卒
業
生
の
証
言
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
彼
女
の
教
育
方
針
は
ホ
フ
マ
ン
さ
な
が
ら
の
も
の

で
あ
っ
た
が
、
作
品
の
母
体
も
、
ホ
フ
マ
ン
ら
ウ
ィ
ー
ン
分
離
派

が
立
ち
上
げ
、
リ
チ
も
そ
こ
で
活
動
し
た
ウ
ィ
ー
ン
工
房
の
理
念

で
あ
る
。
一
九
二
五
年
、
ド
イ
ツ
・
ウ
ィ
ー
ン
に
留
学
し
て
い
た

日
本
人
建
築
家
上
野
伊
三
郎
と
結
婚
し
、
翌
年
日
本
に
降
り
立
っ

た
リ
チ
で
あ
っ
た
が
、
彼
女
の
テ
キ
ス
タ
イ
ル
・
デ
ザ
イ
ン
は
、

当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
席
巻
し
て
い
た
ウ
ィ
ー
ン
工
房
に
お
い
て
、

す
で
に
「
リ
ッ
ク
ス
文
様
」
と
し
て
名
声
を
博
し
て
い
た
。
た
だ

し
こ
こ
で
注
意
を
喚
起
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
の
工
房
自
体
が

大
い
に
日
本
美
術
に
造
形
的
源
泉
を
求
め
て
お
り
、
主
要
メ
ン
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バ
ー
の
モ
ー
ザ
ー
な
ど
に
は
直
接
的
な
模
倣
に
近
い
作
品
も
多
く

み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
リ
チ
自
身
、
東
洋
に
少
な
か
ら
ぬ

憧
憬
を
持
ち
、
そ
れ
が
結
婚
そ
し
て
来
日
に
つ
な
が
っ
た
一
因
と

見
る
意
見
も
残
さ
れ
て
お
り6

❖

、
彼
女
の
中
に
あ
っ
た
東
洋
趣
味
が
、

い
か
よ
う
に
日
本
で
の
作
品
や
教
育
に
影
響
し
た
か
、
あ
る
い
は

い
か
よ
う
に
否
定
さ
れ
た
か
、
検
証
さ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
伝
統
的
な
日
本
美
術
に
対
す
る
憧
れ
と
関
心

が
欧
米
に
―
そ
し
て
リ
チ
に
も
―
根
強
く
あ
っ
た
と
し
て
も
、

明
治
以
来
の
近
代
化
あ
る
い
は
昭
和
の
戦
争
前
後
に
お
け
る
伝
統

的
美
意
識
の
混
乱
な
ど
を
目
の
当
た
り
に
し
た
リ
チ
は
、
日
本
の

現
状
に
対
し
て
大
き
な
不
満
や
失
望
を
感
じ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
時
期
に
、
日
本
と
ウ
ィ
ー
ン
を
行
き
来
し
双
方
で
デ
ザ
イ

ン
を
展
開
し
た
作
家
は
、
彼
女
を
お
い
て
あ
ま
り
例
を
見
な
い
。

こ
の
よ
う
に
ユ
ニ
ー
ク
な
立
ち
位
置
か
ら
、
彼
女
は
ど
の
よ
う
に

当
時
の
日
本
の
美
術
工
芸
、
デ
ザ
イ
ン
教
育
の
現
状
を
捉
え
て
い

た
の
か
？　

そ
し
て
そ
の
認
識
を
、
ど
の
よ
う
に
自
ら
の
教
育
方

針
に
取
り
入
れ
て
い
た
の
か
？　

戦
後
早
々
の
日
本
に
お
け
る
彼

女
の
教
育
は
、
新
し
く
大
学
と
し
て
の
歴
史
を
歩
み
始
め
た
ば
か

り
の
京
都
芸
大
の
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
な
一
面
を
構
成
し
て
い
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
京
都
美
術
の
歴
史
学
―
京

都
芸
大
の
一
九
五
〇
年
代
―
」
を
遂
行
し
は
じ
め
て
少
な
か
ら
ず

驚
き
を
持
っ
た
の
は
、
今
ま
で
彼
女
の
作
品
や
業
績
が
研
究
対
象

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
ま
り
に
も
少
な
か
っ
た
事
実

で
あ
る7

❖

。
彼
女
の
京
都
芸
大
で
の
教
育
理
念
に
つ
い
て
の
研
究
は

も
と
よ
り
、
作
品
の
本
格
的
な
紹
介
も
近
年
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、

そ
の
業
績
も
断
片
的
で
年
表
的
な
記
述
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
得
ず
、

総
合
的
な
整
理
・
検
討
が
待
た
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
筆
者
は
過
去
二
年
間
、
彼
女
の
足
取
り
に
沿
っ
て
日
本

国
内
に
残
る
作
品
を
調
査
・
発
掘
し
て
、
そ
の
歴
史
的
な
意
義
や

役
割
な
ど
の
全
体
を
整
理
し
て
き
た
。
本
研
究
で
は
こ
う
し
た

調
査
か
ら
浮
か
び
上
が
る
彼
女
の
各
時
代
の
具
体
的
な
役
割
や
、

確
認
で
き
た
活
躍
の
推
移
を
も
と
に
、
彼
女
の
活
動
期
を
、
（1）

ウ
ィ
ー
ン
時
代　

（2） 

ウ
ィ
ー
ン
と
日
本
双
方
に
拠
点
を
持
っ
た

時
代　

（3） 

戦
後
の
時
代
に
区
分
し
て
い
る
。
特
に 

（2） 

を
彼
女
の

真
骨
頂
と
み
な
し
、
こ
れ
を
中
心
に
現
地
調
査
や
聞
き
取
り
調
査

を
行
い
、
現
存
す
る
作
品
の
確
認
を
進
め
て
き
た
。
本
稿
で
報
告

す
る
の
は
、
（1） 

（2） 

（3） 

各
時
期
に
つ
い
て
の
概
説
並
び
に
調
査
結

果
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
デ
ザ
イ
ン
教
育
者
と
し
て
の
彼
女
の
教
育

活
動
に
つ
い
て
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
の
基
礎
的
研
究
に
相
当
す

る
。
今
後
は
調
査
収
集
し
た
資
料
に
も
と
づ
き
、
彼
女
の
実
践
的

教
育
を
、
ホ
フ
マ
ン
と
国
立
工
芸
学
校
で
と
も
に
教
鞭
を
と
っ
た

フ
ラ
ン
ツ
・
チ
ゼ
ッ
ク
（Franz C

izek

8

❖

）
が
創
始
し
た
児
童
の

美
術
教
育
な
ど
と
も
関
連
さ
せ
つ
つ
、
具
体
的
に
解
明
し
て
い
く

予
定
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
日
本
か
ら
ウ
ィ
ー
ン
、
ウ
ィ
ー

ン
か
ら
日
本
へ
と
、
ダ
イ
レ
ク
ト
に
行
き
来
し
た
特
異
な
立
場
が
、

リ
チ
の
作
品
や
教
育
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
た
か
を
論
じ
て
い

く
つ
も
り
で
あ
る
。

（1）‌

 
ウ
ィ
ー
ン
時
代
の
フ
ェ
リ
ー
ス
・
リ
ッ
ク
ス

一
八
九
三
年
、
ウ
ィ
ー
ン
の
富
裕
な
実
業
家
の
長
女
と
し

て
生
ま
れ
た
フ
ェ
リ
ー
ス
・
リ
ッ
ク
ス
は
、
ウ
ィ
ー
ン
工
房

（
一
九
〇
三
年
設
立
）
の
作
風
に
傾
倒
し
、
そ
の
創
設
者
、
ヨ
ー

ゼ
フ
・
ホ
フ
マ
ン
教
授
を
慕
っ
て
一
九
一
三
年
、
ウ
ィ
ー
ン
工
芸

学
校
に
入
学
し
た
。
一
九
一
七
年
六
月
に
同
校
を
卒
業
、
七
月
に

は
ホ
フ
マ
ン
か
ら
誘
わ
れ
、
ウ
ィ
ー
ン
工
房
の
意
匠
部
に
参
加
し

た
。
ウ
ィ
ー
ン
工
房
は
、
一
九
一
〇
年
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
テ
キ

ス
タ
イ
ル
部
を
新
た
に
創
設
し
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
部
員
が
プ

リ
ン
ト
布
地
の
た
め
の
デ
ザ
イ
ン
を
製
作
し
て
お
り
、
そ
の
評
判

は
、
一
九
一
五
年
に
は
、
ウ
ィ
ー
ン
工
房
チ
ュ
ー
リ
ヒ
支
社
の
責

任
者
ダ
ゴ
ベ
ル
ト
・
ぺ
ッ
ヒ
ェ
の
も
と
で
最
高
潮
に
達
し
新
時
代

を
画
し
て
い
た
。
ペ
ッ
ヒ
ェ
の
空
想
的
で
陽
気
な
形
態
は
今
ま
で

と
違
う
新
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
出
し
、
ま
た
彩
色
パ
タ
ー
ン
を

発
展
さ
せ
た
。「
あ
る
時
は
か
す
か
に
ま
た
あ
る
時
は
強
い
調
子

を
示
す
空
間
の
色
彩
陰
影
は
、
日
本
人
の
微
妙
な
そ
し
て
し
ば
し

ば
驚
く
べ
き
調
和
を
し
の
ば
せ
る
」
と
B
・
ツ
ッ
カ
ー
カ
ン
ド
ル

が
新
し
い
色
彩
の
特
徴
を
捉
え
て
い
る9

❖

。
リ
チ
の
描
い
て
い
た
多

様
で
微
妙
な
陰
影
の
花
の
デ
ザ
イ
ン10

❖

に
も
こ
の
影
響
が
見
ら
れ
る
。

リ
チ
は
ウ
ィ
ー
ン
工
房
で
、
マ
リ
ア
・
リ
カ
ル
ツ
（M

aria 

Likarz

）
な
ど
と
と
も
に
頭
角
を
現
し
、
続
々
と
優
秀
な
作
品
を

発
表
し
た
。
特
に
テ
キ
ス
タ
イ
ル
に
お
い
て
は
「
リ
ッ
ク
ス
文

様
」
を
確
立
し
、
ウ
ィ
ー
ン
工
房
最
高
の
売
れ
行
き
を
示
し
一
世

を
風
靡
し
て
い
る
。
一
九
二
五
年
に
は
パ
リ
の
ア
ー
ル
・
デ
コ

展
に
出
品
し
受
賞
も
し
た
。
こ
の
時
代
の
作
品
は
オ
ー
ス
ト
リ

ア
応
用
美
術
博
物
館
や
ア
メ
リ
カ
の
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
て
お

り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
応
用
美
術
博
物
館
の
一
九
三
九
年
の
記
録
台

帳
に
よ
れ
ば
、
リ
ッ
ク
ス
姉
妹
（
妹
の
カ
テ
リ
ー
ナ
も
ウ
ィ
ー
ン

工
房
の
一
員
だ
っ
た
）
の
テ
キ
ス
タ
イ
ル
・
デ
ザ
イ
ン
は
合
計

七
百
六
十
三
点
に
の
ぼ
る11

❖

。
し
か
し
、
こ
の
期
間
の
彼
女
の
活
躍
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や
作
品
は
日
本
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
ず
、
今
一

度
彼
女
の
魅
力
を
伝
え
る
必
要
を
痛
感
し
て
い
る
。

こ
の
時
代
の
作
品
に
関
し
て
国
内
で
確
認
で
き
る
も
の
と
し
て

は
、﹇
表
1
・
2
﹈
に
ま
と
め
た
。

（2）‌

 
ウ
ィ
ー
ン
／
日
本
時
代
の
上
野
リ
チ

（2）‌ -

1
一
九
二
五
年
〜
一
九
三
五
年

建
築
家
上
野
伊
三
郎
と
の
協
働
時
期

一
九
二
五
年
、
リ
チ
は
ウ
ィ
ー
ン
に
留
学
中
の
建
築
家
上
野
伊

三
郎
と
結
婚
し
、
一
九
二
六
年
に
初
来
日
し
た
。
上
野
は
出
身
地

の
京
都
に
上
野
建
築
事
務
所
を
設
立
し
、
リ
チ
は
美
術
工
芸
部
主

任
と
な
っ
た
。
一
九
二
七
年
に
は
上
野
が
「
日
本
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
建
築
会
」
を
立
ち
上
げ
、
当
時
日
本
最
大
規
模
の
建
築

運
動
団
体
の
代
表
者
と
し
て
活
躍
、
ま
た
島
津
邸
や
ス
タ
ー
食
堂

な
ど
彼
の
代
表
作
が
リ
チ
と
の
協
働
で
施
工
さ
れ
て
い
く
。

こ
の
結
婚
に
際
し
て
は
、
数
年
に
一
度
の
割
合
で
ウ
ィ
ー
ン

へ
長
期
帰
国
す
る
約
束
が
交
わ
さ
れ
て
お
り
、
リ
チ
は
ウ
ィ
ー

ン
工
房
の
一
員
と
し
て
籍
を
置
い
た
ま
ま
作
品
を
制
作
発
表

し
、
ウ
ィ
ー
ン
そ
の
他
で
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
に
も
出
品
し
て
い

る
。
こ
の
期
間
に
は
、
代
表
作
と
言
え
る
壁
紙
の
サ
ル
ブ
ラ
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
も
発
表
さ
れ
た
。
一
九
三
〇
年
に
辞
職
す
る
ま
で

リ
チ
が
主
軸
と
し
て
仕
事
を
継
続
し
て
い
た
ウ
ィ
ー
ン
工
房
は
、

一
九
三
二
年
時
勢
に
逆
ら
え
ず
解
散
と
な
っ
た
。
以
後
リ
チ
は
京

都
に
活
動
拠
点
を
移
し
、「
日
本
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
建
築
会
」

を
中
心
に
伊
三
郎
と
協
働
関
係
を
強
め
て
行
く
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
ず
伊
三
郎
の
活
躍
と
と
も
に
リ
チ
の
動
向
を
見
て
い
こ
う
。

彼
の
初
期
の
代
表
作
の
一
つ
島
津
邸
（
新
築
）
は
一
九
二
九
年
に

竣
工
す
る
が
、
同
時
期
に
建
て
ら
れ
た
柳
本
邸
（
新
築
）
二
階
応

接
間
の
壁
面
を
リ
チ
が
担
当
し
て
い
る12

❖

。
一
九
三
〇
年
に
は
、
後

年
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
も
訪
れ
る
上
野
夫
妻
の
別
荘
を
、
比
叡
山

に
新
築
し
た
。
一
九
三
二
年
竣
工
の
岡
野
邸
は
ド
イ
ツ
風
の
重
厚

な
装
備
で
知
ら
れ13

❖

、
一
九
三
四
年
竣
工
の
高
津
邸
に
は
リ
チ
の
内

装
計
画
書
が
残
さ
れ
て
い
る14

❖

。

店
舗
設
計
で
も
両
者
の
協
働
作
業
が
進
ん
だ
。
伊
三
郎

は
、
一
九
二
九
年
竣
工
の
東
洋
亭
を
手
始
め
に
、
京
都
の
老
舗

レ
ス
ト
ラ
ン
「
ス
タ
ー
食
堂
」
の
一
連
の
店
舗
設
計
を
手
が
け

て
い
る
。
一
九
三
〇
年
の
ス
タ
ー
バ
ー
を
は
じ
め
、
出
町
支
店

（
一
九
三
一
年
）、
祇
園
店
（
祇
園
ス
タ
ー
ソ
ー
ダ
フ
ァ
ウ
ン
テ
ン
、

一
九
三
二
年
）、
京
極
店
（
一
九
三
二
年
）、
ス
タ
ー
食
堂
五
条
店

（
一
九
三
四
年
）、
ス
タ
ー
食
堂
西
陣
店
（
一
九
三
五
年
）
な
ど
で

あ
る
。
こ
れ
ら
店
舗
の
多
く
は
、
家
具
を
伊
三
郎
が
デ
ザ
イ
ン
し
、

内
装
計
画
は
リ
チ
が
担
当
し
た
。
例
え
ば
祇
園
ス
タ
ー
ソ
ー
ダ

フ
ァ
ウ
ン
テ
ン
で
は
、
壁
紙
や
椅
子
張
り
織
物
を
リ
チ
が
担
当
し

て
い
る
。

［表1］ 豊田市美術館

［表2］ 京都国立近代美術館

制作年 品目 作品名・その他

1920年代

テキス
タイル・
デザイン

「バリ」6配色

1922年 「ギザギザバンド」10配色，「野の花」

1923年 「農作物」4配色

1924年 「ビアリッツ」13配色，「苔の花」

1925年 「マルタ」4配色

1926年 「DNJSTAR」3配色

制作年 品目 作品名・その他

1920年代

プリント・
デザイン

「格子柄」1・2

「木立」

「貝の海辺」

プリント地
デザイン 「野原」

プリント服
地下絵

「ボンボン」1～3

「キャンディー」1・2

下絵
イースター用ボンボン入れ1・2

イースター・エッグ飾り

イースター用砂糖菓子「家鴨」

不詳 木製独楽デザイン
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特
に
一
九
三
〇
年
の
ス
タ
ー
バ
ー
は
、
一
九
三
二
年
に
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
で
開
か
れ
た
「
近
代
建
築
│
国
際
展
覧
会
」

に
日
本
代
表
作
品
と
し
て
出
品
さ
れ
た
。
こ
の
展
覧
会
は
、
ル
・

コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
や
W
・
グ
ロ
ピ
ウ
ス
な
ど
当
時
の
最
先
端
を
行

く
建
築
の
競
演
の
場
と
し
て
そ
の
名
を
歴
史
に
留
め
る
も
の
で
、

日
本
代
表
は
伊
三
郎
と
山
田
守
の
二
人
だ
け
で
あ
る
。
外
観
は

ウ
ィ
ー
ン
工
房
や
ロ
シ
ア
構
成
主
義
あ
る
い
は
ア
ー
ル
・
デ
コ
の

デ
ザ
イ
ン
に
通
じ
る
表
現
で
、
内
装
は
金
属
や
ガ
ラ
ス
の
素
材
感

が
際
立
つ
一
方
、
銀
地
の
天
井
に
は
リ
チ
に
よ
る
カ
ラ
フ
ル
な
草

花
の
装
飾
が
描
か
れ
、
そ
の
雰
囲
気
は
後
年
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
建
築

の
先
取
り
と
評
さ
れ
る
に
足
る
も
の
だ
っ
た15

❖

。

こ
の
よ
う
に
、
帰
国
後
、
矢
継
ぎ
早
に
施
工
さ
れ
た
伊
三
郎
の

記
念
的
な
建
築
は
、
外
観
は
い
わ
ゆ
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
で
あ
る

が
、
そ
の
室
内
に
は
、
の
ち
に
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
が
忌
避
す
る
装

飾
性
が
色
濃
く
展
開
さ
れ16

❖

、
国
際
的
な
基
準
に
立
ち
な
が
ら
も
地

域
に
密
着
し
、
装
飾
性
も
融
合
さ
せ
る
独
自
の
も
の
だ
っ
た
。
ま

た
店
舗
設
計
で
見
せ
た
軽
や
か
さ
は
機
能
主
義
建
築
の
世
界
を
飛

び
越
え
た
驚
異
的
な
新
し
さ

17

❖

で
、
世
界
か
ら
認
め
ら
れ
た
。
こ
こ

に
は
ウ
ィ
ー
ン
装
飾
美
術
の
使
者
た
る
リ
チ
の
深
い
影
響
が
窺
え

る
。

な
お
、
こ
の
時
期
に
創
刊
さ
れ
た
雑
誌
『
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
建
築
』（
日
本
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
建
築
会
の
機
関
紙
）
で

は
、
一
九
二
九
年
八
月
の
創
刊
号
・
巻
頭
カ
ラ
ー
口
絵
に
「U

eno- 

R
ix, K

yoto, W
ein, M

urpapero

」
と
し
て
壁
紙
「
花
園
」

の
一
部
が
、
同
九
月
号
巻
頭
カ
ラ
ー
口
絵
に
は
「U

eno-R
ix, 

K
yoto, W

ein, M
urpapero

」
と
し
て
壁
紙
「
夏
の
平
原
」
の
一

部
が
、
同
一
九
三
〇
年
一
月
号
巻
頭
カ
ラ
ー
口
絵
に
は
「U

eno-

R
ix, K

yoto, W
ein, H

otelo

」
と
し
て
水
彩
画
「
ホ
テ
ル
・
白

い
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
」
が
、
同
一
九
三
二
年
四
│
五
月
号
表
紙
及
び

巻
頭
に
は
祇
園
ス
タ
ー
・
ソ
ー
ダ
フ
ァ
ウ
ン
テ
ン
外
装
お
よ
び
内

部
詳
細
の
写
真
（
設
計
：
上
野
伊
三
郎
、
壁
紙
・
意
匠
：
リ
ッ

ツ
ィ
・
ウ
エ
ノ
・
リ
ッ
ク
ス
）
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
時
代
の
リ
チ
作
品
と
し
て
は
以
下
﹇
表
3 ‒

5
﹈
が
日
本
で

確
認
で
き
る
。

　

（2）‌ -

2
一
九
三
六
〜
一
九
三
九
年

群
馬
県
工
芸
所
に
お
け
る
リ
チ
の
活
動
と
作
品

一
九
三
三
年
、
上
野
伊
三
郎
の
主
催
す
る
日
本
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
建
築
会
の
招
き
で
、
ド
イ
ツ
の
建
築
家
ブ
ル
ー
ノ
・
タ

［表3］ 京都国立近代美術館

［表4］ 大阪新美術館建設準備室

［表5］ 京都市立芸術大学芸術資料館

制作年 品目 作品名・その他

1928年
以前 壁紙　　

「夏の平原」〈麦と雲雀〉
❖18
，

サルブラコレクション，ウィーン工房　

「そらまめ」〈蔓花〉，
サルブラコレクション，ウィーン工房

「芥子」〈麦と花〉，サルブラコレクション，
ウィーン工房

「花園」，サルブラコレクション，
ウィーン工房

1929年 水彩画 「ホテル・白いカフェテラス」

1930年
壁面装飾下絵 「果物」・「秋の実り」，スターバー

内装　 デザイン1～4,スターバー

1930年代 壁画下絵 「金閣寺」，「銀閣寺」，「清水寺」，「東寺」
京都市役所市長室

不詳 水彩画
「ヨーロッパ最後の港」

「海辺のカフェテラス」

制作年 品目 作品名・その他

1928年 テキスタイル
見本 「大理石」，ウィーン工房

1917－
31年頃　

テキスタイル
デザイン 「朝露」，ウィーン工房

制作年 品目 作品名・その他
1928年
以前 壁紙 「花園」〈野の花〉サルブラコレク

ション，ウィーン工房
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ウ
ト
が
来
日
す
る
こ
と
に
な
り
、
以
後
、
伊
三
郎
は
そ
の
対
応
に

追
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
年
、
リ
チ
は
ウ
ィ
ー
ン
に
一
年
間

帰
国
し
て
い
た
。
タ
ウ
ト
の
日
本
滞
在
は
予
想
に
反
し
て
長
期
と

な
り
、
結
果
的
に
タ
ウ
ト
は
、
群
馬
県
工
業
試
験
場
高
崎
分
場
に

お
い
て
三
年
あ
ま
り
工
芸
品
の
製
作
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
る
。

徐
々
に
時
勢
が
右
傾
化
す
る
中
で
、
日
本
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
建
築
会
は
そ
の
名
称
か
ら
も
誤
解
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、
自

然
消
滅
に
向
か
っ
て
い
た
。
タ
ウ
ト
は
こ
の
状
況
を
見
て
伊
三
郎

を
高
崎
分
場
の
所
長
に
推
し
、
一
九
三
六
年
春
に
伊
三
郎
は
所
長

と
な
っ
て
群
馬
県
工
芸
所
（
こ
の
と
き
群
馬
県
工
業
試
験
場
高
崎

分
場
か
ら
改
称
）
に
赴
任
し
た
。
こ
の
時
、
リ
チ
も
嘱
託
と
な
っ

て
同
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
三
五
年
か
ら
一
九
四
四
年
ま

で
、
リ
チ
は
京
都
市
染
織
試
験
場
の
嘱
託
で
も
あ
り
、
京
都
市
は

そ
の
兼
任
を
認
め
て
い
た
。

こ
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
国
内
資
料
が
ほ
と
ん
ど
調

査
さ
れ
て
お
ら
ず
、
研
究
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
本
研
究
で
は
、

群
馬
県
工
芸
所
お
よ
び
京
都
市
染
織
試
験
場
時
代
の
残
存
資
料
と

作
品
を
詳
細
に
調
査
・
確
認
し
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
九
年
に
京
都

国
立
近
代
美
術
館
に
個
人
寄
贈
さ
れ
た
京
都
市
染
織
試
験
場
で
の

作
品
な
ど
、
新
出
の
資
料
の
調
査
を
通
じ
て
、
こ
の
時
期
の
彼
女

の
活
動
動
向
を
確
認
し
た
。

た
だ
し
、
群
馬
県
工
芸
所
で
の
リ
チ
は
、
着
任
早
々
タ
ウ
ト
と

の
嗜
好
の
差
が
際
立
っ
て
、
思
う
よ
う
に
は
作
品
を
展
開
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ド
イ
ツ
の
機
能
主
義
と
、
ウ
ィ
ー
ン
の
華

や
か
な
装
飾
性
（
特
に
リ
チ
が
在
籍
し
た
ウ
ィ
ー
ン
工
房
後
半
期

の
、
ダ
ゴ
ベ
ル
ト
・
ペ
ッ
ヒ
ェ
に
代
表
さ
れ
る
晩
期
バ
ロ
ッ
ク
＝

ロ
コ
コ
調
の
装
飾
性
）
と
の
対
立
が
、
リ
チ
の
デ
ザ
イ
ン
の
商
品

化
を
妨
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
タ
ウ
ト
が
イ
ス
タ
ン
ブ
ー

ル
へ
と
出
発
し
た
一
九
三
六
年
十
月
以
後
は
、
工
芸
品
あ
る
い
は

プ
リ
ン
ト
服
地
な
ど
で
大
い
に
活
躍
し
、
銀
座
や
軽
井
沢
の
直
売

所
「
ミ
ラ
テ
ス
」
で
は
、
そ
の
製
品
の
評
判
、
売
上
高
と
も
タ
ウ

ト
を
上
回
る
こ
と
と
な
っ
た19

❖

。

リ
チ
に
と
っ
て
は
、
群
馬
県
高
崎
が
日
本
の
素
材
、
加
工
技
術

を
生
か
し
た
作
品
を
初
め
て
制
作
し
た
地
と
な
っ
た
。
パ
ン
籠
や

ナ
プ
キ
ン
立
て
﹇
図
1
﹈、
繊
細
す
ぎ
て
使
用
で
き
る
の
か
不
安

に
な
る
よ
う
な
優
美
な
フ
ォ
ー
ク
類
﹇
図
2
﹈、
モ
ダ
ン
な
形
状

で
明
る
い
色
彩
の
こ
け
し
類
﹇
図
3
﹈
は
、
現
在
も
群
馬
県
立
歴

史
博
物
館
で
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

群
馬
県
工
芸
所
で
の
リ
チ
作
品
と
し
て
は
﹇
表
6 ‒

8
﹈
が
日

本
で
確
認
で
き
る
。

［表7］ 群馬県立近代美術館

［表8］ 京都国立近代美術館

［表6］ 群馬県立歴史博物館

［図1］ パン籠（群馬県立歴史博物館所蔵）
［図2］ フォーク類（群馬県立歴史博物館所蔵）
［図3］ こけし類（群馬県立歴史博物館所蔵）

1.

2.3.

制作年 品目 作品名・その他

1937年 下絵
竹製ボタン（群馬県工芸所にて制作）

「源氏香」銀漆地螺鈿煙草容れ（群馬県工
芸所にて制作）

制作年 品目 作品名・その他

群馬県工芸
所時代

ミラテスで売られていた
テキスタイル類の写真多数 リチ作品を含む

制作年 品目 作品名・その他

群馬県工芸
所時代

パン籠 ,ナプキン立て ,
竹製フォーク類 ,こけし類 ミラテス

❖20
にて販売
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（2）‌ -

3  

一
九
三
五
年
〜
一
九
四
四
年

京
都
市
染
織
試
験
場
に
お
け
る
リ
チ
の
活
動
と
作
品

京
都
市
染
織
試
験
場
は
、
一
九
八
九
年
の
大
規
模
な
移
転
や

二
〇
〇
三
年
の
改
称
に
伴
い
、
現
在
は
京
都
市
産
業
技
術
研
究
所

に
合
併
・
吸
収
さ
れ
て
お
り
、
資
料
の
散
逸
も
激
し
い
も
の
が
あ

る
。
本
研
究
で
は
京
都
市
産
業
技
術
研
究
所
の
協
力
を
得
て
、
京

都
市
染
織
試
験
場
時
代
の
残
存
資
料
を
掘
り
起
こ
し
て
精
査
し
、

リ
チ
の
具
体
的
な
立
ち
位
置
や
役
割
、
デ
ザ
イ
ン
作
品
な
ど
の
確

認
調
査
を
行
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
京
都
市
染
織
試
験
場
で
彼
女
に
期
待
さ
れ
て
い
た

の
は
、
戦
前
の
日
本
の
国
家
経
済
を
賭
け
た
輸
出
用
デ
ザ
イ
ン
の

開
発
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た21

❖

。
ま
た
こ
の
調
査
の
成

果
と
し
て
特
筆
す
べ
き
は
、
リ
チ
作
品
と
し
て
は
め
ず
ら
し
い

刺
繍
作
品
を
十
数
点
見
出
せ
た
こ
と
で
あ
る
﹇
図
4 

・ 

5
﹈﹇
表
9
﹈。

こ
れ
ら
は
大
切
に
保
管
す
べ
き
も
の
と
し
て
代
々
の
担
当
者
に
引

き
継
が
れ
て
い
た
が
、
今
で
は
リ
チ
を
覚
え
て
い
る
人
も
な
く
、

特
に
興
味
を
持
た
れ
な
い
ま
ま
収
蔵
さ
れ
て
い
た
。

先
に
も
ふ
れ
た
が
、
二
〇
〇
九
年
に
京
都
市
染
織
試
験
場
の
旧

職
員
か
ら
京
都
国
立
近
代
美
術
館
に
寄
贈
さ
れ
た
五
十
九
点
に
及

ぶ
未
公
開
作
品
は
、
一
九
三
五
年
か
ら
一
九
四
四
年
の
試
験
場
で

の
リ
チ
作
品
の
空
白
を
埋
め
る
に
十
分
な
も
の
で
あ
り
、
現
在
こ

れ
に
関
し
て
も
、
京
都
国
立
近
代
美
術
館
の
協
力
を
得
て
研
究
を

進
め
て
い
る
﹇
表
12
﹈﹇
図
6 ‒

11
﹈。
幸
い
こ
の
寄
贈
者
は
、
か
つ

て
筆
者
の
師
で
あ
っ
た
西
村
進
氏
の
遺
族
で
あ
り
、
先
日
個
人
と

し
て
も
リ
チ
の
服
地
一
着
分
の
寄
贈
を
受
け
た
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
中
に
も
繊
細
な
羽
を
配
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
、
独
自
な
色
彩
は
あ

せ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
（2）
の
時
期
全
体
は
、
ウ
ィ
ー
ン
と
日
本
の

間
の
最
も
生
き
生
き
と
し
た
双
方
向
的
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
リ
チ

の
作
品
に
確
認
で
き
る
、
稀
有
な
時
代
と
捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
き
た
。

そ
の
他
、
こ
の
時
期
の
作
品
を
﹇
表
10 

・ 

11
﹈
に
ま
と
め
た
。

（3）‌

 
戦
後
に
於
け
る
上
野
リ
チ
の
教
育
活
動
と
デ
ザ
イ
ン

戦
中
戦
後
の
繊
維
業
界
の
低
迷
は
壊
滅
的
で
あ
っ
た
が
、
や
が

て
平
和
産
業
と
し
て
優
遇
さ
れ
、
日
本
経
済
を
担
う
基
幹
産
業
へ

と
復
興
し
て
い
く
。
一
方
、
社
会
の
洋
装
化
は
著
し
く
、
そ
れ
ま

で
和
装
図
案
を
主
に
し
て
い
た
日
本
の
染
織
図
案
家
も
、
本
格
的

に
洋
風
プ
リ
ン
ト
・
デ
ザ
イ
ン
と
向
き
合
う
こ
と
と
な
る
。
そ
し

［表9］ 京都市産業技術研究所

［表10］ 志村光広氏寄贈分

［表11］ 京都国立近代美術館

制作年 品目 作品名・その他

1936年頃 額装刺繍作品　 3点

1935－
44年

刺繍ハンカチ試作品 10数点

オーナメント数点 鳥・魚その他

制作年 品目 作品名・その他

1940－
45年

織地デザイン 1・2

織地デザイン試織品 1・2

制作年 品目 作品名・その他

1940－
50年代

水彩画 「中国・白城子巡回芝居」

「中国・白城子風物画巻」

下絵 中国巡回芝居下絵1・2・3

［図4］額装刺繍作品
（京都市産業技術研究所所蔵）

［図5］刺繍ハンカチ試作品
（京都市産業技術研究所所蔵）
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て
徐
々
に
繊
維
の
統
制
も
解
除
に
向
か
い
、
一
九
五
一
年
に
は
最

後
ま
で
厳
し
く
施
行
さ
れ
て
い
た
綿
織
物
の
統
制
が
解
除
さ
れ
る

と
、
そ
れ
ま
で
お
さ
え
ら
れ
て
い
た
国
内
需
要
が
爆
発
的
に
盛
り

上
が
り
、
未
曾
有
の
綿
プ
リ
ン
ト
ブ
ー
ム
が
起
き
、
プ
リ
ン
ト
・

デ
ザ
イ
ン
は
非
常
に
短
期
間
の
う
ち
に
奇
跡
的
な
隆
盛
期
を
迎
え

る
こ
と
と
な
っ
た22

❖

。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
リ
チ
も
教
育
者
あ
る

い
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
、
京
都
の
図
案
界
に
関
わ
っ
て
い
く
こ

と
と
な
る
。
本
稿
冒
頭
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
彼
女
の
ウ
ィ
ー

ン
工
房
的
な
厳
し
い
理
念
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
教
育
は
、
実
質
的
に

繁
栄
を
極
め
て
い
た
京
都
の
図
案
界
の
徒
弟
制
度
と
は
、
全
く
折

り
合
わ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
そ
れ
ゆ
え
に
彼
女
の
教
育
と

作
品
は
、
他
に
得
難
い
独
自
の
ス
タ
ン
ス
を
示
す
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

戦
後
早
々
の
一
九
四
六
年
、
伊
三
郎
が
建
築
事
務
所
を
閉
じ
教

職
に
就
く
と
、
リ
チ
も
と
も
に
専
門
学
校
そ
の
他
で
講
師
な
ど
を

務
め
る
よ
う
に
な
る
。
一
九
五
〇
年
に
は
京
都
の
七
宝
会
社
・
稲

葉
七
宝
に
赴
き
一
年
間
本
格
的
に
七
宝
を
学
び
、
相
当
数
の
作
品

が
輸
出
さ
れ
た23

❖

。
同
年
、
伊
三
郎
が
一
九
四
九
年
よ
り
教
授
を
し

て
い
た
京
都
市
立
美
術
専
門
学
校
が
京
都
市
立
美
術
大
学
と
な
り
、

美
術
学
部
工
芸
科
教
授
と
な
る
と
、
翌
年
リ
チ
も
同
大
学
美
術
学

制作年 品目 作品名・その他

1941年 プリント・デザイン 「花」

1943年

プリント服地デザイン 「象と子供」

ハンカチ・デザイン 「犬」

プリント・デザイン 「花の鎖」,「木の葉」

織地デザイン 1・2・3

刺繍デザイン 「南の街」

飾りボタン・デザイン

1944年

プリント・デザイン 「菊」，「タンポポ」，
「フランボワーズ」

友禅デザイン 「果物」

化粧ポーチ・デザイン

1935－
44年

プリント服地デザイン

子供用プリント服地デザイン

夏用ベルト地デザイン

スカーフ・ハンドバック布地デザイン

テーブル・クロスデザイン

錦織デザイン

絣織地デザイン

ハンドバック・ブラウス用織地デザイン

婦人用花模様刺繍手袋デザイン

スキー用刺繍手袋デザイン

プリント地刺繍ハンドバック・デザイン

飾りボタン・デザイン

ブローチ・デザイン

絹地壁布デザイン

その他

［表12］ 京都国立近代美術館〈西村みゆき氏寄贈分59点〉

［図6］プリント・デザイン「花」　［図7］プリント服地デザイン「象と子供」　［図8］友禅デザイン「果物」
［図9］スキー用刺繍手袋デザイン　［図10］化粧ポーチ・デザイン　［図11］プリント・デザイン「鳩」
（図6-11：京都国立近代美術館所蔵）

6.

9.10.11.

7.8.
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部
図
案
科
講
師
と
な
っ
た
。
ま
た
、
戦
後
の
洋
風
デ
ザ
イ
ン
へ
の

移
行
に
悩
む
大
手
繊
維
問
屋
な
ど
か
ら
顧
問
と
し
て
迎
え
ら
れ
る

ほ
か
、
驚
異
的
な
綿
プ
リ
ン
ト
ブ
ー
ム
の
な
か
、
先
駆
的
な
繊
維

問
屋
・
京
都
吉
忠
な
ど
で
、
プ
リ
ン
ト
服
地
の
需
要
に
応
え
て
デ

ザ
イ
ン
を
展
開
し
た
。

一
九
五
四
年
に
は
ウ
ィ
ー
ン
に
一
時
帰
国
し
て
ホ
フ
マ
ン
と
再

会
、
ま
た
一
九
五
八
年
に
も
約
一
年
間
工
芸
・
デ
ザ
イ
ン
視
察
・

研
究
の
た
め
渡
欧
し
て
い
る
。
一
九
六
〇
年
に
は
リ
チ
も
京
都
市

立
美
術
大
学
教
授
と
な
っ
た
が
、
一
九
六
二
年
に
定
年
制
が
施
行

さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
伊
三
郎
と
と
も
に
退
職
し
た
。
二
人
は
同
年

五
月
に
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
を
設
立
、
後
進

の
指
導
を
目
指
し
た
。
た
だ
し
直
後
の
七
月
か
ら
リ
チ
は
ま
た

ウ
ィ
ー
ン
に
一
年
間
帰
国
、
そ
の
後
は
後
進
の
教
育
に
携
わ
っ
た

が
、
一
九
六
七
年
に
京
都
の
自
宅
で
七
十
四
年
間
の
波
乱
の
生
涯

を
閉
じ
た
。
以
後
も
彼
ら
の
設
立
し
た
デ
ザ
イ
ン
学
校
は
大
き
く

発
展
を
遂
げ24

❖

、
ま
た
京
都
市
立
芸
術
大
学
で
も
現
在
に
至
る
ま
で
、

彼
ら
の
教
育
理
念
は
継
承
さ
れ
て
い
る
。

戦
後
の
具
体
的
な
作
品
と
し
て
は
、
プ
リ
ン
ト
服
地
デ
ザ
イ
ン
、

戦
前
か
ら
一
九
五
〇
年
代
へ
と
続
く
ス
タ
ー
食
堂
の
改
造
設
計
、

京
都
市
役
所
貴
賓
室
壁
画
、
同
市
長
室
壁
画
、
京
都
ス
テ
ー
シ
ョ

制作年 品目 作品名・その他

不詳

七宝化粧品ケース デザインⅠ，デザインⅡ

七宝飾りプレート下絵 「石竹」1・2，「ブーケⅠ」Ⅰ～4，「ブーケⅡ」1
～3，「ブーケⅢ」，「二羽の孔雀」1・2

七宝皿下絵 「源氏香」

七宝マッチ箱カバー デザイン1～7

七宝喫煙具・煙草容れ デザイン1～5

七宝喫煙具・灰皿 デザイン1～10

七宝関連スケッチ　 Ⅰ～87

1950年頃 プリント・ハンカチ 「果物」，「エーデルワイス」

1950年代

内装デザイン 京都市役所貴賓室

壁画下絵 京都市役所貴賓室

内装デザイン クラブみち代1・2・3

1955年

プリント服地 「スイートピー」黒地・茶地・灰地（小野木繊維加
工），「野菜」赤・黄・藍（吉忠株式会社），「蒼い花」

プリント服地見本 「スイートピー」1～6，「野菜」1～4，「あじさい」
見本1～4

水彩画 「ウィーンのクリスマス市」

下絵 「ウィーンのクリスマス市」1～3

1960年頃 天井・壁画 1・2（写真）クラブみち代

1962年 天井・壁画 1～8（写真）日生劇場レストラン〈アクトレス〉

1963年 ロゴマーク下絵 インターナショナルデザイン研究所

1967年
以降

プリント・スカーフ

プリント・ハンカチ 1～4

ガラスコップ 「花」，「花と実」，「果実」

1960-70
年代 壁用クロス 「野の花と鳥」・「野の花」・「花鳥1」・「花鳥2」

1970年 壁用クロス 「花鳥」・「花木」都ホテル京都貴賓室

制作年 品目 作品名・その他

1950年頃

七宝飾箱
「花（すずらん）」，「草叢の虫」，「馬のサーカスⅠ」，
「馬のサーカスⅡ」，「結婚式」，「中国芝居」，「中
国̶紙の龍」

七宝飾りプレート 「石竹」，「ブーケⅠ」，「ブーケⅡ」，「二羽の孔雀」

七宝皿 「構成」，「ひなぎく」，「アイリス」

七宝マッチ箱カバー 「マッチ棒」，「紳士」，「淑女Ⅰ」，「淑女Ⅱ」

七宝喫煙具・煙草容れ

七宝喫煙具・灰皿

不詳
七宝飾箱下絵

「花（すずらん）」1・2，「草叢の虫」1・2，「馬の
サーカスⅠ」1～3，「馬のサーカスⅡ」1～4，「結
婚式」1・2，「中国芝居」1～3，「中国̶紙の龍」
1～4，「花の筐」，「花園」，「熱帯」，「鳥たち」，「ア
フリカⅠ」，「アフリカⅡ」，「緑の構成」，「ボンボ
ン」，「源氏香」

七宝宝石箱下絵 「娘たち1」1・2，「娘たちⅠ・Ⅱ」，「娘たちⅡ」1・2

［表13-2］ 京都国立近代美術館 ［表13-1］ 京都国立近代美術館
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制作年 品目 作品名・その他

その他
（同館所蔵
で年代不
詳のもの）

プリント地デザイン

「京都」1・２，「ジャングル」，「カーネーシ
ョン」，「矢車草」１・２，「山百合」，「花
束」，「アネモネ」１・２，「撫子１‒１」，「撫
子１‒２」，「花園」，「花木」１・２・３，「ビ
ーズ」，「花草の鎖」，「木の葉」１・２，「撫
子２」，「スイートピー」，「花模様」１・２・
３・４，「チューリップ」，「矢車草２」，「花
と木の葉」，「花模様３」，「アネモネ２」，
「魚たち」，「キューブ」，「木の葉２」，「凧」，
「万華鏡」，「野草」，「方形」，「トンボ玉」，
「花と実」，「芙蓉」

プリント布地 「赤い屋根の家」

パラソル用プリント地下絵 1・2

絨毯用織物下絵 「Teppich」

織物デザイン 1・2・３

スカーフ用織地デザイン

夏物ショール織地下絵 「Summershawl」

夏物ショール織地デザイン

ショール織地デザイン 1・2

織地ショール

ハンドバック 「蘭の花」

アクセサリー 19点

クリスマス用オーナメント関係 8点

タオル用パッケージ・デザイン

テキスタイル関連スケッチ 96点

壁紙関連スケッチ 20点

ガラス関連スケッチ 7点

アクセサリー関連スケッチ 31点

画巻「ウィーンのクリスマス市」
関連スケッチ 12点

その他スケッチ 32点

［表13-3］ 京都国立近代美術館

［表14］ 京都市立芸術大学芸術資料館

［表15］ 京都市立芸術大学デザイン研究室

［表16］個人蔵

制作年 品目 作品名・その他

1950年代 プリント地デザイン 4点

1960年代 壁画・壁面装飾デザイン 1～12，日生劇場レストラン
〈アクトレス〉

不詳　 キャビネット扉絵デザイン（1/5
縮尺），図案 「縞馬とワニ」

制作年 品目 作品名・その他

1961年 「色彩構成」集団制作 上野リチ指導

制作年 品目 作品名・その他

1963年　 壁画（部分） 日生劇場レストラン〈アクトレス〉

ン
ホ
テ
ル
大
食
堂
の
壁
画
、
ま
た
一
九
六
二
年
の
東
京
日
比
谷
日

生
劇
場
地
下
レ
ス
ト
ラ
ン
〈
ア
ク
ト
レ
ス
〉
の
天
井
・
壁
画
デ
ザ

イ
ン
な
ど
が
あ
る
。
戦
後
の
作
品
を
﹇
表
13 ‒

16
﹈
に
ま
と
め
た
。

お
わ
り
に
　
今
後
の
研
究
目
標

本
稿
で
は
リ
チ
の
活
動
を
三
期
に
分
け
て
検
討
し
て
き
た
。

（2）
‐
1
で
見
た
ウ
ィ
ー
ン
時
代
に
関
し
て
は
、
国
内
で
の
作
品

あ
る
い
は
関
係
資
料
の
少
な
さ
か
ら
、
調
査
研
究
が
極
め
て
困
難

な
状
況
で
あ
っ
た
が
、
具
体
的
な
作
品
に
関
し
て
所
在
と
来
歴
を

確
認
し
、
量
的
に
も
よ
う
や
く
検
討
可
能
な
域
に
達
し
て
き
て
お

り
、
い
よ
い
よ
本
格
的
な
研
究
対
象
と
で
き
る
状
況
に
な
っ
て
き

た
。
今
後
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
応
用
美
術
博
物
館
が
所
蔵
す
る
、

ウ
ィ
ー
ン
工
房
時
代
の
多
数
の
リ
チ
・
デ
ザ
イ
ン
を
参
照
し
つ
つ
、

ウ
ィ
ー
ン
工
房
の
理
念
や
他
の
メ
ン
バ
ー
、
あ
る
い
は
彼
ら
の
作

品
な
ど
が
リ
チ
に
与
え
た
影
響
を
改
め
て
確
認
し
、
彼
女
の
デ
ザ

イ
ン
の
基
礎
的
部
分
を
よ
り
深
く
考
証
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
（
こ
の
基
本
的
な
確
認
が
今
ま
で
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て
い
た

感
は
否
め
な
い
）。
日
本
時
代
に
も
継
続
す
る
、
彼
女
の
ウ
ィ
ー

ン
に
お
け
る
作
品
を
精
査
す
る
た
め
の
現
地
調
査
を
行
い
た
い
。
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（2）
で
検
討
し
た
ウ
ィ
ー
ン
／
日
本
時
代
に
つ
い
て
は
、
双
方
で

デ
ザ
イ
ン
活
動
を
行
な
っ
た
時
期
の
作
品
を
さ
ら
に
調
査
・
整
理

し
て
、
デ
ザ
イ
ン
へ
の
双
方
向
の
反
映
を
確
認
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
。
今
ま
で
不
思
議
に
も
あ
ま
り
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の

な
か
っ
た
、
リ
チ
の
な
か
に
あ
る
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
影
響
や
日
本

に
対
す
る
思
い
を
中
心
に
、
日
本
か
ら
ウ
ィ
ー
ン
へ
、
ウ
ィ
ー
ン

か
ら
日
本
へ
、
双
方
に
立
脚
す
る
彼
女
の
ユ
ニ
ー
ク
な
立
ち
位
置

を
さ
ら
に
検
証
し
て
い
き
た
い
。
ウ
ィ
ー
ン
と
日
本
で
同
時
的
に

展
開
さ
れ
た
作
品
を
照
合
し
、
彼
女
の
作
品
に
反
映
さ
れ
て
い
る

で
あ
ろ
う
、
日
本
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
双
方
の
デ
ザ
イ
ン
理
念
の
統

合
あ
る
い
は
反
発
を
分
析
し
、
当
時
と
し
て
は
得
難
か
っ
た
視
点

か
ら
作
り
出
さ
れ
て
い
っ
た
デ
ザ
イ
ン
と
作
品
を
、
時
代
を
超
え

た
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
深
い
展
開
と
し
て
捉
え
直
し
た
い
。

（3）
で
述
べ
た
戦
後
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
二
十
世
紀
初
頭
の

ウ
ィ
ー
ン
分
離
派
や
ウ
ィ
ー
ン
工
房
の
理
念
が
、
上
野
夫
妻
に

よ
っ
て
ダ
イ
レ
ク
ト
に
京
都
に
も
た
ら
さ
れ
、
全
国
的
な
広
が
り

の
中
で
、
戦
争
を
乗
り
越
え
て
京
都
市
立
芸
術
大
学
で
の
教
育
の

中
に
結
実
し
て
い
く
経
緯
の
解
明
が
本
筋
と
な
る
。
上
記
の
よ
う

な
リ
チ
の
稀
有
な
立
ち
位
置
が
、
ど
の
よ
う
に
京
都
芸
大
で
の
具

体
的
な
指
導
内
容
に
繋
が
っ
て
い
っ
た
か
を
特
に
検
証
す
る
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。

彼
女
の
非
常
に
厳
し
く
個
性
的
な
授
業
の
内
容
を
聞
く
と
、
そ

こ
に
表
れ
た
彼
女
の
痛
烈
な
想
い
と
は
何
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
潮
流
か
ら
育
っ
た
リ
チ
に
と
っ
て
、
当
時
の
日

本
の
現
状
は
、
彼
女
の
理
想
像
と
あ
ま
り
に
も
か
け
離
れ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
。
彼
女
は
、
か
つ
て
の
憧
れ
と
実
際
に
見
る
日
本

と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
、
大
い
に
混
乱
し
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ

れ
る
。
彼
女
は
こ
れ
ら
を
言
葉
に
は
し
て
い
な
い
が
、
作
品
や
教

育
の
理
念
か
ら
こ
の
点
に
つ
い
て
検
証
し
て
い
く
の
が
、
本
研
究

の
こ
れ
か
ら
の
重
要
課
題
で
あ
る
。
ま
た
戦
後
、
七
宝
工
芸
を
本

格
的
に
京
都
の
工
房
で
学
び
作
品
と
し
て
展
開
し
た
こ
と
も
興
味

あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
二
年
間
の
資
料
収
集
で
、
本
研
究
が
本
学
に
お
い
て
な
さ

れ
る
必
要
性
と
重
要
性
を
さ
ら
に
深
く
捉
え
直
し
た
。
京
都
市
立

芸
術
大
学
芸
術
資
料
館
や
そ
の
他
研
究
室
に
は
、
リ
チ
の
色
彩
構

成
の
授
業
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
、
当
時
の
学
生
作
品
、
上
野
伊
三
郎

直
筆
の
建
築
史
の
講
義
記
録
や
論
文
の
抜
き
刷
り
、
遺
稿
集
が
あ

る
。
ま
た
テ
キ
ス
タ
イ
ル
教
育
の
基
本
と
し
て
現
在
も
そ
の
教
育

方
針
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
か
ら
も25

❖

、
リ
チ
研
究
の

基
礎
的
環
境
と
し
て
本
学
は
最
適
な
場
所
だ
と
言
え
る
。
そ
し
て

今
は
ま
だ
、
当
時
彼
女
の
ク
ラ
ス
で
学
ん
だ
人
々
か
ら
の
聞
き
取

り
調
査
が
可
能
で
あ
る
こ
と
の
幸
運
を
思
う
。
今
こ
そ
オ
ー
ラ
ル

ヒ
ス
ト
リ
ー
の
収
集
を
逃
せ
な
い
状
況
で
あ
る
。

本
学
に
お
け
る
リ
チ
の
足
跡
を
精
査
し
、
ま
た
上
野
伊
三
郎
と

共
に
定
年
退
職
後
に
設
立
し
た
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン

研
究
所
に
お
け
る
デ
ザ
イ
ン
教
育
も
調
査
の
対
象
と
し
て
、
さ
ら

な
る
資
料
収
集
・
聞
き
取
り
調
査
を
進
め
つ
つ
、
論
文
に
ま
と
め

る
こ
と
が
今
後
の
目
標
で
あ
る
。

一
方
日
本
に
お
け
る
リ
チ
の
活
動
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る

ウ
ィ
ー
ン
工
房
研
究
の
中
で
盲
点
と
も
言
え
る
も
の
で
、
今
後
新

た
な
研
究
の
進
展
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
実
と
言
え

よ
う
。

今
後
は
こ
れ
ら
の
資
料
を
も
と
に
、
リ
チ
の
日
本
で
の
活
動
の

意
義
と
役
割
を
多
方
面
か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

な
お
、
添
付
し
た
写
真
図
版
は
、
今
ま
で
あ
ま
り
公
開
の
機
会

の
な
か
っ
た
新
出
資
料
を
中
心
と
し
た
。

　
　

注

❖
1 

上
野
伊
三
郎
（
一
九
五
五
）『
ヨ
セ
フ 

ホ
フ
マ

ン
』
彰
国
社
、
五
一
頁
。

❖
2 

本
校
卒
業
生
、
中
井
貞
次
・
中
津
布
美
子
・
中

村
隆
一
・
宮
川
万
樹
夫
・
向
井
吾
一
各
氏
へ
の
聞
き
取

り
調
査
（
二
〇
一
八‒

二
〇
二
〇
年
に
実
施
）
よ
り
。

❖
3 

注
1
と
同
じ
。

❖
4 

上
野
前
掲
書
、
五
三
頁
。

❖
5 

 

同
書
、
五
二
頁
。

❖
6 

江
村
恒
一
編
（
一
九
二
六
）『
建
築
と
社
会
』

第
九
号
、
日
本
建
築
協
会
、
六
〇‒

六
二
頁
。

❖
7 

主
な
研
究
と
し
て
以
下
が
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
美
術
専
門
学
校
リ
チ
・
上
野
＝
リ
ッ
ク
ス
展

運
営
委
員
会
編
（
一
九
八
七
）『
リ
チ
・
上
野
＝
リ
ッ

ク
ス
作
品
集
』
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
美
術
専
門
学

校
リ
チ
・
上
野
＝
リ
ッ
ク
ス
展
運
営
委
員
会
、
黒
田

智
子
編
（
二
〇
〇
六
）『
近
代
日
本
の
作
家
た
ち　

建

築
を
め
ぐ
る
空
間
表
現
』
学
芸
出
版
社
、
山
野
英
嗣
・

池
田
裕
子
編
（
二
〇
〇
九
）『
上
野
伊
三
郎
＋
リ
チ 

コ

レ
ク
シ
ョ
ン
』
京
都
国
立
近
代
美
術
館
、
池
田
祐
子

（
二
〇
一
七
）「
上
野
リ
チ
の
テ
キ
ス
タ
イ
ル
・
デ
ザ
イ

ン
〜
ウ
ィ
ー
ン
工
房
か
ら
京
都
へ
」
京
都
国
立
近
代
美

術
館
『C

R
O

SS SE
C

T
IO

N
S

』（Vol.8

）。

❖
8 

奥
佳
弥
（
二
〇
〇
六
）「
リ
チ
・
上
野
＝
リ
ッ

ク
ス
」
黒
田
編
前
掲
書
所
収
、
一
二
九
頁
。
リ
チ
が
京

都
市
立
美
術
大
学
で
行
な
っ
た
「
色
彩
構
成
」
ク
ラ
ス

は
、
ホ
フ
マ
ン
と
チ
ゼ
ッ
ク
（
一
八
六
五‒

一
九
四
六
） 

の
授
業
法
を
参
照
し
な
が
ら
自
身
の
経
験
に
基
づ
い
て

作
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

❖
9 

東
京
新
聞
編
（
一
九
九
四
）『「
ウ
ィ
ー
ン
の

ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
」
展
』
東
京
新
聞
、
一
四
六
頁
。

❖
10 

 

同
右
。

❖
11 

こ
れ
ら
の
作
品
に
つ
い
て
は
近
年
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
応
用
美
術
博
物
館
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（https://

sam
m

lung.m
ak.at/

）
に
て
公
開
が
進
ん
で
い
る
。

『ST
Y

LIN
G

』（
一
九
八
七
）
ス
タ
イ
リ
ン
グ
・
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
九
号
＝
一
九
八
七
年
十‒

十
一
月

号
）
五
四
頁
も
参
照
。
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❖
12 

笠
原
一
人
（
二
〇
〇
九
）「
建
築
家
上
野
伊
三

郎
―
そ
の
活
動
の
足
跡
―
」
山
野
・
池
田
編
前
掲
書
所

収
、
三
四
頁
。

❖
13 
同
右
。

❖
14 
笠
原
一
人
（
二
〇
一
〇
）「
上
野
伊
三
郎
の
建

築
活
動
に
つ
い
て
」『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文

集
』
七
五
（
六
四
九
）、
七
二
九
頁
。

❖
15 

渡
辺
豊
和 （
一
九
七
二
）「
上
野
伊
三
郎
│
そ

の
転
身
と
収
奪
」『
建
築
評
論
』
第
四
号
、
七
四‒

七
五

頁
。

❖
16 

笠
原
一
人
（
二
〇
〇
九
）
前
掲
書
、
三
四‒

三
五
頁
。

❖
17 

注
15
と
同
じ
。

❖
18 

リ
チ
の
没
後
二
十
年
を
記
念
し
て
上
野
夫
妻

が
設
立
し
た
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
美
術
専
門
学
校

が
一
九
八
七
年
に
開
催
し
た
「
ウ
ィ
ー
ン
工
房
の
使

者 

リ
チ
・
上
野
＝
リ
ッ
ク
ス
展
」
に
お
け
る
題
名
を

〈　

〉
内
に
表
記
し
た
。
二
〇
〇
九
年
の
閉
校
が
決
定

す
る
と
こ
れ
ら
作
品
を
京
都
国
立
近
代
美
術
館
に
寄
贈
、

二
〇
〇
九
年
に
こ
れ
を
も
と
に
同
館
で
「
上
野
伊
三
郎

＋
リ
チ 

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
展
が
開
か
れ
た
が
、
本
稿

の
記
載
は
こ
の
カ
タ
ロ
グ
の
所
蔵
作
品
目
録
の
表
記
に

従
っ
て
い
る
。
一
部
変
更
が
あ
っ
た
様
で
あ
る
。

❖
19 

奥
（
二
〇
〇
六
）
黒
田
編
前
掲
書
、
一
三
三
頁
。

❖
20 

群
馬
県
工
芸
所
の
直
売
所
。
軽
井
沢
と
銀
座
に

あ
り
、
銀
座
の
ミ
ラ
テ
ス
の
内
装
は
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ

ト
が
手
が
け
た
。

❖
21 

京
都
市
染
織
試
験
場
（
一
九
六
六
）『
50
年
の
あ

ゆ
み
』
京
都
市
染
織
試
験
場
。

❖
22 

こ
の
時
期
の
テ
キ
ス
タ
イ
ル
プ
リ
ン
ト
デ
ザ

イ
ン
に
つ
い
て
は
以
下
の
拙
稿
を
参
照
。
牧
田
久
美

（
二
〇
一
三
）「
テ
キ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ン
黎
明
期
の

盗
用
問
題
を
Ｇ
Ｈ
Ｑ
占
領
関
係
資
料
か
ら
考
え
る
」

『
デ
ザ
イ
ン
理
論
』
六
三
号
、
六
三‒

七
六
頁
。
同

（
二
〇
一
七
）「
戦
後
日
本
繊
維
産
業
復
興
期
に
お
け
る

Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
デ
ザ
イ
ン
育
成
政
策
―
絹
輸
出
貿
易
に
お
け

る
販
売
促
進
企
画
を
中
心
に
―
」『
デ
ザ
イ
ン
理
論
』

（
七
十
号
）
六
三‒

七
七
頁
。
同
（
二
〇
一
七
）「
プ
リ
ン

ト
デ
ザ
イ
ン
黎
明
期
に
お
け
る
マ
チ
ス
・
ピ
カ
ソ
の
影

響
―
戦
後
国
内
向
け
プ
リ
ン
ト
市
場
の
成
立 
1
9
5
0

年
前
後
を
中
心
に
―
」『
京
都
市
立
芸
術
大
学
美
術

学
部
研
究
紀
要
』（
六
一
号
）
三
一‒

四
三
頁
。
同

（
二
〇
一
八
）「
日
本
の
テ
キ
ス
タ
イ
ル
プ
リ
ン
ト
デ
ザ

イ
ン
黎
明
期
の
諸
問
題
―
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
デ
ザ
イ
ン
育
成
政

策
を
中
心
に
―
」
京
都
市
立
芸
術
大
学
大
学
院
博
士
論

文
。

❖
23 

上
野
伊
三
郎
（
一
九
六
四
）「
リ
ッ
チ
上
野
の

デ
ザ
イ
ン
」『
カ
ラ
ー
デ
ザ
イ
ン
』（
五
号
）
一
二‒

一
四
頁
。

❖ 

24 

京
都
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
美
術
学
校
《
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
美
術
専
門
学
校
・
30
年
の
記
録
》
編
集
委

員
会
編
（
一
九
九
三
）『
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
美
術

専
門
学
校
・
30
年
の
記
録
』
学
校
法
人
・
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
学
園
。
吉
田
登
・
鷹
木
朗
編
（
二
〇
〇
九
）

『
京
都
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
美
術
学
校 1993-2008

』
京

都
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
美
術
学
校
。

❖ 

25 

京
都
市
立
芸
術
大
学
百
年
史
編
纂
委
員
会
編

（
一
九
八
一
）『
百
年
史  

京
都
市
立
芸
術
大
学
』
三
一

七‒

三
九
五
頁
。

研
究
ノ
ー
ト
｜
小
特
集

音
と
身
体
の
記
譜
研
究
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研究ノート｜小特集 音と身体の記譜研究

竹内 直

1
．

「
記
譜
法 notation

」
は
、
音
楽
に
お
い
て
は
、
ま
ず
は
音
を

視
覚
的
に
記
録
す
る
手
段
で
あ
る
と
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。
音
を
視
覚
的
に
記
録
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
対
象
は

あ
と
で
参
照
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
そ
の
記
録
が
「
楽
譜 

score

」
と
し
て
読
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
音
の
記
憶
を
よ
み

が
え
ら
せ
る
、
あ
る
い
は
ま
っ
た
く
新
し
い
音
楽
を
生
み
だ
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

音
楽
に
お
け
る
記
譜
法
研
究
は
、
伝
統
的
に
音
楽
史
の
研
究
者

が
携
わ
っ
て
き
た
が
、
領
域
に
よ
っ
て
、
ま
た
対
象
と
す
る
時
代

「
音
と
身
体
の
記
譜
研
究
」
に
向
か
っ
て　

 

竹
内 

直　
　

│
序
に
か
え
て

や
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
っ
て
も
、
扱
う
記
譜
法
が
大
き
く
異
な
る
。
た

と
え
同
じ
記
号
を
用
い
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
記
号
が
常
に
同

等
の
意
味
を
も
つ
と
は
限
ら
な
い
。
西
洋
音
楽
で
一
般
的
に
用
い

ら
れ
て
い
る
の
は
五
線
記
譜
法
だ
が
、
そ
れ
が
定
着
す
る
よ
う
に

な
っ
た
十
七
世
紀
よ
り
前
の
時
代
に
は
、
当
然
異
な
っ
た
記
譜
法

が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
五
線
記
譜
法
が
一
般
化
し
て
以
降
の

時
代
で
あ
っ
て
も
、
た
と
え
ば
十
八
世
紀
と
十
九
世
紀
と
で
は
同

じ
記
譜
法
で
書
か
れ
て
い
て
も
そ
の
読
み
方
や
記
号
の
意
味
が
異

な
っ
て
い
る
。
二
十
世
紀
以
降
に
お
い
て
は
、
五
線
記
譜
法
に
よ

ら
な
い
図
形
楽
譜
な
ど
の
新
し
い
記
譜
が
様
々
に
考
案
さ
れ
、
そ

の
読
み
方
は
一
つ
で
は
な
い
。

西
洋
音
楽
以
外
の
音
楽
に
お
い
て
も
様
々
な
種
類
の
記
譜
法
が

あ
る
。
た
と
え
ば
日
本
の
伝
統
音
楽
の
場
合
、
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に

独
自
の
記
譜
体
系
が
あ
り
、
同
じ
曲
で
あ
っ
て
も
、
流
派
に
よ
っ

て
異
な
っ
た
記
譜
が
用
い
ら
れ
て
い
れ
ば
、
そ
の
再
現
の
あ
り
様

も
ま
た
変
化
す
る
。

簡
潔
に
ま
と
め
る
な
ら
、
音
を
記
録
す
る
手
段
と
し
て
の
記
譜

法
は
、
た
と
え
同
じ
記
号
を
用
い
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
読
み

方
は
一
様
で
は
な
く
、
言
い
換
え
れ
ば
、
常
に
そ
の
読
み
方
が
変

化
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
こ
こ
に

記
譜
法
研
究
の
難
し
さ
が
あ
る
と
同
時
に
、
面
白
さ
が
あ
る
。

2
．

「
音
と
身
体
の
記
譜
研
究
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
「
書
か
れ
た
も

の script

」
を
手
が
か
り
に
、
記
譜
と
音
、
記
譜
と
身
体
の
問
題

を
記
譜
法
に
注
目
し
な
が
ら
捉
え
直
す
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
て
い

る
。
こ
こ
で
は
、
い
わ
ゆ
る
楽
譜
と
い
う
音
を
再
生
す
る
た
め
の

記
譜
法
だ
け
で
な
く
、
人
類
学
者
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
や
採
譜
、

身
体
の
動
作
や
舞
踊
の
記
譜
な
ど
も
考
察
の
対
象
に
含
め
て
い
る
。

音
楽
学
者
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
シ
ー
ガ
ー
は
、
楽
譜
に
関
す
る

古
典
的
な
論
考

1

❖

の
な
か
で
、
楽
譜
を
規
範
的
楽
譜prescriptive 

notation

と
記
述
的
楽
譜descriptive notation
の
二
つ
に
区

分
し
た
。
前
者
は
演
奏
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
作
曲
家
の
書

い
た
「
青
写
真
」
と
し
て
、
つ
ま
り
ど
の
よ
う
に
鳴
り
響
く
か
と

い
う
方
法
を
示
し
た
処
方
箋
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
も
の
だ
。
か
た

や
記
述
的
楽
譜
は
、
結
果
を
記
述
し
た
も
の
で
、
あ
る
特
定
の
機

会
に
お
い
て
、
曲
が
ど
の
よ
う
に
演
奏
さ
れ
た
か
の
記
録
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
民
族
音
楽
学
者
が
し
ば
し
ば

フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
い
て
行
う
「
採
譜 transcription

」
は
、
演

奏
を
す
る
た
め
の
も
の
で
は
な
い
が
、「
分
析
の
た
め
の
音
の
視

覚
化2

❖

」
と
言
い
う
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
シ
ー
ガ
ー
の
二
分
法

に
し
た
が
え
ば
、
記
述
的
楽
譜
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
多
く
の
民

族
音
楽
学
者
が
研
究
調
査
の
対
象
と
し
て
い
る
の
は
、
記
譜
が
介

在
し
な
い
、
あ
る
い
は
あ
く
ま
で
も
記
譜
が
補
助
的
な
手
段
、
つ

ま
り
は
備
忘
の
た
め
の
役
割
以
上
の
も
の
で
は
な
い
よ
う
な
音
文

化
や
身
体
表
現
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
分
析
の
た
め
に
書
き
取
ら

れ
た
音
の
記
録
は
、
楽
曲
を
再
現
・
再
生
す
る
た
め
の
も
の
で
は

な
い
が
、
そ
れ
を
読
み
解
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
音
楽
や
音
、
あ
る

い
は
身
体
動
作
の
構
造
を
示
す
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
英
語
の

transcription

に
は
、「
書
き
換
え
」
や
「
転
写
」、
あ
る
い
は
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「
編
曲
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
意
味
を
参
照
し
た

上
で
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
採
譜
と
は
、
ま
だ
記
述
さ
れ
て
い
な

い
も
の
を
、
記
号
と
し
て
視
覚
的
に
記
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
対
象

の
読
み
取
り
を
可
能
に
す
る
行
為
だ
と
い
え
る
。
こ
こ
に
、
採
譜

を
記
譜
法
研
究
の
対
象
と
す
る
意
味
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
「notation
」
と
い
う
語
に
は
、
記
譜
法
だ
け
で
は

な
く
、
表
記
法
と
い
う
意
味
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
対
象
を
書
き
記

す
た
め
の
方
法
と
い
う
意
味
が
そ
こ
に
は
含
意
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
対
象
を
書
き
記
す
た
め
の
方
法
と
し
て
の
「
ノ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
」
と
い
う
観
点
に
立
つ
こ
と
で
、
記
譜
法
の
概
念
は
、
単
な
る

譜
面
の
書
き
方
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
音
と
身
体
に
つ
い
て
記
録

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
参
照
可
能
な
事
柄
全
般
を
も
考
察
の
射
程
に

含
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
人
類

学
者
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー
ト
は
、
楽
譜
と
し
て
の
意
味
は
持
ち
得

な
い
が
、
そ
こ
に
書
か
れ
た
音
あ
る
い
は
身
体
の
表
現
に
関
す
る

記
録
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
記
録
さ
れ
た
対
象
を
考
察
し
、
分

析
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
こ
に
、
音
と
身

体
の
記
譜
を
、「
書
か
れ
た
も
の
」
を
手
が
か
り
に
捉
え
よ
う
と

い
う
本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
図
が
あ
る
。

口
頭
に
よ
る
伝
承
に
強
く
依
拠
し
た
音
楽
は
、
多
く
の
場
合
、

体
系
的
な
記
譜
法
を
も
た
な
い
。
記
譜
が
伝
承
に
介
在
し
な
い
、

あ
る
い
は
伝
承
の
補
助
的
な
手
段
に
過
ぎ
な
い
よ
う
な
音
文
化
や

身
体
表
現
を
考
察
す
る
場
合
、
伝
承
の
過
程
で
書
く
行
為
が
限
定

的
に
介
在
す
る
こ
と
は
あ
る
と
し
て
も
、
あ
く
ま
で
も
備
忘
の
た

め
で
あ
っ
て
、
実
践
の
中
心
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う

な
音
文
化
や
身
体
表
現
が
継
承
さ
れ
る
場
で
は
、
か
つ
て
「
う
た

わ
れ
た
／
奏
で
ら
れ
た
／
演
じ
ら
れ
た
」
も
の
が
、
伝
承
者
の
身

体
を
通
し
て
、
別
の
身
体
に
伝
達
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、

身
体
的
な
記
憶
が
、
あ
る
意
味
で
は
記
譜
と
同
等
の
役
割
を
担
っ

て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
記
譜
で
き
な

い
こ
と
、
あ
る
い
は
敢
え
て
記
譜
を
用
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
、

音
や
身
体
の
表
現
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
か
。
こ

の
こ
と
を
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
記
譜
法
の
も
つ
役
割
あ
る
い

は
限
界
を
見
定
め
る
こ
と
も
、
本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て

は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

3
．

今
年
度
、
本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
四
名
の
研
究
員
（
三
名

の
共
同
研
究
員
と
一
名
の
非
常
勤
研
究
員
）
が
研
究
発
表
を
行
っ

た
。
研
究
者
各
々
の
も
つ
「
記
譜
法
（
ノ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
）」
の

イ
メ
ー
ジ
や
意
味
合
い
、
概
念
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
様
々
で
あ

る
。西

洋
音
楽
史
を
専
門
と
す
る
三
島
郁
が
取
り
上
げ
た
の
は
、

十
七
世
紀
後
半
か
ら
十
八
世
紀
に
か
け
て
の
西
洋
音
楽
に
お
け
る

鍵
盤
楽
曲
の
記
譜
に
お
け
る
筆
致
の
問
題
で
あ
る
。
三
島
は
鍵
盤

楽
曲
の
譜
面
に
刻
み
込
ま
れ
た
音
符
の
符
幹
の
向
き
を
つ
ぶ
さ
に

検
証
す
る
こ
と
で
、
多
声
的
な
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
と
そ
れ
を
奏
す
る

弾
き
手
（
＝
譜
面
の
書
き
手
）
の
身
体
と
の
関
わ
り
を
読
み
解
い

て
い
く
。
ま
る
で
雪
の
上
の
足
跡
を
辿
る
探
偵
の
よ
う
に
、
音
符

の
符
幹
を
検
証
し
て
い
く
三
島
の
考
察
を
通
じ
て
、
読
み
手
は
、

身
体
に
歴
史
的
に
刷
り
込
ま
れ
た
習
慣
が
、
音
楽
様
式
が
ル
ネ
サ

ン
ス
か
ら
バ
ロ
ッ
ク
へ
と
変
化
す
る
過
渡
期
に
あ
っ
て
少
し
ず
つ

変
わ
っ
て
い
く
様
を
知
る
こ
と
に
な
る
。

民
族
音
楽
学
・
人
類
学
を
専
門
と
す
る
井
上
航
は
、
民
族
音
楽

学
に
お
け
る
「
採
譜transcription

」
の
概
念
を
、
言
語
学
に

お
け
る
転
記
の
概
念
に
読
み
替
え
て
い
る
。
考
察
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
の
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
山
地
民
ク
ル
ン
の
祈
祷
句
ボ
ボ
ン
で

あ
る
。
井
上
は
、
ボ
ボ
ン
の
声
と
言
葉
の
あ
り
方
を
分
析
的
に
把

握
し
、
記
述
す
る
こ
と
を
試
み
て
い
る
。
そ
の
考
察
に
お
い
て
用

い
ら
れ
る
「
記
譜
」
は
、
も
っ
ぱ
ら
口
か
ら
発
せ
ら
れ
る
言
葉
を

高
低
や
強
弱
を
意
味
す
る
記
号
を
用
い
て
視
覚
的
に
示
し
た
も
の

な
の
だ
が
、
井
上
は
そ
の
よ
う
な
記
譜
か
ら
、
声
の
抑
揚
を
も
燻

り
出
そ
う
と
す
る
。
こ
こ
で
は
、
分
か
ち
難
く
結
び
つ
い
た
声
と

言
葉
の
領
域
は
ど
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
う
る
の
か
と
い
う
一
つ
の

視
座
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

滝
奈
々
子
は
民
族
音
楽
学
、
人
類
学
の
立
場
か
ら
、
マ
ヤ
の
人

び
と
の
宗
教
的
、
文
化
的
な
思
想
を
反
映
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ

る
ロ
ッ
ク
・
マ
ヤ
を
対
象
に
、
思
想
は
い
か
に
記
譜
可
能
か
、
と

い
う
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
井
上
と
同
じ
よ
う
に
、
滝
も
民

族
音
楽
学
に
お
け
る
採
譜
と
い
う
概
念
を
用
い
て
い
る
が
、
こ
の

論
考
に
お
け
る
採
譜
は
、
対
象
に
遍
在
す
る
思
想
（
こ
の
場
合

「
調
和
」）
を
採
集
し
、
書
き
記
す
と
い
う
意
味
合
い
で
用
い
ら
れ

て
い
る
。
ロ
ッ
ク
・
マ
ヤ
を
と
り
わ
け
ユ
ニ
ー
ク
に
し
て
い
る
の

は
、
ロ
ッ
ク
を
名
乗
り
な
が
ら
、
民
族
音
楽
の
要
素
が
音
響
や
歌

詞
に
潜
在
的
に
強
く
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
マ
ヤ
の

人
び
と
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
密
接
な
関
わ
り
を
も
つ
こ
と
を

実
感
さ
せ
る
ロ
ッ
ク
・
マ
ヤ
の
思
想
は
ど
の
よ
う
に
採
譜
・
記
譜

さ
れ
う
る
の
か
。
滝
の
論
考
で
は
、
そ
の
問
い
か
け
の
入
り
口
か

音と身体の記譜研究
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三島 郁

ら
み
え
る
風
景
が
示
さ
れ
て
い
る
。

人
類
学
者
で
あ
る
米
山
知
子
は
、
身
体
に
刻
ま
れ
る
記
憶
を
あ

る
種
の
記
譜
や
記
録
と
み
な
し
た
上
で
、
ト
ル
コ
の
ア
レ
ヴ
ィ
ー

の
身
体
技
法
セ
マ
ー
の
伝
承
か
ら
、
共
同
体
に
お
け
る
記
憶
の
あ

り
方
を
考
察
し
て
い
る
。
米
山
の
論
考
の
核
心
は
、
現
代
の
ト
ル

コ
社
会
に
お
い
て
生
活
し
て
い
る
ア
レ
ヴ
ィ
ー
の
人
び
と
に
と
っ

て
、
身
体
技
法
セ
マ
ー
が
か
れ
ら
の
文
化
や
共
同
体
を
下
支
え
す

る
世
界
観
を
想
起
さ
せ
る
一
つ
の
契
機
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
譜
面
に
よ
る
記
録
と
い
う
手
段
を
用
い
な
い
セ
マ
ー

の
伝
承
は
、
口
頭
的
な
手
段
に
よ
っ
て
、
伝
承
者
の
身
体
か
ら

別
の
身
体
へ
と
受
け
継
が
れ
る
の
だ
が
、
こ
の
セ
マ
ー
は
ア
レ

ヴ
ィ
ー
の
世
界
観
を
構
成
し
て
い
る
様
々
な
事
柄
と
不
可
分
に
結

び
つ
い
て
い
る
。
い
わ
ば
身
体
技
法
の
習
得
を
通
し
て
、
ア
レ

ヴ
ィ
ー
の
世
界
そ
の
も
の
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
セ
マ
ー
を
身
に
つ
け
た
身
体
は
、
ア
レ
ヴ
ィ
ー
の
社
会

の
中
で
無
意
識
的
に
配
置
さ
れ
る
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
一
つ
で
あ
り
、

か
れ
ら
に
よ
る
実
践
を
通
し
て
、
ア
レ
ヴ
ィ
ー
の
世
界
観
が
人
び

と
に
想
起
さ
れ
、
共
同
体
の
記
憶
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
く
の
で

あ
る
。

音
あ
る
い
は
身
体
に
関
わ
る
研
究
を
す
る
者
に
と
っ
て
「
記
譜

法
」
は
、
様
々
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
は
、
専
門
に

よ
っ
て
も
、
対
象
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ
て
く
る
。
ま
た
記
譜
法
と

い
う
思
考
の
枠
組
み
か
ら
何
を
見
る
の
か
は
、
研
究
者
に
よ
っ
て

も
異
な
る
。
そ
う
し
た
視
点
の
違
い
は
、
そ
も
そ
も
普
遍
的
な
記

譜
法
な
ど
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
本
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
「
記
譜
法
（
ノ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
）」
に
対

す
る
様
々
な
視
点
か
ら
の
視
線
が
交
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
記
譜

法
に
対
す
る
新
し
い
見
方
を
示
す
こ
と
も
可
能
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。

音
と
身
体
の
記
譜
研
究
は
、
よ
う
や
く
端
緒
に
つ
い
た
ば
か
り

で
あ
る
。
今
後
は
理
論
的
な
枠
組
み
の
構
築
を
進
め
な
が
ら
、
次

な
る
ス
テ
ッ
プ
へ
と
歩
ん
で
い
き
た
い
。
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は
じ
め
に

十
七
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
手
稿
譜
を
眺
め
る
と
、
現
在
使
用
さ
れ

る
五
線
譜
と
一
見
同
形
態
に
見
え
る
。
し
か
し
と
り
わ
け
ル
ネ
サ

ン
ス
か
ら
バ
ロ
ッ
ク
に
移
行
す
る
十
七
世
紀
に
は
、
音
楽
様
式
の

変
化
や
地
域
差
の
あ
る
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
っ
て
、
相
対
的
な
音
高
を

示
す
線
の
数
、
小
節
線
を
付
す
頻
度
、
そ
し
て
メ
ン
ス
ー
ラ
記
号

な
ど
に
お
い
て
未
だ
古
い
形
態
を
残
し
て
も
い
る
。
ポ
リ
フ
ォ

ニ
ー
が
パ
ー
ト
譜
で
歌
わ
れ
て
い
た
時
代
の
名
残
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
歴
史
的
な
記
譜
方
法
や
音
楽
上
の
意
味
内
容
に
つ

い
て
は
す
で
に
多
く
が
研
究
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
楽
譜
の
書
き

音
符
の
棒
（
符
幹
）
が
映
し
出
す
音
楽
史
と
演
奏
行
為 
三
島 
郁　
　

│
十
七
世
紀
後
半
か
ら
十
八
世
紀
の
手
稿
譜
よ
り

方
そ
の
も
の
、
す
な
わ
ち
紙
の
上
で
の
筆
致
に
つ
い
て
問
わ
れ
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
時
代
の
鍵
盤
楽

器
で
あ
る
チ
ェ
ン
バ
ロ
用
の
楽
譜
を
つ
ぶ
さ
に
見
て
い
く
と
、
演

奏
行
為
で
あ
る
鍵
盤
上
で
の
左
右
の
手
の
指
の
動
き
の
み
な
ら
ず
、

歴
史
様
式
の
あ
り
か
た
も
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

本
稿
で
は
、
書
き
手
の
身
体
が
筆
致
と
な
っ
て
現
れ
る
十
七
世

紀
後
半
の
チ
ェ
ン
バ
ロ
曲
の
手
稿
譜
を
中
心
に
、
と
り
わ
け
音
符

の
「
符
幹
（
棒
）」
の
付
さ
れ
方
に
注
目
し
て
記
譜
方
法
を
み
て

い
く
。
そ
こ
に
当
時
の
書
き
手
の
身
体
が
い
か
に
投
影
さ
れ
て
い

た
の
か
、
歴
史
性
と
演
奏
行
為
の
点
か
ら
考
察
を
試
み
る
。

音と身体の記譜研究
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1
．
十
七
世
紀
後
半
の
舞
曲
「
ク
ラ
ン
ト
」
の
記
譜

譜
例
1
と
譜
例
2
は
ど
ち
ら
も
、
十
七
世
紀
半
ば
の
パ
リ
の

作
曲
家
、
ル
イ
・
ク
ー
プ
ラ
ンLouis C

ouperin 

（c.

一
六
二
六

│
一
六
六
一1

❖

）
に
よ
る
《
ク
ラ
ン
ト 

ト
短
調C

ourante en sol 

m
ineur

》
の
手
稿
譜
で
あ
る
。
Ｌ
・
ク
ー
プ
ラ
ン
の
作
品
に
は

自
筆
譜
が
な
く
、
こ
の
曲
の
譜
例
は
そ
れ
ぞ
れ
一
六
七
〇
年
頃
の

パ
ル
ヴ
ィ
ル
写
本
（M

anuscrit Parville

2

❖

）
と
一
六
九
〇
年
頃

の
ボ
ー
ワ
ン
写
本
（M

anuscrit B
auyn

3

❖

）
か
ら
取
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。
ク
ラ
ン
ト
は
三
拍
子
系
の
舞
曲
で
あ
る
。

こ
れ
ら
二
つ
の
写
本
を
見
る
と
、《
ク
ラ
ン
ト
》
は
ど
ち
ら
も

ほ
ぼ
四
声
体
、
場
合
に
よ
っ
て
は
三
声
体
で
書
か
れ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
二
段
あ
る
楽
譜
の
上
段
、
下
段
と
も
そ
れ
ぞ
れ
音
符
の

「
符
幹
（
棒
）」
が
上
方
向
と
下
方
向
と
を
も
ち
、
声
部
を
分
け
て

記
譜
す
る
と
き
の
方
法
を
取
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
拍
節
を
重
要

視
す
る
舞
曲
は
多
声
部
書
法
の
対
位
法
的
な
ジ
ャ
ン
ル
で
は
な
い

の
に
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
方
法
を
と
っ
て
い
る
の
か
。
そ
の
理
由

は
二
つ
考
え
ら
れ
る
。
次
の
項
目
で
そ
の
理
由
を
検
証
す
る
。

［譜例1］ L. クープラン《クラント ト短調》（パルヴィル，1670年頃）

［譜例 2］ L. クープラン《クラント ト短調》（ボーワン，1690年頃）

2
．
符
幹
の
記
譜
法

2-

1
．「
多
声
」
性
を
記
譜
す
る

多
声
的
な
記
譜
法
が
採
択
さ
れ
た
理
由
の
一
つ
は
、
実
際
に
当

該
曲
が
「
多
声
的
な
音
楽
構
造
を
も
つ
」
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

譜
例
1
と
2
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
右
手
の
親
指
で
弾
く
こ
と

が
多
い
ア
ル
ト
声
部
は
と
き
お
り
途
切
れ
は
す
る
が
、「
意
味
の

通
っ
た
」
横
の
ラ
イ
ン
に
順
次
的
な
進
行
を
持
ち
、
全
体
で
は
四

つ
の
声
部
に
分
か
れ
て
い
る
の
が
明
確
に
見
て
取
れ
る
。

比
較
の
た
め
に
同
時
期
の
ド
イ
ツ
の
写
本
も
み
る
こ
と
に
す
る
。

譜
例
3
は
、
ウ
ィ
ー
ン
の
宮
廷
に
鍵
盤
楽
器
奏
者
と
し
て
務
め
た

フ
ロ
ー
ベ
ル
ガ
ーJohann Jacob Froberger 

（
一
六
一
六
│
一

六
六
七4

❖

）
の
自
筆
の
筆
写
譜
《
ク
ラ
ン
ト 

イ
短
調C

ourante en 

la m
ineur

》（SA
 4450

写
本
、
一
六
六
〇
年
以
降5

❖

）
の
冒
頭
部

分
で
あ
る
。
冒
頭
の
下
段
か
ら
上
段
に
ま
た
が
っ
た
「a-b-c

6

❖

」
は
、

一
直
線
に
書
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
同
一
の
テ
ノ
ー
ル
声
部
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

実
は
十
六
〜
十
七
世
紀
の
イ
タ
リ
ア
で
は
、
各
声
部
が
独
立

し
て
動
く
「
対
位
法
的
」
な
ジ
ャ
ン
ル
の
多
声
的
な
曲
で
あ
れ

ば
、
一
声
を
一
段
に
し
て
書
か
れ
て
い
た
。
四
声
部
の
曲
で
あ
れ

ば
、
二
本
の
手
で
弾
く
鍵
盤
の
た
め
の
作
品
で
も
四
段
楽
譜
が
用

い
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
フ
ロ
ー
ベ
ル
ガ
ー
は
、
フ
ラ
ン
ス
起

源
の
曲
で
は
、
右
手
と
左
手
の
二
段
楽
譜
に
分
け
る
が
、
イ
タ
リ

ア
起
源
の
曲
《
カ
ン
ツ
ォ
ン 

イ
短
調C

anzon in la m
inore

》

（
一
六
四
九
年
）
の
自
筆
譜7

❖

で
は
四
段
の
記
譜
形
態
を
取
っ
て
い

る
﹇
譜
例
4
﹈。
二
本
の
左
右
の
手
よ
り
も
、
音
楽
の
形
式
に
重
き

が
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

2-

2
．「
多
声
的
に
」
記
譜
す
る

再
び
パ
ル
ヴ
ィ
ル
写
本
に
戻
り
、
Ｌ
・
ク
ー
プ
ラ
ン
の
《
ア
ル

マ
ン
ド 

ニ
短
調A

llem
ande en re m

ineur

》
の
第
一
小
節
冒

頭
に
注
目
す
る
。
右
手
部
分
の
「f-a-d’

」
の
部
分
は
、
右
手
で

掴
む
和
音
で
あ
り
複
数
声
部
を
書
き
分
け
る
必
要
は
な
い
。
し
か

し
上
の
二
音
のa

とd’

の
符
幹
が
そ
れ
ぞ
れ
上
を
向
い
て
お
り
、

下
の
f
と
は
声
部
が
分
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る

﹇
譜
例
5
﹈。

パ
ル
ヴ
ィ
ル
写
本
に
は
、
リ
ュ
リJean-B

aptiste Lully （
一

六
三
二
│
一
六
八
七
） 

の
ト
ラ
ジ
ェ
デ
ィ
・
リ
リ
ッ
ク
《
テ
セ

音と身体の記譜研究
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［譜例 3］フローベルガー《クラント イ短調》（SA 4450, 1660年以降）

［譜例 4］フローベルガー《カンツォン イ短調》（A 1649（Libro secondo），1649年）

［譜例 5］L. クープラン《アルマンド ニ短調》（パルヴィル，1670年頃）

T
hésée

》（
一
六
七
五
年
初
演
）
の
鍵
盤
の
た
め
の
編
曲
《
ト
ラ

ン
ペ
ッ
ト
（
マ
ル
ス
の
降
臨
）T

rom
pettes （La descente de 

M
ars

）》
も
収
め
ら
れ
て
い
る
﹇
譜
例
6
﹈。
冒
頭
の
左
手
の
和
音

連
打
は
、
四
つ
の
音
を
掴
ん
で
打
つ
箇
所
で
あ
り
、
多
声
性
と
は

無
関
係
で
あ
る
。
し
か
し
下
段
一
小
節
目
の
縦
方
向
四
音
に
付
さ

れ
た
符
幹
は
、
上
か
ら
順
に
、
上
、
上
、
上
、
下
の
向
き
に
付
け

ら
れ
て
い
る
。
本
来
多
声
性
の
な
い
部
分
に
こ
の
よ
う
な
記
譜
を

行
う
の
は
、
慣
習
的
に
「
多
声
的
に
」
記
譜
す
る
習
慣
が
根
強
く
、

当
時
は
和
音
を
記
譜
す
る
際
に
線
を
一
本
で
統
一
す
る
記
譜
の
慣

習
が
ま
だ
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

同
時
期
の
フ
ラ
ン
ス
の
ボ
レ
ル
写
本
（M

anuscrit B
orel

8

❖

）

中
の
ド
ゥ
・
ラ
・
バ
ー
ルJoseph de La B

arre 

（
一
六
三

三
│
一
六
七
八

9

❖

）
の
《
ク
ラ
ン
ト 

ヘ
長
調C

ourante en fa 

m
ajeur

》﹇
譜
例
7
﹈
や
、
フ
ロ
ー
ベ
ル
ガ
ー
の
《
ク
ラ
ン
ト 

ニ

長
調C

ourante en re m
ajeur

》（SA
 4450

）
の
冒
頭
和
音
﹇
譜

例
8
﹈
に
お
い
て
も
こ
の
書
き
方
は
同
様
で
あ
る
。
譜
例
8
の
冒

頭
の
三
和
音
「D

-d-f#-a’ -d” -f#” -a”

」
は
両
手
で
掴
む
和
音
の

塊
で
あ
り
、
そ
の
後
に
多
声
的
な
横
の
連
結
を
も
た
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
一
音
符
に
つ
き
一
符
幹
の
原
則
を
保
っ
て
お
り
、
多

声
的
に
見
え
る
音
符
の
向
き
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
ま
た
「
一
声

部
に
つ
き
一
音
」
と
い
う
意
識
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
。

フ
ロ
ー
ベ
ル
ガ
ー
作
品
の
冒
頭
和
音
は
両
手
で
弾
く
計
五
〜
七

音
か
ら
成
る
こ
と
が
多
く
、
ク
ラ
ン
ト
以
外
の
舞
曲
な
ど
で
冒
頭

和
音
が
現
れ
る
と
き
に
、
こ
の
よ
う
な
符
幹
の
向
き
で
記
譜
し
て

い
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
ち
な
み
に
譜
例
8
に
お
け
る
よ

う
に
「
一
音
一
符
幹
原
則
」
に
基
づ
き
、
複
数
の
音
符
に
上
向
き

に
符
幹
が
付
さ
れ
、
少
し
ず
つ
横
に
ず
ら
し
て
書
か
れ
て
い
る

と
、
和
音
を
く
ず
し
て
弾
か
せ
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
フ

ロ
ー
ベ
ル
ガ
ー
の
場
合
に
は
、
音
と
音
と
の
間
に
時
間
差
を
と
っ

て
弾
か
せ
た
い
と
き
に
は
、《
パ
リ
で
ブ
ラ
ン
ロ
シ
ェ
氏
の
死
に

寄
せ
て
書
い
た
ト
ン
ボ
ー T

om
beau fait à Paris sur la m

ort 

de M
onsieur B

lancrocher

》（
一
六
五
二
│
一
六
五
三
）
の
中

の
四
角
部
分
の
よ
う
に
﹇
譜
例
9
﹈、
冒
頭
か
ら
和
音
の
構
成
音
の

す
べ
て
を
弾
か
な
い
よ
う
に
休
符
か
ら
書
き
始
め
、
音
を
ば
ら

し
て
書
く
。
こ
の
曲
は
、
リ
ュ
ー
テ
ィ
ス
ト
、
フ
ル
リC

harles 

Fleury, Sieur de B
lancrocher （c.

一
六
〇
五
│
一
六
五
二
） 

の

死
に
際
し
て
書
か
れ
た
哀
悼
曲
で
あ
り
、
十
六
世
紀
末
か
ら
十
七

世
紀
に
か
け
て
の
フ
ラ
ン
ス
で
哀
悼
曲
「
ト
ン
ボ
ー
」
と
い
う

ジ
ャ
ン
ル
を
担
っ
て
い
た
リ
ュ
ー
ト
演
奏
の
ス
タ
イ
ル
を
も
っ
て

い
る
。
そ
れ
が
こ
の
よ
う
な
記
譜
で
演
奏
さ
れ
る
部
分
で
も
あ
り
、

音と身体の記譜研究
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［譜例 6］リュリ《トランペット（マルスの降臨）》（パルヴィル，1670年頃）

［譜例 7］ドゥ・ラ・バール《クラント ヘ長調》（ボレル，1660年頃）

［譜例 8］フローベルガー《クラント ニ長調》（SA 4450，1660年以降）

［譜例 9］フローベルガー《トンボー》（SA 4450，1660年以降）

「
ス
テ
ィ
ル
・
ブ
リ
ゼStyle brisé

（
砕
か
れ
た
ス
タ
イ
ル
）」
と

呼
ば
れ
る
。
面
白
い
こ
と
に
、
こ
の
和
音
の
く
ず
し
も
そ
の
休
符

の
付
け
方
か
ら
多
声
的
な
ス
タ
イ
ル
に
見
え
る
。

次
に
コ
ピ
ス
ト
に
よ
る
符
幹
の
書
き
方
の
違
い
に
注
目
し
て
み

よ
う
。《
ト
ン
ボ
ー
》
の
中
に
あ
る
「G

-g

」
を
連
打
す
る
「
弔

い
の
鐘
の
音
」
の
描
写
部
分
を
、
自
筆
譜
と
、
ウ
ィ
ー
ン
に
あ
る

ミ
ノ
リ
ー
テ
ン
修
道
院M

inoritenkonvent

の
筆
写
譜
「
ミ
ノ

リ
ー
テ
ン
写
本M

inoriten M
anuscript

」（
一
七
〇
九
年
頃10

❖

）

と
で
比
較
し
て
み
る
と
、
譜
例
の
下
段
に
あ
る
「G

-g

」
の
連
打

部
分
の
符
幹
の
向
き
が
互
い
に
異
な
っ
て
い
る
。SA

 4450

写

本
で
は
多
声
性
が
表
さ
れ
、
一
方
、
よ
り
遅
い
時
期
の
ミ
ノ
リ
ー

テ
ン
写
本
で
は
左
手
の
小
指
と
親
指
で
和
音
を
連
続
し
て
弾
く
動

作
の
ほ
う
が
強
調
さ
れ
る
﹇
譜
例
10 

・ 

11
﹈。
小
節
線
が
よ
り
短
い

周
期
で
付
さ
れ
て
い
る
の
も
ミ
ノ
リ
ー
テ
ン
写
本
の
書
か
れ
た
よ

り
遅
い
時
期
を
表
し
て
い
る11

❖

。

十
七
世
紀
前
半
の
ド
イ
ツ
の
音
楽
理
論
家
プ
レ
ト
ー
リ
ウ
ス

M
ichael Praetorius （

一
五
七
一
│
一
六
二
一
） 

は
、
ト
ッ
カ
ー

タ
と
い
う
即
興
的
な
ジ
ャ
ン
ル
の
演
奏
に
つ
い
て
、「
鍵
盤
楽
器

に
対
し
て
断
固
と
し
た
処
置
を
と
る
こ
とdurchgriff

、
あ
る
い

は
手
で
掴
む
こ
とbegreiffung

」（Praetorius 1619: 25

）
と

［譜例 10］フローベルガー《トンボー》途中（SA 4450，1660年以降）

［譜例 11］フローベルガー《トンボー》途中（ミノリーテン，1709年頃）

音と身体の記譜研究
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説
明
し
て
い
る
。
こ
の
中
の
ド
イ
ツ
語
の
「greifen

」、
す
な
わ

ち
「
掴
む
」
を
含
ん
だ
二
つ
の
単
語
は
、
単
純
に
楽
器
を
弾
く
意

味
に
訳
す
こ
と
も
で
き
る
が
、
そ
の
語
義
は
生
々
し
い
手
の
動
作

を
示
唆
す
る
。《
ト
ン
ボ
ー
》
の
左
手
の
オ
ク
タ
ー
ヴ
連
打
の
箇

所
で
、
同
一
の
方
向
に
符
幹
が
向
い
て
い
る
ミ
ノ
リ
ー
テ
ン
写
本

で
は
、
弾
き
手
は
心
理
的
に
小
指
と
親
指
で
和
音
を
掴
む
と
い
う

演
奏
行
為
を
意
識
す
る
は
ず
で
あ
る
。

2-

3
．
指
を
配
置
す
る

こ
こ
で
今
一
度
、SA

 4450

写
本
に
あ
る
フ
ロ
ー
ベ
ル
ガ
ー

の
《
ロ
ン
ド
ン
で
憂
鬱
を
な
く
す
た
め
に
書
い
た
プ
ラ
ン
ト

Plainte faite à Londres pour passer la m
elancholie

》（c. 

一
六
五
一
）
の
一
部
を
、
や
は
り
符
幹
の
向
き
に
注
目
し
て
み

て
み
る
﹇
譜
例
12 

、
四
角
部
分
﹈。
こ
の
部
分
は
二
オ
ク
タ
ー
ヴ
半

の
音
階
的
上
行
音
型
で
、
一
拍
ず
つ
で
数
え
れ
ば
、「A

A
B

c – 

defg – abc’ d’  – e’ f’ g’ a’ b’ c” a’

」
と
な
る
。
し
か
し
音
符
の

符
幹
の
向
き
は
そ
の
区
切
り
で
は
な
く
、「A

A
B

cd – efga – 

bc’ d’ e’ – f’ g’ a’ b’ c” a’

」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
長
い
音
型

を
両
手
で
途
切
れ
な
く
な
め
ら
か
に
弾
く
た
め
の
工
夫
で
は
な
い

［譜例 12］フローベルガー《プラント》（SA 4450，1660年以降）

だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
符
幹
が
下
向
き
の
箇
所
を
左
手
で
、
上
向

き
を
右
手
で
取
る
の
で
あ
る
。
こ
の
曲
は
、
舞
曲
の
ク
ラ
ン
ト
と

は
異
な
り
、
音
階
的
音
型
、
和
音
の
分
散
的
音
型
、
そ
し
て
め
ま

ぐ
る
し
く
変
化
す
る
自
由
な
流
れ
な
ど
か
ら
、
あ
き
ら
か
に
即
興

的
に
書
か
れ
て
い
る
と
読
み
取
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
曲
で
は
、
音

符
の
符
幹
の
向
き
は
ま
た
ち
が
っ
た
意
味
を
持
つ
の
で
あ
る
。

2-

4
．
符
幹
の
な
い
記
譜
　

符
幹
に
注
目
し
て
き
た
が
、
逆
に
符
幹
を
も
た
な
い
記
譜
も
存

在
す
る
。
譜
例
13
は
Ｌ
・
ク
ー
プ
ラ
ン
作
の
可
能
性
の
あ
る
プ
レ

リ
ュ
ー
ド
で
あ
る12

❖

。
こ
こ
で
は
す
べ
て
符
幹
を
も
た
な
い
同
じ
白

丸
の
音
符
で
書
か
れ
て
い
る
。
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
は
楽
譜
に
書
か
れ

る
も
の
で
は
な
く
、
奏
者
が
演
奏
の
場
で
、
指
へ
の
和
音
の
記
憶

か
ら
弾
い
て
い
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
は
和
音
進
行
の
骨
格
に
分

散
や
装
飾
を
つ
け
た
り
し
た
も
の
を
あ
る
程
度
リ
ア
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
多
声
性
と
関
係
し
に
く

い
の
で
あ
る
。

［譜例 13］L. クープラン？《プレリュード》（パルヴィル，1670年頃）

音と身体の記譜研究
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［譜例 16］ラモ《王太子妃》（自筆譜，1747年？）

［譜例 14］F. クープラン《第1オルドル》より〈第1クラント〉（1713年）

［譜例 15］ラモ《タンブラン》（1724年）

3
．
十
八
世
紀
前
半
の
記
譜

そ
の
後
、
和
音
は
ど
の
よ
う
に
記
譜
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

か
。
十
八
世
紀
前
半
の
ク
ラ
ヴ
サ
ン
奏
者
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ク
ー
プ

ラ
ンFrançois C

ouperin （
一
六
六
八
│
一
七
三
三13

❖

）
と
、
ラ

モJean-Philippe R
am

eau （
一
六
八
三
│
一
七
六
四14

❖

）
の
印
刷

譜
を
み
て
み
よ
う
。
一
七
一
三
年
の
Ｆ
・ 

ク
ー
プ
ラ
ン
の
『
ク
ラ

ヴ
サ
ン
曲
集
第
一
巻
』
よ
り
《
第
一
オ
ル
ド
ル
》
の
〈
第
一
ク
ラ

ン
トPrem

ière courante

〉﹇
譜
例
14
﹈
で
は
、
音
が
重
な
る
箇

所
で
は
十
七
世
紀
の
も
の
と
同
様
に
、
少
し
斜
め
上
に
ダ
ブ
っ
て

符
幹
が
書
か
れ
て
い
る
。
一
七
三
〇
年
の
『
第
四
巻
』
で
も
同
様

で
あ
る
。
ま
た
ラ
モ
の
一
七
〇
六
年
の
『
ク
ラ
ヴ
サ
ン
曲
集
第
一

集
』
で
も
、
和
音
の
書
き
方
は
Ｆ
・ 

ク
ー
プ
ラ
ン
と
同
じ
仕
様
で

あ
る
。

同
じ
く
ラ
モ
の
《
タ
ン
ブ
ラ
ンT

am
bourin

》（
一
七
二
四

年
）﹇
譜
例
15
﹈
で
は
、
左
手
の
和
音
の
中
の
符
幹
は
一
見
す
る
と

一
つ
に
ま
と
め
て
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
よ
く
見

る
と
そ
れ
ぞ
れ
の
音
符
の
符
頭
か
ら
ほ
ぼ
垂
直
上
方
向
に
線
が
伸

び
て
い
る
。

ま
た
ラ
モ
の
《
王
太
子
妃La D

auphine

》（
一
七
四
七
年
？
）

を
自
筆
譜
﹇
譜
例
16
﹈
で
見
て
み
る
と
、
一
小
節
ご
と
に
打
た
れ

る
和
音
の
記
譜
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
音
符
に
符
幹
が
や
は
り
一
本
ず

つ
付
さ
れ
て
い
る
。

4
．
ま
と
め

︱
記
譜
が
物
語
る
身
体
性

十
七
世
紀
後
半
か
ら
十
八
世
紀
に
か
け
て
の
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ

ツ
の
手
稿
譜
の
符
幹
に
注
目
す
る
と
、
舞
曲
の
冒
頭
和
音
を
弾
く

部
分
に
か
ん
し
て
は
二
つ
の
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
一
つ
は
、
右
手

と
左
手
の
そ
れ
ぞ
れ
の
手
で
音
を
掴
む
よ
う
な
音
楽
的
特
徴
が

な
い
箇
所
で
も
、
多
声
的
に
書
く
慣
習
に
束
縛
さ
れ
て
い
る
こ

と
。
基
本
的
に
音
楽
を
多
声
的
に
捉
え
る
十
六
世
紀
末
ま
で
の
ス

タ
イ
ル
を
書
き
留
め
よ
う
と
す
る
傾
向
が
、
左
右
の
二
本
の
手
で

弾
く
鍵
盤
用
の
二
段
楽
譜
に
あ
っ
て
も
維
持
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
も
う
一
つ
は
、
そ
の
「
多
声
的
記
譜
法
の
規
範
」
か
ら
逸
脱

す
る
記
譜
で
あ
る
。
即
興
的
な
曲
で
は
、
多
声
性
と
い
う
記
譜
上

の
慣
習
よ
り
も
、
指
の
動
き
や
演
奏
上
の
工
夫
が
よ
り
優
先
さ
れ

る
。
そ
こ
で
は
慣
習
的
な
方
法
で
書
こ
う
と
い
う
意
識
は
み
ら
れ

な
い
。

ま
た
十
八
世
紀
半
ば
に
な
っ
て
も
、
和
音
の
記
譜
に
お
い
て
符

音と身体の記譜研究
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幹
の
符
頭
へ
の
付
し
方
は
実
は
さ
ほ
ど
変
化
し
て
い
な
い
。
む
ろ

ん
音
楽
に
多
声
性
が
少
な
く
な
る
こ
と
で
、
右
手
と
左
手
へ
の
音

の
配
置
は
上
段
と
下
段
に
明
確
に
分
か
れ
て
い
く
。

今
日
は
、
複
数
の
音
を
同
時
に
鳴
ら
す
和
音
は
楽
譜
に
は
一
本

の
縦
線
で
ま
と
め
て
書
く
の
が
普
通
と
な
っ
て
い
る
が
、
長
い
間

そ
の
よ
う
な
慣
習
は
な
か
っ
た
。
多
声
音
楽
が
消
え
た
あ
と
も
、

一
音
符
に
付
き
一
符
幹
と
い
う
多
声
的
な
記
譜
法
を
、
執
拗
に
維

持
し
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
い
く
と
、
こ
の

時
期
の
手
稿
譜
に
は
書
き
手
の
身
体
が
強
く
反
映
さ
れ
て
い
る
の

が
わ
か
る15

❖

。
弾
き
手
（
＝
書
き
手
）
の
鍵
盤
上
の
演
奏
行
為
へ
の

意
識
と
同
時
に
、
書
き
手
に
刷
り
込
ま
れ
た
音
楽
史
を
も
映
し
出

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　

注

❖
1 

フ
ラ
ン
ス
の
最
初
期
の
ク
ラ
ヴ
サ
ン
奏
者
シ
ャ

ン
ボ
ニ
エ
ー
ルJacques C

ham
pion de C

ham
bon-

nière s （
一
六
〇
一‒

一
六
七
二
） 

に
見
出
さ
れ
、
パ
リ

で
鍵
盤
楽
器
奏
者
と
し
て
活
動
し
た
。
マ
レ
地
区
サ
ン

＝
ジ
ェ
ル
ヴ
ェ
教
会
オ
ル
ガ
ン
奏
者
。

❖
2 

パ
ル
ヴ
ィ
ル
写
本
は
イ
タ
リ
ア
で
一
九
六
八

年
に
発
見
さ
れ
た
。「
パ
ル
ヴ
ィ
ル
」
は
表
紙
に
あ
る

「M
. de Parville

」
に
ち
な
む
。
百
五
十
曲
所
収
。
Ｌ
・

ク
ー
プ
ラ
ン
の
曲
は
ボ
ー
ワ
ン
以
外
で
は
五
曲
の
み
。

❖
3 

ボ
ー
ワ
ン
写
本
は
パ
ル
ヴ
ィ
ル
写
本
と
並
び
、

Ｌ
・
ク
ー
プ
ラ
ン
の
作
品
百
二
十
曲
、
フ
ロ
ー
ベ
ル

ガ
ー
の
二
十
曲
な
ど
を
中
心
に
、
十
七
世
紀
の
重
要
な

フ
ラ
ン
ス
の
チ
ェ
ン
バ
ロ
音
楽
を
所
収
す
る
写
本
。
名

称
は
「
ボ
ー
ワ
ン
・
ダ
ン
ジ
ェ
ル
ヴ
ィ
リ
エB

auyn 
d’ A

ngervilliers

」
家
が
所
蔵
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。

❖
4 

フ
ロ
ー
ベ
ル
ガ
ー
は
、
一
六
三
七
年
か
ら

ウ
ィ
ー
ン
の
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
に
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
と
し

て
勤
め
た
。
そ
の
間
ロ
ー
マ
に
留
学
し
イ
タ
リ
ア
様
式

を
身
に
つ
け
、
ま
た
皇
帝
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
三
世
の

外
交
官
と
し
て
一
六
四
九
年
か
ら
四
年
間
、
ド
レ
ス
デ

ン
な
ど
の
ド
イ
ツ
の
都
市
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
、
ロ
ン
ド

ン
、
そ
し
て
パ
リ
に
も
渡
り
、
と
り
わ
け
シ
ャ
ン
ボ
ニ

エ
ー
ル
、
Ｌ
・
ク
ー
プ
ラ
ン
ら
の
フ
ラ
ン
ス
の
音
楽
家

と
交
流
し
、
影
響
を
与
え
あ
っ
て
い
る
。

❖
5 

ベ
ル
リ
ン
の
歴
史
的
合
唱
協
会
「
ジ
ン
グ
ア
カ

デ
ミ
ーSing-A

kadem
ie zu B

erlin

」
が
所
蔵
。
こ

の
手
稿
譜
は
、
フ
ロ
ー
ベ
ル
ガ
ー
の
自
筆
譜
に
み
ら
れ

る
い
く
つ
か
の
特
徴
、
す
な
わ
ち
ゆ
っ
た
り
と
し
た
小

節
の
幅
、
ま
た
音
に
よ
っ
て
シ
ャ
ー
プ
の
書
き
方
を
変

え
る
こ
と
（
F
、
C
、
G
、
D
に
は
「
#
」、
A
、
E 

に
は
「
x
」）
な
ど
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
自
筆
を
ほ

ぼ
正
確
に
コ
ピ
ー
し
た
も
の
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
現

在
こ
の
写
本
は
、
あ
る
ハ
ン
ブ
ル
ク
出
身
の
オ
ル
ガ
ン

奏
者
、
あ
る
い
は
別
の
ド
イ
ツ
の
オ
ル
ガ
ン
奏
者
に
よ

る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（W

ollny 
2006: IX

）。

❖
6 

音
名
は
イ
ギ
リ
ス
式
を
使
用
す
る
。

❖
7 

「A
 1649

写
本
（A

utograph 1649

）」
は
一

六
四
九
年
に
出
さ
れ
た
フ
ロ
ー
ベ
ル
ガ
ー
の
『
鍵
盤
楽

器
曲
集
第
二
巻Libro Secondo

』
の
自
筆
譜
。

❖
8 

ボ
レ
ル
写
本
の
「
ボ
レ
ル
」
は
最
初
の
所
有

者
の
名
に
ち
な
ん
で
い
る
。
こ
の
写
本
に
所
収
さ
れ

た
ほ
と
ん
ど
の
曲
は
他
の
写
本
等
に
は
存
在
し
な
い

（M
oroney 2008: 7-9

）。

❖
9 

フ
ラ
ン
ス
の
音
楽
一
族D

e La B
arre

家
の
メ

ン
バ
ー
、
オ
ル
ガ
ン
奏
者
、
作
曲
家
。
一
六
五
六
年
、

「
作
曲
能
力
と
オ
ル
ガ
ン
演
奏
の
技
巧
」
が
認
め
ら
れ
、

王
宮
礼
拝
堂
オ
ル
ガ
ン
奏
者
に
任
命
さ
れ
る
。
当
時

多
く
のD

e La B
arre

家
メ
ン
バ
ー
が
パ
リ
に
い
た
が
、

ボ
レ
ル
写
本
や
ボ
ー
ワ
ン
写
本
に
含
ま
れ
る
の
は
お
そ

ら
く
こ
のJoseph

。

❖
10 

ミ
ノ
リ
ー
テ
ン
写
本
は
、
三
人
の
無
記
名
の
筆

写
者
に
よ
る
ウ
ィ
ー
ン
（
あ
る
い
は
ロ
ー
マ
？
）
の
鍵

盤
曲
集
。

❖
11 

譜
例
11
の
曲
後
の
二
オ
ク
タ
ー
ヴ
の
下
降
音
階

は
、
フ
ル
リ
が
酔
っ
払
っ
て
階
段
か
ら
落
ち
て
亡
く

な
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。

❖
12 

譜
例
13
で
は
ス
ラ
ー
の
よ
う
な
記
号
に
よ
っ
て

複
数
の
音
を
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
し
て
い
る
。
横
に
複
数
の

短
い
ス
ラ
ー
を
出
す
音
符
の
箇
所
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
音

が
あ
る
一
つ
の
和
音
の
構
成
音
で
あ
り
、
ま
た
音
を
若

干
残
す
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
た
下
か
ら
上
に
伸
び
る

線
は
、
そ
れ
が
一
つ
の
和
音
の
ま
と
ま
り
で
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
次
の
和
音
に
対
す
る
区
切
り
を
示
し
て
い
る
。

な
お
和
音
と
和
音
の
あ
い
だ
を
装
飾
的
に
埋
め
る
経
過

音
に
は
こ
の
弓
な
り
の
線
は
付
か
な
い
。

❖
13 

パ
リ
の
マ
レ
地
区
に
あ
る
サ
ン
＝
ジ
ェ
ル
ヴ
ェ

教
会
の
オ
ル
ガ
ン
奏
者
を
代
々
務
め
、
数
多
く
の
音
楽

家
を
輩
出
し
た
ク
ー
プ
ラ
ン
一
族
の
メ
ン
バ
ー
。
Ｆ
・ 

ク
ー
プ
ラ
ン
は
、
ル
イ
十
四
世
の
も
と
で
一
六
九
三
年

に
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
礼
拝
堂
付
き
オ
ル
ガ
ン
奏
者
に
、

続
く
十
五
世
の
治
世
下
に
お
い
て
も
鍵
盤
楽
器
奏
者
を

務
め
た
。

❖
14 

デ
ィ
ジ
ョ
ン
出
身
の
作
曲
家
、
理
論
家
。
ク
レ

ル
モ
ン
＝
フ
ェ
ラ
ン
、
リ
ヨ
ン
、
デ
ィ
ジ
ョ
ン
な
ど
で

オ
ル
ガ
ン
奏
者
を
務
め
、
一
七
二
三
年
以
降
は
強
力
な

庇
護
者
を
得
て
パ
リ
に
定
住
し
た
。

❖
15 

マ
ー
ル
プ
ル
ク
が「
演
奏
上
の
装
飾Spielm

a-
niere n

」
と
区
別
し
て
い
た
「
作
曲
上
の
装
飾

Setzm
anieren

」
と
い
う
概
念
で
は
、「setzen

」
と

い
う
動
詞
を
使
っ
て
い
た
が
、
こ
こ
に
は
「
作
曲
す

る
」「
曲
を
付
け
る
」
と
い
う
意
味
と
同
時
に
、「
固
定

す
る
」
と
か
紙
の
上
に
「
置
く
」
意
味
も
同
時
に
想
起

さ
れ
る
（M

arpurg 1755: 36ff

）。
ダ
ウ
べ
も
「
小

さ
い
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
」
を
完
成
さ
せ
る
た
め
の
手
順

の
最
初
に
、「
始
め
の
基
本
の
音
の
和
音
を
紙
の
上
に

書
きsetze auf ein Papier

」
と
し
て
い
る
（D

aube 
1756: 187

）。
そ
し
てspielen

とsetzen

の
間
に

あ
る
の
が
、
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
と
言
え
る
。
本
来
プ
レ

リ
ュ
ー
ド
は
、
単
な
る
指
に
記
憶
さ
せ
る
和
音
の
進
行

と
も
異
な
る
が
、
紙
に
書
か
れ
な
い
こ
と
で
、
作
曲
の

前
段
階
で
あ
っ
た
。
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ichael Praetorius. 

W
olln

y, Peter ed. 2006. T
occaten, Suiten, L

am
enti: D

ie H
and -

schrift SA
 4450 der Sing-A

kadem
ie zu B

erlin, Faksim
ile und 

Ü
bertragung. K

assel: B
ärenreiter.
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は
じ
め
に

本
研
究
は
、
ト
ル
コ
の
ア
レ
ヴ
ィ
ー
と
呼
ば
れ
る
人
々
の
集
団

と
し
て
の
記
憶
の
方
法
を
、
彼
ら
が
宗
教
儀
礼
で
実
践
し
て
き
た

身
体
技
法
セ
マ
ー
の
現
在
の
在
り
方
か
ら
検
討
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
基
本
的
に
自
ら
の
表
現
文
化
を
記
録
、
継

承
し
て
い
く
際
に
記
譜
と
い
う
方
法
を
用
い
な
い
人
々
が
ど
の
よ

う
に
当
該
社
会
、
お
よ
び
人
々
の
記
憶
に
そ
れ
ら
を
刻
ん
で
い
る

の
か
を
、
こ
れ
ま
で
の
筆
者
自
身
の
研
究
か
ら
検
討
し
て
み
た
い
。

ア
レ
ヴ
ィ
ー
た
ち
は
、
記
譜
や
舞
踊
譜
と
い
う
具
体
的
な
方
法
で

は
自
分
た
ち
の
表
現
文
化
を
記
録
し
て
い
な
い
が
、
無
意
識
の
う

身
体
に
刻
ま
れ
た
記
憶
の
記
録 
米
山
知
子　
　

│
ト
ル
コ
・
ア
レ
ヴ
ィ
ー
の
身
体
技
法
セ
マ
ー
と
そ
の
実
践
の
場
か
ら

ち
に
他
の
様
々
な
抽
象
的
事
物
を
用
い
る
こ
と
で
、
そ
の
時
の
彼

ら
の
考
え
る
ア
レ
ヴ
ィ
ー
の
世
界
観
を
含
ん
だ
表
現
文
化
を
当
該

社
会
に
記
録
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
る
。

ま
た
本
研
究
で
は
人
類
の
「
記
憶
」
を
身
体
の
記
譜
／
記
録
と

捉
え
、
記
憶
と
記
譜
／
記
録
を
便
宜
的
に
同
義
に
使
用
す
る
が
、

記
譜
／
記
録
と
は
意
識
的
に
そ
の
行
為
を
行
う
こ
と
で
あ
る
の
に

対
し
て
、
記
憶
は
一
概
に
そ
う
と
は
い
え
ず
、
無
意
識
の
う
ち
に

行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
今
後
さ
ら
な
る
検
討

が
必
要
で
あ
る
が
、
本
研
究
で
は
筆
者
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果

か
ら
そ
の
よ
う
に
記
譜
／
記
録
を
捉
え
、
論
を
進
め
て
い
く
。

ま
た
前
記
の
本
研
究
の
テ
ー
マ
は
、
文
化
人
類
学
は
じ
め
人
類

【
引
用
楽
譜
】

C
ouperin

, F
ran

çois. 1713. P
rem

ier L
ivre de P

ièces de C
lavecin. 

Paris: C
hez L’ A

uteur, Le Sieur Foucaut. 

C
ouperin, Louis. M

anuscrit B
auyn. c. 1690. [R

és. V
m

7 674-675]. 

B
ibliothèque nationale de France.

C
ou

perin
, L

ou
is. M

an
uscrit P

arville. c. 1670. [M
S 778; fu

ll 

n
um

ber U
S-B

E
M

 778]. U
n

iversity of C
aliforn

ia, B
erkeley, 

M
usic Library.

D
e L

a B
arre, Joseph

. M
a

n
u

scrit B
orel. c. 1

6
6

0. [M
S 1365]. 

U
niversity of C

alifornia, B
erkeley, M

usic Library.

F
roberger, Johan

n
 Jacob. L

ibro secondo (A
 1649 ). [A

-W
n

 M
us. 

H
s. 18706]. Ö

sterreichische N
ationalbibliothek. 

F
roberger, Johan

n
 Jacob. M

inoriten m
anuscript. c. 1709. [M

s. 

X
IV

 743]. M
inoritenkonvent W

ien, M
usika rchiv.

F
roberger, Johan

n
 Jacob. 2006. T

occaten, Suiten, L
am

enti: D
ie 

H
andschrift SA

 4450 der Sing-A
kadem

ie zu B
erlin, Faksim

ile 

und Ü
bertragung. Johann Jacob F

roberger; herausgegeben von 

Peter W
ollny und der Sing-A
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ie zu B

erlin (D
ocum

enta 

m
u

sicologica, 2. R
eih

e. H
an

dsch
riften

-Fak
sim

iles; 31 ). 

K
assel: B

ärenreiter. 

F
roberger, Johan

n
 Jacob. 2003. N

eue A
usgabe säm

tlicher W
erke 
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. -1. C

lavier - und O
rgelw

erke abschriftlicher Ü
berlieferung-
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eil 2. K
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R
am
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avec une m
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hez B
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（
最
終
ア
ク

セ
ス
：
二
〇
一
九
年
十
二
月
九
日
）
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に
か
か
わ
る
多
く
の
学
問
が
検
討
し
て
き
た
人
類
＝
身
体
と
記
憶

の
問
題
へ
と
つ
な
が
る
広
大
な
テ
ー
マ
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
以

下
の
限
定
的
な
視
点
か
ら
述
べ
る
に
と
ど
め
る
。

「
舞
踊
」
と
舞
踊
譜

身
体
動
作
を
あ
る
一
定
の
リ
ズ
ム
パ
タ
ー
ン
に
そ
っ
て
行
わ
れ

る
舞
踊
と
捉
え
、
身
体
と
記
譜
／
記
録
の
関
係
を
考
え
た
と
き
に

立
ち
現
れ
て
く
る
の
が
、「
舞
踊
譜
（
舞
踊
記
譜
法
）」
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
多
く
の
舞
踊
譜
が
生
み
出
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
は
研

究
分
野
に
よ
っ
て
大
き
く
以
下
の
二
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き

る
。一

つ
め
は
、
舞
踊
学
と
い
う
身
体
の
動
き
そ
の
も
の
に
着
目
し

た
研
究
分
野
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
て
き
た
舞
踊
譜
で
あ
る
。
舞

踊
譜
は
音
を
記
録
す
る
楽
譜
と
同
様
に
動
き
の
時
間
を
記
録
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
空
間
も
記
録
す
る
。
こ
こ
で
は
「
舞
踊
譜
に
す

る
」
と
い
う
こ
と
自
体
が
対
象
を
分
析
す
る
こ
と
に
な
る1

❖

。

二
つ
め
は
、
舞
踊
人
類
学
と
呼
ば
れ
る
、
舞
踊
を
人
類
学
的
な

視
点
で
研
究
す
る
分
野
で
制
作
さ
れ
る
舞
踊
譜
で
あ
る
。
前
述
の

舞
踊
学
的
舞
踊
譜
に
お
い
て
は
舞
踊
譜
作
成
そ
の
も
の
が
研
究
対

象
で
あ
り
、
踊
り
手
が
そ
の
舞
踊
譜
を
使
用
す
る
こ
と
が
前
提
で

あ
る
の
に
対
し
、
こ
こ
で
は
あ
く
ま
で
も
研
究
者
が
対
象
と
な
る

身
体
動
作
を
記
録
・
分
析
す
る
際
の
ツ
ー
ル
と
し
て
使
用
さ
れ
、

担
い
手
は
使
用
し
な
い
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
譜
面
化
＝
記
号
化

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
対
象
の
身
体
動
作
の
動
き
を
固
定
す
る
こ
と
、

対
象
と
す
る
動
き
を
選
定
す
る
こ
と
の
是
非
な
ど
、
舞
踊
譜
の
存

在
そ
の
も
の
を
忌
避
す
る
研
究
者
も
多
い
。

か
つ
て
筆
者
は
本
研
究
の
対
象
で
あ
る
ト
ル
コ
共
和
国
の
宗
教

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
が
実
践
す
る
儀
礼
に
お
け
る
セ
マ
ー
と
呼
ば

れ
る
身
体
動
作
（
舞
踊
）
を
分
析
（
記
録
）
す
る
際
に
、
動
き
を

全
身
（
人
型
）、
ス
テ
ッ
プ
（
足
の
軌
跡
）
と
リ
ズ
ム
パ
タ
ー
ン

で
表
示
し
た
独
自
の
舞
踊
譜
を
作
成
し
た
。
こ
れ
は
、
担
い
手
自

身
が
選
定
し
た
（
筆
者
に
提
示
し
た
）
動
き
を
舞
踊
譜
化
し
た
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
修
士
論
文
と
し
て
掲

載
す
る
際
に
、
審
査
員
の
セ
マ
ー
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
容
易
に

す
る
た
め
に
一
度
の
み
用
い
た
だ
け
で
あ
る
。

舞
踊
譜
は
舞
踊
の
歴
史
と
と
も
に
常
に
存
在
し
て
き
た
。
そ
れ

は
、
人
類
が
常
に
「
踊
り
」
と
さ
れ
る
動
き
に
魅
了
さ
れ
、
そ
れ

を
記
録
し
残
す
た
め
、
そ
し
て
他
の
人
々
へ
そ
れ
ら
を
伝
え
た
い

と
い
う
想
い
の
結
晶
で
あ
る
。

身
体
化 

／
身
体
へ
の
記
憶
と
文
化
人
類
学

次
に
記
譜
を
意
味
の
記
録
と
捉
え
、
筆
者
の
専
門
で
あ
る
文
化

人
類
学
、
特
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
の
か
か
わ
り
に
お
け
る
身
体

へ
の
／
に
よ
る
意
味
の
記
録
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
ご
く
簡

単
に
で
は
あ
る
が
み
て
み
る
。

文
化
人
類
学
に
お
い
て
身
体
は
意
味
を
生
み
出
す
人
類
の
器
で

し
か
な
く
、
一
九
八
〇
年
代
前
後
に
な
っ
て
よ
う
や
く
身
体
そ
の

も
の
の
存
在
の
意
味
・
価
値
を
見
出
す
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

そ
の
源
流
は
メ
ル
ロ
ー
＝
ポ
ン
テ
ィ
の
「
実
存
の
運
動
は
偶
然
的

な
所
与
と
し
て
の
身
体
を
人
間
と
し
て
の
存
在
仕
方
に
お
い
て
必

然
と
し
て
引
き
受
け
る2

❖

」
と
い
う
言
葉
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
生

身
の
身
体
の
経
験
を
通
し
て
人
類
は
様
々
な
意
味
、
表
象
を
生
み

出
す
よ
う
に
な
る
と
解
釈
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
身

体
化
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
認
知
科
学
や
現
象
学
的
視
点
か
ら
身

体
に
根
差
し
た
経
験
を
ど
の
よ
う
に
語
る
か
、
身
体
経
験
に
よ
る

隠
喩
使
用
な
ど
が
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
人
類

学
、
社
会
学
に
と
っ
て
重
要
な
ブ
ル
デ
ュ
ー
の
「
ハ
ビ
ト
ゥ
ス3

❖

」、

モ
ー
ス
の
「
身
体
技
法4

❖

」
と
い
う
概
念
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
に
な
る
と
、
主

に
ア
ー
ト
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
関
わ
る
分
野
に
お
い
て
、
モ
ノ

と
身
体
に
よ
る
出
来
事
の
想
起
、
つ
ま
り
身
体
の
み
な
ら
ず
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
取
り
巻
く
モ
ノ
に
も
着
目
し
た
ア
ク
タ
ー
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
理
論

5

❖

が
誕
生
し
、
さ
ら
に
ジ
ェ
ル
に
よ
る
エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
と
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
（
心
の
動
き
や
意
思
に
よ
っ
て
周
囲
に
出

来
事
を
引
き
起
こ
す
人
や
モ
ノ
）
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た6

❖

。
ま
た
、
筆
者
も
同
様
に
、
モ
ノ
と
身
体
が
共
同
で
、

そ
し
て
相
互
作
用
的
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
お
よ
び
担
い
手
（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
の
過
去
の
記
憶
を
想
起
し
再
記
録
す
る
と
い
う
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
実
践
の
場
理
論
を
提
唱
し
た7

❖

。
様
々
な
エ
ー
ジ
ェ

ン
シ
ー
が
共
存
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
時
代
に
合
わ
せ
た
「
記
憶
」

が
人
々
に
想
起
さ
れ
、
再
び
記
録
さ
れ
る
と
い
う
、
モ
ノ
と
身
体

を
介
し
た
記
憶
の
方
法
を
提
示
し
た
。
こ
う
し
て
人
類
学
に
お
い

て
も
身
体
（
化
）
と
い
う
側
面
か
ら
主
に
過
去
の
記
憶
を
記
録
す

る
理
論
が
展
開
さ
れ
た
。

次
項
以
降
に
お
い
て
、
筆
者
の
研
究
対
象
で
あ
る
ト
ル
コ
共
和

国
の
宗
教
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
、
ア
レ
ヴ
ィ
ー
の
身
体
技
法
セ

マ
ー
を
例
に
、
そ
の
よ
う
な
人
類
学
に
お
け
る
身
体
化
の
視
点
か

ら
一
つ
の
集
団
が
自
ら
の
世
界
観
の
記
憶
を
一
般
社
会
に
残
し
て

い
く
様
を
検
討
し
て
み
る
。
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ア
レ
ヴ
ィ
ー
と
身
体
技
法
セ
マ
ー

ま
ず
本
研
究
の
対
象
で
あ
る
ア
レ
ヴ
ィ
ー
と
彼
ら
の
身
体
技
法

セ
マ
ー
に
つ
い
て
の
概
要
を
述
べ
る
。

ア
レ
ヴ
ィ
ー
と
は
、
文
字
通
り
に
は
イ
ス
ラ
ー
ム
の
第
四
代
イ

マ
ー
ム
、
シ
ー
ア
派
初
代
カ
リ
フ
・
ア
リ
ー
を
信
奉
す
る
人
々
と

い
う
意
味
で
あ
る
。
現
在
で
は
ト
ル
コ
共
和
国
（
以
下
ト
ル
コ
）

に
多
く
居
住
し
て
い
る
が
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
時
代
に
は
そ
の
支
配

地
域
、
特
に
ブ
ル
ガ
リ
ア
に
非
常
に
近
い
信
仰
を
も
っ
た
人
々
が

住
ん
で
い
た
。
ト
ル
コ
は
イ
ス
ラ
ー
ム
教
の
多
数
派
で
あ
る
ス
ン

ニ
ー
派
が
大
多
数
を
占
め
る
た
め
、
ア
レ
ヴ
ィ
ー
は
宗
教
的8

❖

マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
ー
と
さ
れ
る
。

ア
レ
ヴ
ィ
ー
は
毎
週
「
ジ
ェ
ム
」
と
呼
ば
れ
る
儀
礼
を
行
う

﹇
図
1
﹈。
か
つ
て
木
曜
日
の
夜
か
ら
金
曜
日
に
か
け
て
行
わ
れ
て

い
た
ジ
ェ
ム
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
ト
ル
コ
の
都
市
化
を
経
て

多
く
の
ア
レ
ヴ
ィ
ー
が
都
市
へ
居
住
し
た
現
在
、
そ
こ
で
の
生
活

様
式
に
倣
い
毎
週
末
の
午
後
に
三
、四
時
間
に
短
縮
さ
れ
て
行
わ

れ
て
い
る
。
身
体
技
法
セ
マ
ー
は
、
主
に
「
十
二
の
奉
仕
」
と
呼

ば
れ
る
十
二
の
部
分
か
ら
成
る
ジ
ェ
ム
の
中
で
唯
一
、
信
じ
る
神

と
一
体
と
な
れ
る
方
法
（
部
分
）
と
さ
れ
る
。
ア
レ
ヴ
ィ
ー
は
ト

ル
コ
国
内
に
広
く
居
住
し
て
い
た
た
め
、
セ
マ
ー
は
地
方
に
よ
っ

て
異
な
る
振
り
を
持
つ
。
ジ
ェ
ム
は
男
女
一
緒
に
行
わ
れ
る
た
め
、

セ
マ
ー
も
男
女
一
緒
に
実
践
さ
れ
る
。
三
味
線
に
よ
く
似
た
ト
ル

コ
特
有
の
弦
楽
器
バ
ー
ラ
マ
と
聖
者
の
詩
を
伴
奏
に
一
定
の
リ
ズ

ム
パ
タ
ー
ン
に
合
わ
せ
た
動
作
で
実
践
さ
れ
る
セ
マ
ー
は
、
外
部

［図1］ 儀礼ジェムにおけるセマー（筆者撮影）

の
者
か
ら
す
る
と
一
見
「
舞
踊
」
と
見
紛
う
が
、
担
い
手
で
あ
る

ア
レ
ヴ
ィ
ー
は
セ
マ
ー
を
決
し
て
舞
踊

9

❖

と
は
言
わ
ず
、「
神
へ
の

愛
の
表
わ
れ
」
と
言
う
。
そ
の
た
め
、
筆
者
も
セ
マ
ー
を
決
し
て

舞
踊
（
ダ
ン
ス
）
と
は
呼
ば
ず
、
ア
レ
ヴ
ィ
ー
の
長
い
歴
史
の
記

憶
を
宿
し
た
も
の
と
し
て
、
つ
ま
り
ア
レ
ヴ
ィ
ー
の
世
界
観
の
具

現
化
を
意
味
す
る
「
身
体
技
法
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
し
た
。

一
九
九
〇
年
代
以
降
、
ト
ル
コ
社
会
の
変
化
に
よ
っ
て
ア
レ

ヴ
ィ
ー
の
立
場
が
変
化
す
る
と
、
ア
レ
ヴ
ィ
ー
内
外
の
研
究
者
に

よ
っ
て
ア
レ
ヴ
ィ
ー
、
お
よ
び
セ
マ
ー
に
関
す
る
研
究
が
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
セ
マ
ー
も
ジ
ェ
ム
以
外
の
場
に
登
場
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
っ
た
。

次
に
、
現
在
の
身
体
技
法
セ
マ
ー
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
ト
ル

コ
社
会
に
記
憶
さ
れ
て
い
る
か
を
み
る
た
め
に
、
セ
マ
ー
が
実
践

さ
れ
る
場
を
具
体
的
に
検
討
す
る
。

セ
マ
ー
実
践
の
場
の
多
様
化

ト
ル
コ
は
一
九
五
〇
年
代
以
降
、
世
界
情
勢
の
影
響
を
受
け
都

市
で
の
工
場
建
設
が
進
み
、
地
方
の
農
業
に
お
け
る
機
械
化
に
よ

り
職
に
あ
ぶ
れ
た
多
く
の
人
々
が
都
市
へ
労
働
者
と
し
て
移
動
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
地
方
に
多
く
居
住
し
て
い
た
ア
レ
ヴ
ィ
ー
も

例
外
で
は
な
く
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
な
ど
の
大
都
市
へ
と
職
を
求
め

て
移
住
し
た
。
移
住
先
で
彼
ら
は
相
互
扶
助
を
目
的
と
し
た
ア
レ

ヴ
ィ
ー
文
化
協
会
を
設
立
し
た
。
二
〇
〇
〇
年
代
に
は
三
十
近
い

協
会
が
設
立
さ
れ
、
そ
こ
で
は
様
々
な
文
化
活
動
が
行
わ
れ
て
い

る
。
そ
の
重
要
な
活
動
の
一
つ
と
し
て
セ
マ
ー
教
室
が
あ
る
が
、

協
会
内
の
人
々
の
軋
轢
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
る
な
ど
困
難
な
状
況
に

置
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ジ
ェ
ム
以
外
で
の
実
践
が
厳
し
く
禁
止

さ
れ
て
い
た
セ
マ
ー
で
あ
っ
た
た
め
、
教
室
が
開
催
さ
れ
る
ま
で

に
は
二
十
年
と
い
う
長
い
月
日
が
必
要
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
九
十
年
代
以
降
、
ト
ル
コ
政
府
が
E  

U
加
盟
を
意
識
し
、

国
内
の
様
々
な
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
と
さ
れ
る
人
々
の
権
利
、
存
在

を
認
め
る
政
策
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
ア
レ

ヴ
ィ
ー
の
存
在
も
広
く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ア
レ
ヴ
ィ
ー

自
身
も
自
ら
の
権
利
を
主
張
す
る
動
き
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。
そ
の
中
で
セ
マ
ー
は
ア
レ
ヴ
ィ
ー
を
象
徴
す
る
「
文

化
」
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ジ
ェ
ム
や
セ
マ
ー
教
室

と
い
う
ア
レ
ヴ
ィ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
だ
け
で
は
な
く
、
一

般
ト
ル
コ
社
会
へ
と
実
践
の
場
を
広
げ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

現
在
、
セ
マ
ー
実
践
の
場
は
次
の
五
つ
に
み
ら
れ
る
。
ま
ず
こ

音と身体の記譜研究
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れ
ま
で
の
よ
う
に
儀
礼
ジ
ェ
ム
で
の
実
践
で
あ
る
。
元
来
セ
マ
ー

は
老
若
男
女
す
べ
て
の
ア
レ
ヴ
ィ
ー
に
よ
っ
て
実
践
さ
れ
て
き
た

が
、
都
市
の
協
会
で
の
ジ
ェ
ム
で
は
多
く
の
変
化
が
み
ら
れ
、
現

在
の
都
市
部
で
は
特
定
の
者
し
か
セ
マ
ー
を
行
わ
ず
、
セ
マ
ー
を

全
く
知
ら
な
い
者
な
ど
多
数
存
在
す
る
。
こ
れ
ま
で
ア
レ
ヴ
ィ
ー

に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
「
身
近
な
」
存
在
で
あ
っ
た
ジ
ェ
ム
、

そ
し
て
セ
マ
ー
は
、
都
市
の
様
々
な
文
化
背
景
を
背
負
っ
た
人
々

の
中
で
生
き
る
ア
レ
ヴ
ィ
ー
に
と
っ
て
は
、「
遠
い
」
存
在
と
し

て
改
め
て
学
ぶ
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
ジ
ェ
ム
は
デ
デ
と
呼
ば
れ

る
長
老
に
よ
り
音
楽
の
調
べ
に
の
り
進
め
ら
れ
、
ア
レ
ヴ
ィ
ー
が

長
い
歴
史
の
中
で
築
い
て
き
た
と
さ
れ
る
様
々
な
行
為
が
実
践
さ

れ
る
。
こ
れ
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ス
ン
ニ
ー
派
と
と
も

に
都
市
で
生
き
る
人
々
は
ア
レ
ヴ
ィ
ー
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
再
認
識
す
る
。

次
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
前
述
の
セ
マ
ー
教
室
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

都
市
の
協
会
が
一
九
六
〇
年
代
に
設
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
後
、

一
九
八
〇
年
代
後
半
に
な
っ
て
初
め
て
誕
生
し
た
場
で
あ
る
。
ア

レ
ヴ
ィ
ー
文
化
を
知
ら
な
い
若
者
に
ア
レ
ヴ
ィ
ー
の
「
伝
統
」
を

教
授
す
る
場
と
し
て
、
身
体
技
法
セ
マ
ー
以
外
に
も
様
々
な
知
識

が
年
長
者
か
ら
伝
え
ら
れ
る
。
こ
こ
は
現
在
の
都
市
の
協
会
が
考

え
る
「
ア
レ
ヴ
ィ
ー
」
が
生
産
さ
れ
る
場
で
も
あ
る
﹇
図
2
﹈。

教
室
が
誕
生
し
、
前
述
の
よ
う
な
ト
ル
コ
社
会
の
変
化
を
経
る

こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
の
が
公
演
（
ス
テ
ー
ジ
）
の
場
で
あ
る
。

ア
レ
ヴ
ィ
ー
内
外
か
ら
の
要
請
に
よ
り
教
室
か
ら
平
均
十
二
人
の

メ
ン
バ
ー
が
選
出
さ
れ
、
ア
ナ
ト
リ
ア
特
有
の
衣
装
を
身
に
着
け

て
観
客
に
洗
練
さ
れ
た
振
り
を
み
せ
、
観
客
は
拍
手
で
称
え
る
。

ま
た
こ
こ
で
は
ア
レ
ヴ
ィ
ー
の
世
界
観
を
、
そ
れ
を
知
ら
な
い
観

客
に
伝
え
る
た
め
に
様
々
な
演
出
が
な
さ
れ
る
。
場
合
に
よ
っ
て

セ
マ
ー
は
「
ア
レ
ヴ
ィ
ー
の
信
仰
心
の
表
わ
れ
」
と
紹
介
さ
れ
、

決
し
て
「
オ
ユ
ン
（
舞
踊
）」
で
は
な
い
こ
と
が
伝
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
広
範
囲
の
「
観
客
」
に
セ
マ
ー
が
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
が
、
テ
レ
ビ
番
組
へ
の
出
演
、
Ｖ
Ｃ
Ｄ
（
ビ
デ
オ
Ｃ

Ｄ
）
へ
の
収
録
と
そ
の
販
売
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
配
信
な
ど
、「
商
品
」
と
し
て
流
通
に
の
り
、
時
間
や
場

所
を
選
ば
ず
に
セ
マ
ー
を
鑑
賞
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
メ
デ
ィ
ア

で
の
実
践
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
特
に
映
像
作
品
に
お
け
る
セ

マ
ー
で
は
製
作
者
の
意
図
に
そ
っ
た
様
々
な
演
出
が
な
さ
れ
て
い

る
。
ア
レ
ヴ
ィ
ー
性
を
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
的
に
伝
達
す
る
こ
と
が
で

き
る
場
と
し
て
、
賛
否
両
論
は
あ
る
が
現
在
で
は
最
も
重
要
な
セ

マ
ー
実
践
の
場
の
一
つ
と
な
っ
て
お
り
、
ア
レ
ヴ
ィ
ー
内
外
の
不

［図2］ 協会設立イベントでのセマー
後方には初代大統領アタチュルクや聖者の肖像画が見える。（筆者撮影）

な
い
。
こ
の
よ
う
な
場
で
セ
マ
ー
を
実
践
す
る
ア
レ
ヴ
ィ
ー
は

口
々
に
「
本
当
は
い
け
な
い
の
だ
け
ど
」
と
言
う
。
し
か
し
、
元

来
「
踊
る
こ
と
」
が
好
き
な
ト
ル
コ
人

10

❖

で
も
あ
る
た
め
、
何
か
イ

ベ
ン
ト
の
時
（
結
婚
式
な
ど
）、
そ
う
で
な
く
て
も
単
に
人
（
ア

レ
ヴ
ィ
ー
）
が
集
ま
っ
た
時
に
セ
マ
ー
が
実
践
さ
れ
る
。
時
代
を

経
て
こ
れ
ま
で
の
価
値
観
が
変
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
絶
対
的

な
セ
マ
ー
実
践
の
場
へ
の
観
念
も
変
化
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
セ
マ
ー
実
践
の
場
を
五
つ
に
分
け
て
み
て
き
た
が
、
そ

こ
で
は
身
体
技
法
セ
マ
ー
の
み
な
ら
ず
、
様
々
な
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が

配
置
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
レ
ヴ
ィ
ー
性
を
象
徴
す
る
も
の
と

し
て
セ
マ
ー
を
そ
の
場
に
い
る
人
々
の
記
憶
の
中
に
残
し
て
い
る
。

現
代
の
様
々
な
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
よ
る

ア
レ
ヴ
ィ
ー
世
界
観
の
記
録
と
記
憶

で
は
次
に
、
ど
の
よ
う
に
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
配
置
さ
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
人
々
の
記
憶
に
セ
マ
ー
、
そ
し
て
ア
レ
ヴ
ィ
ー
の
世
界

観
が
記
録
さ
れ
て
い
く
の
か
を
具
体
的
に
み
て
み
よ
う
。

最
も
基
本
的
で
重
要
な
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
身
体
技
法
セ
マ
ー
の

存
在
で
あ
る
。
そ
れ
は
生
身
の
セ
マ
ー
チ
ュ
（
セ
マ
ー
の
担
い

特
定
多
数
の
人
々
の
記
憶
に
セ
マ
ー
が
残
る
た
め
の
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。

最
後
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
個
人
で
の
実
践
で
あ
る
。
前
述
の

通
り
ジ
ェ
ム
以
外
で
の
実
践
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
セ
マ
ー
は
、
当

然
個
人
が
自
宅
で
好
き
な
時
に
行
う
こ
と
も
良
し
と
は
さ
れ
て
い

音と身体の記譜研究
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手
）
の
存
在
の
有
無
と
は
関
係
な
い
。「
商
品
」
と
し
て
映
像
化

さ
れ
た
セ
マ
ー
を
み
る
場
合
、
画
面
に
映
っ
た
セ
マ
ー
は
生
身
の

身
体
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
同
様
に
、
セ
マ
ー
公
演
に
つ
い
て

書
か
れ
た
新
聞
や
雑
誌
の
記
事
、
セ
マ
ー
に
関
す
る
書
籍
で
も
身

体
は
な
い
が
、
セ
マ
ー
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
現
在
の
ト
ル
コ
社
会
に
お
け
る
ア
レ
ヴ
ィ
ー
に
と
っ
て
、

映
像
や
情
報
を
通
し
て
人
々
の
記
憶
の
隙
間
へ
「
セ
マ
ー
」
と
い

う
存
在
が
入
り
込
む
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

前
項
で
み
て
き
た
よ
う
に
セ
マ
ー
実
践
の
場
に
は
近
代
に
な
り

五
つ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
が
誕
生
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
同
じ

コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
も
趣
旨
に
よ
っ
て
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
変
化
す

る
。
例
え
ば
儀
礼
ジ
ェ
ム
に
お
い
て
は
、
ト
ル
コ
民
族
が
中
央
ア

ジ
ア
に
い
た
こ
ろ
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
わ
れ
る
ア
レ

ヴ
ィ
ー
の
歴
史
を
想
起
さ
せ
る
道
具
や
行
為
が
多
く
ち
り
ば
め
ら

れ
て
い
る
。
箒
や
聖
水
は
そ
の
場
を
清
め
る
。
ま
た
、
聖
水
は
ア

レ
ヴ
ィ
ー
と
い
う
名
の
由
来
と
な
り
イ
ス
ラ
ー
ム
（
特
に
シ
ー
ア

派
）
の
歴
史
上
重
要
な
出
来
事
と
さ
れ
る
ア
リ
ー
の
息
子
フ
セ
イ

ン
の
殉
教
の
際
の
涙
を
表
す
。
彼
を
追
悼
す
る
た
め
に
儀
礼
参
加

者
は
殉
教
の
様
子
を
歌
っ
た
詩
を
の
せ
た
音
楽
と
と
も
に
涙
を
流

し
、
最
後
の
セ
マ
ー
実
践
に
よ
っ
て
最
高
の
瞬
間
（
信
じ
る
神
と

の
合
一
）
を
迎
え
る
。
ジ
ェ
ム
や
公
演
で
は
ト
ル
コ
共
和
国
初
代

大
統
領
ケ
マ
ル
・
ア
タ
チ
ュ
ル
ク
の
肖
像
画
が
壁
に
掛
け
ら
れ
る
。

ア
タ
チ
ュ
ル
ク
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
崩
壊
と
ト
ル
コ
共
和
国
建
国

時
に
世
俗
化
を
謳
い
、
そ
れ
ま
で
の
ス
ン
ニ
ー
派
主
導
の
宗
教
的

世
界
か
ら
非
宗
教
的
で
公
平
な
世
界
を
も
た
ら
し
た
と
し
て
、
ア

レ
ヴ
ィ
ー
か
ら
絶
大
な
支
持
を
得
て
い
る
。
公
演
に
よ
っ
て
は
ア

レ
ヴ
ィ
ー
が
信
奉
す
る
聖
者
の
肖
像
画
も
加
え
ら
れ
る
。
聖
者
の

肖
像
画
は
宗
教
的
意
味
を
も
た
ら
す
と
し
て
、
世
俗
化
を
謳
う
ト

ル
コ
に
お
い
て
公
で
は
あ
ま
り
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
ア
レ

ヴ
ィ
ー
文
化
協
会
の
設
立
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
み
で
、
ア
レ
ヴ
ィ
ー

の
信
仰
（
ア
レ
ヴ
ィ
ー
性
）
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
る
。
他
に
二
〇
〇
四
年
の
ア
メ
リ
カ
の
イ
ラ
ク
侵
攻
時
に
平

和
を
謳
っ
た
セ
マ
ー
・
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
平
和
の
象
徴
で
あ
る
鳩

を
使
用
し
た
。
セ
マ
ー
チ
ュ
が
鳩
を
胸
に
隠
し
ス
テ
ー
ジ
に
上
が

り
、
司
会
者
の
合
図
と
バ
ー
ラ
マ
の
演
奏
の
開
始
と
と
も
に
鳩
を

胸
か
ら
放
つ
。
そ
の
後
、
い
く
つ
か
の
ア
レ
ヴ
ィ
ー
文
化
協
会
付

属
セ
マ
ー
・
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
セ
マ
ー
が
次
々
と
実
践
さ
れ
た
。

こ
こ
で
は
さ
ら
に
、「
来
た
れ
同
士
よ
一
つ
に
な
ろ
う
！

G
elin 

C
anlar B

ir O
larim

!

」
と
い
う
ア
レ
ヴ
ィ
ー
の
信
仰
形
成
へ
多

大
な
影
響
を
与
え
た
十
三
世
紀
の
神
秘
主
義
者
の
言
葉
を
掲
げ
、

分
裂
し
つ
つ
あ
る
世
界
情
勢
の
危
機
を
憂
い
た
。

ま
と
め

そ
れ
ぞ
れ
の
実
践
の
場
は
相
互
に
影
響
を
与
え
合
い
な
が
ら
ア

レ
ヴ
ィ
ー
の
空
間
と
し
て
ト
ル
コ
社
会
、
そ
し
て
現
在
で
は
世
界

に
開
か
れ
て
存
在
し
て
い
る
。
ほ
ん
の
一
例
で
は
あ
っ
た
が
そ
れ

ら
は
前
項
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
い
く
つ
も
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が

配
置
さ
れ
繰
り
返
し
実
践
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
様
々
な
文
化

的
背
景
を
も
つ
人
々
が
共
存
す
る
都
市
の
中
で
ア
レ
ヴ
ィ
ー
世
界

と
し
て
成
り
立
ち
人
々
の
記
憶
に
残
っ
て
い
く
、
つ
ま
り
当
該
社

会
に
記
録
さ
れ
て
い
く
。

し
か
し
、
セ
マ
ー
を
儀
礼
か
ら
切
り
取
り
公
演
な
ど
他
の
文
脈

で
実
践
す
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
の
ア
レ
ヴ
ィ
ー
の
価
値
観
か
ら
外

れ
る
も
の
で
あ
り
、
ア
レ
ヴ
ィ
ー
自
身
「
本
来
は
違
う
の
だ
け

ど
」「
こ
れ
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
」
と
口
々
に
言
う
。
み
て
き
た

よ
う
に
ア
レ
ヴ
ィ
ー
は
様
々
な
経
緯
か
ら
「
本
来
の
ア
レ
ヴ
ィ
ー

の
姿
」
と
は
異
な
る
現
在
の
自
分
た
ち
の
姿
を
誕
生
さ
せ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
彼
ら
は
そ
の
よ
う
な
矛
盾
に
折
り
合
い
を
つ
け
る
た

め
、
そ
れ
を
補
う
も
の
と
し
て
、
そ
の
時
々
の
状
況
に
合
わ
せ

様
々
な
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
宗
教
的
営
為
と
し
て
無
意
識
に
実
践
の

場
に
配
置
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
身
体
技
法
セ
マ
ー
を

は
じ
め
と
し
た
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
は
具
体
的
な
記
録
と
し
て
残
さ
れ

る
も
の
で
は
な
く
、
彼
ら
は
意
識
的
な
行
為
と
し
て
の
記
録
の
必

要
性
も
感
じ
て
い
な
い
。

上
記
か
ら
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
実
践
の
記
譜
（
記
録
）
と
い
う
視

点
で
ト
ル
コ
の
都
市
の
ア
レ
ヴ
ィ
ー
の
身
体
技
法
セ
マ
ー
の
在

り
方
を
み
た
と
き
、
セ
マ
ー
と
同
様
に
儀
礼
の
中
で
歌
わ
れ
る

歌
（
歌
詞
）
は
西
洋
音
楽
の
導
入
と
と
も
に
国
の
政
策
も
手
伝
っ

て
五
線
譜
化
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
セ
マ
ー
は
や
は
り

身
体
動
作
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
舞
踊
譜
が
一
般
的
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
身
体
技
法
セ
マ
ー

は
た
と
え
表
面
的
に
は
儀
礼
か
ら
切
り
離
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る

と
し
て
も
、
ア
レ
ヴ
ィ
ー
の
セ
マ
ー
に
対
す
る
意
識
（
神
へ
の
愛

の
表
わ
れ
）
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
他
の
ア
レ
ヴ
ィ
ー
世
界
観
を

構
成
す
る
要
素
（
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
）
と
一
体
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

そ
れ
の
み
を
「
記
録
（
譜
面
）」
と
い
う
具
体
的
な
記
号
と
し
て

異
物
化
す
る
こ
と
に
必
要
性
を
感
じ
ず
、
無
意
識
に
抵
抗
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。

以
上
は
あ
く
ま
で
も
推
測
の
域
を
で
な
い
た
め
、
今
後
儀
礼
に

音と身体の記譜研究
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注

❖
1 

中
村
（
二
〇
〇
二
）。

❖
2 

メ
ル
ロ
ー
＝
ポ
ン
テ
ィ
（
一
九
七
四
）、
菅
原

（
二
〇
一
三
）
四
頁
。

❖
3 

あ
る
特
定
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
育
つ
こ
と
に

よ
っ
て
身
体
に
染
み
込
む
習
性
の
こ
と
。

❖
4 

身
体
を
道
具
と
し
て
と
ら
え
、
身
体
の
用
い
方

は
同
じ
も
の
が
対
象
で
も
、
時
代
、
文
化
に
よ
っ
て
変

化
す
る
。

❖
5 

ラ
ト
ゥ
ー
ル
（
二
〇
〇
七
）。

❖
6 

G
ell (1998 )

、
吉
田
（
二
〇
一
六
）。

❖
7 

米
山
（
二
〇
一
一
）。

❖
8 

ア
レ
ヴ
ィ
ー
は
「
宗
教
で
は
な
く
生
き
る
道

not religion but the w
ay of life

で
あ
る
」
と
言
う

ア
レ
ヴ
ィ
ー
も
多
い
。

❖
9 

ト
ル
コ
語
で
「
舞
踊
（
ダ
ン
ス
）」
に
あ
た
る

「
オ
ユ
ン
」
は
「
お
も
ち
ゃ
、
娯
楽
」
の
意
味
を
含
む

た
め
、
余
計
に
ア
レ
ヴ
ィ
ー
は
オ
ユ
ン
と
い
う
言
葉
に

対
し
忌
避
感
を
抱
く
と
思
わ
れ
る
。

❖
10 

ア
レ
ヴ
ィ
ー
に
は
ト
ル
コ
人
の
み
な
ら
ず
ク
ル

ド
人
も
存
在
す
る
た
め
、
ト
ル
コ
人
と
限
定
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
こ
こ
で
は
便
宜
上
ト
ル
コ
人
の
み
記

載
す
る
こ
と
と
す
る
。

お
け
る
音
楽
の
在
り
方
（
記
譜
と
継
承
方
法
、
お
よ
び
そ
れ
に
対

す
る
当
事
者
た
ち
の
意
識
）
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
身
体
技

法
セ
マ
ー
の
記
譜
／
記
録
に
関
す
る
特
異
性
を
明
ら
か
に
し
た
い

【
参
考
文
献
】

G
ell, A

lfred. 1998. A
rt and A

gency: A
n A

nthropological T
heory. 

O
xford: C

larendon Press.

菅
原
和
孝
編
（
二
〇
一
三
）『
身
体
化
の
人
類
学
―
認
知
・
記
憶
・
言
語
・

他
者
』
世
界
思
想
社
。

中
村
美
奈
子
（
二
〇
〇
二
）「
舞
踊
記
譜
法
―
用
途
、
歴
史
、
分
類
そ
し
て

応
用
」『
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
』（
二
号
）
八
九‒

一
〇
〇
頁
。

メ
ル
ロ
ー
＝
ポ
ン
テ
ィ
、
モ
ー
リ
ス
（
一
九
七
四
）『
知
覚
の
現
象
学
2
』

と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
と
同
時
に
そ
の
必
要
性
も
問
う
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

竹
内
芳
郎
ほ
か
訳
、
み
す
ず
書
房
。

モ
ー
ス
、
マ
ル
セ
ル
（
一
九
七
六
）『
社
会
学
と
人
類
学
2
』
有
地
亨
ほ
か

訳
、
弘
文
堂
。

吉
田
ゆ
か
子
（
二
〇
一
六
）『
バ
リ
島
仮
面
舞
踊
劇
の
人
類
学
―
人
と
モ
ノ

の
織
り
な
す
芸
能
』
風
響
社
。

米
山
知
子
（
二
〇
一
一
）『
回
る
ア
レ
ヴ
ィ
ー
―
ト
ル
コ
の
都
市
に
お
け
る

場
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
人
類
学
』
ス
タ
イ
ル
ノ
ー
ト
。

ラ
ト
ゥ
ー
ル
、
ブ
ル
ー
ノ
（
二
〇
〇
七
）『
科
学
論
の
実
在
―
パ
ン
ド
ラ
の

希
望
』
川
崎
勝
・
平
川
秀
幸
訳
、
産
業
図
書
。

東
南
ア
ジ
ア
大
陸
部
の
山
地
民
の
一
集
団
で
あ
る
ク
ル
ン
の
祈

祷
句
ボ
ボ
ン
を
題
材
に
、
声
・
言
葉
の
技
芸
的
な
用
い
ら
れ
方

1

❖

の

一
端
に
言
及
す
る
。
ク
ル
ン
は
オ
ー
ス
ト
ロ
ア
ジ
ア
語
族
の
ク
ル

ン
語
（
ブ
ラ
ウ
ク
ル
ン
語
）
を
母
語
と
す
る
人
々
で
あ
り
、
人
口

は
約
二
万
人
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
北
東
部
に
居
住
し
て
い
る
。
ク
ル
ン

が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
今
日
東
南
ア
ジ
ア
の
山
地
民
は
一
般
に

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
少
数
民
族
と
し
て
国
家
に
帰
属
し
て
い
る
。

1
．
祈
祷
句
ボ
ボ
ン

ボ
ボ
ン“ bə bon

2

❖”

は
、
祖
先
霊
や
精
霊
な
ど
へ
の
祈
祷
句
で

ク
ル
ン
の
ボ
ボ
ン
を
転
記
す
る 
井
上 
航　
　

あ
り
、
儀
礼
の
最
中
に
唱
え
ら
れ
る
。
通
常
の
発
話
と
は
明
ら
か

に
異
な
る
韻
律
を
も
ち
、
通
常
の
発
話
で
は
ほ
ぼ
み
ら
れ
な
い
語

彙
の
使
用
も
目
立
つ
。
声
・
言
葉
だ
け
で
な
く
、
立
つ
・
し
ゃ
が

む
な
ど
の
姿
勢
（
儀
礼
や
局
面
に
よ
り
異
な
る
）
で
合
掌
し
た
両

手
を
顔
の
前
で
振
り
つ
つ
唱
え
る
と
い
う
所
作
も
不
可
欠
で
あ
り
、

こ
れ
ら
を
合
わ
せ
て
霊
的
存
在
に
向
け
て
発
す
る
と
い
う
あ
り
方

が
内
面
化
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
固
定
し
た
文
言
を
暗
誦

す
る
の
で
は
な
く
、
場
に
臨
ん
で
言
葉
が
思
い
浮
か
ぶ
に
ま
か
せ

て
唱
え
ら
れ
る
。
各
人
の
心
情
的
機
微
や
即
興
的
表
現
が
入
り
込

む
余
地
が
あ
る
。
と
は
い
え
決
ま
り
文
句
の
類
い
は
多
く
、
そ
う

で
な
く
と
も
祈
る
べ
き
こ
と
は
儀
礼
的
に
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
て
い

音と身体の記譜研究
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る
の
で
、
儀
礼
ご
と
に
誰
も
が
似
通
っ
た
言
葉
を
唱
え
る
傾
向
が

著
し
い
。

［図1］畑でのボボン（2014年筆者撮影）

収
穫
後
に
唱
え
ら
れ
る
ボ
ボ
ン
の
例
を
み
て
い
く
。
ま
ず
、
実

際
に
唱
え
ら
れ
た
例
を
和
訳
し
掲
げ
る
（
筆
者
の
判
断
で
連
分
け

し
各
連
の
頭
に
番
号
を
付
し
た
。〔　

〕
は
直
前
の
語
句
の
注
釈
）。

1《
冒
頭
数
秒
の
文
言
デ
ー
タ
欠
落
（
録
音
不
備
に
よ
る
）》

ジ
ュ
ン
チ
ュ
ル
ー
〔
豊
穣
を
も
た
ら
す
祖
先
霊
〕、
畑
小
屋
の
床
下

に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

ジ
ュ
ン
チ
ュ
ル
ー
、
天
の
憐
み
を
く
だ
さ
い
。

ジ
ュ
ン
チ
ュ
ル
ー
、
父
祖
の
霊
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
食
べ
き
れ
な
い
ぐ
ら
い
く
だ
さ
い
。

稲
も
人
に
な
つ
き
ま
す
よ
う
に
。

夕
方
で
も
昼
間
で
も
、
今
日
の
人
の
ざ
わ
め
き
が
聴
こ
え
た
ら

酒
を
飲
み
に
来
て
く
だ
さ
い
。

オ
ス
豚
と
サ
ト
ー
ク
壺
〔
中
位
サ
イ
ズ
の
酒
壺
〕
が
あ
り
ま
す
。

私
が
皆
様
を
お
迎
え
い
た
し
ま
す
。

《
中
略
》

5私
は
道
を
下
っ
た
畑
小
屋
に
い
ま
す
。

そ
こ
で
こ
ん
な
ふ
う
に
一
緒
に
居
て
世
話
を
し
て
い
ま
す
〔
作

物
や
家
畜
な
ど
を
〕。

私
は
こ
こ
の
米
を
食
べ
ま
す
。

舌
に
な
じ
ま
ず
舌
が
ざ
ら
つ
き
ま
す
。

そ
れ
は
大
ト
カ
ゲ
の
ざ
ら
ざ
ら
の
肌
ぐ
ら
い
、
ざ
ら
ざ
ら
し
た

ク
オ
イ
の
蔓
ぐ
ら
い
で
す
〔
大
食
す
る
食
欲
が
な
い
と
い
う
慎
み
の

表
現
で
慈
悲
を
乞
う
〕。

6ジ
ュ
ン
チ
ュ
ル
ー
！

夕
方
で
も
昼
間
で
も
人
の
声
が
聴
こ
え
た
ら
お
い
で
く
だ
さ
い
。

道
で
も
ケ
モ
ノ
道
で
も
草
の
ト
ン
ネ
ル
で
も
ど
の
道
で
も
誘
わ

れ
る
ま
ま
に
。

足
の
裏
が
誘
わ
れ
る
ま
ま
に
お
い
で
く
だ
さ
い
、
足
の
甲
が
お

も
む
く
ま
ま
に
お
入
り
く
だ
さ
い
。

《
後
略
》

 

（
録
音
日 

二
〇
一
四
年
十
二
月
二
十
四
日
）

音と身体の記譜研究
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2
．
転
記
か
ら
表
現
を
探
る❖

❖

　 

前
掲
の
ボ
ボ
ン
は
、
祖
先
霊
・
精
霊
の
来
訪
を
乞
い
、
収
穫
の

お
礼
と
し
て
屠
ら
れ
た
豚
と
酒
を
勧
め
、
さ
ら
な
る
加
護
を
祈
願

し
て
い
る
。

一
語
一
語
を
単
調
か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
連
射
し
、
お
よ
そ
文

に
相
当
す
る
切
れ
目
に
大
げ
さ
な
ほ
ど
の
強
勢
の
突
出
と
ピ
ッ
チ

下
行
が
あ
る
こ
と
が
ボ
ボ
ン
の
韻
律
的
な
特
徴
で
あ
る
。
や
や
突

飛
だ
が
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
喩
え
る
と
わ
か
り
や
す
い
か
も
し

れ
な
い
。
ひ
と
し
き
り
の
語
の
連
射
は
相
手
ゴ
ー
ル
目
指
し
て
攻

め
上
が
る
ド
リ
ブ
ル
、
強
勢
突
出
は
力
強
い
シ
ュ
ー
ト
、
直
後
の

ピ
ッ
チ
下
行
は
ゴ
ー
ル
か
ら
ボ
ー
ル
が
落
下
す
る
の
を
大
き
く
息

を
つ
い
て
見
送
る
間
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
連
射
・
強
勢
突
出
・

ピ
ッ
チ
下
行
の
ま
と
ま
り
が
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
て
一
つ
の
ボ
ボ

ン
と
な
る4

❖

。

こ
こ
で
音
節
の
強
勢
の
度
合
い
を
、「
˟」：
極
弱
、「
*」：
弱
、

「
⁑
」：
強
、「
⁂
」：
極
強
の
四
段
階
で
表
示
す
る
こ
と
と
す
る
。

言
葉
の
音
はK

eller

（
二
〇
〇
一5

❖

）
に
も
と
づ
く
音
素
転
記
で
あ

る
。ド

リ
ブ
ル
と
形
容
し
た
拍
節
感
は
「
⁑
」
の
連
射
的
反
復
か
ら

来
て
お
り
、
こ
れ
を
一
拍
と
す
る
と
、
安
定
的
に
反
復
さ
れ
て
い

る
部
分
で
は
一
分
間
に
百
八
十
拍
ぐ
ら
い
の
テ
ン
ポ
で
あ
る
。
ク

ル
ン
語
の
一
般
的
発
話
は
弱
強
の
フ
ッ
ト
を
ゆ
る
や
か
に
形
成
す

る
。
ボ
ボ
ン
で
は
「
弱
強
弱
強
…
…
」
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
と

こ
ろ
も
あ
る
が
、「
強
、
強
、
強
…
…
」
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
と

こ
ろ
が
目
立
つ
。
一
般
的
発
話
に
お
け
る
強
勢
の
弱
い
音
節
を

「
*」
で
表
示
す
る
と
し
た
場
合
、
ボ
ボ
ン
で
は
そ
れ
ら
弱
め
の

音
節
全
般
が
さ
ら
に
著
し
く
弱
い
た
め
「
˟」
と
し
て
い
る
。
行

の
上
に
わ
た
し
た
線
は
高
い
ピ
ッ
チ
、
下
に
わ
た
し
た
線
は
低
い

ピ
ッ
チ
で
、
文
末
詞
と
し
た “hm

ɛɛ”

（
語
意
「
…
で
あ
る
こ
と

よ
」「
か
く
の
ご
と
し
」）
の
部
分
を
除
け
ば
ピ
ッ
チ
は
お
お
む
ね

不
変
で
あ
る
。
ピ
ッ
チ
差
は
一
般
的
発
話
の
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
そ
れ
と
変
わ
ら
な
い
が
、
ボ
ボ
ン
は
一
定
不
変
の
持
続
が
著
し

く
長
く
、
単
調
に
聞
こ
え
る
。
た
だ
し
、
特
有
の
強
や
極
強
の
語

気
ゆ
え
に
一
般
的
発
話
に
は
な
い
躍
動
感
が
全
体
に
感
じ
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
独
特
の
リ
ズ
ム
な
い
し
運
動
感
覚
は
、
一
語
一
語

の
語
意
、
音
象
徴
（
語
の
音
が
直
か
に
感
じ
さ
せ
る
意
味
・
イ

メ
ー
ジ6

❖

）、
修
辞
、
文
の
積
み
重
ね
、
声
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
性

と
有
機
的
に
関
係
し
な
が
ら
、
総
体
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
の
世
界

を
つ
く
り
あ
げ
て
い
る
。
前
掲
の
和
訳
の
第
五
連
か
ら
第
六
連
に

か
け
て
の
七
行
を
転
記
し
表
現
を
み
て
い
く
。

下
に
掲
げ
た
第
五
連
の
三
行
は
、
自
分
の
畑
の
米
を
食
べ
る

と
き
、
舌
か
ら
喉
へ
と
ス
ム
ー
ズ
に
運
ば
れ
な
い
（
恵
み
が
畏

れ
多
く
食
欲
が
わ
か
な
い
）
と
い
う
大
意
で
あ
る
が
、
そ
の
様

態
・
程
度
を
、
比
喩
と
音
象
徴
の
組
み
合
わ
せ
で
表
現
し
て
い
る
。

（5.4

）
の “ҫɡaʔ ҫɡuut”

（
シ
ガ
・
シ
グ
ー
ト
）、“ҫʔuut ҫʔaat”

（
シ
ウ
ー
ト
・
シ
ア
ー
ト
）
は
、
ど
ち
ら
も /ҫ / 

音
を
「
ざ
ら

ざ
ら
」
の
音
象
徴
と
す
る
擬
音
語
・
擬
態
語
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

「
ざ
ら
ざ
ら
」
が
ど
れ
ほ
ど
で
あ
る
か
を
、
大
ト
カ
ゲ
が
身
を
き

し
ら
せ
る
ほ
ど
の
、
ク
オ
イ
の
蔓
ほ
ど
の
と
比
喩
的
に
表
現
す
る

（5.5

）。
ど
ち
ら
も
ざ
ら
ざ
ら
の
皮
膚
や
表
皮
を
も
つ
具
象
で
あ

り
、
前
者
は
「
き
し
る
」
と
さ
れ
、
後
者
も
蔓
で
あ
る
こ
と
の
な

か
に
「
の
た
く
る
」
動
的
イ
メ
ー
ジ
が
含
ま
れ
る
。
ク
ル
ン
語
で

は
、
曲
が
る
力
動
感
を
内
包
す
る
語
に
二
重
母
音 /uə / 

が
含
ま

れ
る
こ
と
が
多
く
、
こ
の
音
を
含
む
「
大
ト
カ
ゲ
」「
き
し
る
」

「
ク
オ
イ
」
の
畳
み
か
け
も
ま
た
音
象
徴
的
で
あ
り
、
同
時
に
こ

れ
ら
は
韻
を
踏
ん
で
い
る
。
比
喩
と
音
象
徴
と
押
韻
の
併
用
が
イ

メ
ー
ジ
の
喚
起
力
を
高
め
て
い
る
。

それは大トカゲのざらざらの肌ぐらい、ざらざらしたクオイの蔓ぐらいです

˟⁑  ˟     ˟⁑ ˟⁑  ˟      ˟      ⁂   ⁑
ҫɡaʔ ʔbal trkuət trʔuət ʔbal lɔɔŋ kuəj hmɛɛ （5.5)

ざらつく ～位 大トカゲ きしる ～位 木   クオイ（蔓） 文末詞

˟⁑ ˟⁑  
 ˟    

  
˟⁂    ⁑

ҫɡaʔ ҫɡuut ҫʔuut ҫʔaat hmɛɛ  (5.4)　　　　

ざらざら ざらざら 文末詞 舌になじまず舌がざらつきます

⁑ ˟⁑ ⁑ ⁂   ⁑
ʔaj rncɔŋ cɛh tiʔ hmɛɛ  (5.3)

私 食べる 米 そこ 文末詞 私はここの米を食べます

音と身体の記譜研究
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˟⁑   ˟   ⁑   ⁑   ˟  ⁂    ⁑
ҫʔɔɔm tooj truuŋ ruuŋ tooj ɡlɨŋ hmɛɛ (6.3)

誘われ
赴く

[tə]
～側に

道 ケモノ
道

[tə]
～側に

草の
ﾄﾝﾈﾙ

文末詞

˟⁑   ˟  ⁑  ⁑   ˟ 
    
 ˟   ⁂    ⁑

ҫʔɔɔm tooj pɨt lɨt tooj kədoor hmɛɛ (6.4)

誘われ
赴く

[tə]
～側に

足の裏 入る [tə]
～側に

足の甲 文末詞

   ⁑   ⁑ ˟⁑  ⁑   ˟  ⁂   ⁑
ʔmbɨʔ doŋ təŋaj ɉoŋ wɛɛ rɛʔ hmɛɛ (6.2)

夕方 聴こえる 昼 皆様 行く 文末詞

夕方でも昼間でも人の声が聴こえたらおいでください

道でもケモノ道でも草のトンネルでも、どの道でも誘われるまま

足の裏が誘われるままにおいで下さい、足の甲がおもむくままにお入りください

 ⁑  ⁑   ⁂    ⁑
jaʔ ɉun ҫruu hmɛɛ (6.1)

敬称 ジュンチュルー 文末詞 ジュンチュルー！

前
頁
掲
出
の
第
六
連
の
（6.2

）
で
、
昼
を
意
味
す
る “təŋaj 

ɉoŋ” 

は “təŋaj”

（
日
）
＋ “ɉoŋ”

（
立
つ
）
で
あ
る
。 “doŋ” 

（
ド
ン
：
聞
こ
え
る
）
と“ɉoŋ”

（
ジ
ョ
ン
：
立
つ
）
が /-oŋ / 

の

押
韻
に
よ
り
際
立
つ
。（6.3

）
で
は
、
道
、
ケ
モ
ノ
道
、
草
の

ト
ン
ネ
ル
で
あ
る“truuŋ”

（
ト
ロ
ウ
ン
）、“ruuŋ”

（
ロ
ウ
ン
）、

“ɡlɨŋ”

（
グ
ル
ン
）
で
ま
た
も
語
末
の
高
母
音
と/ŋ / 

が
韻
を
踏

む
。（6.4

）
で
は
、「
足
の
裏
」“pɨt”

（
プ
ッ
ト
）
と
そ
の
直
後

の
「
入
る
」“lɨt”

（
ル
ッ
ト
）
が
押
韻
す
る
。
押
韻
は
、
順
に
展

開
す
る
概
念
の
流
れ
と
音
の
流
れ
を
一
体
化
さ
せ
て
い
る
が
、
と

り
わ
け
動
詞
と
具
象
名
を
強
勢
と
と
も
に
結
び
付
け
て
い
る
こ
と

が
イ
メ
ー
ジ
喚
起
の
上
で
大
き
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
概
念
的
な
表
意
の
上
に
音
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
示

唆
が
重
な
る
こ
と
で
生
々
し
い
感
覚
や
動
き
が
表
現
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
が
前
述
の
ド
リ
ブ
ル
と
シ
ュ
ー
ト
を
繰
り
返
す
よ
う
な

特
異
な
リ
ズ
ム
で
発
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
思
い
起
こ
し
た
い
。

そ
の
テ
ン
ポ
と
勢
い
を
も
っ
て
、
具
象
の
な
か
を
「
何
か
」
が
駆

け
巡
る
よ
う
な
動
き
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

言
葉
の
音
は
透
明
な
記
号
で
あ
る
こ
と
を
や
め
て
自
ら
の
音
の
輪

郭
な
い
し
形
を
主
張
し
、
言
葉
の
連
な
り
は
そ
う
し
た
形
あ
る
音

が
「
何
か
」
と
な
っ
て
転
が
り
流
れ
て
い
く
動
き
を
イ
メ
ー
ジ
さ

せ
る
よ
う
で
あ
る
。

特
に
第
六
連
は
、
意
味
内
容
と
し
て
霊
の
動
き
（
周
り
の
森
林

か
ら
畑
に
集
い
来
て
ほ
し
い
）
が
表
現
さ
れ
て
い
る
た
め
、「
何

か
」
が
ご
く
自
然
に
霊
の
イ
メ
ー
ジ
に
重
な
る
。
人
間
の
「
道
」、

獣
類
の
「
ケ
モ
ノ
道
」、
鼠
な
ど
小
動
物
の
「
草
の
ト
ン
ネ
ル
」

の
よ
う
に
、
周
囲
の
森
林
か
ら
畑
ま
で
の
場
所
で
実
際
に
目
に
す

る
も
の
を
持
ち
出
し
、
現
実
の
動
物
を
匂
わ
せ
て
多
様
な
形
状
や

サ
イ
ズ
感
や
動
き
ぶ
り
な
ど
の
身
体
性
を
霊
が
有
し
て
い
る
か
の

よ
う
に
思
い
描
か
せ
る
。“truuŋ”

（
ト
ロ
ウ
ン
：
道
）、“ruuŋ”

（
ロ
ウ
ン
：
ケ
モ
ノ
道
）、“ɡlɨŋ”

（
グ
ル
ン
：
草
の
ト
ン
ネ
ル
）

が
韻
を
踏
む
こ
と
で
音
の
形
象
と
流
れ
が
際
立
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の

音
が
霊
と
な
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
経
路
か
ら
転
が
り
な
が
ら
や
っ
て

く
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

3
．
考
察
―
声
・
言
葉
の
技
芸
を
転
記
す
る
こ
と

声
・
言
葉
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
記
述
を
目
指
し
て
い
る
が
、

こ
こ
ま
で
声
に
つ
い
て
は
明
示
的
に
ふ
れ
て
い
な
い
。「
発
声
器

官
か
ら
出
さ
れ
る
音
」
で
あ
る
と
同
時
に
そ
れ
以
上
の
何
か
と
し

て
感
性
的
、
社
会
的
に
意
味
を
も
っ
て
し
ま
う
「
声
」
の
こ
と
で

音と身体の記譜研究
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あ
る
。
多
く
の
場
合
、
声
は
言
葉
と
不
可
分
で
あ
る
。
す
る
と
、

言
葉
に
つ
い
て
掘
り
下
げ
な
が
ら
声
に
つ
い
て
も
掘
り
下
げ
る
や

り
方
が
あ
る
だ
ろ
う
か7

❖

。
こ
こ
で
示
し
た
も
の
は
、
転
記
を
も
と

に
し
た
言
葉
の
掘
り
下
げ
に
は
つ
な
が
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ

れ
が
声
の
掘
り
下
げ
に
つ
な
が
る
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。

ボ
ボ
ン
は
こ
の
可
能
性
を
探
る
よ
う
よ
う
仕
向
け
て
く
る
対
象

で
あ
る
。
発
せ
ら
れ
て
い
る
の
は
言
葉
で
あ
る
と
同
時
に
声
で
あ

り
、
声
の
側
面
も
ま
た
ボ
ボ
ン
と
い
う
行
為
の
重
要
な
意
味
を

握
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
何
が
そ
う
思
わ
せ
る
の
か
。
ボ
ボ
ン

は
、
し
ゃ
が
ん
で
両
手
を
合
わ
せ
て
霊
的
存
在
に
向
け
て
唱
え
る
。

身
体
を
ど
の
方
向
に
向
け
る
か
も
、
お
お
む
ね
唱
え
る
相
手
の
霊

た
ち
が
い
る
と
想
定
さ
れ
る
場
所
の
ほ
う
に
身
体
を
向
け
て
な
さ

れ
る
よ
う
で
あ
る
（
畑
の
儀
礼
の
大
半
で
）。
そ
こ
か
ら
、
身
体

的
な
呼
び
か
け
と
い
う
性
格
が
ボ
ボ
ン
に
当
て
は
ま
る
。
相
手
を

手
招
き
す
る
、
肩
を
ポ
ン
と
叩
く
な
ど
と
同
列
の
身
体
的
行
為
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
加
え
て
文
言
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
身
体
的

な
感
覚
や
動
き
の
イ
メ
ー
ジ
が
豊
富
で
あ
る
。
い
ろ
ん
な
角
度
か

ら
見
て
身
体
的
で
あ
る
ボ
ボ
ン
の
性
格
が
、
声
・
言
葉
と
い
う
二

側
面
を
見
よ
と
促
す
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

口
か
ら
発
せ
ら
れ
た
言
葉
の
な
か
に
声
の
側
面
を
探
る
こ
と
、

口
か
ら
発
せ
ら
れ
た
言
葉
を
あ
え
て
「
声
・
言
葉
」
と
捉
え
る
こ

と
の
出
発
点
は
、
発
語
に
関
わ
る
身
体
性
を
照
ら
す
こ
と
で
あ

る
。
二
つ
の
要
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
一
つ
目
は
、
身
体
的
接
触
の

一
つ
の
あ
り
方
が
声
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。
声
は
発
し
手
か
ら
の

空
気
振
動
が
受
け
手
に
届
く
も
の
で
あ
る
。
杖
の
先
が
地
面
に
触

れ
た
り
傘
の
縁
が
人
に
触
れ
る
こ
と
を
身
体
的
接
触
に
含
め
る
な

ら8

❖

、
声
も
ま
た
空
気
を
介
し
た
身
体
的
接
触
と
言
え
る
と
こ
ろ
が

あ
る
。
そ
し
て
こ
の
延
長
に
二
つ
目
の
要
点
が
あ
る
。
杖
で
の
い

ろ
ん
な
触
れ
方
が
素
手
で
の
い
ろ
ん
な
触
れ
方
に
似
せ
ら
れ
る
よ

う
に
、
鼻
や
口
の
空
気
の
発
し
方
・
震
わ
せ
方
も
直
接
の
触
覚
や

全
身
の
運
動
感
覚
に
似
せ
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
が
声
の
表
現
力

の
重
要
な
部
分
を
担
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
発
語
の
な
か
に
こ
れ

ら
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
こ
と
が
、
一
体
で
あ
り
な

が
ら
二
側
面
を
見
る
「
声
・
言
葉
」
と
い
う
見
方
の
出
発
点
に
な

る
。こ

れ
ら
二
点
は
文
字
な
ど
で
視
覚
化
し
た
言
葉
か
ら
は
失
わ
れ

る
と
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
。
た
し
か
に
失
わ
れ
る
部
分
は
多
い
。

し
か
し
、
転
記
と
記
述
の
仕
方
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
う
か
が
え
る

も
の
で
も
あ
る
。
転
記
を
と
お
し
て
言
葉
を
掘
り
下
げ
な
が
ら
声

を
掘
り
下
げ
る
可
能
性
も
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
音
声
や
音
素
、
そ

　
　

注

❖
1 

オ
ー
ス
ト
ロ
ア
ジ
ア
語
族
の
カ
ム
語
の
声
と
言

葉
の
技
芸
を
扱
う
次
の
も
の
が
先
行
研
究
と
し
て
重

要
で
あ
る
。Lundström

, H
. 2010. I w

ill send m
y 

song: K
am

m
u vocal genres in the singing of K

am
 

R
aw

. C
openhagen: N

IA
S.

❖
2 

本
文
中
の
語
な
い
し
音
の
表
記
に
つ
い
て
、
語

（
単
語
）
と
し
て
示
す
も
の
は“ ”

を
、
ク
ル
ン
語
音

韻
論
に
も
と
づ
く
音
素
と
し
て
示
す
も
の
は / / 

を
、

音
声
学
的
な
音
声
を
示
す
も
の
は [ ]

を
付
し
た
。
な

お
、
ク
ル
ン
語
は
固
有
の
文
字
を
も
た
な
い
た
め
、
ク

ル
ン
語
表
記
は
音
素
転
記
に
よ
っ
て
い
る
。

❖
3 

転
記
の
仕
方
は
筆
者
な
り
の
も
の
だ
が
、

Lundström

前
掲
書
と
と
も
に
次
を
参
考
に
し
た
。

し
て
、
ア
ク
セ
ン
ト
や
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
そ
の
地
続
き
の
リ

ズ
ム
や
音
調
の
形
な
ど
に
よ
り
、
発
語
の
音
は
転
記
さ
れ
る
。
こ

れ
ら
に
も
と
づ
い
て
、
発
語
の
音
の
な
か
に
、
触
っ
た
り
動
か
し

た
り
す
る
よ
う
に
発
せ
ら
れ
、
触
覚
や
運
動
感
覚
の
よ
う
に
聞
か

れ
る
音
を
あ
る
程
度
ま
で
探
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
着
想
か
ら
本
稿
で
は
、
ボ
ボ
ン
独
自
の
リ
ズ
ム
、

音
象
徴
、
押
韻
な
ど
の
転
記
と
記
述
を
と
お
し
て
、
触
覚
や
運
動

感
覚
に
類
比
さ
れ
う
る
言
語
音
の
表
現
に
注
目
し
た
。
言
葉
と
と

も
に
声
に
も
目
を
向
け
る
糸
口
は
示
し
得
た
と
考
え
て
い
る
。
触

覚
や
運
動
感
覚
を
担
う
か
の
よ
う
な
言
語
音
は
、
霊
に
呼
び
か
け

る
唱
え
手
の
身
体
性
を
露
わ
に
す
る
こ
と
を
こ
え
て
、
言
葉
が
表

す
イ
メ
ー
ジ
世
界
を
感
触
と
動
き
に
富
む
バ
ー
チ
ャ
ル
な
身
体
的

現
実
に
し
て
い
る
。
も
っ
と
言
え
ば
、
個
々
の
言
葉
の
音
形
や
音

圧
が
感
触
や
動
き
を
発
散
す
る
「
ミ
ニ
身
体
」
の
よ
う
で
も
あ

る
。
こ
れ
ら
は
言
葉
と
と
も
に
声
の
側
面
に
注
意
を
促
す
も
の
と

思
わ
れ
る
。
比
喩
と
押
韻
と
音
象
徴
が
重
な
り
合
う
表
現
な
ど
は
、

声
・
言
葉
の
一
体
性
の
た
く
み
な
利
用
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
表
現

の
技
芸
的
な
詳
細
に
分
け
入
る
に
は
、
現
地
で
確
か
な
教
授
を
得

る
9

❖

と
と
も
に
精
度
の
高
い
転
記
の
役
割
が
小
さ
く
な
い
。

目
下
、
声
に
つ
い
て
糸
口
と
言
う
の
み
で
多
く
を
語
れ
な
い
の

は
、
筆
者
に
お
い
て
声
と
い
う
対
象
が
わ
ず
か
し
か
見
え
て
い
な

い
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ボ
ボ
ン
と
い
う
あ
る
種
の
技
芸
的

な
営
為
を
と
お
し
て
、
声
・
言
葉
の
あ
り
方
の
一
片
を
示
し
た
。

技
芸
の
観
点
で
声
・
言
葉
が
関
係
す
る
調
査
対
象
は
ボ
ボ
ン
の
ほ

か
に
も
い
く
つ
か
あ
り
、
そ
れ
ら
も
含
め
て
探
究
を
進
め
る
こ
と
、

そ
し
て
、
声
に
つ
い
て
は
そ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
性
を
、
感
性
的

か
つ
社
会
的
な
視
野
の
広
が
り
の
な
か
で
探
っ
て
い
く
こ
と
が
課

題
で
あ
る
。

音と身体の記譜研究
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B
ickford, T

. 2007. M
usic of poetry and poetry 

of son
g: expressivity an

d gram
m

ar in
 vocal 

perform
an

ce. E
thnom

usicology 51 (3 ), pp.439-
476.

❖
4 
後
日
公
開
さ
れ
る
本
稿
ウ
ェ
ブ
版
を
参
照
。
Ｕ

Ｒ
Ｌ
は
芸
資
研
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
予
定
。

❖
5 

K
eller, C. E

. 2001. B
rao-K

rung phonology. 
M

on K
hm

er Studies 31, pp.1-13.

❖
6 

音
象
徴
（sound sym

bolism

）
に
つ
い
て
は

次
を
参
照
。H

inton, L, J. N
ichols and J. J. O

ha-
la. eds. 1994. Soun

d sym
bolism

. C
am

bridge:  

C
am

bridge U
niversity Press

。
篠
原
和
子
・
宇
野

良
子
編
（
二
〇
一
三
） 『
オ
ノ
マ
ト
ペ
研
究
の
射
程
―

近
づ
く
音
と
意
味
』
ひ
つ
じ
書
房
。

❖
7 

関
連
す
る
啓
発
的
な
研
究
と
し
て
次
が
挙
げ
ら

れ
る
。

Ihde, D
. 2007. A

 phen
om

en
ology of voice. In 

L
istening and voice: phenom

enologies of sound 
(second edition ), pp. 185-202. N

ew
 York: SU

N
Y. 

Feld, S, A
. Fox, T

. Porcello, an
d D

. Sam
uels. 

2004. V
ocal an

thropology: from
 the m

usic of 
language to the language of song. In A

. D
uranti 

(ed. ) A
 com

panion to linguistic anthropology, pp. 
321-345. M

alden, M
A

: B
lackw

e ll Publishing.

❖
8 

メ
ル
ロ
ー
＝
ポ
ン
テ
ィ
、
Ｍ
（
一
九
六
七
）

『
知
覚
の
現
象
学
（
1
）』
竹
内
芳
郎
・
小
木
貞
孝
訳
、

み
す
ず
書
房
。

❖
9 

取
り
上
げ
た
ボ
ボ
ン
の
表
現
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
ラ
タ
ナ
キ
リ
州
オ
ー
チ
ュ
ム
郡

ポ
ー
イ
区
の
ト
ラ
ペ
ヘ
・
イ
ェ
ヘ
氏
に
教
授
し
て
い
た

だ
い
た
。

そ
も
そ
も
、
思
想
を
記
譜
す
る
こ
と
は
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
。

例
え
ば
ヘ
ン
デ
ル
作
曲
の
《
メ
サ
イ
ア
》
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
救

世
主
に
つ
い
て
の
予
言
を
通
し
て
イ
エ
ス
を
間
接
的
に
浮
き
彫

り
す
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
を
持
ち
、
マ
ド
ン
ナ
の
《Like a 

virgin

》
は
、
ま
る
で
自
分
が
性
体
験
の
な
い
も
の
の
よ
う
に
優

し
く
愛
し
て
欲
し
い
と
い
う
愛
す
る
相
手
へ
の
想
い
を
楽
曲
に
埋

め
込
ん
で
い
る
。
本
稿
で
は
音
楽
の
な
か
に
思
想
が
埋
め
込
ま
れ

た
状
態
を
ト
ラ
ン
ス
ク
リ
プ
ト
＝
記
譜
す
る
こ
と
と
捉
え
て
グ
ア

テ
マ
ラ
の
先
住
民
族
マ
ヤ
の
事
例
か
ら
考
察
し
、
か
れ
ら
の
思
想

が
独
自
の
音
楽
に
「
記
譜
」
さ
れ
て
い
る
様
子
に
つ
い
て
言
及
す

る
。
以
下
に
報
告
す
る
マ
ヤ
の
人
び
と
の
音
楽
活
動
の
事
例
か
ら

思
想
を
記
譜
す
る 
滝 
奈
々
子　
　

│
グ
ア
テ
マ
ラ
に
お
け
る「
調
和
（sum

k’ uub/K
ab’ aw

il

）」
の
思
想
と
ロ
ッ
ク
・
マ
ヤ
の
事
例
か
ら

は
、
祈
祷
句
や
音
楽
に
、
思
想
が
ト
ラ
ン
ス
ク
リ
プ
ト
＝
記
譜
さ

れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

本
稿
で
は
特
に
、
ロ
ッ
ク
・
マ
ヤ
と
呼
ば
れ
る
近
年
生
起
し
た

音
楽
事
象
に
、
マ
ヤ
の
人
々
に
と
っ
て
中
核
的
な
思
想
で
あ
る

「
調
和
」
の
思
想
が
記
譜
さ
れ
て
い
る
様
子
を
考
察
す
る
。

1
．「
調
和
」
と
は

グ
ア
テ
マ
ラ
共
和
国
の
マ
ヤ
の
人
々
の
あ
い
だ
で
重
要
視
さ
れ

る
思
想
が
、「
調
和
」（
ケ
ク
チ
語

1

❖

でsum
k’ uub

）
で
あ
る
。
実

松
克
義
は
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、「
調
和
の
実
現
が
マ
ヤ
民
族
の

音と身体の記譜研究
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全
歴
史
を
通
し
て
最
も
切
実
な
課
題
で
あ
っ
た
か
ら2

❖

」
だ
と
い
う
。

そ
の
背
後
に
は
血
塗
ら
れ
た
古
代
マ
ヤ
の
歴
史
が
存
在
す
る
。

マ
ヤ
神
話
『
ポ
ッ
プ
・
ヴ
フ
』
が
雄
弁
に
物
語
る
よ
う
に
、
古

代
マ
ヤ
文
明
は
マ
ヤ
原
始
社
会
の
独
裁
者
ヴ
ク
ブ
・
カ
キ
ッ

シ
ュ
、
暗
黒
帝
国
シ
バ
ル
バ
ー
と
の
長
い
闘
い
の
結
果
成
立
し

た
も
の
で
あ
る
。
マ
ヤ
民
族
は
そ
の
時
知
性
と
人
間
性
に
よ
る

開
明
的
な
文
化
を
構
築
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
の
歴
史
は
平
坦

で
は
な
く
、
幾
多
の
困
難
に
直
面
し
、
最
後
に
は
古
典
期
マ
ヤ

の
崩
壊
と
い
う
大
破
局
（
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
）
を
経
験
す
る
。

そ
し
て
最
後
に
訪
れ
た
の
が
﹇
一
五
二
四
年
の
、
引
用
者
注
﹈
ス

ペ
イ
ン
人
に
よ
る
征
服
で
あ
る
。
マ
ヤ
民
族
は
こ
れ
ら
の
危
機

を
不
死
鳥
の
よ
う
に
乗
り
越
え
て
現
代
ま
で
存
続
し
て
い
る
が
、

そ
の
歩
み
は
試
練
そ
の
も
の
で
あ
っ
た3

❖

。

そ
の
後
、
二
十
世
紀
後
半
に
入
る
と
、
冷
戦
下
で
軍
事
政
権
に

よ
る
支
配
が
続
き
、
一
九
九
六
年
に
和
平
条
約
が
締
結
さ
れ
る
ま

で
、
三
十
六
年
間
に
わ
た
る
内
戦
の
あ
い
だ
に
、
恐
怖
政
治
の
犠

牲
と
な
っ
た
マ
ヤ
の
人
々
は
二
十
万
人
以
上
に
の
ぼ
っ
た
。
マ
ヤ

の
人
び
と
は
悲
惨
な
人
的
・
文
化
的
被
害
を
受
け
な
が
ら
、
調
和

を
希
求
し
て
生
き
延
び
て
い
る
。
ま
た
、
国
民
の
約
半
数
を
占
め

る
先
住
民
に
対
す
る
レ
イ
シ
ズ
ム
と
搾
取
の
な
か
、
国
家
が
マ
ヤ

の
存
在
を
粗
略
に
扱
っ
て
き
た
事
実
は
、
マ
ヤ
の
人
び
と
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
揺
ら
ぐ
も
の
と
し
た
。

実
松
は
、
マ
ヤ
の
調
和
を
（
1
）
個
人
に
お
け
る
調
和
、（
2
）

家
族
に
お
け
る
調
和
、（
3
）
社
会
に
お
け
る
調
和
、（
4
）
自

然
に
お
け
る
調
和
、（
5
）
宇
宙
に
お
け
る
調
和
と
し
、
人
間
界

の
み
な
ら
ず
、
自
然
や
宇
宙
と
の
調
和
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
マ
ヤ

の
人
び
と
の
調
和
が
均
衡
に
保
た
れ
る
と
主
張
す
る4

❖

。

た
と
え
ば
、
ケ
ク
チ
（Q

’eqchi’

）
族
の
人
び
と
は
、
山
や

丘
の
神
で
あ
る
ツ
ル
タ
カ
（T

zuultaqa’

）
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

（ixi’ m

）
を
育
む
全
て
の
構
成
物
に
感
謝
を
捧
げ
る
。
月
や
星
は

暗
闇
を
照
ら
し
、
水
は
大
地
を
潤
し
、
空
気
に
は
霊
が
存
在
す
る

と
考
え
、
人
間
―
自
然
―
共
同
体
の
つ
な
が
り
で
あ
る
調
和
を
重

ん
じ
る
。
人
間
は
五
方
に
伸
び
る
円
環
す
る
コ
ス
モ
ス
の
中
心
に

あ
る
と
考
え
、
常
に
ム
シ
ク
（m

usi’q

：
息
の
霊
）
に
包
囲
さ
れ

て
い
る
と
考
え
る
。
そ
の
宇
宙
の
中
で
、
人
び
と
は
調
和
を
求

め
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
の
神
や
マ
ヤ
の
ツ
ォ
ル
キ
ン
暦
上
の

そ
れ
ぞ
れ
の
神
で
あ
る
ナ
ワ
ー
ル
（naw

al

）
な
ど
と
名
付
け
ら

れ
た
実
体
だ
け
で
は
な
く
、
自
然
の
な
か
に
存
在
す
る
全
て
に

感
謝
を
し
、
そ
の
た
め
に
祭
礼
に
お
い
て
、
音
楽
家
は
ツ
ル
タ

カ
を
通
し
て
音
の
ム
シ
ク
を
宇
宙
へ
と
響
か
せ
る
。
人
の
ム
エ

ル
（m

uel

：
魂
）
は
生
ま
れ
る
前
か
ら
存
在
し
、
死
後
も
大
地

に
残
り
、
時
間
は
廻
り
巡
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
祖
先
崇
拝
の

根
底
に
は
、
古
代
マ
ヤ
の
時
代
の
先
祖
か
ら
ム
エ
ル
は
再
生
を
繰

り
返
し
て
繋
が
っ
て
お
り
、
そ
の
祖
先
の
存
在
が
現
在
の
ケ
ク
チ

の
身
命
を
維
持
す
る
と
い
う
考
え
が
あ
る
。「
ケ
ク
チ
の
人
々
の

な
か
に
は
人
間
と
自
然
、
霊
は
互
恵
の
関
係
を
持
つ
と
い
う
思
想

が
底
流
す
る5

❖

」
と
い
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
彼
ら
は
五
方
向
に
描

か
れ
た
コ
ス
モ
ヴ
ィ
シ
オ
ン
（
マ
ヤ
の
宇
宙
観
）
の
中
で
、
ロ
ウ

ソ
ク
や
コ
パ
ル
香
を
燃
や
し
、
大
地
の
神
で
あ
る
ツ
ル
タ
カ
へ
供

物
や
音
楽
を
捧
げ
祈
祷
す
る
と
同
時
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
神
や
ナ

ワ
ー
ル
へ
祈
り
を
捧
げ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
自
然
と
の
調
和

（sum
k’ unb

）
の
関
係
を
保
ち
、
平
和
な
世
界
へ
自
ら
を
導
こ
う

と
す
る
。
そ
の
た
め
に
マ
ヤ
の
人
々
は
、
毎
日
朝
晩
祈
祷
句
を
唱

え
る
の
で
あ
る
﹇
資
料
1
「
ド
ン・フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
日
々
の
祈
り
」
参
照
﹈。

2
．
グ
ア
テ
マ
ラ
の
音
楽
事
象

グ
ア
テ
マ
ラ
に
は
実
に
様
々
な
音
楽
が
存
在
す
る
。
こ
こ
で
は

そ
れ
ら
色
彩
豊
か
な
音
楽
を
「
調
和
」
の
思
想
と
い
う
観
点
か
ら

概
観
し
た
い
。

2-

1
．
伝
統
音
楽

以
下
に
示
す
a 

〜

 

d 

に
分
け
ら
れ
る
伝
統
音
楽
に
は
、
し
ば
し

ば
祈
祷
の
こ
と
ば
が
付
随
す
る
。
た
と
え
ば
、
資
料
2
に
示
し
た

黒
魔
術
師
の
儀
礼
に
は
、
ド
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
祈
り
と
同
様

に
、
キ
リ
ス
ト
教
と
の
融
合
が
み
ら
れ
、
調
和
へ
の
祈
り
が
捧
げ

ら
れ
て
い
る
。

a 

キ
リ
ス
ト
教
の
祭
礼

b 

託
宣
儀
礼
（xtz’aam

 aj k’atol m
ahej

）﹇
図
1
﹈

c 

黒
魔
術
師
の
儀
礼
（aj T

uul

）

d  

マ
ヤ
ハ
ク
（m

ayejak ) 

と
呼
ば
れ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
収

穫
儀
礼

2-

2
．
マ
リ
ン
バ

国
民
楽
器
と
し
て
知
ら
れ
る
マ
リ
ン
バ
は
、
通
常
マ
ヤ
の
人
々

に
よ
り
演
奏
さ
れ
、
あ
た
か
も
古
代
マ
ヤ
に
起
源
を
持
つ
よ
う
に

言
わ
れ
て
い
る
が
、
実
は
西
ア
フ
リ
カ
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
楽
器

音と身体の記譜研究
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で
あ
り
、
マ
ヤ
性
は
薄
い
。

2-

3
．
ピ
エ
サ
（Pieza

）

ピ
エ
サ
と
は
い
わ
ゆ
る
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
こ
と
で
、
マ
ヤ
の

人
び
と
に
限
ら
ず
、
街
の
至
る
所
で
、
ラ
デ
ィ
ノ
（
白
人
と
先
住

民
の
混
血
）
た
ち
に
も
慣
れ
親
し
ま
れ
て
い
る
音
楽
で
あ
る
。
人

気
の
あ
る
ピ
エ
サ
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

a 

レ
ゲ
ト
ン

b 

ク
ン
ビ
ア
﹇
図
2
﹈

c 

メ
レ
ン
ゲ

d 

サ
ル
サ

現
在
、
グ
ア
テ
マ
ラ
で
は
他
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
地
域
同
様
、

ク
ン
ビ
ア
が
ラ
デ
ィ
ノ
の
若
者
中
流
層
に
圧
倒
的
に
人
気
が
あ
る
。

コ
ロ
ン
ビ
ア
の
ア
フ
ロ
系
の
奴
隷
が
も
た
ら
し
た
と
い
う
説
が
あ

る
ク
ン
ビ
ア
は
、
一
般
的
に
恋
愛
に
つ
い
て
の
歌
詞
を
も
ち
、
人

び
と
は
タ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
の
太
鼓
に
よ
る
ポ
リ
リ
ズ
ム
に
の
せ

て
、
足
を
地
面
に
こ
す
る
よ
う
に
し
て
踊
る
。
こ
の
ダ
ン
ス
音
楽

は
、
大
衆
的
音
楽
と
し
て
親
し
ま
れ
る
一
方
、
一
部
の
マ
ヤ
運
動

家
た
ち
か
ら
は
、
商
業
主
義
的
な
活
動
に
過
ぎ
る
と
非
難
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
メ
レ
ン
ゲ
や
サ
ル
サ
な
ど
の
ダ
ン
ス
音
楽
も
不
動

の
人
気
を
も
つ
。
特
に
北
米
を
は
じ
め
、
世
界
中
で
聴
か
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
シ
ャ
キ
ー
ラ
は
揺
る
ぎ
な
い
人
気
を
も
つ
。

し
か
し
な
が
ら
ピ
エ
サ
の
中
で
、
マ
ヤ
の
思
想
で
あ
る
「
調

和
」
を
歌
わ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

3
．
ロ
ッ
ク
・
マ
ヤ

一
九
九
〇
年
か
ら
一
九
九
六
年
ま
で
続
い
た
内
戦
中
や
内
戦
直

後
、
マ
ヤ
の
人
び
と
は
自
ら
の
文
化
に
関
し
て
口
を
固
く
閉
ざ
さ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
マ
ヤ
の
儀
礼
音
楽
を
演
奏
す
る
こ
と
は
禁

止
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
、
音
を
出
さ
ず
に
秘
密
裡
に
祭
礼
や
儀
礼

を
行
う
こ
と
は
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
隣
国
メ
キ
シ
コ
の
先
住
民
運

動
で
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
や
社
会
主
義
な
ど
の
政
治
思
想
が
人
び

と
の
考
え
方
や
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
が
、
グ
ア
テ

マ
ラ
先
住
民
に
と
っ
て
は
政
治
に
つ
い
て
語
る
こ
と
さ
え
多
大
な

危
険
が
伴
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
メ
キ
シ
コ
の
先
住
民
運
動
の

動
向
は
、
グ
ア
テ
マ
ラ
先
住
民
の
意
識
下
に
保
持
さ
れ
、
後
述
す

る
ロ
ッ
ク
・
マ
ヤ
の
活
動
を
思
想
的
に
支
え
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

［図1］   アルタ・ベラパス県サン・フアン・チャメルコ町における託宣儀礼の様子
（2012年筆者撮影）

音と身体の記譜研究
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終
戦
後
二
〇
〇
〇
年
頃
に
な
る
と
、
マ
ヤ
の
人
び
と
は
よ
う
や

く
自
身
の
心
情
を
公
の
場
で
吐
露
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
農
村

か
ら
バ
ス
を
乗
り
継
い
で
グ
ア
テ
マ
ラ
市
内
へ
や
っ
て
来
た
農
民

に
よ
る
デ
モ
活
動
の
ほ
か
、
詩
、
絵
画
を
と
お
し
て
、
政
治
的
不

均
衡
と
内
戦
で
う
け
た
物
理
的
・
精
神
的
被
害
へ
の
抗
議
と
理
解

の
た
め
に
、
マ
ヤ
の
人
び
と
は
尽
力
し
て
き
た
。
そ
の
な
か
で
、

マ
ヤ
の
伝
統
音
楽
と
ロ
ッ
ク
音
楽
を
融
合
さ
せ
た
ロ
ッ
ク
・
マ
ヤ

は
、
マ
ヤ
先
住
民
運
動
の
象
徴
と
し
て
、
政
治
的
問
題
意
識
が
高

い
都
市
部
の
若
者
層
の
み
な
ら
ず
、
農
村
部
の
マ
ヤ
の
人
び
と
を

も
対
象
と
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
頃
に
出
現
し
た
。
そ
の
先
駆
け
と

な
っ
た
の
が
、
マ
ム
（M

am

）
族
の
ロ
ッ
ク
・
マ
ヤ
グ
ル
ー
プ
、

Sobrevivéncia

で
あ
る
。
以
下
、Sobrevivéncia

とT
ujaal 

R
ock /Sin R

ostro

と
い
う
、
二
つ
の
ロ
ッ
ク
・
マ
ヤ
の
グ
ル
ー

プ
を
紹
介
し
た
い
。

Sobrevivéncia

6

❖

ま
だ
終
戦
間
も
な
い
一
九
九
〇
年
代
に
活
動
を
始
め
た
ソ
ロ
ラ

県
出
身
の
マ
ム
族
の
グ
ル
ー
プ
、Sobrevivéncia

は
、
画
期
的

な
グ
ル
ー
プ
と
し
て
グ
ア
テ
マ
ラ
の
み
な
ら
ず
、
メ
キ
シ
コ
な
ど

近
隣
諸
国
で
も
話
題
を
呼
ん
だ
。
言
語
的
に
は
マ
ム
語
と
ス
ペ
イ

ン
語
を
中
心
と
し
つ
つ
ア
チ
語
、
カ
ク
チ
ケ
ル
語
も
用
い
て
、
マ

ヤ
の
存
在
と
か
れ
ら
が
こ
れ
ま
で
に
受
け
た
人
権
被
害
を
パ
ブ

リ
ッ
ク
な
場
で
歌
い
、
聴
衆
を
惹
き
付
け
た
。
そ
の
音
楽
は
、
エ

レ
ク
ト
リ
ッ
ク
・
ギ
タ
ー
、
キ
ー
ボ
ー
ド
、
ベ
ー
ス
、
ド
ラ
ム

セ
ッ
ト
な
ど
の
西
洋
楽
器
と
チ
リ
ミ
ア
（
リ
ー
ド
楽
器
）、
シ
ョ

ル
（
竹
製
縦
笛
）、
ア
ル
パ
（
ハ
ー
プ
）
な
ど
マ
ヤ
の
儀
礼
で
用

い
ら
れ
る
楽
器
を
併
用
し
、
ロ
ッ
ク
独
特
の
ア
フ
タ
ー
ビ
ー
ト
に

合
わ
せ
て
ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
で
歌
わ
れ
る
。

Sobrevivéncia

の
後
、
後
述
す
るT

ujaal R
ock

（
マ
ム
族
）

や
、Sotz’ il

（
カ
ク
チ
ケ
ル
族
）、A

j B
’ atz

（
キ
チ
ェ
族
）、

K
ab’aw

il

（
キ
チ
ェ
族
）
と
い
っ
た
グ
ル
ー
プ
が
出
現
し
た
。

Tujaal Rock /Sin Rostro

二
〇
一
一
年
に
サ
ン
タ
・
ル
チ
ア
・
ウ
タ
ト
ゥ
ラ
ン
で
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
い
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。
貧
困
、
分
断
化
し
た

社
会
、
民
族
差
別
な
ど
に
つ
い
て
マ
ム
族
独
自
の
言
語
で
演
奏
を

お
こ
な
う
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
マ
ム
族
に
限
ら
ず
、
政
府
の
マ
ヤ

抑
圧
に
反
す
る
若
者
の
あ
い
だ
で
特
に
人
気
が
あ
る
。
国
立
サ
ン

カ
ル
ロ
ス
大
学
の
先
住
民
運
動
家
た
ち
は
「
若
者
に
夢
を
与
え
る

グ
ル
ー
プ
だ
」
と
語
っ
て
い
た
（
二
〇
一
二
年
調
査
時
）。
近
年

音と身体の記譜研究

［図2］ アルタ・ベラパス県コバン市におけるクンビアの演奏

 （2012年筆者撮影）
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で
は
国
外
の
ラ
イ
ブ
へ
招
聘
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な

グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
でB

otto

は
、K

ab’aw
il

と
い
う
カ
ク
チ
ケ
ル
（K

aq 

chikel
）
族
の
ロ
ッ
ク
・
マ
ヤ
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
グ

ア
テ
マ
ラ
の
現
在
に
お
け
る
先
住
民
と
政
府
の
あ
い
だ
の
、
政
治

的
、
民
族
的
、
経
済
的
な
対
立
を
映
し
出
し
て
き
た
と
い
う7

❖

。
こ

の
対
立
は
と
く
に
前
述
の
内
戦
期
に
は
暴
力
的
な
形
態
で
表
出
し

た
が
、
和
平
条
約
締
結
後
は
、「
権
力
主
義
や
国
家
を
超
え
た
先

住
民
で
あ
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
々
の
声
明
」
と
し
て
認
識
さ
れ

て
い
る8

❖

。

ロ
ッ
ク
・
マ
ヤ
は
も
と
も
と
、
マ
ヤ
の
儀
礼
や
祭
礼
に
お
け
る

伝
統
音
楽
と
、
ロ
ッ
ク
音
楽
が
融
合
し
た
音
楽
で
あ
る
。
歌
詞
の

な
か
に
伝
統
儀
礼
に
お
け
る
調
和
へ
の
希
求
の
思
想
が
含
ま
れ
る

と
い
う
点
で
は
伝
統
儀
礼
と
同
様
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方

内
戦
期
の
心
象
や
そ
の
後
の
心
身
の
傷
、
現
在
お
か
れ
た
差
別
的

立
場
な
ど
を
吐
露
し
、
マ
ヤ
の
み
な
ら
ず
ラ
デ
ィ
ノ
も
音
楽
現
場

に
参
加
す
る
と
い
う
意
味
で
は
、
新
し
い
音
楽
の
あ
り
方
だ
と
考

え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
古
色
蒼
然
と
し
た
マ
ヤ
語
の
詞
に
西
洋
の
ロ
ッ
ク
形

式
を
重
ね
合
わ
せ
て
歌
わ
れ
る
と
い
う
現
象
そ
の
も
の
が
、
彼
ら

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
表
出
で
あ
り
、
さ
ら
に
彼
ら
の
歩
ん
で

き
た
悲
境
の
地
の
歴
史
の
記
憶
の
軌
跡
で
あ
り
、
そ
の
軌
跡
こ
そ

が
マ
ヤ
・
ロ
ッ
ク
に
記
譜
さ
れ
て
い
る
、
と
捉
え
ら
れ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
ロ
ッ
ク
・
マ
ヤ
に
は

あ
く
ま
で
ロ
ッ
ク
の
リ
ズ
ム
が
伴
っ
て
お
り
、
単
に
文
字
で
示
し

た
だ
け
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
は
異
な
る
こ
と
で
あ
る
。
グ
ア
テ
マ
ラ

で
は
農
民
た
ち
に
よ
る
デ
モ
運
動
が
活
発
で
あ
り
、
そ
の
際
に
も

ロ
ッ
ク
・
マ
ヤ
の
グ
ル
ー
プ
が
応
援
に
来
る
こ
と
が
あ
る
。
農
村

部
の
マ
ヤ
の
人
び
と
は
こ
れ
ま
で
、
マ
リ
ン
バ
や
シ
ョ
ル
、
ア
ル

パ
な
ど
の
音
色
に
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
。
そ
ん
な
彼
ら
に
と
っ
て

ロ
ッ
ク
・
マ
ヤ
の
音
響
は
特
に
画
期
的
で
あ
る
と
同
時
に
、
慣
れ

親
し
ん
だ
マ
ヤ
独
自
の
楽
器
の
サ
ウ
ン
ド
を
身
体
で
感
じ
る
も
の

で
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
で
あ
る
と
同
時
に
、

身
体
に
深
く
染
み
わ
た
る
経
験
と
な
っ
て
い
る
。
か
つ
そ
こ
で
は
、

自
ら
の
言
語
に
よ
っ
て
内
戦
体
験
や
現
在
お
か
れ
た
貧
困
・
差
別

の
状
況
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ロ
ッ
ク
・
マ
ヤ
を
体

験
す
る
と
、
か
れ
ら
の
歴
史
的
な
身
体
経
験
と
精
神
世
界
の
中
心

で
あ
る
調
和
へ
の
希
求
が
共
振
す
る
の
だ
と
マ
ヤ
の
人
び
と
は
い

う
。
ロ
ッ
ク
・
マ
ヤ
に
よ
り
、
マ
ヤ
の
人
び
と
は
、
母
な
る
大
地

や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
子
孫
で
あ
る
と
い
う
自
ら
の
世
界
観
を
、
直

接
的
か
つ
鮮
烈
に
認
識
す
る
。
同
時
に
、
近
年
増
加
し
て
い
る
グ

ア
テ
マ
ラ
か
ら
北
米
へ
の
移
民
と
い
っ
た
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
化
し
た

マ
ヤ
に
対
し
て
も
、
自
ら
の
出
自
を
伝
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
を
有

し
て
い
る
。

B
otto

は
「
ロ
ッ
ク
・
マ
ヤ
は
ロ
ー
カ
ル
、
国
家
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
各
要
素
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す9

❖

」と
い
う
。「
ロ
ー

カ
ル
な
文
脈
で
は
、
ロ
ッ
ク
・
マ
ヤ
は
若
者
に
と
り
、
従
前
の

『
マ
ヤ
』
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
か
ら
脱
し
た
新
し
い
『
マ

ヤ
』
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
構
築
す
る
手
助
け
を
す
る
。

新
し
い
マ
ヤ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
は
、
伝
統
的
な
マ
ヤ

の
文
化
と
、
現
在
を
生
き
る
国
家
的
・
グ
ロ
ー
バ
ル
な
文
脈
を
結

び
つ
け
る
。
ま
た
、
国
家
に
対
し
て
は
、
人
び
と
の
絆
の
強
さ
を

通
し
て
マ
ヤ
の
存
在
感
を
示
す
と
と
も
に
、
国
家
と
の
関
係
を
再

考
す
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
て
い
る10

❖

」
と
、
ロ
ッ
ク
・
マ
ヤ

を
位
置
付
け
る
。
和
平
条
約
締
結
前
に
は
マ
ヤ
の
伝
統
音
楽
で
さ

え
も
演
奏
さ
れ
る
こ
と
が
憚
ら
れ
た
時
期
が
あ
っ
た
。
現
在
、
グ

ア
テ
マ
ラ
の
マ
ヤ
の
人
び
と
は
、
あ
る
程
度
自
由
に
表
現
す
る
場

を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
ご
ろ
よ
り
発
展
し
て
き
た

ロ
ッ
ク
・
マ
ヤ
は
、
彼
ら
自
身
の
言
葉
で
内
戦
期
の
悲
惨
な
状
況
、

現
在
に
お
け
る
貧
困
、
差
別
な
ど
の
辛
苦
を
歌
い
、
国
家
と
の
関

係
の
再
構
築
を
も
目
指
す
。
そ
れ
は
彼
ら
の
人
生
観
で
あ
る
調

和
へ
向
か
う
イ
マ
ー
ジ
ュ
を
知
る
手
が
か
り
で
あ
り
、
そ
こ
に
は

現
在
の
マ
ヤ
の
人
々
の
思
想
が
記
譜
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

上
述
の
よ
う
に
、悲
惨
な
状
況
下
に
あ
る
マ
ヤ
の
人
び
と
に
と
っ
て
、

ロ
ッ
ク
・
マ
ヤ
は
、
マ
ヤ
土
着
の
音
楽
と
ロ
ッ
ク
を
融
合
し
な
が
ら
、

国
家
へ
自
ら
の
存
在
を
示
し
、
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
再

構
築
を
通
し
て
未
来
へ
の
希
望
を
響
か
せ
る
音
楽
で
あ
る
。

ロ
ッ
ク
・
マ
ヤ
は
、
思
想
を
直
接
に
表
現
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
り
、
地
域
の
別
を
問
わ
ず
、
マ
ヤ
の
人
び
と
や
祭
司
の
祈
祷
句

と
と
も
に
調
和
と
い
う
思
想
が
記
譜
と
し
て
残
さ
れ
て
ゆ
く
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
含
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

今
後
は
、
ロ
ッ
ク
・
マ
ヤ
の
具
体
的
な
成
立
の
過
程
を
精
査
す

る
こ
と
に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
も
、
ロ
ッ
ク
・
マ
ヤ
を
事
例
と
し

て
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
を
ト
ラ
ン
ス
ク
リ
プ
ト
す
る
と
い
う
事
象
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
た
い
。

音と身体の記譜研究



138

COMPOST vol .  012020

139

研究ノート｜小特集

滝 奈々子

【
資
料
1
】

　
　

ド
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
日
々
の
祈
り
（
ケ
ク
チ
語
）

我
々
の
祖
先
で
あ
る
マ
ヤ
の
先
祖
よ
、
こ
の
瞬
間
に
我
々
と
と
も
に
い

て
下
さ
る
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
父
の
名
の
も
と
に
、
そ
し
て
父
の
子
の

名
の
も
と
に
我
々
の
食
べ
物
、
心
の
平
安
に
感
謝
し
ま
す
。
父
の
名
の
も

と
に
聖
な
る
霊
が
あ
り
ま
す
。
ア
ー
メ
ン
。

先
祖
か
ら
繋
が
る
我
々
の
息
子
た
ち
に
感
謝
し
ま
す
。
ダ
ビ
デ
（
旧
約

聖
書
の
登
場
人
物
で
、
ペ
リ
シ
テ
人
の
巨
人
戦
士
ゴ
リ
ア
テ
を
倒
し
た
）

に
感
謝
し
ま
す
。
あ
な
た
の
お
力
を
我
々
子
孫
へ
と
伝
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
マ
ヤ
と
し
て
調
和
を
保
つ
こ
と
が
我
々
の
コ
ス
ト
ゥ
ン
ブ
レ

（costum
bre

習
慣
）
な
の
で
す
か
ら
。
我
々
は
あ
な
た
の
子
で
す
。
あ
な

た
に
感
謝
し
ま
す
。
我
々
の
土
地
を
耕
す
こ
と
を
教
え
て
下
さ
っ
て
感
謝

し
ま
す
。
贈
り
物
を
下
さ
っ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
が
我
々

チ
ャ
メ
ル
コ
の
人
々
の
調
和
の
コ
ス
ト
ゥ
ン
ブ
レ
な
の
で
す
。
天
国
に
あ

る
神
よ
、あ
な
た
を
崇
拝
し
ま
す
。
あ
な
た
は
私
と
共
に
あ
る
一
人
の
も
の
。

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
よ
、
全
て
の
土
地
は
あ
な
た
の
も
の
。
感
謝
し
ま
す
。

　
　

主
の
祈
り

天
に
召
し
ま
す
わ
れ
ら
の
父
よ
、
願
わ
く
は
御
名
の
尊
ば
れ
ん
こ
と
を
、

御
国
の
来
ら
ん
こ
と
を
。
御
旨
の
天
に
行
わ
れ
る
ご
と
く
地
に
も
行
わ
れ

ん
こ
と
を
。
我
ら
の
日
用
の
糧
を
今
日
我
ら
に
与
え
た
ま
え
、
我
ら
が
人

に
ゆ
る
す
ご
と
く
、
我
ら
の
罪
を
ゆ
る
し
た
ま
え
。
我
ら
を
試
み
に
引
き

を
聞
き
入
れ
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
。
わ
た
し
た
ち
は
、
こ
れ
ら
蝋
燭

な
ど
の
奉
納
物
を
ず
っ
と
守
っ
て
参
り
ま
し
た
。
主
よ
、
わ
れ
わ
れ
の
兄

（
弟
）
グ
イ
チ
ョ
に
祝
福
を
お
与
え
下
さ
い
。
主
よ
、
グ
イ
チ
ョ
が
病
気

か
ら
回
復
す
る
よ
う
に
祈
り
ま
し
た
。
平
和
の
印
が
与
え
ら
れ
ま
す
よ
う

に
。
彼
に
調
和
と
幸
福
が
来
た
る
よ
う
に
。
徹
夜
で
交
わ
さ
れ
る
会
話
が

主
に
届
き
ま
す
よ
う
に
。
主
よ
、
あ
な
た
は
我
々
の
眼
、
口
に
よ
る
言
葉

が
み
え
る
は
ず
で
す
。
ど
う
か
、
わ
れ
わ
れ
が
感
じ
る
よ
う
に
あ
な
た
も

感
じ
て
く
だ
さ
い
！

ど
う
か
、
主
よ
、
こ
れ
ら
の
奉
納
物
を
与
え
る
こ

と
で
、
あ
な
た
の
賛
美
が
、
儀
礼
参
加
者
の
望
み
を
あ
な
た
の
手
の
中
へ

迎
え
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。
聖
な
る
洞
窟
セ
ト
ゥ
ル
（Señor 

Se’tul

）、
サ
ン
・
パ
ブ
ロ
（San Pablo

）、
セ
ニ
ョ
ラ
・
サ
ン
タ
・
マ
リ

ア
（Señora santa m

aria

）、 

シ
ュ
カ
ハ
ウ
（X

uq’ ajaw

11

❖

）
ら
女
性
に
免

罪
符
を
お
与
え
く
だ
さ
い
。
主
よ
、
あ
な
た
の
足
元
に
、
あ
な
た
の
手
元
に
、

あ
な
た
を
賛
美
し
ま
す
。
我
々
は
、
動
物
、
牛
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
が
必
要
な

の
で
す
。
歩
く
こ
と
を
助
け
て
下
さ
い
。
あ
な
た
の
奇
跡
、
パ
ワ
ー
を
お

与
え
く
だ
さ
い
。
私
の
罪
を
謝
り
ま
す
。
わ
た
し
は
、
徹
夜
で
あ
な
た
の

御
子
に
加
護
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
祈
り
、
感
謝
を
捧
げ
、
供
儀
を
行
な
い
、

兄
弟
に
よ
り
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
我
々
に
も
ど
う
か
幸
が
来
り
ま
す
よ
う

に
。
我
々
に
は
あ
ま
り
知
識
も
な
く
、
わ
れ
わ
れ
は
魔
術
師
な
ど
の
悪
者

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
地
球
上
で
た
っ
た
一
人
の
あ
な
た
で
あ
る
か

ら
、
こ
こ
に
て
扉
を
開
け
て
く
れ
る
と
考
え
ま
す
。
あ
な
た
は
我
々
の
ミ

ル
パ
、
動
物
、
す
べ
て
の
も
の
の
使
用
を
許
し
て
く
れ
る
。
主
よ
、
彼
ら

（
儀
礼
参
加
者
）
は
、
あ
な
た
の
御
子
で
す
。
ア
ル
パ
奏
者
も
参
加
し
て
い

ま
す
。
あ
な
た
は
わ
れ
わ
れ
の
精
神
、
祖
先
、
仕
事
を
よ
く
ご
存
知
の
は

た
ま
わ
ざ
れ
、
我
ら
を
悪
よ
り
救
い
た
ま
え
。
ア
ー
メ
ン
。

　
　

聖
母
交
唱

神
様
。
聖
母
マ
リ
ア
が
我
々
と
共
に
あ
る
こ
と
の
感
謝
の
気
持
ち
で
満

た
さ
れ
ま
す
。
聖
な
る
天
国
に
あ
る
神
よ
、
我
々
が
働
い
て
歌
い
、
音
楽

を
奏
で
ら
れ
る
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
我
々
の
ヴ
ィ
オ
リ
ン
を
、
ギ
タ
ー

ラ
を
、
太
鼓
を
演
奏
で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
今
日
は
水
曜
日
で
間

も
な
く
日
が
暮
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
我
々
の
大
地
（
ツ
ル
タ
カ
）
に

私
を
宿
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
あ
な
た
の
手
の
中
に
安
ら
か
に
い
ら

れ
る
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
神
様
。

神
様
。
天
国
の
神
よ
。
あ
な
た
と
共
に
い
る
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
我
々

の
楽
器
を
演
奏
す
る
力
を
、
歌
う
力
を
、
踊
る
力
を
与
え
て
下
さ
る
こ
と

に
感
謝
し
ま
す
。
我
々
の
子
孫
が
踊
れ
る
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。

父
と
子
と
聖
霊
の
名
の
も
と
に
。
ア
ー
メ
ン
。

【
資
料
2
】

　
　

Ａ
に
よ
る
洞
窟
儀
礼
に
お
け
る
祈
祷
句

御
父
と
聖
霊
の
御
名
の
も
と
に
我
ら
の
子
、
母
、
仕
事
、
健
康
の
た
め

に
祈
り
ま
す
。
わ
た
し
は
あ
な
た
の
手
で
あ
り
、
足
で
あ
り
ま
す
。
哀
れ

み
と
罪
を
も
っ
た
聖
母
は
、
過
ぎ
去
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
調
和
に
お
い

て
、
あ
な
た
の
手
と
足
、
御
心
が
ど
う
か
我
々
の
主
、
父
へ
対
す
る
要
求

ず
で
す
。
主
よ
、
わ
れ
わ
れ
は
、
あ
な
た
の
答
え
を
待
っ
て
い
た
の
で
す
。

罪
人
と
し
て
あ
な
た
に
求
め
て
い
る
の
で
す
。
あ
な
た
の
強
力
な
救
済
を

今
、
こ
の
瞬
間
に
求
め
ま
す
。
全
て
の
教
会
へ
、
聖
堂
を
助
け
る
人
び
と

（m
ayordom

o

）、
御
子
、
技
師
、
動
物
の
よ
う
な
飛
行
機
、
病
に
あ
る
全

て
の
悪
を
取
り
除
い
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
に
求
め
ま
す
。
主
よ
、
わ
れ
ら

の
罪
を
お
許
し
下
さ
い
。
あ
な
た
の
御
力
の
も
と
に
参
り
ま
し
た
。
サ
ン

ト
・
ド
ミ
ン
ゴ12

❖

、
タ
ク
テ
ィ
ク
町
の
聖
人
、
わ
れ
わ
れ
の
兄
弟
、
新
し
い

思
想
（Señor N

uevo pensam
iento

）
や
モ
ル
ボ
ロ
（m

orbolo

13

❖

）
は
あ

な
た
と
共
に
あ
り
ま
す
。
現
金
を
求
め
て
い
る
の
で
す
。
主
よ
、
わ
れ
ら

の
罪
を
お
許
し
下
さ
い
。
こ
こ
に
五
人
の
子
供
が
い
ま
す
。
か
れ
ら
は
証

人
な
の
で
す
。
あ
な
た
の
足
元
に
お
い
て
調
和
を
祈
願
し
ま
す
。
良
き
思

想
が
、
御
力
を
あ
な
た
の
取
り
除
き
、
か
れ
ら
の
か
ら
だ
の
感
覚
を
満
た

し
ま
す
よ
う
に
。
願
い
が
叶
い
、
歩
行
可
能
で
、
欲
望
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
。

わ
た
し
は
、
罪
深
く
、
話
し
過
ぎ
な
の
で
、
恐
ら
く
あ
な
た
の
御
名
に
お

い
て
、
願
い
を
叶
え
て
も
ら
お
う
な
ど
と
思
う
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
お
許
し
下
さ
い
。
聖
霊
の
御
名
、
あ
な
た
の
偉
大
な
力
の
元
へ
、

山
々
や
丘
、
そ
し
て
こ
れ
ら
の
奉
納
物
と
と
も
に
あ
な
た
の
も
と
に
参
り

ま
し
た
。
父
の
御
名
の
も
と
に
、
わ
れ
わ
れ
の
キ
リ
ス
ト
、
聖
霊
へ
祈
り

ま
す
。
ア
ー
メ
ン
。

父
よ
、
こ
れ
ら
の
奉
納
物
を
あ
な
た
の
娘
へ
お
い
て
参
り
ま
す
こ
と

を
お
許
し
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
お
許
し
と
と
も
に
、
新
し
い
思
想

（m
orbolo

）
と
い
う
と
て
も
大
切
な
も
の
へ
、
偉
大
な
る
力
、
す
べ
て

の
精
神
を
求
め
ま
す
。
こ
れ
ら
の
奉
納
物
に
ご
加
護
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

御
体
に
お
い
て
、
わ
た
し
が
証
明
し
ま
す
。

音と身体の記譜研究
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お
し
い
た
だ
き
、
茶
碗
を
時
計
周
り
に
二
度
回
し
、
お
茶
を

頂
く
。
飲
み
口
を
指
で
拭
い
茶
碗
を
正
面
に
戻
す
。
茶
碗
を
膝

前
、
正
面
に
置
き
「
拝
見
い
た
し
ま
す
」。
先
ず
茶
碗
全
体
を
見

て
、
右
、
左
と
見
る
。
次
に
手
に
取
り
低
い
位
置
で
扱
い
な
が
ら
、

釉
調
の
微
妙
な
変
化
や
肌
合
い
、
色
合
い
を
楽
し
み
、
茶
碗
の
景

色
を
味
わ
う
。
茶
碗
を
裏
に
返
し
、
高
台
を
拝
見
す
る
。
茶
碗
を

膝
前
、
正
面
に
置
き
最
後
に
も
う
一
度
全
体
を
拝
見
し
、
茶
碗
を

出
さ
れ
た
位
置
に
戻
す
。

「
お
茶
」
の
お
稽
古
で
幾
度
と
な
く
繰
り
返
さ
れ
る
作
法
で
す
。

茶
を
飲
む
こ
と
と
鑑
賞
す
る
こ
と
が
一
連
の
行
為
に
集
約
さ
れ
た
、

な
ん
と
も
合
理
的
な
作
法
で
す
。
少
し
離
れ
た
処
か
ら
出
さ
れ
た

富
本
憲
吉
『
わ
が
陶
器
造
り
』
を
巡
っ
て 

森
野
彰
人　
　

茶
碗
の
姿
を
鑑
賞
し
、
茶
碗
を
取
り
入
れ
、
茶
を
飲
み
、
飲
み
終

わ
っ
た
茶
碗
を
間
近
で
鑑
賞
し
、
持
ち
心
地
を
確
認
し
、
ひ
っ
く

り
返
し
裏
ま
で
鑑
賞
す
る
。
そ
の
後
茶
碗
を
返
し
、
ま
た
少
し
離

れ
た
と
こ
ろ
か
ら
全
体
の
姿
を
眺
め
る
。
こ
の
方
法
で
我
々
は
、

茶
碗
の
全
体
の
姿
を
眺
め
、
手
に
取
っ
て
茶
碗
の
微
妙
な
歪
み
や

凹
み
、
削
り
跡
な
ど
を
楽
し
み
、
釉
薬
の
ム
ラ
に
景
色
を
見
出
し

て
茶
碗
を
愛
で
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
一
つ
の
茶
碗
の
形
や
色
だ
け
で
な
く
、
細
部
の

デ
ィ
テ
ィ
ー
ル
（
質
感
）
や
茶
碗
が
醸
し
出
す
空
気
感
、
こ
れ
ら

を
合
わ
せ
て
こ
こ
で
は
「
容
姿
」
と
呼
ぶ
事
に
し
ま
す
。
上
述
し

た
作
法
は
茶
碗
の
「
容
姿
」
を
鑑
賞
す
る
方
法
で
あ
り
、
世
界
で

森野彰人

も
稀
有
な
も
の
で
す
。
そ
し
て
こ
の
鑑
賞
方
法
こ
そ
が
、
日
本
独

自
の
「
や
き
も
の
観
」
を
作
り
出
し
ま
し
た
。

こ
の
鑑
賞
方
法
が
作
り
出
し
た
「
や
き
も
の
観
」
は
、「
お

茶
」
の
茶
碗
に
限
ら
ず
様
々
な
陶
磁
器
に
対
し
て
も
用
い
ら
れ
、

多
く
の
人
に
共
有
さ
れ
、
脈
々
と
引
き
継
が
れ
て
き
て
い
ま
す
。

日
本
の
陶
芸
に
携
わ
る
多
く
の
人
た
ち
に
、
こ
の
「
や
き
も
の

観
」
は
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
日
本
人
の
多
く
も
そ
れ
を
認
識

し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
形
の
歪
ん
だ
、
釉
薬
が
ム
ラ
ム
ラ
の
お

世
辞
に
も
綺
麗
と
は
言
え
な
い
茶
碗
で
お
茶
を
出
さ
れ
る
と
、
多

く
の
人
は
そ
れ
を
素
晴
ら
し
い
も
の
と
し
て
認
識
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
持
っ
て
鑑
賞
し
、
茶
碗
の
な
か
に

な
ん
と
か
良
さ
を
発
見
し
よ
う
と
す
る
の
で
す
。

「
や
き
も
の
観
」
は
日
本
の
美
意
識
に
深
く
浸
透
し
て
い
ま
す
。

私
も
当
た
り
前
の
よ
う
に
こ
の
事
を
理
解
し
、
そ
の
事
を
教
え
て

い
ま
し
た
が
、
少
し
前
か
ら
こ
の
「
や
き
も
の
観
」
を
不
思
議
に

思
う
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
私
が
制
作
に
お
い
て
最
も
重
要
と
し
て
い
た
の
は
、

「
手
び
ね
り
」
成
形
に
よ
る
形
に
拘
っ
た
制
作
で
し
た
。
し
か
し

現
在
、
私
は
白
い
磁
器
に
上
絵
で
吉
祥
の
図
案
を
施
す
仕
事
を
中

心
に
作
品
を
制
作
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
に
よ
っ
て
、
私
が
作
品

制
作
に
お
い
て
最
も
重
要
と
す
る
ポ
イ
ン
ト
が
、
形
か
ら
文
様
と

そ
の
色
や
描
き
方
に
変
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
文
様
の
研
究
に
は

中
国
陶
瓷
（
と
う
じ
：
陶
磁
器
の
こ
と
）
の
歴
史
や
文
化
な
ど
を

様
々
な
角
度
か
ら
研
究
す
る
必
要
が
出
て
来
ま
す
。
作
品
制
作
の

ポ
イ
ン
ト
の
移
行
と
中
国
陶
瓷
の
研
究
が
、
私
に
客
観
的
か
つ
俯

瞰
的
に
日
本
の
陶
磁
器
を
眺
め
る
機
会
を
あ
た
え
ま
し
た
。

す
る
と
、
こ
れ
ま
で
図
案
、
文
様
の
作
家
だ
っ
た
富
本
憲
吉

が
、
な
ぜ
数
々
の
著
書
の
中
で
、
こ
れ
ほ
ど
「
形
」
や
「
形
と
装

飾
の
関
係
性
」
に
加
え
て
「
成
形
時
の
心
構
え
」
の
よ
う
な
精
神

論
に
も
似
た
も
の
に
強
い
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い
た
の
か
が
、
何

故
で
あ
る
か
が
明
確
に
な
っ
た
の
で
す
。
富
本
の
『
わ
が
陶
器
造

り
』
は
、
日
本
独
自
の
「
や
き
も
の
観
」
を
、
美
術
的
用
語
を
用

い
て
記
述
し
た
著
書
で
あ
り
、
富
本
流
解
釈
の
「
や
き
も
の
観
」

は
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
日
本
の
多
く
の
陶
芸
関
係
者
に
共
有
さ

れ
て
来
て
い
ま
す
。
今
回
は
こ
の
日
本
独
自
の
「
や
き
も
の
観
」

を
そ
も
そ
も
作
り
出
し
た
「
茶
道
」
と
、
現
在
に
至
る
ま
で
共
有

さ
れ
て
い
る
「
や
き
も
の
観
」
の
関
係
を
、『
わ
が
陶
器
造
り
』

の
富
本
の
記
述
な
ど
を
も
と
に
お
話
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

『
わ
が
陶
器
造
り
』
は
全
十
一
章
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
富
本
は
陶
磁
器
の
形
に
つ
い
て
熱
く
語
っ
て
い
ま
す
が
、
形
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と
そ
の
成
形
方
法
の
関
係
性
（
こ
こ
で
は
轆
轤
に
つ
い
て
多
く

語
っ
て
い
ま
す
）
に
対
す
る
思
い
が
特
に
出
て
く
る
の
は
三
章
の

「
図
案
」
の
章
で
す
。

出
だ
し
は
「
図
案
と
云
ふ
語
は
英
語
のD

E
SIG

N

と
云
う
語

か
ら
来
た
も
の
と
思
う1

❖

」
と
イ
ギ
リ
ス
留
学
経
験
の
あ
る
富
本
ら

し
く
「
図
案
」
に
つ
い
て
語
り
始
め
ま
す
が
、
す
ぐ
に
尾
形
光
琳

と
乾
山
兄
弟
の
話
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
富
本
は
、

光
琳
の
描
い
た
有
名
な
博
物
館
藏
の
角
皿
に
人
物
を
描
い
た

の
を
み
る
と
大
変
良
く
書
け
て
は
居
る
が
紙
に
書
い
た
絵
と
、

そ
う
異
ひ
の
無
い
亊
を
誰
で
も
認
め
て
呉
れ
る
だ
ろ
う
。
即
ち

絵
か
き
の
絵
で
あ
つ
て
陶
器
家
の
絵
で
な
い
、
然
し
第
二
十
二

図
の
乾
山
作
水
注
を
見
る
と
解
る
様
に
こ
れ
は
光
琳
の
場
合
の

様
に
絵
で
な
く
、
白
絵
土
の
使
ひ
方
、
梅
花
の
位
置
等
陶
器
造

り
の
制
約
を
心
に
於
い
て
い
た
優
秀
な
図
案
の
一
例
で
あ
る2

❖

。

と
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
「
今
一
つ
に
は
乾
山
の
あ
の
水
注
の

全
体
の
形
を
考
へ
に
入
れ
て
模
様
付
け
さ
れ
た
亊
を
も
見
の
が
し

て
は
な
ら
な
い3

❖

」
と
、
図
案
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
施
す
胎
と
の

関
係
で
説
明
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
「
私
は
立
体
の
美
術
で
あ
る
陶
器
を
見
る
の
に
形
を
第

一
に
云
は
な
い
の
は
大
変
な
検
討
違
い
で
、
真
偽
は
別
と
し
て
利

休
の
茶
入
を
見
る
歌
と
称
す
る
も
の
が
先
ず
形
云
々
と
形
を
第
一

の
見
ど
こ
ろ
と
云
ふ
て
居
る
の
を
感
心
す
る4

❖

」
と
、
形
が
一
番
大

事
だ
と
言
う
話
に
展
開
し
ま
す
。
こ
こ
か
ら
「
図
案
と
形
」
の
話

へ
と
移
行
し
、「
陶
器
の
形
の
問
題
も
、
形
だ
け
分
離
し
て
考
え

る
事
は
、
図
案
は
技
法
か
ら
分
離
し
て
考
へ
ら
れ
な
い
様
に
出
来

な
い
事
で
あ
る5

❖

」
と
、
形
と
装
飾
の
関
係
性
に
つ
い
て
自
身
の
考

え
を
述
べ
て
い
ま
す
。

次
に
轆
轤
に
お
け
る
形
の
話
を
取
り
上
げ
て
、「
陶
器
の
形
は

云
は
ば
彫
刻
の
う
ち
で
も
最
も
抽
象
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
む
し

ろ
写
生
的
な
立
体
よ
り
一
段
と
高
等
な
階
段
に
あ
る
と
さ
へ
考
へ

て
居
る6

❖

」
と
述
べ
ま
す
。
ま
た
、
自
身
の
轆
轤
成
形
の
経
験
に
つ

い
て
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ま
す
。

私
は
自
身
で
轆
轤
す
る
時
い
つ
も
若
い
時
少
し
や
つ
た
人
体

素
描
の
時
の
人
体
の
一
部
を
思
ひ
浮
べ
て
、
そ
の
脹
み
が
生
き

て
い
る
か
死
ん
で
居
る
か
、
面
か
ら
面
へ
移
り
変
る
際
に
起
る

割
合
等
で
判
断
し
乍
ら
土
を
延
ば
し
た
り
、
凹
め
た
り
、
脹
ら

ま
せ
た
り
し
な
が
ら
頭
の
う
ち
の
造
ろ
う
と
す
る
も
の
が
実
物

森野彰人

と
な
つ
て
そ
こ
に
現
は
れ
て
き
て
初
め
て
止
め
る
。
陶
器
の
形

は
彫
刻
と
同
じ
で
あ
る
と
私
は
考
へ
る7

❖

。

「
陶
器
の
形
は
彫
刻
で
あ
る
」
と
い
う
言
明
は
、
大
正
十
四
年
富

本
自
身
が
マ
イ
ヨ
ー
ル
の
白
い
大
理
石
の
彫
刻
に
触
発
さ
れ
、
装

飾
を
全
く
施
さ
な
い
白
磁
の
作
品
を
発
表
し
て
い
る
こ
と
か
ら
来

て
い
る
も
の
で
す
。

そ
し
て
「
私
は
茶
道
を
知
ら
な
い
が
」
と
の
断
り
の
あ
と
、
長

次
郎
の
茶
碗
の
形
の
話
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
富
本
は
長
次
郎
と

ノ
ン
コ
ウ
（
楽
家
三
代
当
主
楽
道
入
の
俗
称
）
の
茶
碗
の
形
を
比

較
し
て
、「
大
人
と
子
供
程
の
差
が
あ
り
、
楽
家
そ
れ
以
降
代
々

の
人
達
は
初
代
一
人
が
光
り
過
ぎ
て
話
に
な
ら
な
い8

❖

」
と
楽
茶
碗

を
評
し
つ
つ
、
陶
器
の
形
の
話
を
さ
ら
に
展
開
し
て
い
ま
す
。
次

は
仁
清
の
茶
碗
で
す
。
仁
清
は
京
都
へ
来
る
ま
で
は
あ
ま
り
好
き

で
は
な
か
っ
た
が
と
断
り
を
入
れ
た
の
ち
、

そ
れ
だ
か
ら
彼
の
茶
碗
で
は
手
筋
を
着
け
た
り
、
光
台
〔
高

台
〕
に
バ
イ
尻
を
出
し
た
り
す
る
亊
は
勿
論
知
つ
て
ゐ
た
筈
で

あ
る
。
処
が
彼
の
茶
碗
で
は
朝
鮮
風
な
水
曳
き
も
、
ケ
ヅ
リ
も
、

一
切
消
し
て
、
高
い
光
台
、
そ
の
単
純
さ
を
消
す
た
め
に
飾
り

と
知
つ
て
付
け
た
割
光
台
、
内
側
に
多
少
の
凸
凹
は
あ
つ
て
も

外
側
の
な
め
た
様
に
ケ
ヅ
ツ
た
面
、
そ
れ
等
は
井
尸
も
刷
毛
目

も
知
り
つ
く
し
た
上
に
、
京
都
に
其
頃
出
た
土
を
使
つ
て
、
其

の
上
に
色
絵
を
付
け
る
た
め
の
素
地
を
造
つ
た
た
め
と
思
へ

る9

❖

。
と
、
仁
清
の
轆
轤
も
良
く
考
え
ら
れ
て
い
る
と
認
め
ま
す
。
そ

し
て
こ
の
一
連
の
話
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、

陶
器
の
形
は
人
体
で
あ
る
。
人
体
は
或
者
は
肥
厚
、
或
者
は

細
身
で
あ
り
、
そ
の
人
体
を
被
ふ
衣
服
に
あ
た
る
も
の
が
陶
器

で
は
形
に
対
す
る
模
様
で
あ
り
、
釉
で
あ
る
と
思
ふ10

❖

」「
形
は

形
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
釉
も
模
様
も
皆
互
に
関
連
し
て
、

初
め
て
優
品
と
な
り
良
き
図
案
と
云
へ
る
の
で
あ
る
事
を
く
り

か
へ
し
て
云
う11

❖

。

と
、
図
案
の
話
に
も
ど
っ
て
い
く
の
で
す
。

こ
の
章
の
最
後
は
以
下
の
よ
う
に
終
わ
り
ま
す
。

私
は
陶
器
の
図
案
に
つ
い
て
、
普
通
の
書
物
に
あ
る
様
に
は
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説
明
し
て
来
な
か
つ
た
。
又
私
と
し
て
説
明
出
来
な
い
の
で
あ

る
。（
中
略
）
乾
山
の
茶
碗
を
見
て
も
無
関
心
の
人
も
あ
れ
ば
、

一
見
し
て
直
ぐ
に
彼
れ
の
遠
い
昔
に
考
へ
て
実
施
し
た
こ
と
を

感
じ
切
る
人
も
あ
る
。
私
は
模
様
に
付
て
枝
を
曲
げ
た
り
、
花

を
切
つ
て
断
面
を
写
し
て
新
し
い
模
様
を
つ
く
れ
と
は
決
し
て

言
は
な
い
。
見
、
考
へ
、
そ
し
て
悟
る
こ
と
で
あ
る12

❖

。

富
本
に
と
っ
て
「
図
案
」
を
施
す
に
は
そ
の
胎
で
あ
る
「
形
」

に
触
れ
る
こ
と
な
く
語
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

陶
磁
器
に
お
け
る
成
形
と
形
、
形
と
装
飾
の
関
係
が
非
常
に
大
事

で
あ
る
事
を
語
る
章
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

陶
土
に
つ
い
て
の
章
を
は
さ
ん
だ
第
五
章
は
「
成
形
」
な
の

で
す
が
、
富
本
は
そ
の
書
き
出
し
に
「
陶
器
の
形
が
陶
器
造
り
の

最
主
要
点
で
あ
り
、
か
つ
美
し
さ
を
創
り
出
す
根
元
を
な
す
事
は

図
案
の
章
で
説
明
を
終
わ
っ
た
つ
も
り
で
あ
る13

❖

」
と
書
い
て
お
り
、

こ
こ
で
、
陶
磁
器
の
形
に
関
す
る
記
述
は
終
わ
る
の
で
す
。

富
本
憲
吉
は
『
わ
が
陶
器
造
り
』
を
書
く
ま
で
に
『
窯
邊
雑

記
』『
樂
燒
工
程
』『
製
陶
餘
録
』『
陶
器 

随
筆
集
』
な
ど
の
著
書

を
出
版
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
陶
磁
器
の
「
形
」
と
そ
の
成

形
方
法
の
一
つ
で
あ
る
「
轆
轤
」
に
関
す
る
記
述
が
複
数
あ
り
、

そ
の
思
い
入
れ
の
強
さ
が
伺
え
ま
す
。
た
と
え
ば
『
製
陶
餘
録
』

で
は
、壺

を
見
る
上
で
最
も
肝
心
な
こ
と
は
、
そ
の
壺
の
形
で
あ
り
、

釉
や
模
様
は
本
体
で
あ
る
形
の
上
を
飾
る
に
過
ぎ
な
い
。
釉
も

模
様
も
、
美
し
さ
を
つ
く
り
あ
げ
る
上
で
随
分
重
い
役
目
を
果

た
し
て
い
る
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
で
あ
る
が
、
形
は
そ
の
根
元

と
な
り
、
立
体
で
あ
る
壺
と
し
て
の
生
命
の
源
泉
で
あ
る14

❖

。

壺
を
見
れ
ば
釉
と
模
様
を
見
た
が
り
、
建
築
を
す
れ
ば
そ
の

高
蔵
王
を
無
視
し
て
装
飾
を
重
視
す
る
。
壺
を
造
る
上
で
第
一

に
私
の
最
も
留
意
し
苦
心
す
る
処
は
、
建
築
の
構
造
に
あ
た
る

轆
轤
で
あ
っ
て
、
焼
成
、
釉
薬
、
模
様
は
第
二
で
あ
り
第
三
で

あ
る15

❖

。

と
ま
で
述
べ
て
い
ま
す
。

こ
の
フ
ォ
ル
ム
重
視
な
富
本
の
思
想
に
つ
い
て
、
美
術
史
家
の

乾
由
明
は
、
彼
が
建
築
家
を
志
し
た
こ
と
と
関
連
づ
け
て
解
説
し

て
い
ま
す
が
、
実
は
こ
の
一
連
の
形
へ
の
こ
だ
わ
り
こ
そ
、「
茶
」

で
日
本
人
が
見
出
し
た
陶
磁
器
の
造
形
美
学
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

森野彰人

こ
の
形
へ
の
こ
だ
わ
り
は
、
建
築
家
を
志
し
た
富
本
個
人
の
問
題

で
は
な
く
、
日
本
人
の
多
く
が
共
有
し
て
い
る
「
や
き
も
の
観
」

か
ら
の
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
同
じ
く
『
製
陶
餘
録
』
で
富

本
は
、『
わ
が
陶
器
造
り
』
と
は
違
っ
た
表
現
で
、
自
身
の
轆
轤

成
形
に
関
し
て
こ
の
よ
う
な
記
述
を
残
し
て
い
ま
す
。

料
理
の
味
を
み
る
と
き
、
よ
き
腕
前
の
料
理
人
は
、
計
器
な

ど
つ
か
は
ず
に
自
分
の
舌
を
用
い
る
。
理
屈
で
は
な
い
。
直
感

が
そ
こ
に
あ
る
。
私
が
陶
器
を
つ
く
る
場
合
、
直
感
の
動
く
ま

ま
に
或
い
は
ふ
く
ら
ま
せ
或
い
は
す
ぼ
め
て
形
を
つ
く
る
。
勿

論
、
そ
の
何
れ
に
も
難
し
い
理
論
的
な
解
釈
は
あ
ろ
う
が
、
自

分
が
作
業
し
な
が
ら
受
け
る
感
じ
は
、
こ
の
作
業
に
は
理
屈
な

く
、
大
方
自
然
に
近
く
生
ま
れ
て
来
た
直
感
そ
の
も
の
の
力
だ

と
考
へ
る16

❖

。

轆
轤
成
形
で
寸
法
通
り
の
も
の
を
造
る
の
で
は
な
く
、
焼
成
後

に
そ
の
作
品
が
ど
の
よ
う
な
「
容
姿
」
を
携
え
る
か
を
考
え
て
成

形
し
な
さ
い
と
言
う
こ
と
で
す
。
後
に
八
木
一
夫
は
自
身
の
著
書

『
刻
々
の
炎
』
の
中
で
、
富
本
の
轆
轤
成
形
の
素
晴
ら
し
さ
を
取

り
上
げ
て
以
下
の
よ
う
に
評
し
て
い
ま
す
。「
富
本
さ
ん
の
壺
は
、

あ
の
石
も
の
の
（
磁
器
）
白
磁
の
壺
で
も
、
ま
る
で
水
び
き
を
終

え
た
ば
か
り
の
よ
う
な
、
み
ず
み
ず
し
い
発
見
の
感
動
が
あ
る
、

曖
昧
に
水
び
き
を
終
え
て
、
お
ず
お
ず
と
け
ず
り
な
が
ら
、
や
っ

と
た
ど
り
つ
い
た
と
い
う
結
果
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
迷
い
で
は

な
く
イ
メ
ー
ジ
に
確
信
が
あ
っ
た
こ
と17

❖

」
と
。
八
木
も
書
い
て
い

ま
す
が
、
富
本
の
轆
轤
技
術
は
決
し
て
上
手
と
は
言
え
な
い
も
の

で
す
。
し
か
し
、
そ
の
轆
轤
作
品
を
八
木
は
こ
の
よ
う
な
言
葉
で

高
く
評
価
し
て
い
る
の
で
す
。

富
本
曰
く
、
立
体
で
あ
る
陶
磁
器
に
お
い
て
最
も
肝
心
な
事
は

そ
の
「
形
」
で
あ
り
、
そ
の
作
品
の
形
は
、
単
な
る
「
形
」
で
は

な
く
「
容
姿
」
で
あ
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
為
に
は
そ
の
成
形
に

は
細
心
の
注
意
と
心
構
え
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
留
学
中
に
大
英
博
物
館
や
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
ア

ン
ド
・
ア
ル
バ
ー
ト
博
物
館
に
足
繁
く
通
い
、
様
々
な
国
の
工
芸

品
を
見
て
来
た
富
本
な
ら
で
は
の
視
点
と
確
信
だ
と
言
え
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
日
本
で
は
見
た
こ
と
の
な
い
中
国
陶
瓷
の
数
々
を
目

の
当
た
り
に
し
、
他
の
国
々
の
陶
磁
器
と
比
較
し
た
時
、
日
本
陶

磁
器
は
ど
こ
と
な
く
違
っ
て
感
じ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
が

ど
こ
か
ら
来
る
の
か
を
、
独
学
で
や
き
も
の
を
学
ぶ
中
で
自
ら
見

つ
け
た
の
が
、
単
に
陶
磁
器
の
「
形
」
で
は
な
く
、
様
々
な
要
素
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を
含
む
「
容
姿
」
で
あ
る
と
い
う
確
信
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
が
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
皆
さ
ん
と
共
有
す
る
に
は
身

近
で
比
較
し
易
い
日
本
陶
磁
器
と
中
国
陶
瓷
の
歴
史
を
少
し
知
っ

て
貰
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

有
史
以
前
の
陶
磁
史
に
お
い
て
は
、
日
本
も
中
国
も
、
人
が
生

活
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
「
土
器
」
が
作
ら
れ
る
と
い
う
当
た
り
前

の
事
で
し
か
な
く
、
特
筆
す
べ
き
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ

が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
発
展
し
て
い
く
過
程
で
、
違
い
が
出
て
き
ま
す
。

こ
こ
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
日
本
の
陶
磁
器
と
中
国
の
陶
瓷
が
ど

の
よ
う
な
需
要
か
ら
発
展
し
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

中
国
陶
瓷
は
世
界
中
の
ど
の
地
域
と
も
比
較
に
な
ら
な
い
ス

ピ
ー
ド
で
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。
高
火
度
焼
成
に
始
ま
り
、
釉

薬
の
使
用
、
磁
器
や
青
花
の
生
産
、
上
絵
へ
の
展
開
、
粉
彩
、
琺

瑯
彩
と
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
そ
の
発
展
は
、
世
界
の
羨
望
の
的

で
あ
り
ま
し
た
。
中
国
陶
瓷
の
歴
史
は
西
暦
一
〇
〇
四
年
に
浮
梁

に
陶
瓷
局
が
設
置
さ
れ
た
時
か
ら
王
朝
の
陶
瓷
の
歴
史
で
も
あ
り
、

景
徳
鎮
の
歴
史
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
王
朝
が
な

く
な
る
一
九
〇
〇
年
ご
ろ
ま
で
、
多
少
の
期
間
、
絶
え
る
こ
と
は

あ
り
ま
し
た
が
、
王
朝
の
直
轄
管
理
に
よ
る
陶
瓷
生
産
が
、
約

九
百
年
続
き
ま
す
。
王
朝
が
な
く
な
っ
た
後
は
国
が
生
産
を
管
理

し
、
個
人
の
趣
味
趣
向
が
陶
磁
器
制
作
に
持
ち
込
ま
れ
る
事
は
ほ

ぼ
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

特
に
明
代
か
ら
は
、
費
用
が
嵩
む
こ
と
か
ら
、
儀
式
で
用
い
る

祭
器
が
そ
れ
ま
で
の
金
属
器
か
ら
陶
瓷
に
変
わ
り
ま
す
。
そ
う

し
た
中
で
重
要
と
さ
れ
て
い
た
の
は
、
五
行
説
の
「
色
」
で
あ

り
、
陶
瓷
に
施
す
「
紋
様
」
で
す
。
形
は
青
銅
器
を
模
し
た
も
の

や
、
正
確
無
比
な
技
術
か
ら
作
り
出
さ
れ
る
歪
み
の
な
い
も
の
で

し
た
。
中
国
陶
瓷
に
と
っ
て
胎
は
紋
様
を
そ
こ
に
施
す
ベ
ー
ス
で

あ
り
、
宮
廷
の
儀
式
で
使
用
す
る
歪
み
の
な
い
完
全
な
形
が
求
め

ら
れ
た
の
で
す
。
中
国
の
思
想
で
は
窯
の
中
で
変
形
し
た
も
の
や
、

色
が
変
わ
っ
た
も
の
は
縁
起
の
悪
い
も
の
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
世
界
の
羨
望
の
的
で
あ
っ
た
中
国
陶
瓷
は
、
中
国
の
王

朝
に
と
っ
て
の
貴
重
な
外
交
ツ
ー
ル
で
も
あ
り
ま
し
た
。
当
時
、

土
の
や
き
も
の
し
か
作
れ
な
か
っ
た
イ
ス
ラ
ム
圏
や
欧
州
の
国
々

に
と
っ
て
、
白
い
磁
器
は
羨
望
の
対
象
で
あ
り
、「
白
い
金
」
と

し
て
高
額
で
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
極
端
に
言
う

と
、
王
朝
が
主
導
す
る
形
で
発
展
し
た
の
が
中
国
陶
磁
器
で
す
。

一
〇
〇
四
年
か
ら
一
九
〇
〇
年
ご
ろ
ま
で
は
宮
廷
と
欧
州
へ
の
貿

易
品
の
た
め
の
陶
磁
器
が
、
中
国
陶
瓷
で
あ
り
景
徳
鎮
の
陶
瓷
な

森野彰人

の
で
す
。

で
は
日
本
の
歴
史
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
日
本
の
陶
磁
器
の
歴

史
は
、「
茶
会
」
に
よ
っ
て
大
き
な
発
展
を
遂
げ
ま
す
。「
茶
」

が
栄
西
に
よ
り
中
国
か
ら
持
ち
帰
ら
れ
、
日
本
で
生
産
さ
れ
る

と
（
そ
れ
以
前
か
ら
茶
は
自
生
し
て
い
た
と
い
う
説
も
あ
り
ま

す
）、「
茶
湯
」
に
発
展
し
て
い
き
ま
す
。
日
本
で
「
茶
器
」
が
製

造
で
き
る
ま
で
、
用
い
ら
れ
た
の
は
中
国
や
朝
鮮
か
ら
持
ち
込
ん

だ
「
唐
物
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
ば
か
り
で
、
大
変
な
貴
重
品
で
し

た
。
そ
の
こ
と
を
織
田
信
長
は
巧
み
に
政
治
利
用
し
ま
し
た
。
結

果
と
し
て
「
一
国
よ
り
高
い
価
値
を
持
つ
茶
器
」
と
言
う
寓
話
を

残
す
ほ
ど
、「
茶
器
」
の
価
値
は
高
い
も
の
に
な
り
ま
す
。

秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
に
よ
っ
て
連
れ
て
こ
ら
れ
た
陶
工
た
ち
は
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
技
術
を
持
ち
込
み
日
本
に
お
け
る
陶
磁
器
の
発

展
を
大
き
く
進
め
ま
す
。「
茶
会
」
で
使
わ
れ
る
「
茶
器
」
の
需

要
増
加
が
こ
の
事
を
後
押
し
し
ま
し
た
。
各
地
で
「
茶
器
」
が
製

造
さ
れ
、
日
本
に
お
け
る
陶
磁
器
生
産
の
発
展
に
寄
与
し
ま
す
。

「
茶
会
」
は
ま
た
、
戦
に
明
け
暮
れ
る
戦
国
武
将
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
形
成
に
お
い
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
し
た
。
そ
こ

で
使
わ
れ
る
茶
器
は
戦
国
武
将
た
ち
個
人
の
所
有
物
で
あ
り
、
そ

の
個
性
が
そ
こ
に
現
れ
る
よ
う
に
、
個
々
の
も
の
が
個
性
的
で
あ

る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
茶
器
が
他
の
も
の
と
区
別

し
易
い
形
や
釉
調
が
必
要
で
し
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
成
形
や
焼

成
で
形
が
歪
ん
だ
も
の
や
、
釉
薬
が
均
一
に
掛
か
っ
て
い
な
い
個

性
的
な
も
の
が
好
ま
れ
作
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
事
が

「
瀬
戸
黒
」
や
「
志
野
」「
楽
焼
（
今
焼
）」
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の

「
唐
物
」
の
茶
碗
に
比
べ
更
に
歪
ん
だ
「
ひ
ょ
う
げ
た
形
」
の
茶

碗
な
ど
を
生
み
出
し
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
は
、
青
花
（
染
付
け
）
や
色
絵
の
よ
う
に
絵
付
け
を
す
る

技
術
が
無
か
っ
た
日
本
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
茶
器
」
に
個

性
を
与
え
る
方
法
と
し
て
は
、
形
や
釉
調
を
工
夫
し
て
実
現
す
る

他
に
方
法
が
無
か
っ
た
こ
と
も
重
要
な
要
素
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

日
本
人
は
高
麗
茶
碗
の
白
地
に
雨
漏
り
の
よ
う
な
し
み
の
で
き
て

い
る
も
の
を
「
雨
漏
手
」
と
呼
び
、
釉
薬
の
縮
れ
を
「
梅
花
皮
」

と
名
付
け
、
愛
で
ま
し
た
。
桃
山
の
武
将
古
田
織
部
は
ひ
び
割
れ

た
水
差
し
に
つ
い
て
「
こ
ん
な
名
品
は
今
後
ま
た
と
出
な
い
で
あ

ろ
う
」
と
添
状
に
書
い
て
い
ま
す
。
普
通
に
考
え
ら
れ
る
少
し
の

失
敗
は
個
性
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
か
え
っ
て
重
宝
さ
え
さ
れ
た
の

で
す
。
こ
れ
に
は
「
茶
」
に
お
い
て
、「
禅
」
の
精
神
性
と
結
び

つ
き
の
強
い
「
侘
茶
」
が
求
め
ら
れ
、
侘
び
た
精
神
性
と
関
係
し
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た
こ
と
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本

の
陶
磁
器
は
「
茶
」
と
深
い
関
係
を
持
っ
た
歴
史
を
辿
っ
て
い
き

ま
す
。

こ
こ
に
日
本
と
中
国
の
陶
磁
器
の
発
展
の
大
き
な
違
い
が
あ
り

ま
す
。
宮
廷
の
儀
式
の
器
と
し
て
発
展
し
た
中
国
陶
瓷
と
、「
茶
」

の
器
と
し
て
発
展
し
た
日
本
陶
磁
器
に
は
、
需
要
さ
れ
る
背
景
か

ら
求
め
ら
れ
る
要
素
に
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。
中
国
で
は
、
宮
廷

が
管
轄
し
、
官
窯
（
御
窯
）
の
体
制
の
も
と
、
一
極
集
中
で
高
品

質
で
均
質
な
陶
磁
器
を
生
産
さ
せ
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、

イ
ス
ラ
ム
圏
や
欧
州
の
需
要
に
応
え
る
必
要
も
あ
り
ま
し
た
。
一

方
で
日
本
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
武
将
の
趣
味
趣
向
に
合
わ
せ
て

「
茶
器
」
を
作
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
日
本
の
陶
磁
器

は
中
国
陶
瓷
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
綺
麗
で
均
整
の
と
れ
た
形
に

青
花
や
色
絵
を
駆
使
し
た
紋
様
が
施
さ
れ
た
流
麗
な
美
し
さ
と
は
、

遠
く
離
れ
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
個
性
的
で
あ
り
、
形
は
歪
で

い
て
、
時
に
は
割
れ
て
い
る
も
の
ま
で
良
し
と
し
、
釉
薬
の
ム
ラ

や
焼
き
ム
ラ
に
独
自
の
景
色
と
し
て
価
値
を
見
出
す
世
界
で
稀
有

な
価
値
観
を
形
成
し
て
き
た
の
で
す
。

長
次
郎
の
黒
い
茶
碗
に
無
限
の
宇
宙
を
見
出
し
、
生
命
や
自
然

を
抽
象
的
に
捉
え
、
そ
こ
に
様
々
な
物
語
を
紐
付
け
た
抽
象
造
形

物
と
し
て
の
茶
碗
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
個
別
の
も
の
と
し
て
存
在

す
る
も
の
で
あ
り
、
茶
を
飲
む
道
具
を
超
え
た
役
割
を
与
え
ら
れ

た
も
の
で
し
た
。
そ
の
為
に
は
単
に
茶
碗
の
「
形
」
だ
け
で
な
く
、

そ
の
姿
に
「
雰
囲
気
」
が
必
要
な
の
で
す
。
こ
こ
に
、
日
本
の
陶

磁
器
に
お
い
て
重
要
な
要
素
が
「
容
姿
」
に
な
っ
た
所
以
が
あ
り

ま
す
。
そ
う
言
う
意
味
で
富
本
の
「
陶
器
の
形
は
云
は
ば
彫
刻
の

う
ち
で
も
最
も
抽
象
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
写
生
的
な
立

体
よ
り
一
段
と
高
等
な
階
段
に
あ
る
と
さ
へ
考
へ
て
居
る18

❖

」
と
い

う
言
葉
は
、
日
本
の
陶
磁
器
観
を
的
確
に
美
術
的
に
言
い
表
し
た

言
葉
だ
と
言
え
ま
す
。
日
本
人
が
清
代
の
中
国
陶
瓷
を
あ
ま
り
好

ま
な
い
の
は
、
そ
こ
に
こ
の
「
容
姿
」
を
鑑
賞
す
る
ポ
イ
ン
ト
が

皆
無
だ
か
ら
で
す
。

「
容
姿
」
に
対
す
る
意
識
の
違
い
は
、
近
代
以
降
も
日
本
と
中
国

の
間
で
大
き
な
隔
た
り
を
み
せ
ま
す
。
日
本
の
陶
磁
器
に
携
わ
る

人
の
間
で
は
「
土
物
は
削
っ
て
形
を
出
す
も
の
で
は
な
い
。
土
も

の
を
削
る
と
形
が
痩
せ
る
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
八
木
一
夫
の

言
葉
を
借
り
る
な
ら
「
皮
を
む
く
、
と
い
う
言
葉
が
、
私
達
陶
工

仲
間
に
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
外
側
を
全
部
け
ず
っ
て
し
ま
う
こ
と

だ
。（
中
略
）
土
も
の
（
陶
器
）
で
は
轆
轤
で
ひ
き
あ
げ
た
と
き

の
、
自
然
な
指
あ
と
の
味
わ
い
を
喜
ぶ
場
合
が
多
い
の
で
、（
中

森野彰人

略
）
大
体
に
於
い
て
糸
底
と
そ
の
付
近
を
け
ず
る
だ
け
で
あ
る
。

（
中
略
）
削
り
と
る
そ
の
場
所
と
、
そ
の
厚
み
を
考
え
て
水
び
き

を
す
る
。
そ
れ
が
玄
人
の
轆
轤
な
の
だ19

❖

」
と
い
う
事
で
す
。
ま
た

磁
器
も
轆
轤
に
お
い
て
も
内
側
ま
で
削
る
こ
と
は
な
く
、
な
る
べ

く
削
り
が
少
な
い
轆
轤
が
良
い
形
を
生
み
出
す
と
考
え
ら
れ
て
お

り
、
轆
轤
成
形
で
形
は
轆
轤
を
水
び
き
す
る
時
に
造
る
も
の
な
の

で
す
。
そ
う
し
な
い
と
「
存
在
感
の
あ
る
形
」
が
出
来
な
い
の
で

す
。し

か
し
、
中
国
で
は
形
は
削
っ
て
造
る
も
の
で
、
外
側
を
全
て

削
る
事
は
勿
論
の
こ
と
で
す
し
、
内
側
ま
で
削
る
こ
と
が
当
た
り

前
の
こ
と
で
す
。
一
八
七
〇
年
ご
ろ
フ
ラ
ン
ス
で
鋳
込
み
成
形
の

技
法
が
開
発
さ
れ
、
石
膏
型
を
使
っ
て
大
量
に
同
じ
形
を
量
産
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
日
本
に
は
一
八
八
〇
年
頃
に
流
入
し
て

く
る
の
で
す
が
、
な
か
な
か
広
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
轆
轤
職
人

が
自
身
の
職
を
奪
わ
れ
る
と
危
惧
し
て
妨
害
し
た
な
ど
諸
説
言
わ

れ
ま
す
が
、
そ
の
深
層
は
日
本
人
の
形
へ
の
執
念
と
も
言
え
る
こ

だ
わ
り
だ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
轆
轤
成
形
し
た
も
の
は
形
に
ハ

リ
が
あ
る
が
鋳
込
み
の
形
に
は
ハ
リ
が
な
く
、
だ
め
だ
と
言
う
考

え
方
で
す
。
富
本
の
言
葉
を
借
り
る
と
「
形
の
美
を
創
造
す
る
力

の
有
無
」
と
言
う
こ
と
で
す
。
実
際
の
寸
法
は
全
く
同
じ
で
も
轆

轤
で
成
形
し
た
も
の
と
型
で
成
形
し
た
も
の
で
は
、
形
が
持
つ
ハ

リ
や
勢
い
が
全
く
違
う
と
い
う
の
で
す
。

し
か
し
、
現
在
で
は
日
本
で
も
、
ほ
と
ん
ど
の
陶
磁
器
が
石
膏

型
で
作
ら
れ
て
お
り
、
轆
轤
成
形
で
量
産
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
反
面
、
陶
芸
家
と
い
わ
れ
る
人

た
ち
は
形
づ
く
り
を
大
事
し
て
い
る
証
と
し
て
轆
轤
成
形
を
好
み
、

石
膏
型
を
用
い
て
い
る
人
は
極
端
に
少
な
い
の
で
す
。
つ
ま
り
、

陶
磁
器
作
品
に
お
い
て
石
膏
型
は
量
産
で
轆
轤
よ
り
劣
っ
て
い
る

と
い
う
バ
イ
ア
ス
が
強
い
の
で
す
。

し
か
し
、
中
国
で
は
現
在
も
轆
轤
で
の
量
産
と
石
膏
形
に
よ
る

量
産
が
両
立
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
し
、
陶
磁
器
作
品
に
お
い
て

も
、
ど
ち
ら
が
優
れ
て
い
て
ど
ち
ら
が
劣
っ
て
い
る
と
い
っ
た
バ

イ
ア
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
。
作
り
た
い
形
に
合
っ
た
成
形
方
法
を
選

択
す
る
だ
け
な
の
で
す
。
中
国
陶
瓷
で
は
形
に
つ
い
て
「
形
が
非

常
に
綺
麗
で
あ
る
」
と
は
言
い
ま
す
が
、
八
木
の
よ
う
に
「
み
ず

み
ず
し
い
」
な
ど
と
抽
象
的
に
表
現
す
る
こ
と
は
ま
ず
あ
り
ま
せ

ん
。

「
茶
」
の
中
で
養
わ
れ
た
「
容
姿
」
へ
の
こ
だ
わ
り
は
、
言
葉
は

違
い
ま
す
が
、
現
在
で
も
日
本
に
お
け
る
「
や
き
も
の
観
」
に
確

か
に
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
「
茶
」
と
離
れ
た
大
学
に
お
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け
る
陶
芸
教
育
の
な
か
で
も
言
え
る
こ
と
で
あ
り
、
茶
碗
と
は
全

く
違
っ
た
容
姿
に
な
っ
た
造
形
的
な
作
品
に
も
言
え
る
こ
と
な
の

で
す
。
現
在
で
は
中
国
を
始
め
、
欧
米
で
も
造
形
的
な
陶
磁
器
は

多
く
作
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に
自
国
の
陶
磁
史
の
延
長

と
し
て
現
在
の
造
形
的
な
陶
磁
器
を
位
置
付
け
ら
れ
る
国
は
日
本

を
お
い
て
他
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
筋
書
き
を
、
富
本
は
『
わ

が
陶
器
造
り
』
で
書
い
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
現
在
も
合
評
な
ど

で
話
さ
れ
る
主
な
内
容
は
「
形
」「
素
材
と
デ
ィ
テ
ィ
ー
ル
」「
形

と
装
飾
の
関
係
性
」「
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
と
技
法
」
な
ど
言
葉
は
現

代
的
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
富
本
が
『
わ
が
陶
器
造
り
』
で
記
述

し
て
い
る
日
本
の
「
や
き
も
の
観
」
に
あ
っ
た
「
容
姿
」
に
必
要

な
内
容
に
な
り
ま
す
。
そ
う
言
う
意
味
で
も
富
本
の
『
わ
が
陶
器

造
り
』
は
日
本
に
あ
る
「
や
き
も
の
観
」
を
見
事
に
戦
後
に
入
っ

て
来
た
美
術
の
概
念
を
用
い
て
解
説
し
た
名
著
な
の
で
す
。
そ
の

見
事
さ
ゆ
え
、
こ
の
書
物
を
読
ん
だ
こ
と
の
な
い
人
で
さ
え
口
伝

の
如
く
こ
の
考
え
方
が
引
継
が
れ
て
い
る
の
で
す
。

実
は
そ
の
こ
と
で
ち
ょ
っ
と
困
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
一

つ
目
が
、
こ
の
数
年
で
中
国
か
ら
の
留
学
生
が
増
え
た
事
で
す
。

「
形
」「
素
材
と
デ
ィ
テ
ィ
ー
ル
」「
形
と
装
飾
の
関
係
性
」「
テ
ク

ス
チ
ャ
ー
と
技
法
」
な
ど
を
全
て
含
ん
だ
陶
磁
器
の
「
容
姿
」
の

考
え
方
へ
の
理
解
を
共
有
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
合
評
な
ど
で
教

員
が
話
し
て
い
る
内
容
が
理
解
で
き
な
い
の
で
す
。
そ
し
て
二
つ

目
は
、
毎
年
、
陶
磁
器
専
攻
で
は
研
修
旅
行
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

二
〇
一
九
年
は
台
湾
の
台
北
へ
行
き
、
国
立
故
宮
博
物
院
に
行
き

ま
し
た
。
こ
こ
で
学
生
へ
の
事
前
学
習
冊
子
を
制
作
し
た
の
で
す

が
、
中
国
陶
磁
器
を
鑑
賞
す
る
に
あ
た
っ
て
以
下
の
こ
と
を
挙
げ

ま
し
た
。
ま
ず
は
鑑
賞
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

1. 　

宋
代
の
多
様
な
や
き
も
の
を
楽
し
も
う

　
　

 （
汝
窑
、
官
窑
、
哥
窑
、
钧
窑
、
定
窑
、
耀
州
窑
、
磁
州

窑
、
龙
泉
窑
、
景
德
镇
窑
な
ど
）

2. 　

明
代
の
や
き
も
の
の
発
展
を
楽
し
も
う

　
　

 （
明
代
は
祭
器
と
し
て
単
色
釉
や
、
青
花
の
完
成
期
、
斗

彩
、
五
彩
な
ど
）

3. 　

青
花
の
色
の
違
い
を
楽
し
も
う

　
　

 （
苏
麻
离
青
、
平
等
青
、
石
子
青
、
珠
明
料
、
回
青
な
ど
）

4. 　

様
々
な
模
様
を
楽
し
み
、
意
味
を
知
ろ
う

　
　

 （
中
国
の
絵
付
け
の
模
様
は
吉
祥
や
様
々
な
物
語
か
ら
引

用
さ
れ
た
も
の
で
す
）

森野彰人

そ
し
て
注
意
点
で
す
。
し
て
は
い
け
な
い
事
を
三
つ
あ
げ
ま
し

た
。1. 　

造
形
的
な
形
の
良
し
悪
し
の
話
は
し
て
は
い
け
ま
せ
ん

2. 　

模
様
の
配
置
な
ど
の
話
は
し
て
は
い
け
ま
せ
ん

3. 　

 

歪
み
な
ど
か
ら
く
る
味
わ
い
の
話
は
し
て
は
い
け
ま
せ
ん

日
本
の
陶
磁
器
観
が
刷
り
込
ま
れ
た
日
本
人
の
学
生
に
中
国
陶

瓷
を
理
解
さ
せ
る
為
に
は
全
く
違
う
鑑
賞
方
法
を
教
え
る
必
要
が

あ
る
の
で
す
。

最
近
、
私
は
富
本
の
『
わ
が
陶
器
造
り
』
は
確
か
に
名
著
で
あ

り
、
継
承
す
る
価
値
の
あ
る
考
え
方
で
あ
る
と
考
え
る
一
方
で
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
時
代
で
あ
る
現
在
に
お
い
て
は
、
も
う
少
し
様
々

な
「
や
き
も
の
観
」
を
大
学
教
育
に
持
ち
込
む
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
　

注

❖
1 

富
本
憲
吉
（
二
〇
一
九
）『
わ
が
陶
器
造
り
』

森
野
彰
人
・
前
﨑
信
也
編
、
里
文
出
版
、
二
四
六
頁
。

❖
2 

富
本
前
掲
書
、
二
四
六‒

二
四
七
頁
。

❖
3 

同
書
、
二
四
七
頁
。

❖
4 

同
右
。

❖
5 

同
右
。

❖
6 

同
書
、
二
四
八
頁
。

❖
7 

同
書
、
二
四
九
頁
。

❖
8 

同
右
。

❖
9 

同
右
。

❖
10 

同
書
、
二
五
〇
頁
。

❖
11 

同
書
、
二
五
一
頁
。

❖
12 

同
書
、
二
五
七
頁
。

❖
13 

同
書
、
二
七
一
頁
。

❖
14 

富
本
憲
吉
（
一
九
七
五
）『
製
陶
余
録
（
新
装

復
刻
版
）』
文
化
出
版
局
、「
白
磁
の
壺
」
の
章
、
七
五

頁
。

❖
15 

同
書
「
製
陶
餘
言
」
の
章
、
一
一
六
頁
。 

❖
16 

同
書
「
形
と
色
」
の
章
、
二
三
頁
。 

❖
17 

八
木
一
夫
（
一
九
八
一
）『
刻
々
の
炎
』
駸
々

堂
出
版
、
一
五
六
頁
（
↓
八
木
一
夫
（
一
九
九
九
）

『
オ
ブ
ジ
ェ
焼
き
│
八
木
一
夫
陶
芸
随
筆
』
講
談
社
文

芸
文
庫
、
六
五
頁
）。

❖
18 

富
本
（
二
〇
一
九
）、
二
四
八
頁
。

❖
19 

同
注
17
。
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私
の
専
門
の
ひ
と
つ
に
文
化
財
の
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
が
あ

る
。
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
で
富
本
憲
吉
ア
ー
カ
イ
ブ
に
関

わ
っ
て
以
来
、
す
で
に
五
年
が
過
ぎ
、
申
し
訳
な
い
く
ら
い
に

ゆ
っ
く
り
で
は
あ
る
が
京
都
市
立
芸
術
大
学
が
所
蔵
す
る
富
本
憲

吉
関
連
資
料
の
整
理
も
進
ん
で
き
た
。
資
料
画
像
の
多
く
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
を
し
、
世
界
の
ど
こ
か
ら
で
も
ア
ク
セ
ス
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る1

❖

。
し
か
し
、
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
す
る
人

が
劇
的
に
増
え
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
現
代
日
本

に
お
け
る
彼
の
業
績
を
知
る
人
の
数
は
、
専
門
家
が
期
待
す
る
よ

り
も
遥
か
に
少
な
い
か
ら
で
あ
る
。

富
本
憲
吉
『
わ
が
陶
器
造
り
』
の
先
に 

前
﨑
信
也　
　

ど
の
よ
う
な
分
野
に
も
共
通
す
る
こ
と
だ
が
、「
新
し
い
こ

と
」
と
い
う
の
は
世
の
中
に
理
解
さ
れ
に
く
い
も
の
だ
。「
新
し

い
こ
と
」
が
、
発
明
し
た
者
か
ら
近
し
い
分
野
の
専
門
家
に
伝
わ

り
、
そ
の
真
偽
や
効
能
が
確
認
さ
れ
、
彼
ら
の
間
で
普
及
し
理

解
さ
れ
る
ま
で
に
は
相
当
な
月
日
を
要
す
る
。
そ
の
後
、
そ
れ

を
「
一
般
庶
民
が
知
る
価
値
の
あ
る
こ
と
だ
」
と
専
門
家
が
判
断

し
た
場
合
に
限
り
、
誰
で
も
理
解
で
き
る
言
葉
で
の
情
報
発
信
が

始
ま
る
。
世
の
中
に
生
ま
れ
た
新
し
い
知
識
と
は
、
多
く
の
場
合
、

伝
え
よ
う
と
す
る
専
門
家
が
い
な
い
た
め
に
そ
れ
に
関
係
す
る
人

以
外
に
伝
わ
る
こ
と
は
な
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
よ
う
に
人
々
の
生
活
を
急

前﨑信也

激
に
変
化
さ
せ
る
知
識
や
技
術
で
も
、
理
論
が
確
立
さ
れ
て
か
ら
、

一
般
人
が
理
解
で
き
る
よ
う
な
言
葉
で
普
及
す
る
ま
で
に
は
、
最

低
で
も
数
十
年
は
必
要
な
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
近
い
将
来
、
世

界
を
劇
的
に
変
化
さ
せ
る
か
も
し
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
と
期
待

さ
れ
て
い
る
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
理
論
の
端
緒
は
一
九
八
〇
年
代

に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
簡
単
な
こ
と
ば
で
説

明
し
よ
う
と
い
う
試
み
は
最
近
よ
う
や
く
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
常
識
が
一
般
社
会
の
常
識
に
な
る
ま

で
の
「
時
差
」
と
は
、
通
常
は
と
て
も
長
い
。
そ
し
て
そ
れ
は
、

芸
術
の
世
界
と
な
れ
ば
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

作
者
が
自
分
の
分
身
と
も
い
え
る
作
品
を
、
他
人
に
「
簡
単
に
」

説
明
す
る
こ
と
が
難
し
い
か
ら
で
あ
る
。
芸
術
作
品
と
は
、
彼
ら

の
日
々
の
思
考
が
通
過
す
る
場
所
で
あ
り
、
あ
ま
た
あ
る
要
素
の

複
合
体
だ
。
そ
れ
は
、
歴
史
的
で
あ
り
、
個
人
的
で
あ
り
、
技
術

的
で
あ
り
、
社
会
的
で
あ
り
、
理
論
的
で
あ
る
。
時
に
、
生
活
の

糧
で
あ
り
、
ラ
イ
バ
ル
へ
の
揶
揄
で
あ
り
、
弟
子
へ
の
期
待
で
あ

り
、
愛
の
証
に
も
な
る
。
作
家
が
制
作
に
至
る
複
雑
な
想
い
を
、

積
極
的
に
伝
わ
る
よ
う
に
工
夫
し
な
け
れ
ば
、
分
か
ら
な
い
人
に

分
か
る
言
葉
で
説
明
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
日
本
に
お
け
る
芸
術
の
あ
り
方
な
ら
ば
「
よ

く
わ
か
ら
な
い
こ
と
」
は
、
芸
術
の
普
及
の
た
め
に
は
そ
こ
ま
で

マ
イ
ナ
ス
に
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
日
本
に
お
い
て
芸
術
を

理
解
す
る
こ
と
と
は
、
往
々
に
し
て
「
感
性
が
あ
れ
ば
わ
か
る
」

と
い
う
超
能
力
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
き
た
か
ら

で
あ
る
。
芸
術
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
と
は
、
そ
の
「
感
性
」
と
や

ら
を
持
っ
て
生
ま
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
そ
れ
を
認
め
る
こ
と
と
は
、
自
分
の
D 

N 

A
に
問
題
が
あ
る

こ
と
を
認
め
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
簡
単
な
説
明

を
要
求
す
る
声
も
決
し
て
大
き
く
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
（
私
見

で
は
あ
る
が
、
実
際
は
、「
感
性
」
と
は
芸
術
に
関
す
る
知
識
・

経
験
の
量
や
、
デ
ィ
テ
ー
ル
を
比
較
で
き
る
記
憶
力
の
お
か
げ
で

芸
術
品
の
良
し
悪
し
を
瞬
時
に
判
断
で
き
る
能
力
を
意
味
す
る
こ

と
が
多
く
、
持
っ
て
生
ま
れ
る
能
力
で
は
な
い
）。

こ
の
よ
う
な
状
況
は
作
家
が
亡
く
な
っ
て
も
し
ば
ら
く
は
変
わ

る
こ
と
は
な
い
。
本
人
を
知
る
人
は
、
生
前
の
氏
の
想
い
や
人
と

な
り
を
、
可
能
な
限
り
忠
実
に
後
世
に
伝
え
よ
う
と
す
る
か
ら
で

あ
る
。
ひ
と
り
の
人
間
が
何
十
年
も
か
け
て
創
造
し
て
き
た
芸
術

を
「
簡
単
に
」
説
明
す
る
こ
と
な
ど
で
き
る
わ
け
が
な
い
…
…
。

こ
の
よ
う
な
思
考
ル
ー
ト
を
辿
り
、
近
し
い
過
去
に
生
み
出
さ
れ

た
芸
術
の
多
く
と
い
う
も
の
は
、
作
者
自
身
の
言
葉
と
、
そ
の
周
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辺
の
人
物
た
ち
の
記
憶
に
基
づ
い
て
記
録
さ
れ
る
と
い
う
結
果
を

生
む
。
そ
れ
を
享
受
で
き
る
数
少
な
い
人
々
と
は
、
作
者
本
人
を

知
る
支
持
者
や
関
係
者
、
そ
し
て
そ
の
分
野
の
専
門
家
く
ら
い
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
一
次
資
料
と
な
る
こ
れ
ら
の
記
録
は
未
来
の
た

め
に
残
さ
れ
る
が
、
未
来
人
の
理
解
の
し
や
す
さ
を
念
頭
に
生
産

さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
の
だ
。
結
果
と
し
て
芸
術
は
、
作
者

の
死
後
し
ば
ら
く
す
る
と
、
一
旦
は
世
の
中
か
ら
忘
れ
去
ら
れ
が

ち
に
な
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
前
提
は
こ
れ
く
ら
い
に
し
て
お
い
て
、
こ
こ
か
ら
は
富

本
憲
吉
に
お
け
る
「
時
差
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
彼
は

一
九
六
三
年
に
没
し
た
た
め
、
今
年
で
没
後
五
十
七
年
目
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
富
本
憲
吉
研
究
の
大
半
は
、
富
本
が
遺
し
た
作
品
と

文
章
に
つ
い
て
、
彼
を
実
際
に
知
る
人
、
も
し
く
は
知
る
人
々
に

取
材
を
し
た
人
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
そ
の
他

の
ほ
と
ん
ど
の
研
究
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
専
門
的
な
言
葉
を

使
い
、
で
き
る
だ
け
富
本
の
想
い
と
、
残
る
記
憶
を
忠
実
に
伝
え

よ
う
と
す
る
真
摯
な
も
の
で
あ
っ
た
。
他
方
、
そ
の
内
容
が
一
般

大
衆
に
分
か
り
や
す
い
か
ど
う
か
と
い
わ
れ
れ
ば
、
残
念
な
が
ら

そ
う
と
は
い
え
な
い
。

芸
術
の
分
野
で
も
特
に
工
芸
関
連
の
研
究
は
こ
の
性
格
が
強
い
。

日
本
陶
磁
史
は
世
界
の
陶
磁
史
と
共
に
あ
る
た
め
、
同
時
代
の
海

外
の
陶
磁
史
と
の
比
較
が
必
要
に
な
る
。
国
内
に
も
多
数
の
産
地

が
あ
る
日
本
で
は
、
国
内
産
地
と
の
対
比
も
求
め
ら
れ
る
。
陶
磁

器
は
茶
道
の
道
具
が
多
く
、
茶
人
の
特
殊
な
見
方
も
理
解
で
き
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
加
え
て
、
一
般
大
衆
が
理
解
す
る
上

に
お
い
て
ハ
ー
ド
ル
に
な
る
の
は
、
陶
磁
器
が
科
学
技
術
で
あ
り

工
業
製
品
の
素
材
で
あ
る
と
い
う
性
格
も
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
。
芸
術
作
品
を
焼
く
窯
の
中
で
、
日
用
の
食
器
や
タ
イ

ル
が
一
緒
に
焼
か
れ
る
。
陶
磁
史
と
は
科
学
技
術
の
進
歩
と
と
も

に
あ
り
、
窯
業
技
術
と
し
て
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
も
評
価
の
対
象
に

な
る
。
使
う
土
、
釉
薬
、
絵
付
、
焼
成
方
法
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ど
の

よ
う
な
歴
史
が
あ
り
、
誰
が
評
価
を
し
て
、
ど
の
く
ら
い
実
現
が

難
し
く
先
進
的
で
あ
る
の
か
。
こ
れ
ら
の
要
素
を
複
合
的
に
判
断

で
き
な
け
れ
ば
、
陶
磁
器
の
評
価
は
で
き
な
い
。

日
本
陶
磁
史
に
名
前
を
遺
す
よ
う
な
著
名
陶
芸
家
が
評
価
さ
れ

た
理
由
は
、
芸
術
性
よ
り
も
、
独
自
の
技
術
を
発
明
し
、
自
ら
の

作
品
に
応
用
し
た
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
、
仕
上
が

り
が
マ
ッ
ト
調
に
な
る
板
谷
波
山
（
一
八
七
二
〜
一
九
六
三
）
の

葆
光
釉
、
磁
器
の
土
を
ピ
ン
ク
色
に
発
色
さ
せ
る
五
代
清
水
六
兵

前﨑信也

衛
（
一
八
七
五
〜
一
九
五
九
）
の
大
礼
磁
な
ど
、
富
本
と
同
じ
時

代
に
生
き
た
陶
芸
家
を
理
解
す
る
に
は
、
ま
ず
技
術
を
理
解
す
る

こ
と
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
。

富
本
憲
吉
は
ど
う
か
と
言
え
ば
、
そ
の
評
価
の
理
由
は
技
術
以

外
の
要
素
が
強
く
、
近
代
に
お
い
て
は
珍
し
い
陶
芸
家
で
あ
る
。

使
用
さ
れ
て
い
る
素
材
も
、
技
法
も
、
特
筆
す
る
ほ
ど
の
新
奇
性

は
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
、
既
存
の
技
術
を
ど
の
よ
う
に
組
み
合
わ

せ
る
の
か
。
欧
米
の
動
き
を
加
味
し
て
日
本
陶
芸
の
未
来
の
あ
り

方
を
考
え
、
当
時
と
し
て
は
新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
を
作
品
に
付
与

し
て
、
次
世
代
の
陶
芸
家
や
陶
磁
器
業
界
の
道
を
切
り
開
く
よ
う

な
芸
術
活
動
を
行
っ
た
こ
と
が
評
価
を
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ

そ
、
富
本
の
芸
術
を
理
解
す
る
と
い
う
こ
と
の
ハ
ー
ド
ル
は
、
他

の
作
家
よ
り
も
高
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
既
存
の
富
本
研
究
と
は
、

書
い
た
人
も
、
読
ん
だ
人
も
、
富
本
と
い
う
人
に
近
し
い
人
々
で

あ
っ
た
。
彼
の
こ
と
を
き
ち
ん
と
理
解
さ
れ
て
お
ら
れ
た
。
そ
し

て
、
そ
の
複
雑
さ
を
複
雑
な
ま
ま
に
提
示
を
さ
れ
て
き
た
。

一
例
を
挙
げ
れ
ば
「
模
様
か
ら
模
様
を
作
ら
ず
」
と
い
う
言
葉

が
あ
る
。
多
く
の
解
説
で
は
彼
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
形
と
模
様
を
追

求
し
た
根
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
が
、
初
め
て
聞
い
た
人
が
そ
の

説
明
で
富
本
の
何
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
事
前

知
識
の
な
い
学
生
に
「
こ
の
言
葉
の
意
味
は
何
か
」
と
聞
い
て
も
、

意
味
が
あ
る
答
え
が
返
っ
て
く
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
。

こ
の
他
に
も
、
富
本
憲
吉
の
業
績
を
世
に
広
め
る
た
め
に
、
こ

れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
な
方
法
と
言
葉
を
つ
か
い
続
け
る
べ
き
で
は

な
い
理
由
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
富
本
憲
吉
研
究
を
取
り
巻
く
環
境

が
急
速
に
変
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
富
本
憲
吉
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
『
わ
が
陶
器
造
り
』
の
執
筆
の
他
に
も
、
実
施
し

て
き
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
が
、
富
本
が
滞
在
し
て
制
作
し

た
と
さ
れ
て
い
る
産
地
で
の
調
査
で
あ
っ
た
。

二
〇
一
五
年
に
は
、
富
本
が
一
九
三
六
年
五
月
か
ら
十
月
ま
で

お
よ
そ
半
年
間
、
色
絵
磁
器
の
研
究
と
制
作
を
行
な
っ
た
九
谷
を

調
査
し
た
。
富
本
が
頼
っ
た
の
は
、
地
域
の
九
谷
焼
の
生
地
の
多

く
を
生
産
し
て
い
た
北
出
塔
次
郎
（
一
八
九
八
〜
一
九
六
八
）
の

窯
で
あ
る
。
当
時
の
ま
ま
に
残
る
窯
や
工
房
な
ど
の
見
学
を
行
っ

た
が
、
何
よ
り
も
残
念
で
あ
っ
た
の
は
、
当
時
の
様
子
を
知
る
北

出
不
二
雄
氏
（
一
九
一
九
〜
二
〇
一
四
）
が
前
年
に
他
界
さ
れ
て

い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
富
本
に
関
す
る
新
出
の
資
料
は
見
つ
か
ら

ず
、
九
谷
滞
在
時
の
富
本
を
知
る
最
後
の
方
か
ら
お
話
を
聞
く
こ

と
も
か
な
わ
な
か
っ
た
の
は
極
め
て
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

二
〇
一
六
年
に
は
、
愛
媛
県
を
代
表
す
る
磁
器
産
地
で
あ
る
砥
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部
を
調
査
し
た
。
富
本
は
一
九
五
六
年
か
ら
五
十
七
年
の
間
、
梅

山
窯
の
梅
野
武
之
助
（
一
九
二
一
〜
一
九
九
九
）
の
も
と
に
滞
在

し
制
作
し
て
い
る
。
梅
山
窯
の
古
陶
資
料
館
に
は
富
本
作
品
を
含

む
様
々
な
や
き
も
の
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。
滞
在
制
作
後
、
砥
部

を
後
に
し
た
彼
は
、
教
え
子
で
あ
る
藤
本
能
道
（
一
九
一
九
〜
一

九
九
二
）
を
砥
部
に
派
遣
し
た
。
調
査
で
は
、
藤
本
の
指
導
を
受

け
た
工
藤
省
治
氏
（
一
九
三
四
〜
二
〇
一
九
）
か
ら
当
時
の
お
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
富
本
と
砥
部
と
の
関
係
や
、
藤
本
の
指

導
が
入
っ
て
以
降
の
砥
部
焼
の
復
活
に
つ
い
て
な
ど
、
今
と
な
っ

て
は
珍
し
い
知
ら
れ
ざ
る
富
本
関
連
の
逸
話
を
教
え
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
工
藤
氏
は
二
〇
一
九

年
十
月
に
急
逝
さ
れ
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
立
ち
上
げ
時
に
は
、
陶
磁
器
専
攻
一
期
生
で
富

本
の
最
初
の
学
生
と
な
り
、
晩
年
の
富
本
の
制
作
を
手
伝
っ
て
い

た
京
都
市
立
芸
術
大
学
名
誉
教
授
の
小
山
喜
平
氏
（
一
九
三
〇
〜

二
〇
一
五
）
か
ら
も
聞
き
取
り
を
予
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、
き

ち
ん
と
当
時
の
お
話
を
聞
く
機
会
を
持
つ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

最
後
に
『
わ
が
陶
器
造
り
』
巻
頭
の
対
談
に
も
ご
参
加
い
た
だ
い

た
美
術
史
家
で
富
本
憲
吉
研
究
の
第
一
人
者
の
乾
由
明
氏
（
一
九

二
七
〜
二
〇
一
七
）
も
、
同
書
の
編
集
中
に
体
調
を
崩
さ
れ
永
眠

さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
生
前
の
富
本
憲
吉
を
知
る
人
々
か
ら
お

話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
機
会
は
年
々
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

同
時
に
富
本
が
生
き
て
い
る
時
代
か
ら
の
フ
ァ
ン
、
作
品
の
所

蔵
者
の
方
々
に
つ
い
て
も
、
同
じ
よ
う
な
状
況
が
進
行
し
て
い
る
と

推
察
さ
れ
る
。
そ
う
い
っ
た
方
か
ら
作
品
を
託
さ
れ
る
人
々
が
そ
れ

を
ど
う
さ
れ
る
か
は
、
我
々
に
は
知
る
由
も
な
い
。
ご
遺
族
の
手
に

渡
り
大
切
に
さ
れ
る
こ
と
、
美
術
館
や
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
、
未

来
の
人
々
が
鑑
賞
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
祈
る
の
み
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
が
今
後
も
進
む
こ
と
は
火
を
見
る
よ
り
明
ら

か
で
あ
る
。
な
ら
ば
今
後
の
富
本
憲
吉
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
の
手

法
と
は
異
な
る
方
法
で
進
め
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
残
念
な
こ
と

の
よ
う
に
感
じ
る
人
も
い
る
だ
ろ
う
が
、
考
え
方
に
よ
っ
て
は
、

富
本
研
究
を
次
世
代
に
繋
げ
る
た
め
の
新
た
な
可
能
性
を
試
す
好

機
で
あ
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
兆
し
を
察
し
て
の
こ
と
だ
ろ
う
か
、
富
本
憲
吉
を
テ
ー
マ

に
し
た
画
期
的
な
展
覧
会
が
二
〇
一
九
年
六
月
〜
九
月
に
開
催
さ

れ
た
。
奈
良
県
立
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
「
富
本
憲
吉
入
門
―
彼

は
な
ぜ
日
本
近
代
陶
芸
の
巨
匠
な
の
か
」
展
は
、
そ
の
タ
イ
ト
ル

か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
富
本
を
知
ら
な
い
人
に
興
味
を
持
っ
て

も
ら
う
と
い
う
こ
と
を
目
的
に
掲
げ
た
展
覧
会
で
あ
っ
た
。
同
館

前﨑信也

は
富
本
作
品
の
所
蔵
数
で
国
内
有
数
の
機
関
で
あ
る
。
展
覧
会
の

構
成
は
、
彼
の
生
涯
と
芸
術
が
、
時
代
や
ス
タ
イ
ル
ご
と
に
テ
ー

マ
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
本
人
の
言
葉
な
ど
も
用
い
て
わ
か
り
や

す
く
説
明
さ
れ
て
い
た
。

二
〇
一
六
年
に
根
津
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
「
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

展 

は
じ
め
て
の
古
美
術
鑑
賞 

絵
画
の
技
法
と
表
現
」
の
成
功
な
ど

か
ら
、
美
術
の
基
礎
を
教
え
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
た
展
覧
会
は

徐
々
に
そ
の
数
を
増
や
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
方
法
で
発
信
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
に
、
美
術
の
展
覧
会
は
一
般
の
人
々

か
ら
は
遠
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
も
言
え
る
。
奈
良
県
立

美
術
館
で
の
富
本
の
展
覧
会
も
こ
の
大
き
な
流
れ
の
中
に
あ
る

も
の
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
二
十
世
紀
に
活
躍
し
た

作
家
を
テ
ー
マ
に
見
方
を
教
え
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
は
新
し
く
、

実
施
に
関
し
て
は
勇
気
が
必
要
だ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

富
本
が
し
て
い
た
こ
と
の
真
意
の
在
処
と
は
ど
こ
だ
っ
た
の

か
。
彼
が
他
界
し
て
十
三
年
後
に
生
ま
れ
た
私
に
と
っ
て
、
そ
れ

を
知
る
術
は
著
書
を
読
み
、
彼
を
知
る
人
か
ら
話
を
聞
き
、
彼
の

作
品
と
同
時
代
の
他
の
作
家
の
作
品
と
比
べ
る
こ
と
く
ら
い
で
あ

る
。
そ
の
方
法
に
し
て
み
て
も
、
結
論
が
「
正
し
い
」
の
か
ど
う

か
に
つ
い
て
は
誰
に
も
分
か
ら
な
い
。
例
え
ば
、
彼
の
教
え
子
で

あ
る
柳
原
睦
夫
氏
（
一
九
三
四
〜
）
は
生
前
の
富
本
を
回
想
し
て

「（
富
本
は
）「
僕
の
や
る
こ
と
を
、
誰
も
理
解
し
よ
う
と
は
し
な

い
ん
や
」
っ
て
仰
る
ん
で
す
が
、
そ
れ
で
も
作
品
は
じ
ゃ
ん
じ
ゃ

ん
売
れ
る
ん
で
す
よ2

❖

」
と
述
べ
て
い
る
。
作
家
が
生
き
て
い
る
時

で
さ
え
、
作
品
を
理
解
さ
れ
て
い
な
い
と
彼
が
感
じ
て
い
た
の
で

あ
れ
ば
、
現
代
に
研
究
す
る
我
々
に
は
届
か
な
い
境
地
が
あ
っ
た

と
し
て
も
、
少
し
は
諦
め
が
つ
く
。

と
は
い
え
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
所
蔵
の
富
本
憲
吉
関
連
資

料
に
関
わ
る
陶
磁
史
の
研
究
者
と
し
て
は
、
私
よ
り
も
さ
ら
に

富
本
と
遠
い
世
代
の
人
々
に
何
か
役
に
立
つ
も
の
を
遺
し
た
い
。

二
〇
一
九
年
時
点
に
お
け
る
富
本
憲
吉
の
理
解
と
日
本
陶
芸
史
上

の
位
置
づ
け
を
、
歴
史
的
背
景
な
ど
も
踏
ま
え
て
明
ら
か
に
し
て

お
く
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
い
く
ら
か
先
の

未
来
に
富
本
を
学
び
、
世
間
に
伝
え
よ
う
と
す
る
研
究
者
に
と
っ

て
少
し
く
ら
い
役
に
立
つ
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

二
〇
一
九
年
十
月
か
ら
新
潟
市
會
津
八
一
記
念
館
で
「
富
本
憲

吉
と
會
津
八
一
〜
孤
高
の
美
の
求
道
者
た
ち
〜
」
展
が
開
催
さ
れ

た
。
同
展
の
図
録
に
は
奈
良
県
立
美
術
館
の
飯
島
礼
子
学
芸
員

も
「
富
本
憲
吉
の
模
様
と
形
―
奈
良
県
立
美
術
館
所
蔵
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
か
ら
」
を
寄
稿
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
拙
稿
「
富
本
憲
吉
が
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気
に
な
る
人
に
伝
え
た
い
こ
と
」
を
掲
載
し
て
い
た
だ
い
た
。
興

味
深
い
こ
と
に
、
ど
ち
ら
の
論
文
で
も
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
法
は
異

な
る
が
、
先
述
の
「
模
様
か
ら
模
様
を
作
ら
ず
」
と
い
う
言
葉
に

つ
い
て
詳
し
く
解
説
を
加
え
て
い
た
。
富
本
の
業
績
を
一
般
の

方
々
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
や
は
り
そ
こ
か
ら
だ
。

両
解
説
文
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
新
潟
市
の
文
化
行
政
を
支
え

る
た
め
に
も
図
録
を
購
入
し
て
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
本
稿
は
、

そ
こ
で
富
本
を
理
解
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
挙
げ
た
結
論

の
ひ
と
つ
を
お
伝
え
す
る
こ
と
で
閉
じ
よ
う
と
思
う
。
そ
れ
は
、

富
本
が
新
し
く
提
案
し
た
陶
芸
の
創
造
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
現
代

の
日
本
に
「
普
通
に
」
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る3

❖

。

彼
は
生
涯
の
制
作
活
動
、
そ
し
て
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
教
授

と
い
う
仕
事
を
通
じ
て
、
次
世
代
の
陶
芸
家
た
ち
の
進
む
道
を
指

し
示
し
た
。
後
に
続
い
た
陶
芸
家
た
ち
は
、
師
の
手
法
を
咀
嚼
し

自
己
流
に
し
、
新
し
い
日
本
陶
芸
を
生
み
出
し
続
け
て
き
た
。
気

づ
け
ば
、
そ
れ
は
富
本
が
始
め
た
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

失
い
、
日
本
陶
芸
と
は
こ
う
あ
る
べ
き
も
の
と
い
う
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
与
え
ら
れ
、
今
日
も
確
固
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。

皆
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
富
本
が
か
つ
て
歩
い
た
道
を
歩
い

て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
が
、
二
十
世
紀
の
日
本
を
代
表
す
る
陶
芸
家

と
評
価
さ
れ
る
理
由
の
ひ
と
つ
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
力
が
影
響
力
を
持
ち
す
ぎ
る
こ
と
は
、
マ
イ
ナ

ス
の
影
響
も
も
た
ら
す
恐
れ
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

か
つ
て
最
新
で
あ
っ
た
富
本
の
教
え
を
繰
り
返
す
こ
と
は
、
目
の

前
の
田
畑
を
こ
れ
ま
で
通
り
耕
す
た
め
に
は
役
立
つ
か
も
し
れ
な

い
が
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
多
く
の
、
も
し
く
は
お
い
し
い
作
物
を

得
る
方
法
に
は
な
り
え
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
な
ら
ば
今
す
べ
き

こ
と
は
、
富
本
の
デ
ザ
イ
ン
や
技
術
を
学
ぶ
の
で
は
な
い
。
柳
原

氏
が
『
わ
が
陶
器
造
り
』
の
鼎
談
の
中
で
「
要
す
る
に
思
想
な

ん
で
す
よ
。
思
想
と
実
践
で
す
。4

❖

」
と
、
お
話
に
な
っ
た
よ
う
に
、

富
本
の
思
想
の
あ
り
方
か
ら
学
び
、
現
代
に
ふ
さ
わ
し
い
思
想
を

構
築
し
、
勇
気
を
も
っ
て
実
践
す
る
こ
と
に
し
か
な
い
の
だ
ろ
う
。

　
　

注

❖
1 

近
現
代
陶
磁
器
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
スhttps://

w
w

w
.dh-jac.net/db1/m

jci/index.php

❖
2 

富
本
憲
吉
（
二
〇
一
九
）『
わ
が
陶
器
造
り
』

森
野
彰
人
・
前
﨑
信
也
編
、
里
文
出
版
、
二
〇
頁
。

❖
3 

新
潟
市
會
津
八
一
記
念
館
（
二
〇
一
九
）『
富
本

憲
吉
と
會
津
八
一
〜
孤
高
の
美
の
求
道
者
た
ち
〜
』九
頁
。

❖
4 

富
本
前
掲
書
、
二
九
頁
。

は
じ
め
に

私
は
、
い
つ
も
ア
ー
カ
イ
ブ
を
「
記
述
さ
れ
た
も
の
」
と
い
う

比
喩
で
考
え
て
き
ま
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
を
「
書
く

こ
と
」
と
「
読
む
こ
と
」
と
い
う
ふ
た
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
に
分
け
て

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
こ
れ
か
ら
述
べ
る
こ
と
は

ア
ー
カ
イ
ブ
の
「
読
み
」
の
可
能
性
に
つ
い
て
の
お
話
に
な
り
ま

す
。
私
は
、
こ
れ
ま
で
制
作
者
（
美
術
）
と
い
う
立
場
か
ら
ア
ー

カ
イ
ブ
に
関
わ
っ
て
き
て
い
て
、
そ
の
過
程
で
、
ア
ー
カ
イ
ブ

に
つ
い
て
考
え
る
時
に
は
、「
書
き
方
」
に
つ
い
て
よ
り
「
読
み

方
」
に
つ
い
て
考
え
る
方
が
、
な
ぜ
か
よ
り
自
由
で
創
造
的
で
あ

「
あ
え
て
間
違
っ
た
読
み
方
を
」 
石
原
友
明　
　

│
創
造
的
誤
読
に
つ
い
て
の
ノ
ー
ト

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
し
た
。
私
は
ア
ー
カ
イ

ブ
の
創
造
性
を
、「
正
し
く
記
述
す
る
」
と
い
う
「
書
き
方
」
の

側
よ
り
も
、
意
識
的
／
無
意
識
的
に
「
間
違
え
て
」
読
む
／
読
ん

で
し
ま
う
、
と
い
う
「
読
み
」
の
行
為
の
中
に
見
出
し
て
、
そ
の

行
為
を
「
創
造
的
誤
読
」
と
呼
ん
で
い
た
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
述

べ
る
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
（
Ｈ
Ｉ
Ｐ 

Ｈ
Ｏ
Ｐ
）
や
ハ
ウ
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
の
D 

J
に
よ
る
「
ブ
レ
イ
ク
ビ
ー
ツ
」
と
い
う
方
法
は
、
ア
ー

カ
イ
ブ
に
つ
い
て
考
え
始
め
た
頃
か
ら
、「
創
造
的
誤
読
」
の
ひ

と
つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
繰
り
返
し
語
り
、
注
目
し
て
き
た
主
題
で

す
。
以
下
は
そ
れ
に
つ
い
て
の
散
文
的
な
記
述
と
な
り
ま
す
。
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1
．
ブ
レ
イ
ク
ビ
ー
ツ

『
ワ
イ
ル
ド
・
ス
タ
イ
ル
』
と
い
う
一
九
八
二
年
制
作
の
ア
メ
リ

カ
映
画
が
あ
る1

❖

。
物
語
は
Ｎ
Ｙ
の
地
下
鉄
に
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
を
描

く
ペ
イ
ン
タ
ー
の
青
春
と
い
っ
た
内
容
な
の
だ
が
、
そ
の
背
後
に

映
し
出
さ
れ
る
創
成
期
の
生
き
生
き
と
し
た
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
カ
ル

チ
ャ
ー
の
カ
タ
ロ
グ
の
よ
う
な
映
像
が
、
演
出
な
の
か
ド
キ
ュ
メ

ン
ト
な
の
か
曖
昧
な
ま
ま
使
わ
れ
て
い
て
、
そ
こ
に
こ
の
映
画
の

資
料
的
な
価
値
が
あ
り
、
今
も
な
お
新
鮮
さ
を
失
っ
て
は
い
な
い
。

そ
の
中
に
二
人
の
伝
説
的
な
D 
J
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
グ
ラ
ン
ド
・
ウ
ィ
ザ
ー
ド
・
セ
オ
ド
ア
（G

rand W
izzard 

T
heodore

）
と
グ
ラ
ン
ド
マ
ス
タ
ー
・
フ
ラ
ッ
シ
ュ
（G

rand-

m
aster Flash

）。
二
人
は
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
創
成
期
に
「
ス
ク
ラ
ッ

チ
」
と
い
う
技
法
を
編
み
出
し
た
と
さ
れ
る
伝
説
的
な
D 
J
で
あ

り
、
映
画
で
は
当
時
の
プ
レ
イ
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

彼
ら
の
D 

J
の
ス
タ
イ
ル
「
ブ
レ
イ
ク
ビ
ー
ツ2

❖

」
と
は
、
簡
単

に
言
え
ば
、
二
台
の
レ
コ
ー
ド
プ
レ
イ
ヤ
ー
＝
タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル

と
ミ
キ
サ
ー
を
使
っ
て
、
二
枚
の
同
じ
レ
コ
ー
ド
を
交
互
に
繰
り

返
す
こ
と
で
、
終
わ
る
こ
と
の
な
い
ビ
ー
ト
を
鳴
ら
し
続
け
る
テ

ク
ニ
ッ
ク
で
あ
る
。
歌
詞
や
メ
ロ
デ
ィ
の
な
い
（
つ
ま
り
意
味
内

容
が
な
い
）「
ブ
レ
イ
ク
」
と
呼
ば
れ
る
前
奏
や
間
奏
の
ド
ラ
ム

ビ
ー
ト
部
分
を
限
り
な
く
反
復
・
延
長
さ
せ
る
こ
と
で
、
シ
ン
グ

ル
レ
コ
ー
ド
一
曲
が
三
〜
四
分
程
度
だ
っ
た
時
代
に
、
終
わ
り
な

く
続
く
音
と
し
て
の
ま
っ
た
く
新
し
い
ダ
ン
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
を

創
り
出
し
た
の
で
あ
る
。
今
と
な
っ
て
は
、
実
に
シ
ン
プ
ル
な
ア

イ
デ
ア
に
思
え
る
が
、
私
は
、
こ
れ
が
そ
の
後
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音

楽
を
根
底
か
ら
変
え
て
し
ま
う
革
新
的
発
明
で
あ
っ
た
と
考
え
て

い
る
。
シ
ン
プ
ル
で
、
誰
も
が
ま
ね
る
こ
と
が
で
き
る
が
故
に
ま

さ
に
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
卵
で
あ
り
、
音
楽
文
化
に
お
け
る
コ
ペ
ル
ニ

ク
ス
的
転
換
で
あ
っ
た
と
さ
え
思
え
る
の
だ
。
今
で
は
も
は
や
当

た
り
前
で
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
に
さ
え
見
え
る
ア
ナ
ロ
グ
レ
コ
ー
ド

と
タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
で
の
D 

J
が
、
な
ぜ
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
契
機

だ
っ
た
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば

そ
れ
は
い
っ
た
い
何
を
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
に
ひ
っ
く
り
返
し
て
し

ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。

2
．
道
具
の
間
違
っ
た
使
い
方
―
装
置
か
ら
道
具
へ

発
明
の
第
一
段
階
は
「
道
具
」
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

は
発
明
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
「
間
違
っ
た
使
い
方
」
と
い
う
ほ
う

が
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
か
も
し
れ
な
い
。

レ
コ
ー
ド
と
は
、
そ
の
名
の
通
り
音
の
記
録
の
た
め
に
あ
る
技

術
だ
。
音
が
円
盤
の
上
に
物
理
的
な
溝
と
し
て
刻
み
込
ま
れ
る
か

た
ち
で
記
録
さ
れ
て
い
て
、
物
理
的
記
録
で
あ
る
が
故
に
、
一
度

録
音
し
た
も
の
に
、
書
き
加
え
た
り
、
書
き
換
え
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
再
生
専
用
の
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
レ

コ
ー
ド
と
対
に
な
る
レ
コ
ー
ド
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
、
そ
の
名
の
通
り

レ
コ
ー
ド
の
た
め
の
再
生
装
置
で
あ
る
。
回
転
す
る
タ
ー
ン
テ
ー

ブ
ル
の
上
に
レ
コ
ー
ド
を
載
せ
、
溝
（groove

）
の
凹
凸
を
伝
え

る
針
を
そ
こ
に
落
と
し
て
、
振
動
を
音
に
変
え
て
再
生
す
る
装
置

で
あ
り
、
そ
の
際
に
重
要
な
の
は
速
度
で
あ
る
。
原
盤
に
音
の
振

動
を
刻
ん
だ
時
と
正
確
に
同
じ
速
度
で
再
生
し
て
や
る
必
要
が
あ

り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
録
音
さ
れ
た
音
と
再
生
さ
れ
る
音
の
同
一
性

を
保
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
ん
な
ふ
う
に
回
り
く
ど
く
説
明

す
る
の
は
、
レ
コ
ー
ド
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
、
音
楽
や
声
を
「
元
通
り

に
聞
く
＝
正
確
に
再
生
す
る
」
た
め
の
装
置
で
あ
り
、
指
定
の
回

転
速
度
で
右
回
り
に
再
生
し
て
聞
く
の
が
正
し
い
使
い
方
だ
と
い

う
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
て
お
く
た
め
だ
。

そ
れ
に
対
し
て
、
ブ
レ
イ
ク
ビ
ー
ツ
の
D 

J
達
は
ど
う
か
？

ま
ず
レ
コ
ー
ド
の
下
に
パ
イ
用
の
シ
ー
ト
を
敷
き
、
レ
コ
ー
ド

の
上
に
手
を
お
い
て
、
そ
れ
を
素
早
く
前
後
に
回
転
さ
せ
て
「
ス

ク
ラ
ッ
チ
」
し
て
リ
ズ
ム
を
刻
み
、
二
枚
の
レ
コ
ー
ド
か
ら
イ
ン

ト
ロ
や
間
奏
（
ブ
レ
イ
ク
）
の
ド
ラ
ム
ビ
ー
ト
を
断
片
的
に
取
り

出
し
て
交
互
に
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
ゆ
く
。
こ
こ
で
お
こ
な
わ
れ
て

い
る
行
為
、
レ
コ
ー
ド
の
下
に
パ
イ
の
シ
ー
ト
を
敷
く
こ
と
も
、

レ
コ
ー
ド
の
表
面
を
素
手
で
触
る
こ
と
も
、
前
後
に
手
動
で
回
転

さ
せ
る
こ
と
も
、
二
枚
の
レ
コ
ー
ド
を
同
時
に
再
生
す
る
こ
と
も
、

曲
の
ご
く
一
部
だ
け
を
何
度
も
針
を
置
き
直
し
て
再
生
す
る
こ
と

も
、
す
べ
て
正
し
く
な
い
。
つ
ま
り
、
本
来
の
「
記
録
の
正
確
な

再
生
」
と
い
う
目
的
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
、
こ
と
ご
と
く
「
間

違
っ
た
使
い
方
」
な
の
だ
。

そ
の
「
間
違
っ
た
使
い
方
」
に
よ
っ
て
創
り
出
さ
れ
る
ビ
ー
ト

は
断
片
化
さ
れ
、
反
復
す
る
こ
と
で
無
限
に
う
ね
る
よ
う
に
延
長

さ
れ
て
ゆ
く
。
そ
れ
は
「
記
録
し
た
音
を
元
通
り
再
生
す
る
」
と

い
う
レ
コ
ー
ド
プ
レ
イ
ヤ
ー
本
来
の
目
的
を
、
わ
ざ
と
取
り
違
え

て
、
与
え
ら
れ
た
機
能
を
根
底
か
ら
「
間
違
っ
て
」
解
釈
し
直
し

て
み
せ
る
の
だ
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
レ
コ
ー
ド
プ
レ
イ
ヤ
ー
と

い
う
機
能
的
に
設
計
さ
れ
た
「
聞
く
た
め
の
装
置
」
は
、
身
体
的

な
「
踊
る
（
ま
た
は
ラ
ッ
プ
す
る
）
た
め
の
道
具
」
へ
と
、
ズ
ラ

さ
れ
て
し
ま
う
。
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そ
れ
は
「
間
違
っ
て
」
い
る
。
し
か
し
、
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
れ

は
新
し
く
、
そ
し
て
創
造
的
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
合
理
的
で
正
し
い
目
的
の
た
め
に
設
計
さ
れ
た

装
置
を
、
あ
え
て
「
間
違
っ
た
」
使
い
方
を
す
る
こ
と
で
ズ
ラ

し
、
換
骨
奪
胎
し
て
し
ま
う
方
法
は
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
や
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
い
っ
た
ス
ト
リ
ー
ト
カ
ル
チ
ャ
ー
に
顕
著
な

特
徴
で
も
あ
る
。
映
画
『
ワ
イ
ル
ド
・
ス
タ
イ
ル
』
に
お
い
て
も
、

平
滑
な
塗
装
の
た
め
の
ス
プ
レ
ー
ペ
イ
ン
ト
を
、
持
ち
運
び
し
や

す
い
（
素
早
く
描
け
て
逃
げ
や
す
い
）
絵
筆
＋
絵
具
と
し
て
使
う
、

ま
た
、
キ
ッ
チ
ン
な
ど
で
使
わ
れ
る
床
材
で
あ
る
ク
ッ
シ
ョ
ン
フ

ロ
ア
を
巻
い
て
路
上
に
持
ち
出
す
こ
と
で
滑
り
や
す
く
、
持
ち
運

び
可
能
な
ダ
ン
ス
フ
ロ
ア
と
し
て
使
う
、
と
い
っ
た
「
間
違
っ
た

使
い
方
」
の
用
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
「
間
違
っ
た
使
い
方
」
と
い
う
方
法
は
、
合
理
的
に
設
計

さ
れ
た
〈
装
置
〉
を
、
個
人
や
特
定
の
集
団
の
欲
望
に
沿
わ
せ
て

身
体
化
す
る
と
い
う
意
味
で
、
い
わ
ば
〈
道
具
化
〉
さ
せ
て
い
る

の
だ
と
い
う
ふ
う
に
も
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
〈
装
置
の

道
具
化
〉
と
い
う
考
え
は
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
／
ブ
リ
コ
ラ
ー

ジ
ュ
と
い
う
対
比
を
考
え
る
時
に
、
違
う
角
度
か
ら
の
今
日
的
な

視
点
を
与
え
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

3
．
円
盤
型
レ
コ
ー
ド
と
い
う
ア
ー
カ
イ
ブ

だ
が
、
こ
の
よ
う
な
「
間
違
っ
た
使
い
方
」
が
、
発
明
的
と
い

え
る
ほ
ど
の
大
き
な
変
化
で
あ
る
た
め
に
は
、
こ
れ
だ
け
で
は
ま

だ
充
分
と
は
言
え
な
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
何
が
ど
の
よ
う
に
変

わ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
確
か
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
こ

で
振
り
返
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
レ
コ
ー
ド
プ
レ
イ

ヤ
ー
と
い
う
装
置
＝
道
具
と
組
み
合
わ
さ
れ
る
も
う
一
方
の
要
素
、

つ
ま
り
そ
こ
に
載
せ
ら
れ
る
円
盤
型
レ
コ
ー
ド
の
こ
と
だ
。

レ
コ
ー
ド
の
特
質
と
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
音
声
の
振
動

が
溝
（groove

）
と
い
う
か
た
ち
で
物
質
化
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
、
そ
の
た
め
に
、
書
き
加
え
た
り
、
書
き
換
え
た
り
す
る
こ
と

が
不
可
能
な
記
録
メ
デ
ィ
ア
で
あ
り
、
そ
の
物
質
性
が
音
の
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
保
証
し
て
く
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
こ
れ
ま
で

あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
手
軽
に
情
報
を
加
筆
変
更

で
き
る
環
境
に
囲
ま
れ
た
今
日
で
は
い
っ
そ
う
際
立
つ
重
要
な
特

性
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
レ
コ
ー
ド
が
（
書
籍
や
フ
ィ
ル
ム
と
同
様

に
）
記
録
媒
体
と
し
て
か
な
り
堅
固
で
普
遍
性
を
持
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
円
盤
型
レ
コ
ー

ド
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
の
最
大
の
強
み
は
、
一
八
八
七
年
に
エ
ミ
ー

ル
・
ベ
ル
リ
ナ
ー
（E

m
il B

erliner

3

❖

）
に
よ
っ
て
グ
ラ
モ
フ
ォ

ン
が
発
明
さ
れ
て
以
来
の
長
期
に
わ
た
る
産
業
的
成
功
の
お
か
げ

で
、
い
わ
ゆ
る
デ
フ
ァ
ク
ト
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し
て
様
々
な
音
源

を
膨
大
に
蓄
積
し
て
き
て
い
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
言
い
換
え
る

な
ら
、
世
界
中
に
分
散
し
て
保
管
さ
れ
て
い
る
円
盤
型
レ
コ
ー
ド

の
集
合
体
は
、
二
十
世
紀
の
音
源
に
関
す
る
も
っ
と
も
堅
固
で
豊

か
な
ア
ー
カ
イ
ブ
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

そ
の
、
巨
大
な
音
源
ア
ー
カ
イ
ブ
と
、
ブ
レ
イ
ク
ビ
ー
ツ
と
い

う
「
間
違
っ
た
」
使
用
方
法
と
が
組
み
合
わ
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
こ
れ
ま
で
の
「
正
し
い
」
再
生
の
概
念
と
は
異
な
る
、
ま
っ

た
く
あ
た
ら
し
い
無
数
の
読
み
＝
創
造
の
可
能
性
が
示
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
レ
コ
ー
ド
と
い
う
記
述
に
対
し
て
原
音
再
生
（high 

fidelity

）
と
い
う
「
正
し
い
読
み
方
」
が
あ
る
な
ら
、
ブ
レ
イ

ク
ビ
ー
ツ
と
は
「
あ
え
て
間
違
っ
た
読
み
方
」
で
あ
り
、
そ
の
よ

う
な
創
造
の
た
め
の
方
法
を
、
私
は
「
創
造
的
誤
読
」
と
呼
ん
で

い
る
。
そ
し
て
そ
の
前
提
と
な
る
の
が
上
記
の
よ
う
な
特
定
の
メ

デ
ィ
ア
に
よ
る
記
述
の
集
合
体
と
し
て
の
ア
ー
カ
イ
ブ
と
い
う
考

え
で
あ
る
。

4
．
作
品
（w

ork

）
か
ら
素
材(m

aterial=data)

へ

こ
れ
ま
で
レ
コ
ー
ド
は
作
曲
者
や
演
奏
者
の
「
作
品
」
で
あ
っ

た
。
レ
コ
ー
ド
の
発
明
は
、
そ
れ
以
前
は
目
の
前
で
聞
く
こ
と
し

か
で
き
な
か
っ
た
時
間
芸
術
と
し
て
の
音
楽
を
、
繰
り
返
し
再
生

で
き
、
手
軽
に
持
ち
運
べ
る
物
質
的
存
在
へ
と
変
え
た
。
そ
れ
に

よ
っ
て
音
楽
は
時
間
と
空
間
と
い
う
制
限
を
超
え
て
繰
り
返
し
再

生
し
、
聞
く
こ
と
が
出
来
る
民
主
的
で
近
代
的
な
「
作
品
」
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
ブ
レ
イ
ク
ビ
ー
ツ
は
「
作

品
」
の
安
定
性
を
〈
道
具
的
〉
方
法
で
揺
さ
ぶ
り
、
も
う
一
度

ひ
っ
く
り
返
し
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
「
作
品
」
を
聞
く
も
の
か
ら
、

使
う
も
の
へ
と
変
化
さ
せ
て
し
ま
う
の
だ
。
こ
の
地
点
に
お
い

て
、
完
成
さ
れ
た
「
作
品
（w

ork

）」
は
あ
ら
た
な
創
造
の
た
め

の
〈
素
材(m

aterial=
data ) 

〉
へ
と
も
う
一
度
生
ま
れ
変
わ
る

の
で
あ
る
。
こ
の
変
化
は
、
も
ち
ろ
ん
レ
コ
ー
ド
と
い
う
メ
デ
ィ

ア
の
物
理
的
な
特
性
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。

変
わ
る
の
は
創
造
行
為
を
お
こ
な
う
私
た
ち
の
認
識
の
側
な
の
だ
。

完
成
さ
れ
て
い
た
は
ず
の
静
的
な
「
作
品
」
が
そ
の
ま
ま
の
か
た

ち
で
、
動
的
な
〈
素
材
〉
へ
と
回
帰
す
る
可
能
性
が
私
た
ち
の
認

識
の
中
に
入
り
込
ん
で
し
ま
う
の
だ
。
ブ
レ
イ
ク
ビ
ー
ツ
と
い
う
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「
間
違
っ
た
方
法
」
が
発
明
で
あ
る
と
言
え
る
の
は
、
こ
の
よ
う

な
反
転
の
可
能
性
を
示
し
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
可
能
性
に
よ
る

認
識
の
変
化
こ
そ
が
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
換
だ
っ
た
の
だ4

❖

。

5
．〈
道
具
化
〉
さ
れ
た
身
体 

こ
こ
ま
で
レ
コ
ー
ド
と
ブ
レ
イ
ク
ビ
ー
ツ
を
題
材
に
述
べ
て
き

た
、
静
的
な
「
作
品
」
か
ら
動
的
な
〈
素
材
〉
へ
の
回
帰
は
、
近

年
の
文
化
全
体
に
共
通
す
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
近

代
の
文
化
が
蓄
積
し
て
き
た
膨
大
で
、
そ
し
て
こ
れ
ま
で
完
成
さ

れ
た
も
の
と
見
な
さ
れ
て
き
た
静
的
な
「
作
品
」
の
集
合
体
は
、

今
で
は
新
た
な
創
造
を
生
み
出
す
動
的
な
〈
素
材
〉
の
土
壌
へ
と

回
帰
す
る
可
能
性
に
開
か
れ
て
い
る
。

視
覚
芸
術
と
し
て
の
美
術
も
ま
た
同
様
だ
ろ
う5

❖

。
前
述
し
た
よ

う
に
、
こ
れ
ま
で
一
曲
や
一
点
と
い
う
か
た
ち
で
保
っ
て
い
た

「
作
品
」
と
い
う
ま
と
ま
り
＝
全
体
性
は
、
緩
や
か
に
ほ
ど
け
つ

つ
あ
り
、
そ
の
結
果
、
安
定
し
た
物
質
と
し
て
の
「
作
品
」
を
蓄

積
す
る
こ
と
で
、
普
遍
的
な
「
傑
作
」
の
連
な
り
と
し
て
の
「
歴

史
」
＝
美
術
史
を
描
こ
う
と
し
て
き
た
近
代
の
「
美
術
館
」
像
も

ま
た
変
わ
っ
て
ゆ
か
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
よ
う
な
動
的
な
創
造

の
場
で
は
も
は
や
「
作
品
／
資
料
」
と
い
う
区
別
は
、
そ
れ
ほ
ど

大
き
な
意
味
を
持
た
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
も
ま
た
静
的
な

「
作
品
」
か
ら
動
的
な
〈
素
材
〉
へ
の
転
換
と
い
う
あ
た
ら
し
い

流
れ
が
止
ま
る
こ
と
は
な
い
。

私
が
ア
ー
カ
イ
ブ
の
創
造
性
に
言
及
す
る
時
の
イ
メ
ー
ジ
は
、

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
か
た
ち
で
〈
素
材
〉
化
さ
れ
た
記

憶
の
豊
か
な
土
壌
の
こ
と
だ
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
様
々
な
「
読

み
」
に
向
か
っ
て
開
か
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が

「
正
し
い
」
も
の
で
あ
れ
「
間
違
っ
た
」
も
の
で
あ
れ
。

だ
が
、
も
し
も
、
こ
の
豊
か
な
土
壌
か
ら
「
間
違
っ
た
読
み
」

＝〈
創
造
的
誤
読
〉
を
引
き
出
そ
う
と
す
る
な
ら
、
こ
れ
だ
け
で

は
足
り
な
い
。
レ
コ
ー
ド
の
集
合
体
と
い
う
ア
ー
カ
イ
ブ
か
ら
、

「
間
違
っ
た
読
み
」
を
可
能
に
し
た
の
は
〈
道
具
化
〉
さ
れ
た
レ

コ
ー
ド
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
っ
た
。「
装
置
」
を

〈
道
具
化
〉
す
る
た
め
の
鍵
は
、
実
は
D 

J
＝
制
作
者
個
人
の
身

体
で
あ
る
。
装
置
が
〈
道
具
化
〉
さ
れ
る
時
、
そ
こ
に
接
続
さ
れ

た
Ｄ
Ｊ
＝
制
作
者
の
身
体
も
ま
た
〈
道
具
化
〉
さ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
そ
の
道
具
自
体
も
ま
た
身
体
化
さ
れ
て
身
体
が
延
長
し
て
ゆ

く
。
こ
の
よ
う
な
迂
遠
な
回
路
を
通
じ
て
こ
そ
、
制
作
者
の
個
人

の
身
体
が
、
膨
大
な
ア
ー
カ
イ
ブ
と
い
う
記
憶
の
土
壌
か
ら
よ
う

や
く
蘇
っ
て
、
そ
れ
を
近
代
的
で
単
線
的
な
「
歴
史
」
と
対
峙
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
何
の
た
め
に
⁇
「
正
し
い
歴
史
」
を
相

対
化
、
複
数
化
す
る
の
は
、
個
人
の
身
体
を
通
じ
て
お
こ
な
う

「
間
違
っ
た
読
み
」
と
い
う
創
造
行
為
な
の
だ
。
た
と
え
そ
の
身

体
が
ツ
ギ
ハ
ギ
で
あ
っ
た
と
し
て
も
。

　
　

注

❖
1 

原
題
は
『W

ild Style

』（
一
九
八
二
、
米
）。 

監
督
、
脚
本
、
制
作
チ
ャ
ー
リ
ー
・
エ
ー
ハ
ン (C

harlie 
A

hearn )

公
式
サ
イ
ト
：https://w

w
w

.uplink.co. 
jp/ w

ildstyle/

❖
2 

ブ
レ
イ
ク
ビ
ー
ツ(break beats )

は
ジ
ャ
マ

イ
カ
出
身
の
Ｄ
Ｊ
ク
ー
ル
・
ハ
ー
ク
（K
ool H

erc

）

が
一
九
七
三
年
頃
に
生
み
出
し
た
Ｄ
Ｊ
ス
タ
イ
ル
と
さ

れ
て
い
る
。
一
九
八
三
年
の
グ
ラ
ン
ド
マ
ス
タ
ー
・
フ

ラ
ッ
シ
ュ
に
よ
る
ブ
レ
イ
ク
ミ
ッ
ク
ス
の
解
説
動
画
で

は
、
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
『B

illie Jean

』
を

二
台
の
タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
で
交
互
に
繰
り
返
し
な
が
ら

様
々
な
ミ
ッ
ク
ス
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
作
り
出
す
様

子
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。　

❖
3 

エ
ミ
ー
ル
・
ベ
ル
リ
ナ
ー
（E

m
il B

erliner

）

は
グ
ラ
モ
フ
ォ
ン
（
円
盤
式
蓄
音
機
）
を
発
明
し
た
が
、

初
め
て
蓄
音
機
を
発
明
し
た
の
は
一
八
七
七
年
の
ト
ー

マ
ス
・
エ
ジ
ソ
ン
で
あ
っ
た
。
し
か
し
エ
ジ
ソ
ン
の
円

筒
式
蓄
音
機
フ
ォ
ノ
グ
ラ
フ
は
録
音
時
間
の
短
さ
な
ど

の
理
由
で
普
及
せ
ず
、
グ
ラ
モ
フ
ォ
ン
の
円
盤
型
レ

コ
ー
ド
が
成
功
を
収
め
る
結
果
と
な
っ
た
。

❖
4 

「
ブ
レ
イ
ク
ビ
ー
ツ
」
は
発
明
的
な
方
法
で
は

あ
る
が
、
社
会
に
広
く
公
開
す
る
に
は
常
に
大
き
な
問

題
が
つ
き
ま
と
う
。
そ
れ
は
著
作
権
の
問
題
を
法
的
に

ク
リ
ア
し
て
お
ら
ず
、
基
本
的
に
は
、
公
開
し
て
社
会

に
問
う
こ
と
も
商
業
利
用
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
か
ら

で
あ
る
。
つ
ま
り
法
的
に
も
「
間
違
っ
た
使
い
方
」
な

の
で
あ
る
。
映
画
『
ワ
イ
ル
ド
・
ス
タ
イ
ル
』
で
も

サ
ウ
ン
ド
ト
ラ
ッ
ク
は
わ
ざ
わ
ざ
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ブ
レ

イ
ク
を
制
作
し
て
か
ら
そ
れ
を
Ｄ
Ｊ
に
プ
レ
イ
し
て
も

ら
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
創
作
と
法
の

対
立
は
繰
り
返
し
浮
上
す
る
問
題
で
、
社
会
的
に
は

様
々
な
判
例
を
重
ね
な
が
ら
、
フ
ェ
ア
ユ
ー
ス
を
模
索

す
る
等
さ
ま
ざ
ま
な
調
整
が
図
ら
れ
て
お
り
、
現
在
も

な
お
ア
ー
カ
イ
ブ
の
利
活
用
に
お
い
て
最
大
の
課
題
で

あ
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
問
題
の
指
摘
に
留
め
て
お
き

た
い
。

❖
5 

美
術
に
は
、
す
で
に
「
間
違
っ
た
使
い
方
」
の

先
駆
者
達
が
存
在
す
る
。
男
性
用
便
器
に
偽
名
の
サ
イ

ン
を
し
て
美
術
館
に
持
ち
込
も
う
と
し
た
マ
ル
セ
ル
・

デ
ュ
シ
ャ
ン
の
《
泉
》
や
、
他
人
の
撮
影
し
た
マ
リ
リ

ン
・
モ
ン
ロ
ー
の
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
や
商
品
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
を
そ
の
ま
ま
自
作
に
転
用
し
た
ア
ン
デ
ィ
・
ウ
ォ
ー

ホ
ー
ル
。
こ
れ
ら
の
偉
大
な
確
信
犯
的
な
「
間
違
い

方
」
の
先
駆
者
と
の
違
い
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
メ

デ
ィ
ア
環
境
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
だ
が
、
ブ
レ

イ
ク
ビ
ー
ツ
と
の
比
較
で
は
、
む
し
ろ
同
時
代
的
な
時

代
精
神
の
表
れ
と
し
て
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
プ
リ
ン
ス
や

シ
ェ
リ
ー
・
レ
ヴ
ィ
ー
ン
の
作
品
と
平
行
関
係
に
あ
る

と
考
え
る
ほ
う
が
よ
り
自
然
だ
と
思
わ
れ
る
。
プ
リ

ン
ス
の
《U

ntitled

（C
ow

boy

）》
や
レ
ヴ
ィ
ー
ン
の

《A
fter W

alker E
vans

》
は
盗
用
す
る
対
象
の
「
作

品
」
と
し
て
の
全
体
性
を
保
持
し
て
い
な
け
れ
ば
成
立

し
な
い
が
、
ブ
レ
イ
ク
ビ
ー
ツ
で
は
よ
り
細
か
い
要
素

へ
の
断
片
化
と
そ
の
反
復
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
こ

と
が
大
き
な
相
違
点
だ
。
こ
れ
ら
の
作
品
と
同
時
代
の

ス
ト
リ
ー
ト
カ
ル
チ
ャ
ー
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
今
後

検
討
の
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
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編集・投稿規程／学術論文執筆要項

『C
O

M
P

O
ST

』（
以
下
「
本
誌
」
と
い
う
）
は
、
京
都
市

立
芸
術
大
学
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
芸
資
研
」

と
い
う
）
の
研
究
紀
要
で
あ
る
。
本
誌
は
、
原
則
と
し
て

年
一
回
発
行
す
る
。

一
　
目
的

一
、 

本
誌
は
、
芸
資
研
で
行
わ
れ
る
研
究
・
制
作
・
そ

の
他
の
活
動
お
よ
び
、
芸
術
資
源
に
関
連
す
る
学

内
外
の
研
究
・
制
作
・
そ
の
他
の
活
動
に
つ
い

て
、
そ
の
成
果
と
可
能
性
を
公
表
し
、
議
論
・
交

流
す
る
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
た
る
こ
と
を

主
た
る
目
的
と
す
る
。

二
、 

ま
た
本
誌
は
、
芸
資
研
・
芸
術
資
源
研
究
に
関
わ

る
若
手
研
究
者
の
研
究
お
よ
び
活
動
発
表
の
場
た

る
こ
と
を
目
指
す
。

二
　
編
集
委
員
会

一
、 

本
誌
の
編
集
は
、
編
集
委
員
会
に
て
行
う
。

二
、 

編
集
委
員
会
は
、
所
長
、
専
任
研
究
員
、
そ
の
他

芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
（
以
下
「
運

営
委
員
会
」
と
い
う
）
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
者
若

干
名
で
構
成
す
る
。

三
、 

編
集
委
員
会
は
、
執
筆
要
項
を
別
途
定
め
る
。

四
、 

編
集
委
員
の
任
期
は
一
年
と
し
、
再
任
を
妨
げ
な

い
。

三
　
内
容

本
誌
は
、
以
下
の
内
容
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、

依
頼
な
い
し
投
稿
原
稿
か
ら
成
る
。

一
、 

学
術
論
文

二
、 

研
究
ノ
ー
ト

三
、 

作
品
・
活
動
紹
介

四
、 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
研
究
会
等
の
記
録

五
、 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

六
、 
座
談
会

七
、 

レ
ビ
ュ
ー（
書
評
、
展
評
な
ど
）

八
、 

資
料

九
、 

翻
訳

十
、 

そ
の
他

四
　
投
稿

一
、 

原
則
と
し
て
、
本
セ
ン
タ
ー
所
長
、
副
所
長
、
研

究
員
（
専
任
／
非
常
勤
／
客
員
）、
兼
担
教
員
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
・
リ
ー
ダ
ー
、
客
員
教
授
、
特
別
招
聘

研
究
員
お
よ
び
、
本
セ
ン
タ
ー
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
携
わ
る
本
学
専
任
教
員
・
本
学
大
学
院
生
に
よ

る
、
単
著
な
い
し
共
著
の
場
合
、
投
稿
資
格
を
有

す
る
。

二
、 

上
記
以
外
に
つ
い
て
も
、編
集
委
員
会
お
よ
び
運
営

委
員
会
が
認
め
た
者
に
つ
い
て
は
、投
稿
で
き
る
。

三
、 

学
術
論
文
の
投
稿
は
、
執
筆
要
項
に
沿
っ
て
原
稿

を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四
、 

そ
の
他
の
原
稿
に
つ
い
て
は
、
特
に
形
式
を
設
け

な
い
。

五
　
採
択

一
、 

投
稿
さ
れ
た
原
稿
の
う
ち
、学
術
論
文
の
掲
載
可
否

は
、査
読
に
も
と
づ
き
編
集
委
員
会
で
決
定
す
る
。

査
読
者
は
編
集
委
員
会
が
選
定
し
、委
嘱
す
る
。

二
、 

そ
れ
以
外
の
原
稿
の
掲
載
可
否
は
、
編
集
委
員
会

が
決
定
す
る
。

六
　
改
廃

一
、 

本
規
程
の
改
廃
は
、運
営
委
員
会
に
よ
っ
て
行
う
。

七
　
附
則

こ
の
規
程
は
、二
〇
一
九
年
六
月
二
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
編
集
・
投
稿
規
程
　
｜
　
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ーC

O
M

P
O

ST

編
集
委
員
会

本
執
筆
要
項
は
、
芸
資
研
紀
要
『C

O
M

P
O

ST

』
に
掲
載

す
る
、
学
術
論
文
の
執
筆
に
関
し
て
定
め
て
い
ま
す
。

本
紀
要
は
、
芸
術
家
や
芸
術
研
究
者
の
他
、
芸
術
・
芸

術
資
源
に
関
心
を
持
つ
専
門
家
・
学
生
・
一
般
読
者
（
理

系
・
文
系
問
わ
ず
）
を
読
者
と
し
て
想
定
し
、
学
術
論
文

と
し
て
の
記
述
方
法
を
保
ち
つ
つ
、
読
み
が
い
の
あ
る
、

お
も
し
ろ
い
誌
面
を
目
指
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
旨
を

ご
理
解
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
編
集
委
員
会
よ
り
、
語
句
の

表
記
な
ど
に
つ
い
て
修
正
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

一
　
原
稿
の
言
語
・
形
態
・
提
出
方
法

・
日
本
語
ま
た
は
英
語
で
執
筆
し
て
く
だ
さ
い
。

・
文
字
数
は
、
日
本
語
で
八
〇
〇
〇
〜
一
二
〇
〇
〇
字

程
度
を
目
安
と
し
ま
す
。

・
日
本
語
の
場
合
、
基
本
的
に
縦
書
き
で
印
刷
さ
れ
ま

す
（
横
書
き
が
望
ま
し
い
場
合
は
、
編
集
委
員
会
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
）。

・
原
稿
は
手
書
き
あ
る
い
は
電
子
媒
体
で
、
編
集
委
員

会
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

二
　
表
題
・
副
題
・
執
筆
者
氏
名

・
原
稿
の
冒
頭
に
、
表
題
、
副
題
（
必
要
な
場
合
）、

執
筆
者
の
氏
名
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。 

三
　
本
文
の
構
成

・
本
文
に
見
出
し
を
付
け
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
そ
の
際

は
、
以
下
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

（
例
）１　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
彼
岸
を
超
え
て

１

‒

１　

○
○
○
○
○
○（
節
見
出
し
）

○
○
○
○
○
○（
項
見
出
し
）

四
　
図
表
な
ど

・
本
文
内
に
、
図
、
表
、
写
真
、
音
声
・
動
画
（
ウ
ェ

ブ
版
の
み
）等
を
付
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
ウ
ェ
ブ
版
で
は
、im

age

フ
ァ
イ
ル
、video

フ
ァ

イ
ル
、audio

フ
ァ
イ
ル
、
そ
の
他
の
フ
ァ
イ
ル

な
ど
の
表
示
と
、
外
部
リ
ン
ク
の
埋
め
込
み
（You 

T
ube, C

odepen
, V

im
eo, Soun

dC
loud

等
）
が

可
能
で
す
。

・
図
表
等
に
は
、
全
体
に
通
し
番
号
を
付
け
て
く
だ
さ

い
。

・
で
き
る
か
ぎ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
図
表
等
に
、
表
題
・
出

典
・
撮
影
者
情
報
な
ど
を
付
し
て
く
だ
さ
い
。

・
印
刷
用
に
、
図
・
写
真
の
高
精
度
デ
ー
タ
（
解
像
度

3
0
0

dpi
以
上
程
度
）
を
、
原
稿
本
文
と
は
別
に
お

送
り
く
だ
さ
い
。 

五
　
注

・
注
は
後
注
と
し
ま
す
。

・
通
し
番
号
を
1
、
2
、
3
、
…
の
よ
う
に
付
け
て
、

句
読
点
の
前
に
記
し
て
く
だ
さ
い
。 

（
例
）

﹇
本
文
…
﹈
に
つ
い
て
は
鷲
田
清
一
に
よ
っ
て
詳
細

に
論
じ
ら
れ
て
き
た１
。

六
　
参
考
文
献

・
本
文
お
よ
び
注
で
の
表
記
法

（
例
）

「
…
と
い
う
説
も
あ
る（
石
原 

二
〇
〇
五
）」 

「
…
と
書
い
て
い
る（
石
原 

二
〇
〇
五
：
三
九
）」

・
引
用
や
参
考
文
献
の
リ
ス
ト
は
、
著
者
名
の
五
十
音

順
（
英
語
文
献
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
）
と
し
、
以

下
の
形
式
を
参
考
に
、
本
文
の
最
後
に
一
括
し
て
入

れ
て
く
だ
さ
い
。

雑
誌
論
文

　
　
学
術
論
文
執
筆
要
項
　
｜
　
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ーC

O
M

P
O

ST

編
集
委
員
会



170

COMPOST vol .  012020

171

執筆者略歴

【
日
本
語
】

著
者
名（
出
版
年
）「
論
文
名
」『
雑
誌
名
』（
巻
号
）掲

載
頁
。

（
例
）加

治
屋
健
司
（
二
〇
一
八
）「
グ
ロ
イ
ス
に
お
け
る
芸

術
の
制
度
と
戦
後
日
本
美
術
」『
思
想
』（
一
一
二
八

号
）八
七‒

九
九
頁
。

【
英
語
等
】

著
者
姓
，名
．出
版
年
．論
文
名
．雑
誌
名（
イ
タ
リ
ッ

ク
），
巻
号
，pp

．掲
載
ペ
ー
ジ
．

（
例
）

B
ish

op
, C

laire. 2
0

0
6. T

h
e S

ocial T
u

rn
: 

C
ollaboration and It’ s D

iscontents. A
rtforum

 

International, 44 (6 ), pp.178-183.

書
籍

【
日
本
語
】

著
者
名（
出
版
年
）『
書
名
』出
版
社
名
。

（
例
）藤

田
直
哉
（
二
〇
一
六
）『
地
域
ア
ー
ト  

美
学
／
制

度
／
日
本
』堀
ノ
内
出
版
。

ロ
ス
、
ア
レ
ッ
ク
ス
（
二
〇
一
五
）『
こ
れ
を
聴
け
』

柿
沼
敏
江
訳
、
み
す
ず
書
房
。

【
英
語
等
】

著
者
姓
，
名
．出
版
年
．書
名
．出
版
地
：
出
版
社
名
．

（
例
）

K
ester, G

ran
t H

. 2013. C
onversation pieces: 

com
m

unity and com
m

unication in m
odern art 

(U
pdated edition ). B

erkley an
d L

os A
n

gels: 

U
n

iversity of C
aliforn

ia P
ress.

論
文
集
掲
載
文
献

【
日
本
語
】

著
者
名（
出
版
年
）「
章
名
」編
者
名
編『
書
名
』出
版

社
名
、
掲
載
頁
。

（
例
）菅

原
和
孝
（
二
〇
一
三
）「
過
去
の
出
来
事
へ
の
身
体

の
投
入
│
グ
イ
の
身
ぶ
り
論
序
説
」
菅
原
和
孝
編

『
身
体
化
の
人
類
学
│
認
知
・
記
憶
・
言
語
・
他

者
』世
界
思
想
社
、
二
五
四‒

二
八
四
頁
。

【
英
語
等
】

著
者
姓
，
名
．出
版
年
．章
名
．In 

書
名
（
イ
タ
リ
ッ

ク
），ed

．編
者
名
．出
版
地
：
出
版
社
名
，pp

．掲
載

ペ
ー
ジ
．

（
例
）

P
raet, Istvan

. 2013. H
um

an
ity an

d life as the 

perpetual m
ain

ten
an

ce of specific efforts: a 

reappraisal of an
im

ism
. In B

iosocial B
ecom

-

ings: integrating social and biological anthro-

pology, eds. T
im

 In
gold an

d G
ish

i Parson
. 

C
am

bridge: C
am

bridge U
n

iversity P
ress, pp. 

191-210.

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

著
者
名
（
発
表
年
）「
ペ
ー
ジ
名
」
媒
体
名
。
ア
ク
セ

ス
日
閲
覧
。
U
R
L

（
例
）高

嶋
慈
（
二
〇
一
九
）「
美
術
作
品
に
「
時
間
」
は
ど

う
作
用
す
る
？  

高
嶋
慈 

評
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン 

時
間

に
触
れ
る
た
め
の
い
く
つ
か
の
方
法
」
展
」
美
術
手

帖
。
二
〇
一
九
年
六
月
二
十
七
日
閲
覧
。https://

bijutsutecho.com
/m

agazin
e/review

/19982  

執
筆
者
略
歴

石
谷
治
寛
｜H

aruhiro Ishitani

｜

（
京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
源
研
究
セ
ン

タ
ー
非
常
勤
研
究
員
、
他
非
常
勤
講
師
）

芸
術
学
・
記
憶
文
化
研
究
。
十
九
世
紀
フ
ラ

ン
ス
美
術
と
視
覚
文
化
に
関
す
る
研
究
か
ら
、

外
傷
記
憶
の
表
現
・
治
療
・
再
演
を
扱
う
現
代

美
術
、
メ
デ
ィ
ア
芸
術
の
保
存
と
ア
ー
カ
イ

ブ
ま
で
を
考
察
。
著
書
に『
幻
視
と
レ
ア
リ
ス

ム
│
ク
ー
ル
ベ
か
ら
ピ
サ
ロ
へ  

フ
ラ
ン
ス

絵
画
の
再
考
』（
人
文
書
院
）。
共
訳
に
ク
レ
ー

リ
ー
『
知
覚
の
宙
吊
り
』（
平
凡
社
）、『24/7

眠
ら
な
い
社
会
』（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
）
な
ど
。
共

同
企
画
に
「
Ｍ
Ａ
Ｍ
リ
サ
ー
チ
0 

0 

6:

ク
ロ

ニ
ク
ル
京
都1990s

│
ダ
イ
ア
モ
ン
ズ
・
ア
ー
・

フ
ォ
ー
エ
バ
ー
、
ア
ー
ト
ス
ケ
ー
プ
、
そ
し
て

私
は
誰
か
と
踊
る
」（
森
美
術
館
）な
ど
。

石
原
友
明
｜T

om
oaki Ishihara

｜

（
京
都
市
立
芸
術
大
学
美
術
学
部
教
授
、
芸
術

資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
）

美
術
家
。
一
九
五
九
年
大
阪
生
ま
れ
。
一
九
八

二
年
か
ら
国
内
外
の
個
展
グ
ル
ー
プ
展
で
発
表

を
行
う
。
近
年
の
展
覧
会
に
二
〇
一
七
年
個
展

「
鏡
と
穴
│
彫
刻
と
写
真
の
界
面
」ギ
ャ
ラ
リ
ー

α
Ｍ
／
東
京
、「Japanoram

a

│
１
９
７
０
年

以
降
の
新
し
い
日
本
の
ア
ー
ト
」ポ
ン
ピ
ド
ゥ・

セ
ン
タ
ー
・
メ
ス
、
二
〇
一
八
年
個
展「
三
十

四
光
年
」Ｍ
Ｅ
Ｍ
、「
起
点
と
し
て
の
80
年
代
」

金
沢
21
世
紀
美
術
館
、
高
松
市
美
術
館
、
静
岡

市
立
美
術
館
、「
ニ
ュ
ー
・
ウ
ェ
イ
ブ  

現
代
美

術
の
80
年
代
」国
立
国
際
美
術
館
な
ど
。

井
上
明
彦
｜A

kihiko Inoue

｜

（
京
都
市
立
芸
術
大
学
美
術
学
部
教
授
）

一
九
九
〇
年
代
半
ば
以
降
、水
、重
力
、地
面
、

屋
根
な
ど
人
間
の
生
存
の
基
本
的
前
提
と
な

る
も
の
に
対
し
て
、
絵
や
立
体
、
イ
ン
ス
タ

レ
ー
シ
ョ
ン
、
写
真
、
視
覚
デ
ザ
イ
ン
な
ど
、

領
域
横
断
的
な
方
法
で
ア
プ
ロ
ー
チ
を
続
け

る
。
二
〇
〇
六
│
〇
七
年
文
化
庁
新
進
芸
術

家
海
外
研
修
制
度
に
よ
り
パ
リ
滞
在
。
本
学

に
は
一
九
九
五
年
よ
り
勤
務
。
芸
術
資
源
研

究
セ
ン
タ
ー
の
設
立
に
関
わ
り
、
総
合
基
礎

実
技
ア
ー
カ
イ
ブ
を
担
当
。
移
転
基
本
コ
ン

セ
プ
ト〈T

errace

〉立
案
に
も
従
事
し
た
。

井
上 

航
｜K

o Inoue

｜

（
国
立
民
族
学
博
物
館
外
来
研
究
員
）

京
都
市
立
芸
術
大
学
大
学
院
音
楽
研
究
科
修

了
。
博
士
（
音
楽
学
）。
カ
ン
ボ
ジ
ア
少
数
民

族
の
ク
ル
ン
の
村
落
で
民
族
誌
的
な
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
い
る
。
現
地
で
の
音

の
感
じ
ら
れ
方
や
ク
ル
ン
語
の
リ
ズ
ミ
カ
ル

で
表
出
的
な
言
葉
づ
か
い
に
関
心
が
あ
る
。

大
西
伸
明
｜N

obuaki O
nishi

｜

（
京
都
市
立
芸
術
大
学
美
術
学
部
准
教
授
）

主
な
個
展
、
国
際
芸
術
セ
ン
タ
ー
青
森
・
入
善

町
下
山
芸
術
の
森
発
電
所
美
術
館
（
富
山
）・

兵
庫
県
立
美
術
館
・M

A
2 gallery

・
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ノ
マ
ル
な
ど
。
主
な
グ
ル
ー
プ
展
、

「Im
m

anent Landscape

／
内
在
の
風
景
」

ウ
ェ
ス
ト
ス
ペ
ー
ス
、 

メ
ル
ボ
ル
ン
、 

オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
・「
ふ
た
つ
の
セ
ン
ス 

大
西
伸
明

と
杉
浦
慶
太 

存
在
と
不
在
」
岡
山
県
立
美
術

館
・「
自
由
に
な
れ
る
と
き
│
現
代
美
術
は
こ

ん
な
に
お
も
し
ろ
い
！
」
岡
山
県
立
美
術
館
・

「A
rtM

eets02 

大
西
伸
明
／
相
川
勝
」 

ア
ー

ツ
前
橋
、 

群
馬
・「
岡
崎
和
郎
／
大
西
伸
明
：

B
orn T

w
ice

」
京
都
市
立
芸
術
大
学
ギ
ャ
ラ

リ
ー
＠
Ｋ
Ｃ
Ｕ
Ａ
、 

京
都
な
ど
。

岡
田
加
津
子
｜K

azuko O
kada

｜

（
京
都
市
立
芸
術
大
学
音
楽
学
部
教
授
）

作
曲
家
、神
戸
生
ま
れ
。
東
京
藝
術
大
学
作
曲

科
卒
業
、
同
大
学
大
学
院
音
楽
研
究
科
修
了
。

二
〇
〇
三
年
バ
ロ
ッ
ク
ザ
ー
ル
賞
受
賞
。
二
〇

一
六
年
藤
堂
音
楽
賞
受
賞
。
作
曲
活
動
の
一

方
で
、
楽
器
を
使
わ
な
い
で
音
楽
す
る「
リ
ズ

ミ
ッ
ク・パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
全
国
的
に
展
開
。
二
〇
一
五
年
に
本
学
で

修
復
さ
れ
た
バ
シ
ェ
の
音
響
彫
刻
に
出
会
っ

て
衝
撃
を
受
け
、
そ
れ
以
来
、
音
響
彫
刻
の
保

存
と
、
そ
れ
ら
を
用
い
た
新
し
い
創
造
活
動
、

教
育
活
動
に
情
熱
を
注
ぐ
。
京
都
在
住
。

加
治
屋
健
司
｜K

enji K
ajiya

｜

（
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
教
授
、

東
京
大
学
芸
術
創
造
連
携
研
究
機
構
副
機
構

長
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
源
研
究
セ

ン
タ
ー
特
別
招
聘
研
究
員
）

ア
メ
リ
カ
と
日
本
を
中
心
と
し
た
現
代
美
術

史
、美
術
批
評
史
を
研
究
。
ア
ー
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
運
営
、
タ
イ
ム
ベ
ー
ス
ト
・
メ
デ
ィ
ア

を
用
い
た
美
術
作
品
の
修
復
／
保
存
に
も
携

わ
り
、
日
本
美
術
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
・

ア
ー
カ
イ
ヴ
代
表
も
務
め
る
。
著
書
に
『
ア

ン
フ
ォ
ル
ム
化
す
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム　

カ
ラ
ー

フ
ィ
ー
ル
ド
絵
画
と
20
世
紀
ア
メ
リ
カ
文
化
』

（
東
京
大
学
出
版
会
、
近
刊
）。

菊
川
亜
騎
｜A

ki K
ikukaw

a

｜

（
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
学
芸
員
）

多
摩
美
術
大
学
美
術
学
部
彫
刻
学
科
卒
業
、

京
都
市
立
芸
術
大
学
彫
刻
専
攻
修
士
課
程
を

修
了
の
の
ち
、
同
芸
術
学
専
攻
修
士
課
程
を

経
て
、
大
阪
大
学
文
学
研
究
科
博
士
課
程
に

進
学
。
日
本
の
造
形
分
野
に
お
け
る
構
成
主

義
お
よ
び
幾
何
学
抽
象
の
受
容
と
展
開
を
研

究
テ
ー
マ
に
、
堀
内
正
和
を
中
心
と
し
た
論

考
を
発
表
し
て
い
る
。
日
本
学
術
振
興
会
特

別
研
究
員
を
経
て
二
〇
一
九
年
四
月
よ
り
現

職
。

小
島
徳
朗
｜T

okuro K
ojim

a

｜

（
京
都
市
立
芸
術
大
学
美
術
学
部
准
教
授
）

一
九
七
四
年
名
古
屋
市
生
ま
れ
。
愛
知
県
立

旭
ヶ
丘
高
等
学
校
美
術
科
で
絵
画
と
彫
刻
を

習
い
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
美
術
学
部
日
本

画
専
攻
に
進
学
。
在
学
中
よ
り
日
本
画
表
現

と
彫
刻
表
現
の
親
和
性
を
基
礎
に
平
面
及
び

立
体
作
品
を
制
作
、
現
在
に
至
る
。
主
な
展

覧
会
に
「
東
方
岩
彩
画
」
上
海
大
学
、「
日
本

画
の
多
様
性
」
大
阪
成
蹊
大
学
、「cracking 

the code

」
京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー
、
上
野
の
森

美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
個
展
な
ど
。
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執筆者略歴

小
林
玉
雨
｜G

yokuu K
obayashi

｜

（
京
都
市
立
芸
術
大
学
美
術
学
部
非
常
勤
講
師
）

二
〇
一
九
年
京
都
市
立
芸
術
大
学
大
学
院
博

士
（
後
期
）
課
程
単
位
取
得
退
学
。
京
都
に
お

け
る
絵
画
の
「
う
つ
し
」
を
主
題
に
、
伝
統
的

な
画
法
の
再
編
を
目
指
し
て
研
究
と
制
作
を

並
行
す
る
。
二
〇
一
七
年
に
中
国
美
術
学
院

中
国
画
科
山
水
画
専
攻
に
高
級
進
修
生
と
し

て
留
学
。
公
益
財
団
法
人
芳
泉
文
化
財
団
日

本
画
・
彫
刻
文
化
財
の
保
存
修
復
部
門
助
成

対
象
者
。

佐
藤
知
久
｜T

om
ohisa Sato

｜

（
京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
源
研
究
セ
ン

タ
ー
教
授
／
専
任
研
究
員
）

一
九
六
七
年
生
ま
れ
。
専
門
は
文
化
人
類
学
。

出
来
事
と
そ
の
経
験
を
記
録
す
る
た
め
の
活

動
と
組
織
、
記
録
メ
デ
ィ
ア
と
ア
ー
カ
イ
ブ

の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
研
究
を
、
震
災
・
現
代
芸

術
・
都
市
空
間
を
軸
に
行
な
っ
て
い
る
。
著
書

に
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア
ー
カ
イ
ブ
を
つ
く
ろ

う
！ 

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
3
が
つ
11

に
ち
を
わ
す
れ
な
い
た
め
に
セ
ン
タ
ー
奮
闘

記
』（
甲
斐
賢
治
・
北
野
央
と
共
著
、
晶
文
社
、

二
〇
一
八
年
）な
ど
。
ち
な
み
に
好
き
な
動
物

は
大
型
の
海
洋
哺
乳
類
。

砂
山
太
一
｜T

aichi Sunayam
a

｜

（
京
都
市
立
芸
術
大
学
美
術
学
部
講
師
）

一
九
八
〇
年
生
ま
れ
。
芸
術
表
現
領
域
に
お

け
る
情
報
性
・
物
質
性
を
切
り
口
に
、
制
作
・

設
計
・
企
画
・
批
評
を
手
が
け
る
。
日
本
で
彫

刻
を
学
ん
だ
後
、
二
〇
〇
四
年
渡
仏
。
フ
ラ

ン
ス
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
た
建
築
設
計

手
法
を
学
び
、
設
計
事
務
所
や
構
造
事
務
所

に
お
い
て
勤
務
・
協
働
す
る
。
二
〇
一
一
年
帰

国
。
現
在
、京
都
市
立
芸
術
大
学
に
お
い
て
現

代
芸
術
、
デ
ザ
イ
ン
の
理
論
講
義
を
お
こ
な

う
。
主
な
活
動
に
、
第
十
七
回
ヴ
ェ
ニ
ス
・
ビ

エ
ン
ナ
ー
レ
国
際
建
築
展
日
本
館
展
示
出
展
、

展
覧
会
「
マ
テ
リ
ア
ラ
イ
ジ
ン
グ
展  

情
報
と

物
質
と
そ
の
あ
い
だ
」企
画
代
表
。

高
嶋 

慈
｜M

egum
i T

akashim
a

｜

（
京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
源
研
究
セ
ン

タ
ー
非
常
勤
研
究
員
）

美
術
・
舞
台
芸
術
批
評
。
國
府
理
「
水
中
エ
ン

ジ
ン
」
再
制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会

メ
ン
バ
ー
（
二
〇
一
七
〜
）。
共
著
に
『
身
体

感
覚
の
旅
│
舞
踊
家
レ
ジ
ー
ヌ
・
シ
ョ
ピ
ノ

と
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
メ
ル
テ
ィ
ン
グ
ポ
ッ
ト
』（
大

阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
七
）。

滝 

奈
々
子
｜N

anako T
aki

｜

（
京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
源
研
究
セ
ン

タ
ー
非
常
勤
研
究
員
）

専
門
は
民
族
音
楽
学（
中
米
）、現
象
学
。主
な
著

書
に『U

n T
rabajo del Profesor U

saburo 
M

abuchi de 1976

│
グ
ア
テ
マ
ラ
高
地
チ
ャ

フ
ル
・
イ
シ
ル
の
縦
笛
と
両
面
太
鼓
』（
共
著
、

京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
源
研
究
セ
ン

タ
ー
、 

二
〇
一
八
年
）、『
音
楽
と
い
う
き
し

み
』（
単
著
、 

大
阪
大
学
「
世
直
し
」
ノ
オ
ト
、 

二
〇
一
八
年
度
・
夏
）、『
豊
潤
な
グ
ア
テ
マ
ラ

音
楽
│
祭
礼
音
楽
か
ら
ロ
ッ
ク
・
マ
ヤ
ま
で
』

（
単
著
、 

グ
ア
テ
マ
ラ
を
知
る
た
め
の
67
章
第

2
版
、 

明
石
書
店
、 

二
〇
一
八
年
）な
ど
。

高
橋 

悟
｜Satoru T

akahashi

｜

（
京
都
市
立
芸
術
大
学
美
術
学
部
教
授
）

イ
ェ
ー
ル
大
学
大
学
院
美
術
専
攻
修
了
、

カ
ー
ネ
ギ
ー
メ
ロ
ン
大
学
、
ミ
シ
ガ
ン
大
学

を
へ
て
現
職
。
主
な
展
覧
会
：
京
都
国
際
現

代
芸
術
祭
パ
ラ
ソ
フ
ィ
ア
二
〇
一
五
、 

横
浜

ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
二
〇
一
四
、「T

rouble in 
Paradise: 

生
存
の
エ
シ
ッ
ク
ス
」
京
都
国
立

近
代
美
術
館
な
ど
。主
な
企
画
：「
状
況
の
ア
ー

キ
テ
ク
チ
ャ
ー
」（
二
〇
一
六
│
一
八
）、「
聞

こ
え
な
い
を
聴
く
・
見
え
な
い
を
視
る
」（
二

〇
一
九
）。

高
林
弘
実
｜H

irom
i T

akabayashi

｜

（
京
都
市
立
芸
術
大
学
美
術
学
部
准
教
授
）

二
〇
〇
五
年
、
東
京
藝
術
大
学
大
学
院
美
術

研
究
科
文
化
財
保
存
学
専
攻
保
存
科
学
研
究

領
域
博
士
課
程
修
了
。
二
〇
〇
六
年
か
ら
二

〇
一
四
年
ま
で
東
京
文
化
財
研
究
所
と
敦
煌

研
究
院
に
よ
る
敦
煌
壁
画
の
保
護
に
関
す
る

日
中
共
同
研
究
に
客
員
研
究
員
と
し
て
参
加
。

二
〇
一
一
年
よ
り
京
都
市
立
芸
術
大
学
に
勤

務
。
現
在
、近
代
日
本
画
に
使
用
さ
れ
た
顔
料

に
関
す
る
研
究
な
ど
に
従
事
。 

竹
内 
直
｜N

ao T
akeuchi

｜

（
京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
源
研
究
セ
ン

タ
ー
非
常
勤
研
究
員
）

沖
縄
県
宜
野
湾
市
出
身
。
沖
縄
県
立
芸
術
大

学
音
楽
学
部
卒
業
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
大

学
院
音
楽
研
究
科
修
士
課
程
お
よ
び
博
士

（
後
期
）
課
程
修
了
。
二
〇
一
三
年
、
早
坂
文

雄
の
研
究
で
博
士
号
取
得
。
博
士（
音
楽
学
）。

専
門
は
音
楽
学
（
音
楽
史
、
現
代
音
楽
論
）。

現
在
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
源
研
究

セ
ン
タ
ー
非
常
勤
研
究
員
お
よ
び
奈
良
教
育

大
学
、
神
戸
芸
術
工
科
大
学
各
非
常
勤
講
師
。

武
内
恵
美
子
｜E

m
iko T

akenouchi

｜

（
京
都
市
立
芸
術
大
学
日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ

ン
タ
ー
准
教
授
、
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー

副
所
長
）

国
立
音
楽
大
学
大
学
院
音
楽
研
究
科
音
楽
学

専
攻
、
総
合
研
究
大
学
院
大
学
文
化
科
学
研

究
科
国
際
日
本
研
究
専
攻
修
了
。
博
士
（
学

術
）。
国
立
音
楽
大
学
助
手
、
秋
田
大
学
教
育

文
化
学
部
准
教
授
を
経
て
現
職
。
専
門
は
音

楽
学
（
日
本
音
楽
史
、
音
楽
文
化
史
、
音
楽
思

想
史
）。
日
本
に
お
け
る
儒
教
の
楽
思
想
の
受

容
と
展
開
、
日
本
に
お
け
る
古
琴
文
化
の
受

容
と
展
開
お
よ
び
古
琴
曲
の
復
元
を
研
究
し

て
い
る
。
近
著
に
武
内
恵
美
子
編
『
近
世
日

本
と
楽
の
思
想
』（
日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン

タ
ー
、
二
〇
一
九
）等
。

畑
中
英
二
｜E

iji H
atanaka

｜

（
京
都
市
立
芸
術
大
学
美
術
学
部
教
授
）

専
門
は
考
古
学
。
大
学
で
は
工
芸
史（
主
に
陶

磁
器
）
や
博
物
館
学
・
考
古
学
を
担
当
。
学
外

で
は
文
化
・
文
化
財
を
用
い
た
ま
ち
づ
く
り

の
実
践
や
自
治
体
の
文
化
財
保
護
・
活
用
関

係
の
委
員
を
務
め
、
後
世
に
何
を
ど
の
よ
う

に
残
し
て
い
く
べ
き
か
に
つ
い
て
腐
心
し
て

い
る
。

深
谷
訓
子
｜M

ichiko Fukaya

｜

（
京
都
市
立
芸
術
大
学
美
術
学
部
准
教
授
）

京
都
大
学
文
学
研
究
科
博
士
（
後
期
）
課
程
を

修
了
の
の
ち
、
尾
道
市
立
大
学
を
経
て
現
職
。

十
六
、
十
七
世
紀
の
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
美
術

を
専
門
と
す
る
。
現
在
は
十
六
、十
七
世
紀
の

美
術
理
論
、
な
ら
び
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
美
術
に

お
け
る
南
北
交
流
を
中
心
的
な
テ
ー
マ
に
研

究
を
進
め
て
い
る
。

前
﨑
信
也
｜Shinya M

aezaki

｜

（
京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
源
研
究
セ
ン

タ
ー
客
員
研
究
員
、
京
都
女
子
大
学
生
活
造

形
学
科
准
教
授
、
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ

サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
客
員
協
力
研
究
員
、
大
阪

歴
史
博
物
館
外
部
研
究
員
ほ
か
）

滋
賀
県
甲
賀
市
生
ま
れ
。
ロ
ン
ド
ン
大
学
東

洋
・
ア
フ
リ
カ
研
究
学
院
博
士
課
程
修
了
。

PhD
 in H

istory of A
rt

。
専
門
は
日
本
文

化
史
・
東
洋
工
芸
史
。
近
代
工
芸
史
や
茶
の
歴

史
か
ら
み
る
ア
ジ
ア
各
国
の
文
化
交
流
史
が

主
な
研
究
対
象
。
更
に
美
術
展
覧
会
の
監
修

や
、
陶
磁
器
を
中
心
と
す
る
工
芸
品
の
デ
ジ

タ
ル
化
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
な
ど
、
研
究

は
多
岐
に
渡
る
。

牧
田
久
美
｜H

isam
i M

akita

｜

（
京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
源
研
究
セ
ン

タ
ー
客
員
研
究
員
）

博
士
（
美
術
）。
一
九
七
二
年
か
ら
テ
キ
ス
タ

イ
ル
デ
ザ
イ
ン
牧
田
久
美
主
宰
。
財
団
法
人

日
本
繊
維
意
匠
セ
ン
タ
ー
第
十
五
回
・
十
六

回
繊
維
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
、銀
賞
・
金
賞
。

そ
の
他
受
賞
・
個
展
開
催
等
多
数
。
二
〇
一
二

年
京
都
市
立
芸
術
大
学
美
術
研
究
科
修
士
課

程
入
学
。
二
〇
一
四
年
京
都
市
立
芸
術
大
学

美
術
研
究
科
博
士
（
後
期
）
課
程
入
学
。
二
〇

一
五
年
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
Ｄ
Ｃ

２
に
採
用
さ
れ
る
。
二
〇
一
八
年
京
都
市
立

芸
術
大
学
美
術
研
究
科
博
士
学
位
取
得
。
意

匠
学
会
論
文
賞
受
賞
。

三
島 

郁
｜K

aoru M
ishim

a

｜

（
京
都
市
立
芸
術
大
学
、
同
志
社
女
子
大
学
、

大
阪
音
楽
大
学
、
各
非
常
勤
講
師
）

松
江
市
生
ま
れ
。
東
京
学
芸
大
学
大
学
院
教

育
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
後
、
ケ
ル
ン
大

学
文
学
部
に
留
学
、
大
阪
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
博
士
（
後
期
）
課
程
修
了
。
博
士
（
文

学
）。
共
著
に
『
音
楽
を
考
え
る
人
の
た
め
の

基
本
文
献
34
』（
ア
ル
テ
ス
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
）、

『
音
楽
文
化
学
の
す
す
め
│
い
ま
こ
こ
に
あ
る

音
楽
を
理
解
す
る
た
め
に
』（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出

版
）な
ど
が
あ
る
。
チ
ェ
ン
バ
ロ
奏
者
と
し
て

も
活
動
し
、数
字
付
き
低
音
や
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

な
ど
、
記
譜
を
現
在
化
す
る
演
奏
行
為
に
か

ん
す
る
問
題
に
関
心
を
も
つ
。

森
野
彰
人
｜A

kito M
orino

｜

（
京
都
市
立
芸
術
大
学
理
事
・
美
術
学
部
教
授
、

Ｉ
Ａ
Ｃ
（
国
際
陶
芸
ア
カ
デ
ミ
ー
）
会
員
、
京

都
陶
磁
器
協
会
副
理
事
長
、
清
水
焼
団
地
協

同
組
合
副
理
事
長
）

一
九
六
九
年
京
都
生
ま
れ
。
一
九
九
五
年
京

都
市
立
芸
術
大
学
大
学
院
美
術
研
究
科
修
了
。

一
九
九
四
年
「
近
作
展
17  

ク
レ
イ
ワ
ー
ク
の

4
人
展
」国
立
国
際
美
術
館
。一
九
九
八
年「
第

五
回
国
際
陶
磁
器
展
、
美
濃
'98
」
銀
賞
受
賞
。

二
〇
〇
二
年「
現
代
陶
芸
の
1
0
0
年  

第
一

部  

日
本
陶
芸
の
展
開
」
岐
阜
県
現
代
陶
芸
美

術
館
。
二
〇
〇
六
年
京
都
市
芸
術
新
人
賞
受

賞
。
二
〇
〇
六
年
「
日
本
陶
芸
1
0
0
年
の
精

華
」
茨
城
県
陶
芸
美
術
館
。
二
〇
一
二
年
タ
カ

シ
マ
ヤ
美
術
大
賞
受
賞
。
二
〇
一
五
年「
京
焼

歴
代
展
│
継
承
と
展
開
」
京
都
市
美
術
館
。
二

〇
一
九
年『
わ
が
陶
器
造
り
』
富
本
憲
吉
著
を

編
集
、出
版（
里
文
出
版
）。
そ
の
他
グ
ル
ー
プ

展
、個
展
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
多
数
。

山
下
晃
平
｜K

ohei Yam
ashita

｜

（
京
都
市
立
芸
術
大
学
美
術
学
部
非
常
勤
講

師
、
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員
）

一
九
七
七
年
東
京
生
ま
れ
。
二
〇
一
六
年
京

都
市
立
芸
術
大
学
大
学
院
美
術
研
究
科
博
士

（
後
期
）
課
程
修
了
。
博
士
（
美
術
）。「
井
上

隆
雄
写
真
資
料
に
基
づ
い
た
ア
ー
カ
イ
ブ
の

実
践
研
究
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
。
団
体

「
日
本
美
術
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
ア
ー

カ
イ
ヴ
」メ
ン
バ
ー
。
専
門
は
日
本
の
近
現
代

美
術
史
。
作
家
・
作
品
論
だ
け
で
は
な
く
、
展

覧
会
史
・
言
説
史
の
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
日
本

の
美
術
界
総
体
の
志
向
性
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
る
。
著
書
に『
日
本
国
際
美
術
展
と
戦
後

美
術
史　

そ
の
変
遷
と
「
美
術
」
制
度
を
読
み

解
く
』（
創
元
社
）な
ど
。

山
本
真
紗
子
｜M

asako Yam
am

oto

｜

（
京
都
市
立
芸
術
大
学
芸
術
資
源
研
究
セ
ン

タ
ー
非
常
勤
研
究
員
、
立
命
館
大
学
文
学
部
・

同
先
端
総
合
学
術
研
究
科
授
業
担
当
講
師
、

京
都
精
華
大
学
・
阪
南
大
学
・
嵯
峨
美
術
大
学

非
常
勤
講
師
）

京
都
市
生
ま
れ
。
立
命
館
大
学
先
端
総
合
学

術
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
博
士
（
学
術
）。

専
門
は
日
本
文
化
史
。
近
代
に
日
本
美
術
や

文
化
を
海
外
に
紹
介
す
る
役
割
を
担
っ
た
京

阪
神
の
美
術
商
や
百
貨
店
美
術
部
の
活
動
が

主
な
研
究
対
象
。
近
年
で
は
京
都
市
立
絵
画

専
門
学
校
校
長
を
つ
と
め
た
美
術
史
研
究
者
・

中
井
宗
太
郎
の
研
究
や
、
近
代
の
友
禅
染
や

染
色
に
関
す
る
資
料
調
査
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
や
、G

oogle A
rts &

 C
ulture

で
日
本
の

伝
統
工
芸
を
紹
介
す
る
「M

ade in Japan

：

日
本
の
匠
」の
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
に
も
携
わ
る
。

米
山
知
子
｜T

om
oko Yoneyam

a

｜

（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
Ｒ
Ｐ
Ｄ
（
関

西
学
院
大
学
））

総
合
研
究
大
学
院
大
学
博
士
課
程
修
了
。
博

士
（
文
学
）。
文
化
人
類
学
の
視
点
か
ら
ト
ル

コ
の
宗
教
儀
礼
に
お
け
る
身
体
技
法
の
展
開

を
研
究
。
最
近
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
移
住

し
た
ト
ル
コ
人
の
文
化
実
践
を
追
っ
て
い
る
。
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編
集
後
記

　

芸
資
研
の
紀
要
を
め
ぐ
っ
て
は
、

長
ら
く
議
論
が
重
ね
ら
れ
て
き
ま
し

た
。

　

紀
要
は
も
ち
ろ
ん
、
研
究
活
動
の

成
果
を
学
術
的
に
報
告
す
る
も
の
で

す
。
け
れ
ど
も
芸
資
研
に
は
、「
新

た
な
創
造
の
可
能
性
を
貪
欲
に
探
求

す
る
場
」「
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
人
々

が
交
差
・
交
流
す
る
」
場
と
い
う
役

割
も
あ
り
ま
す
（「
京
都
市
立
芸
術

大
学
芸
術
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー
設
立

構
想
」。
本
誌
資
料
編
に
所
収
）。
こ

の
よ
う
な
「
芸
資
研
ら
し
さ
」
を
考

慮
す
る
な
ら
、
芸
資
研
の
紀
要
は
、

い
わ
ゆ
る
学
術
論
文
の
形
式
に
過
度

に
捉
わ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
は
ず

で
す
。
研
究
者
の
論
文
の
横
に
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
書
く
テ
キ
ス
ト
が
あ

る
。
作
品
や
活
動
の
記
録
（
譜
面
や

図
面
や
録
音
や
映
像
）
に
こ
そ
学
術

的
価
値
を
見
出
す
。
そ
ん
な
方
向
性

が
あ
っ
て
も
い
い
は
ず
で
し
ょ
う
。

　

こ
う
し
た
考
え
方
は
ナ
イ
ー
ブ
に

も
見
え
ま
す
が
、
芸
術
大
学
に
お
け

る
研
究
活
動
と
い
う
文
脈
に
お
い
て

は
、
と
て
も
切
実
な
問
題
で
す
。
そ

れ
は
簡
単
に
言
う
と
「
芸
術
大
学
に

お
け
る
学
術
的
価
値
」
と
は
何
か
、

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
芸
術
大
学
に
お
い
て
、

作
り
手
で
あ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
書

く
博
士
論
文
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
？　

本
学
の

よ
う
な
芸
術
の
つ
く
り
手
を
養
成
す

る
芸
術
大
学
に
お
い
て
、
学
術
的
思

考
と
創
造
的
活
動
と
の
関
係
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
る
べ
き
で
し
ょ
う

か
？　

　

近
年
は
音
楽
学
や
芸
術
学
（
音
楽

史
や
美
術
史
）
に
加
え
て
、
社
会
学

や
人
類
学
な
ど
の
領
域
か
ら
、
音
楽

と
美
術
を
論
じ
る
研
究
も
多
数
生
ま

れ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況

の
な
か
で
「
紀
要
」
を
発
行
す
る
な

ら
ば
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
べ
き
か
。
具
体
的
に
は
「
学
術

論
文
」
の
位
置
づ
け
を
ど
う
す
る
の

か
。
こ
う
し
た
問
い
が
議
論
の
コ
ア

に
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
会
議
や
日
々
の
会

話
、
そ
し
て
現
時
点
で
の
編
集
委
員

会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
つ
つ
ま
と
め

る
と
、「
学
術
論
文
」
に
つ
い
て
の

本
誌
の
方
向
性
は
次
の
よ
う
な
も
の

で
す
。

①『C
O

M
PO

ST

』
は
、
特
定
の
学

術
領
域
や
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
に
専
属

す
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
特
定

の
学
問
分
野
に
お
け
る
研
究
の
状

況
や
文
脈
、
論
文
の
作
法
等
に
合

わ
せ
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
必
要

で
は
な
い
。

②
学
術
論
文
と
し
て
掲
載
さ
れ
る
テ

キ
ス
ト
に
対
し
て
、
論
文
と
し
て

の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
要
求
す
る
あ

ま
り
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
が
も
つ
勢

い
や
可
能
性
を
削
ぎ
落
と
す
べ
き

で
は
な
い
。
異
な
る
領
域
の
交
差

か
ら
生
ま
れ
る
可
能
性
を
育
て
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

③
学
術
論
文
の
ス
タ
イ
ル
を
必
ず
し

も
備
え
て
い
な
い
が
「
学
術
的
に

価
値
が
あ
る
」
よ
う
な
研
究
活
動

の
表
現
方
法
を
、『C

O
M

PO
ST

』

の
継
続
的
刊
行
を
通
じ
て
探
究
す

る
。

「
紀
要
」
は
英
語
で
「m

em
oir

」

（
記
憶
）
で
す
。
そ
し
て
日
本
語
で

い
う
「
紀
要
」
に
は
、も
と
も
と
「
複

雑
な
こ
と
が
ら
を
整
理
し
て
す
じ
み

ち
を
与
え
る
よ
う
要
点
を
記
し
た
も

の
」
と
い
っ
た
意
味
が
あ
り
ま
す
。

と
す
れ
ば
「
紀
要
」
と
は
、
多
様
な

研
究
活
動
の
記
憶
＝
記
録
で
あ
る
と

同
時
に
、
何
か
新
し
い
「
す
じ
み
ち
」

が
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
な
の
だ

と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。

 

『C
O

M
PO

ST

』
と
い
う
誌
名
に
こ

め
ら
れ
た
、
分
解
と
再
生
の
イ
メ
ー

ジ
、
そ
し
て
肥
沃
な
土
壌
の
イ
メ
ー

ジ
は
、
そ
れ
ゆ
え
芸
資
研
の
紀
要
に

と
て
も
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

 

（
佐
藤
知
久
）

芸術資源研究センター紀要

COMPOST
vol . 01

2020年3月31日発行

編集

COMPOST編集委員会

発行

京都市立芸術大学芸術資源研究センター
〒610-1197  京都市西京区大枝沓掛町13-6

TEL / FAX: 075-334-2217

Mail: arc@kcua.ac.jp

http//www.kcua.ac.jp/arc

装丁・組版

松本久木＋納谷衣美（松本工房）

表紙木版画彫り

桐月沙樹

表紙摺り

大石詩乃
鬼頭 謙
桐月沙樹
佐藤知久
澤村 華
鈴木真衣子
吉川恭子

印刷・製本

株式会社ライブアートブックス（株式会社 大伸社）

禁無断転載・複写
Printed in Japan




	C_vol.1_1.ronbun_out0315
	C_vol.1_2.note_out0315



